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I. 概要と沿革

1. 沿革

東京大学生産技術研究所は，昭和 24年5月31日公布の国立学校設四法に基づき，同日

付で千葉県千葉市に設四された．

その後，研究所の東京移転が実現し，昭和 37年度から東京都浩区六本木七ー22ー1! こ

本部および各研究部が移ったなお，千葉市には，千葉実験所として 92,378m2 (約

27,944坪）が同敷地内に設けられた．

2. 活動の概要

わが国における工学と工業とは，その発達の歴史において，必ずしも相互に密接に連絡

されていたとはいいがたい． この欠陥にかんがみ，本研究所は，生産に関する技術的諸問

起の科学的総合研究に重点をおき，研究成呆の実用面への還元をも行なうことによって，

工学と工業とを結びつけ，わが国工業技術の水準を高め，批界文化の進展に寄与しようと

するものである．このため某靡的研究を行なうかたわら生産の現場と緊密な連絡を保ち，

生産技術の実態を知って，適切な研究計画を立てるとともに現場から寄せられる技術的

諸題間に対しても，学術に柚礎を置いた実際的な解決を図ることを重要な使命としている．

所の運営，研究態勢の悲本となる研究部門は，設立当初 15部門で，以後昭和 25年度に

10部門， 26年度に 10部門を加え計 35部門となり，その後，部門増として， 32年度 1部

門， 35年度 1部門， 36年度2部門， 37年度2部門， 38年度 1部門が認められたが， 39年

4月 1日宇宙航空研究所設四に伴ない， 39年度中に 2部門を同研究所に移し， 40年度に部

1部門， 41年度に 1部門増が認められ，さらに 42年度には 1部門が追加され，現在次に

示す 43部門となっている．

応用政学，応用光学，音密工学， 放射線工学， 材料力学， 動的材料強弱学， 流体物理

学，伝娯工学，機械力学，流体機械学，熱原動機学，非切削工作学，船体運動学，切削工

作学，粘密工作学，化学機械学，耐震機械構造学，電子工学，電力工学，通信機器学，電

力器搬学，応用遁子工学，マイクロ波工学，電子演算工学，情報処理工学，無機工業化学，

有槻工業化学，鉄鋼製錬工学，蝶境計測化学，工業電気化学および工業光化学，非鉄金属

製錬工学，謀境化学工学， 金属材料学， 放射性同位元素工学， 交通制御工学， 建築生産

学，水工学，廷築構造学， 土木構造学， 地形情報処理工学， 生産技術史，環境制御物理

学，生産施設防災工学

所長は，瀬藤象二，兼重寛九郎，星合正治， 谷 安正， 福田武雄， 藤高周平， 岡本舜

三，菊池真一，一色貞文の各教授に続いて，昭和 46年 11月 14日から鈴木弘教授が就



任している．

本研究所は下記に示すような 5研究部に分かれ，それぞれの部において下記の専門分野

の研究を担当しており，所の管理運営業務は事務部が担当している．

第 1部（基 礎）—応用数学・応用光学·音署工学・固体材料学・流体物理学・応

用電子物理学・放射線工学・材料力学・応用弾性学・動的材糾

強弱学

第 2部 • 船舶） 機械力学・ ・伝熱工学・熱原勁機学・流体搬械学・装置

第 3部（電気・

第 5部（土木・

様器学・切削工作学・非切削工作学・精密加工学・

船体構造学・ 船体迎動学・

・電力機器学・霞力工学・軍気制御工学・電子管工

学・通信機器学・超短波工学・応用軍子工学・

マイクロ波工学・情報処理工学

第 4部（化学・ 冶金）ー一無懐工業化学・ 工業軍気化学および工業光化学・有機工業化学

第一• 有機工業化学第二• 有模工業化学第三・ 化学工学・熊概

工業分折学・有搬工業分折学・鉄鋼製錬工学・

学・金属加工学・金屈材料学・放射性同位元素工学

――土質工学・土木構造学・ 交通路工学・水工学・ 測鼠学・廷笈惜

造学・建築環境学・ 建築装備学・建築生陀学• 生産施設防災エ

学・建築配四およ •生産技術史

これらの諸専門分野において，劫礎的研究を行なうとともに，政分野の間の共同研完が

随時に行なわれているのが本研究所の特徴の一つである．

また，本所は教育活動についても，大学付骰研究所の使命の一環としてこれを重視し，

積極的な協力をしている．また大学院学生の教育のほかに，各種の教育制度による学外か

らの研究員・研究生• その他を受け入れ，これらの教育・指郡についても力を入れてい

る．詳細については，教育活動の項 (119ページ）を参照されたい．

管理運営組織は，後章に記すとおり，所内に，教授会・教授総会のほか，所長の諮問機

関としての常務委員会を設け，また各種の連営委員会を設四し，相当数の教授• 助教投・

専任講師がこの委員に選ばれている．そのほか，生産技術の実態を把握して所の研究の使

命を達成するため，昭和 28年以来財団法人生産技術研究奨励会が設立され，この評議員

として 160名の学識径険者と産業界代表技術者に参加を願い，本所に対して，協カ・助成

などの事業を行なっている．

3. 研究所の位置・敷地・建物・配置図

A. 東京大学生産技術研究所

.a. 位 置

東京都港区六本木七丁目 22番 1号

2
 



国電信温町駅下車，都営バス防衛庁前下車，約 100m 

地下鉄日比谷線六本木駅下車約 800m

地下鉄千代田線乃木坂駅下車約 100m 

b. 敷地・建物（面積）・配置図

敷地総面禎 48, 122 m2 (14,557坪 ただし物性研と共用）

建物数本館 1棟，別棟 14椋

建物延而禎 30, 180 m2 (9, 145坪）

本館 25,963記 (7,867坪）

別棟 4,217記 (1,278坪）

本館面積の使用区分は次表の通りである．（単位 mり

I地階 I1 階 Iz 階 I3 階 1 屋階 I 計

第 1 部 872 1,880 744 732 4,228 

吋久コ 2 部 1,955 817 945 930 4,647 

第 3 部 514 999 881 923 3,317 

第 4 部 632 1,557 1,541 1, 149 4,879 

第 5 ±切,:;,） 1,546 1,048 795 795 4,184 

試作工 均 91 194 285 

電子計 邸械室 24 173 220 417 

ず可 務 部 886 722 1,897 486 10 4,006 

叶 I 6, 520 I 7, 028 I 6, 976 I 5, 429 10 I 2s, 963 

c. 主な建物とその用途

7匡井 l切冷 勺々 I 炉Hサ： 造 I i利用cm面')禎 I 所属部 I 主 な 用 途

本 餡 I ンクリート地下 1 25,963 各 部
3階

別椋 2 鉄筋コンクリート平屋建 102 第 5部 床版試験室

" 3 プロック平屋建 32 各 部 薬品収納倉庫

” 
4 鉄筋コンクリート平屋建 I 52 第 5部 防火実験室（地下）

” 
5 鉄骨平屈建 142 第 3部 III 裔屯圧実験室

N 6 鉄骨スレート 355 第 1部林料実験室

II 7 鉄筋平犀建 66 第 3部 応用電磁流体実験室

II 8 鉄筋コンクリート平屋建

179 第第第第第~ 4 翌部部部祁’’ 
， プロック平屋建 113 4 

" 10 鉄筋コンクリート平屋建 179 ~5 ii晟酵暖房実験室

,, 11 鉄骨平屋建 923 試作工場 試作工楊

" 12 鉄地筋下コ1ン地ク上リー1階ト 625 第 5部 音菩実験室（無若室，残密室，測定室）

,, 13 I鉄筋コンクリート 3階建 795 事 務 部 車機動嵐器室実臨時研究室，応用化学系共通

,, 14 鉄筋コンクリート 2階建 617 第 2部 力 験棟（水自動力車機械，）内燃機関， ガ
スタービン，

,, 1s I鉄骨平屋建 29 事務部 門衛所

3 



d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在都営水道ならびに自家給水を行なっており，使用量は月平均13,000面である．

と自家用の契約をし第 1変電所 400kVA,第 2変電所 774kVA,

屋外変電所 535kV A の設備を有し，各部に送電している．電力使用紐は月平均 170,000

kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費且月平均 14,000m3である．

電話は青山局に 50回線加入し，私設交換装置は A型自動交換機で 500回線の容量をも

ち，物性研究所と共用している．なおそのうち本所は内線 300回線を使用している．

B. 生産技術研究所千葉実験所

a. 位置

千葉市弥生町 1番8号

b. 

c. 

約 250m

敷地・建物（面稜）・配置図

敷坦百積約 92,378 m2 (27, 944坪）

建物数 35棟 13, 310 m2 (仮設を含む）

主な建物とその用途
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受電室

柴田研
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船舶航海性能試験水槽

水工学実験室

津波高潮水槽実験室

同上観測室

2次元造波水糟測定室

野崎研

” 
野崎研，井口研

ポンプ室

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在千葉県水道局ならびに自家給水を行なっており，使用紐は月平均2,000m3で

ある．電気は東京電力株式会社と自家用の契約をし，変電所は 300kVの設備を有し，所

内に配電している．電力使用量は月平均 32,000kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費批月平均 2,500m3である．

電話は千葉電話局に 9回線加入，私設交換装置は，クロスバ型自励交換機で，内線 60

回線を使用している．
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II. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

本所の研究員は，それぞれ自己の属する尊門分野の進歩発逹のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする．これらは間姐によって関係のあるいくつかの専門分野の人

々で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる専門分野

を持つため，このような総合研究應誇をとりうることが容易であり，また常窃委員会の議

を経て決定するのでその機会が常に機動的に用意される．大型プロジェクト研究として前

年より開始された「都市における災害• 公害の防除に関する研究」 (3年計固， 区時事業

費）がその一例である．

韮礎研究の成呆が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から工業生産化

への可能性を立証するためにこれを別個の研究組織に移し，中間規模の試作または試験を

も行なっている． これら中間試険研究として行なう研究は，受託研究によって行なわれる

場合と，所内に設けられた特別研究容議委員会が，毎年特別にいくつかの研究課屈を，所

内各研究部から申請を受けて決定する方法とがある．後者は，悲礎的研究でその兄展が十

分期待される研究も同時に採り上げて特別の研究費を注ぎこむようになり，昭和 47年ま

でにその件数 432を数え，その研究成呆は，工業界への寄与の動脈となっている．受託研

究は，本所の自主的計画をさまたげない範囲で行ない，また短期間に結果を求める目先の

ことばかりに力を注ぐことにならないよう注意されている．

2. 研究活動の経過

大学の研究が，研究室を単位とする各部における研究の方法で学問の韮礎研究を行なう

ことは，長い歴史に見られるとおりである．戦後は，科学の進歩に伴ない一つの問題をい

くつかの研究室が共同して総合研究的に行なうことが多くなったことも周知のとおりであ

るこのような研究傾向に対し一研究所に各専門分野があって総合研究の態勢をとりうる

ことが容易である機関は少ないこの点本所には特色があって，たとえば耐虞工学の研究

に土木建築工学と機械工学が協同し，最適設計システムの閲発研究に写真測凪と電子演算

工学，交通問題に自動車工学，交通路工学，電子工学がそれぞれ専門を分担したり，マト

リクス有限要素法の研究が共同研究によって成呆をあげている．

また，試験溶鉱炉の研究に自動制御やアイソトープ技術を投入したり， レーザの研究に

電気と光学の両面から開発を進めたり，ロケット製作に高張力鋼の研究から始まり，構造

力学と推薬エンジンおよび空気力学の諸分野が合体して作り上げるまで，問題に対して縦
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貫的にあるいは多面的に研究が行なわれてきているのである．総合研究態勢の実施には，

単にいろいろな専門分野があるというだけではなく，所内に常務委員会や各種運営委員会

があって，これらを結びつける機構が備わっていることによって，より特色的となる．

実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設立趣意書にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．韮虞可究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたの

で，本所ては，これを中間試険研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施

している．観測ロケット特別事業や試駿溶鉱炉の研究はこの例である．

近年は，晶礎研究が杞当進み，その完成が近く期待される段階にあるものを選定し，特

別研究とすることも行なっている．たとえば大型電子計邸機，大型振動台，写真測鼠図化

搬，近代的な分析諸設間をはじめ，多数の本研究所特有の設備が充実されている．

3. 研究の形態

本所ては上に述べた研究方針に従がって椙広い冠々の形態の研究が行なわれているが，

これを大別すれば特別研究I' 同II'一般研究A・B,共同研究ならびに各部における研

究に分えされる．特別研究 Iは文部省I臨時事業の 3カ年計圃第2年度として前年より開始

している「忍市における災害• 公害の防除に関する研究」で所内の広い分野の研究員が参

加している．特別研究IIは基礎研究が進み，その完成が近く期待される段階にある研究，

中間試誤あるいは試作研究を所内の特別研究審議委員会が毎年選定し，経常的研究費とは

別に研究費を支出しているもので，この中には 2年あるいは 3年以上継続して完成する研

究もある．一投研究A•B は文部省科学研究喪補助金による研究の内，一般研究A·B と

して行なわれたものである．

共同研完は前に述べた如く総合的な研究態勢が容易にでき得る本所の特色を生かした研

究で，さら 1ここれらの研究を活発化するため共同計画推進制度を設け，研究連絡その他に

要する町究推進費を交付している．また文部省科学研究費補助金総合A・Bも含まれる．

各部におげる各研究室が設定する各個研究は本所の研究進展の核をなすものであり，各研

究者はその管想と開発！こ意を注ぎ，広汎，多稲な研究が採り上げられている．

4. 昭和 47年度の研究の現状

A. 特別研究 I

都市における災害・公害の防除に関する研究

都市災害公害の防除に関する研究組織

(1) 都市構造物の耐霙強度の調査研究

(1-1) 埋設物の耐罠強度に関する研究
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教授久 保度三郎・助教授田村囮四郎

(1-2) 構迄物の勁的強度に閃する研究

教授田中 尚・教授久保良三郎・教授柴田即

助教授佐店壽芳• 助教授岡田恒男・助教授高梨兄一

(1-3) 叛動減哀芸餃に関する研究

教授亘理厚・教授柴田恐• 助敦授川股重也・助教授佐藤奇芳

(IT) 都市交通公害対策の調査研究

(2-1) 都市内道路交近告lj御に閃する研完

助教授越正毅•助敦授高羽禎雄・助教授浜田呑

(2-2) 郎市における胚音扱勁の防除1こ閃する研完

教技亘理厚・教授石井翌光・

(2-3) 霞力供給システムの侶頴度に関する研究

教授 河付己雄

(lIT) 都市廃棄物対策の開発研究

大野逆一

(3-1) プラスチック類の文唸焼，請分解による処理に閃する謁査研究

敦投山辺武郎・教授河添邦太朗・教 投早野茂夫

助教授高辰浩• 助敦授鈴木韮之

(3-2) 光分解性喜分子の開発に閃する調査研究

教授（併）汲頑照三・教授故後藤伝行・助教授本多健一

助教授妹尾学・助数授白石振作

(3-3) プラスチック応菜物の処理体系確立のための閲査研究

教投（ 併）汲頑照三・教授野崎弘・ 教授武藤義一

昭可I46年度からi窮時事業として次に示すような研究組織をもって「都市における災害・

公古の防靡に閃する研完」が閲始されることになったが，これは (I)

強度の閏互研究， (II)部市交通公古対策の謁査研究，(][)都市廃哀物対策の閲発研究，

の三つの研定を向ぅ 3カ年間にわたって，同時に展開する大型プロジェクト研究である．

これらの研完諜題は現代都市が直而する間屈の中でも，抜本的対策の渇仰されている璽

要間図であり，昨年度：こ引続いて以下に述べるような研究活動が展閲された．

(I) 都市構造物の耐震強度の調査研究

本年度も昨年と同様，地下埋設物の耐四位度，構造物の動的強度および振動減衰機構の

開発研完が行なわれた．すなわち埋設物の耐震控度に関しては水道管，ガス管の迅去の地

震被害の謁査，解肝，沈埋トンネルの耐震性の把握，埋設管継手の耐震強度について行な

われ，また昨年度千葉実険所に建設された構造物の動的破壊試駿装四を用いて，繰返し荷

璽を受ける鋼構造部材や鉄筋コンクリート部材の動的強度についての実験的研究が進めら

れた．これと同時に構造物の振動減衰性を，積極的に高めるためのオイルダンパを試作

し， ヒンジ形式のフレームに組み込み，振動実験を行なってその有効性を検討した．

(II) 都市交通公害対策の調査研究

都市交通公害対策の調査研究においては

(1)都市交通による荘音，振動の防除， (2)都市内道路交通制御， (3)電力供給システ
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ムの信頼度の三つの研究が平行して推進された．騒音振動については地盤振動の測定技術

やその実態調査，車両走行状態と発生騒音の相関性の測定，市街地における交通騒音の実

態調査，交通騒音の伝搬に関する模型実険，交通竪音を受ける建物の騒音克策などの研究

が行なわれた．招市内道路交通制御に関しては，交通事故，交通渋帯，交通公害などの実

態調査，交通流シミュレータによる交通流解折と交通制御方式の評価， 5 

通制御システムの開発，新らしい交通制御の論理の開発等の研究が推進され，電力供給シ

ステムの信頼度に閃しては昭和 46年度の予備的研究をさらに進展させて電力供給システ

ムにおける絶縁破壊事故に及ぽす自然気象条件に関する資料の収集とこれに起因する事故

の解折について研究を行なった．

直） 都市廃棄物対策の調査研究

都市プラスチック廃棄物の有効な処理を進めるために必要な技術的問題を十分に謁査，

把握し，さらに基礎的な観点からの研究を通して，処理システム確立のための方策を提案

することを目的として，昨年度に引続き研究を進めた．研究組撤は大きく研究班と調査班

とに分かれ，研究班は熱分解研究グループと光分解研究グループに，調査班は廃棄物処理

実態調査を主とするものと，処理システム調査を主とするものに分れて，活動を続けてき

た．本年度行なわれた研究諜題は次の 7つであった．

(1)プラスチック中の金属成分の分折法の開発と処理後の璽金属による汚染の予測，

(2)プラスチック無機充坦剤系(3)プラスチックの光化学的酸化分解， (4)光分解性高分

子化合物の開発， (5)プラスチックの接触分解， (6)プラスチック廃棄物の有効利用，

(7)プラスチック廃棄物の処理システムの確立のための調査研究．

B. 特別研究 II

1. 波頭伝播の観察による動的弾性率の測定と動的応答に関する研究

助教授中桐 滋

軟い粘弾性体内の衝撃による波動伝播にともなうモアレ脇変化を高速度振影するため，

プリズム回転式カメラ HYMAC16 HD-40 MBを設備した数十ミリ秒の時間範囲の的

確な搬影を行なうため，光源および同期装置についての準備が終った段階である．

2. 0. 3-100 K における熱伝導による転位の研究

助教授鈴木敬愛

結晶転位の動的性質を調べるためには，極低温での熱伝迎度の測定が有効な実験手段で

ある． とくに，パチエルス応力や転位の釘付間隔を実険的に評価するために，液体ヘリウ

ム3を用いる熱伝尊度の測定装置を設計，製作した．予備実験をほぼ完了して，引張り変

形により転位を導入した単結品での測定を開始した．

，
 



3. 超精密X線回折と光電子分光による表面構造の解析

助教授菊田裡志

X腺および光電子によって紘開表面の構造を研究するために，真空二結晶ディフラクト

メータを試作し，計測記録装置を整備した．現在，光電子のエネルギ分析器の製作を進め

ている．

4. 波浪計の実用化に関する研究

教授高橋幸伯• 助教授前田久明

助 手 小 畑 和 彦 ・ 助 手 江口純弘

波浪中を航走している船舶からブイを投下して，テレメータ方式によって航走海而の正

確な波浪情報を求めるための，投稟て方式の設浪計の開発研究を行なった．

（一部選定研究費）

5. 工作機械の振動防止と精度向上に関する研究

助教授佐藤認芳

搬械構造の剛性と切削機構とが関連しあって生ずる自励振励と，電動機・ベルト歯車列

等の駆動系や立軸・被削材等運動部分などの内部の振動源，あるいは外部の振動源が原因

となる強制振動は，何れも切削能率の低下，表而粗さ，加工された形状などの緒度の劣下

を招く原因となる．本研究では，機械構造の振動特性が表而粗さ• 形状梢度に与える影菩

の定菫的な評価，複合材料を利用したバイト・シャンリの使用による安定な切削可能域の

増大と振動振幅の抑制・ 自励振動が生じた際に振幅がきまる搬構などについて研究をすす

め，特に振動との関連において加工緒度と切削性能の向上をはかるべく研究をすすめてい

る．このため，大隈鉄工製 LS450x550高速旋聾をあらたに悶入した．

6. 生物体における熱的物性値の測定

助教授棚沢一郎

生物体（とくに人体）の熱的な諸物性餡を invivoの状態（すなわち，生きたままの

状態）で迅速に知るための計測法の閲発を目指し，その第一段階として接触非定常法を試

みた． この方法により，生物体表面の熱伝遅率・温度伝郡率・温度浸透率などについてい

くつかのデータを得た．

7. 突発型 AEによる構造物試験の計測および情報処理の研究

教授山口楠雄・教授尾上守夫

アコーステイック・エミッション (AE)による構造物の欠陥位四標定の有効］よシステム

の開発を目的として是本的な情報処理システム，すなわち 9チャンネル AE信号到逹時間
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差測定装置，センサ，フィルタおよび増屈器，インタフェース装直ならびに小形辻邸機を

製作あるいは購入して研究を行なった． これらを用いてまず模擬 AE信号発生装置につい

て実険を行ない，好結果を得たので実際に使用できる有効なシステムを聞発するために研

究を進めている．

8. 擬似ランダム順序入替えによるファクシミリの

帯域圧縮多重伝送方式に関する研究

助敦長 安 田 靖 彦 ・ 大 学 院 学 生 小 川真佐志

ファクシミリ信号は統計的にみて黒信号発生確率が白信号のそれより著しく小さい・ こ

の注質を利用し，数台のファクシミリ送信機からの出力信号をそれぞれ異った規闊に従が

って，擬似ランダムに順序を入替えた後，単に論理和をとることにより璽ねて多重伝送

し，受信側では送信側に対応する逆の入替えを行なって元に戻すと，他チャネルからの妨

害はランダムに分散した黒点となり了解度は保てる． この方式は符号化，孤立点除去ある

いは予測符号変換等の信号処理方式を導入することにより酉質が著しく向上する．本研完

では上記の方式の提案と理論的検討を行なうと同時に選定研完費で購入したデイスクメモ

リーによって，機能を増強したミニコンビュータを用いてシミュレーション実験を行い所

期の成果を得た．

9. 四塩化ケイ素と芳香族ヒドロキシル化合物との反応

敦授故後藤信行・研究員中島利誡

助手（特別研究員）小川昭二郎・技 官 李 章 縞

四塩化ケイ素とフェノー）レ類との反応を行ない，新しい耐熟性材料用プリカーサの合成

ならびにそれらの反応性を検討し，シロキサン結合を含む新材料の開発を目的としてい

る．

現在，フェノー）レ類としてはフェノー）レ，ハイドロキノン，ジオキシナフタレン，テト

ラオキシナフタレン，キニザリン等を取り上げ四塩化ケイ素，ジクロルジメチルシランな

どとの反応を検討している．

10. 相液における混合拡散の研究

助教授鈴木基之

液相においては分子拡散の寄与が小さいため，混合拡散の搬構を議論する際に混合のミ

クロな構造が全体の挙動に大きく影轡を与える．本年度は特に徴小粒子充旗間隙を流れる

液体の混合拡散について総括的な挙動を実験的に研究し，特に粒子径に比して大きい単位

の流路の存在とその混合拡散との関連について検討した．
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11. 現場における遮音度計測法の改善に関する研究

教授石井聖光・助手橘 秀臼

部屋と部屋の間，あるいは屋外と室内の遮音祠定法について， (1)定常音， (2)インパ

Jレス， (3)外来騒音を音源として二乗時間積分値から求める研完を行なった．

12. 粉体系材料の高次構造解析装置

助敦授高橋浩• 助手（特別研究員）堤臼男

生産技術研究奨励会技師西付 己一

触媒，触媒坦体，吸許剤，七ラミックス，建材，な 接召によ

って形成される諸材料の表面構造，細孔構造を明らかにするための装置であり，水匁圧入

ポロシメータと比表百積解折装慨から成る．前者は 35A-177/tの祠孔測定が可能であ

り，後者は吸脱着曲線の解t斤によって，網孔の形，大きさ， o-300A の紐孔分布，比表

面積などの測定ができる．

13. 精密ミクロフォトメーター

助数授小倉磐夫

近年写真圃像の情報処理にミクロフォトメターないしこれiこ煩似した光学系がしばしば

用いられるが， 記録あるいは表示すること

は容易ではない これは主として測定中の微小範囲に正確に合致した照明が行なわれ菜い

ため，測定範囲に比校して大面賃の周辺部透過光が光学系の内面叉射を介して辻光 (mech-

anical flare)となるため，特に測定部分の濃度が高い場合には莫大な誤差を生ずることに

なる． この誤差はシュヴァルッシルド・ヴィリガ効呆と呼ぽれるが，本装四では照明系が

領と長さの微調可能なスリットを試料上に縮小投影し，この誤差を避けている．またダブ

｝レビーム系による光学平衡法をとり安定した動作を確保した．また乳剤塁度と光虻の対応

あるいは濃度積分値の冥出など従来カム等により機械的に処理されていたものをすべてデ

ィジタル的に処理出来る点も測定緒度の確保に役立っている．

14. 自記X線回折装置

助 教 授 本 間 禎 ー ・ 助 教 授 菊田恨志

昭和 33年度に設置された旧型機種を更新するものとして，昭和 47年度申誌研究Bによ

って交付を受けた 880万円により回転対陰極形X線発生装置および計数記録装四を設四し

た新機種は安定度の高いX線源と回転緒度の高いゴニオメータおよび低ノイズレベルの

検出装置からなり，とくにゴニオメータは特殊な設計のもので，真空中にも設置可能にな

っており， X線回折とともに，光電子分光実険にも使用できる．
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15. 回転鍛造による高密度圧粉体の連続成形

システムの研究（継続）

助教授中川威雄・助手天野宮男

前年度に開始したロータリースウェージングによる長尺高密度圧粉棒の連続成形システ

ム開発の本格的な実険が行なわれた．アルミ粉，鉄粉，高速度鋼粉，超硬粉について，各

利の被覆管を用い，冷間および熱間での試険を行ない，有用なるデータを得ることができ

た．さらに管材や異形断面材の成形の研究も開始した．

c. 一般研究 A,B 

1. 材料の不連続境界における疲労破壊の進行に

関する破壊力学的研究（継続）

教授北川英夫

複合材料・溶接構造物・表而処理材・介在物含有材料などの強度と破壊過程を明らかに

するため，悲本モデルとして異材境界におけるクラックの破壊力学的解折とK関数制御シ

ミュレーション疲れ試験を行なう趣旨のもとに， K関数制御疲れ試険機の製作費が交付さ

れ，昨年度径喪 1,220万円を受け closedloop systemの破壊力学専用機を開発したが，

本年度ほその継続分として， 1,220万円を受け K関数制御装置を開発した．デイジタ）レコ

ンピュータとの連結によるかかる前類の試険機としては最初のものとなるはずである．ぁ

わせて，異材境界，変原境界について，甚礎的実険などを行なった．

2. 多重計算機方式によるオンラインシステムの研究

教授渡辺勝・助教授浜田呑•講師藤田長子

大形計算搬を用いて遠隔計鍔や実験データ処理などのいわゆるオンライン利用を行なう

際に，端末に小形計算機を設け，これと大形機を接続した多重計算機方式によりオンライ

ンジステムを構成し，その研究を行なうものである． このシステムによれば端末の制御や

データ変換などほ端末の小形計算機で行ない，大形機は主たる計算処理のみ行なえばよ

く，能率的なオンライン処理が行なえる本年度は小形計罪機ならびにインタフェースの

設備を整え，また小形計罫機側のオンライン用フ゜ログラムの開発を進めている．

3. 光学的方法による急しゅん波衝撃電圧の

発生ならびに測定に関する研究（継続）

教授河村達雄・助教授高羽禎雄・助教授蘇井陽一

助手北条準ー・技官森田和実

Qスイッチレーザ光を放電ギャップに照射し，ナノ秒の桁の波頭長を有する急しゅん波
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衝撃電圧を発生させる方法について基礎的検討を行ない，最適の電圧波形を得るための条

件につき検討を行なったまた発光ダイオードを利用して， 5ナノ秒以下の応答時間を有

し， 1000kVの波高値まで測定し得る高性能分圧器を試作し，その性能向上のための研究

を行なうとともに，この方式を各種の高電圧測定に適用して，有効性の検証を行なった．

4. 新しい分離剤による無機物質の分離の研究（継続）

教授山辺武郎

本研究は新しい有機分離剤による海水溶存成分，菫金属などの分離の研究として昭和

46年度から始まり，当該年度の交付金により高周波プラズマスペクト）レ分折装置，原子吸

光分折装骰，膜法試険装骰 (2基）を設置した．昭和 47年度も引続き液体クロマトグラ

フィでは陽陰混合イオン交換樹脂， ビニル系ボーラスボリマーを用い，膜法では圧透折膜

として両性イオン交換膜，逆浸透膜としてはナイロン膜を用い，種々の元索の分離の研究

を行なった．

5. 固体表面上における直接重合被覆法の研究

教授早野茂夫・教授武藤義ー・教授（併）浅原照三

助教授本多健一・教授故後藤信行・助教授白石振作

教授今岡 稔・教授西川精一

固体表面上で肛接高分子化反応を行なわせることにより有機被膜を形成させることを目

的とする．このためにいろいろな方式が考えられるが，そのうち，金属板上に電解重合を

施こす方法は本所においてすでにその可能性を実険的に明らかにした． この方法をさらに

発展させるとともに，非金属固体に対しても，また粉末状固体に対しても適用できる新し

い方式を開発する．

6. オリゴマー領域化合物の合成と物性に関する研究（継続）

教授（併）浅 原 照 三 ・ 教 授 早 野 茂 夫 ・ 助教技本多健一

助教授妹尾 学・助教授白石振作

助手（特別研究員）田中 貞良

主としてビニ）レ化合物から誘等される種々の官能拮をもつオリゴマー領域化合物を対象

として，その合成法の開発，分子星規制手段の解明，分離定饂法の確立，化学的手段によ

る改質，構造と物性の関連の解明を通して，オリゴマー領域化合物の甚本的な化学的特性

を明らかにし，用途開発のための基礎的知見を確立した．

7. 金属の凝固微細組織と材料の諸性質に関する研究

教授一色貞文•助教授本間禎ー・助手片岡邦郎

凝固微細組織が金属材料の諸性質に及ぼす影轡について明らかにする目的で，微細組織

に関するトポロジカルな情報を非破壊的に得る手法の開発のための研究を行なっている．
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初年度経費として 600万円の交付を受け，微小焦点X線装闘およびX線回折顕微カメラを

設置し，長隙ラウエ法を併用して，凝固条件を制御して専入されたりニエジ組織について

観察，評価するための茄礎研究が行なわれた．

8. 光ヘテロダイン法による液体中の UHF

超音波に関する研究

助教授根岸勝雄・教授鳥飼安生・助手高木堅志郎

液体中における超音波の音速と吸収の測定法としてこれまで用いられてきたパルス法で

は 200MHz以上になると吸収が増大して測定不能となり，またプリュアン散乱法では

2GHz以下で分解能不足のため測定不能となる． この間隙を埋めるため，蒸習膜音源か

ら出た減衰の大きい音波による回折光を光ヘテロダイン法によって検出し，その角度依存

性から音速と吸収を求めるための装四を試作している．

9. 自動車用機関の燃焼改善のための燃焼室内の

ガス流動に関する研究

教授平尾収• 助手古谷国賞・研究員徐錫洪

研究員五味努・ 研究員松岡信

自動車用様関 (4サイクル， 2サイクルガソリン， 4サイク］レディゼル檬関）の排気ガ

ス浄化のため内燃機関燃焼室内の非定常ガス流動特性（渦流，スキッシュ，乱れ等），そ

れに伴なう燃焼反応，機関性能，排気ガスにわたる一貫した系統的研究をめざし進めてい

る．直接噴射式に関しては燃焼室内の非定常ガス流動をメタアルデヒドによる高速度写真

撮影法，火花放電法と併せ用いることによりシリンダ内全般にわたり三次元的に計測し，

その特性を解明しつつある．これら非定常ガス流動と燃焼との関連性を，①mixing, 

② formation, ③ ignition, ④ flame propagationの各観点から詳細に追求し，またこれ

らの相関性が機関性能排気ガスにどのように影轡を及ぽすかについても研究を進めてい

る．

1 o. 工作機適応制御の研究

教授大島康次郎・研究嘱託植松哲太郎

フライス盤を対象として加工中の機械 工作物系の状況変化に適応して送り速度，主軸

速度の操作醤を最適加工条件に制御する適応制御方式について開発研究を行なっている．

現在，主軸トルク，工具たわみ，加工仕上面，空切削などの加工に影署する菫要な因子に

ついて，これらをオンラインで適確に検出する検出器を開発している．今後，これら検出

器出力をオンライン計冥器にインプットし上記操作屈を最適に制御する適応制御ア］レゴリ

ズムを実機による切削実験によって検討し，実用化できるオンライン適応制御システムを

開発することを目的に研究を実施する．
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11. 図面読取•立体図形創成のための自動システム

に関する研究（継続）

教授柴田恐•大学院学生出沢正徳・助教授和田英一（工学部）

各部における研究の項 2・ "立体図形の自動読取と剖成に関する研究”の項に詳しく

述べてある．このうちとくに TOSBAC40によるデータ・リダクションならびに図形自

動読取装置について主として研究している．

12. 固液共存状態における金属の変形挙動と塑性加工に関する研究

助教授木内学・教授鈴木弘・助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態における金属の塑性挙勁を解明する目的で，単純な圧縮試険ならびに種々の

押し出し加工を行ない，固液共存状態における金属の変形抵抗や流動特性を明らかにしつ

つある. 47年度は，ガス炉• 温度制御装置・記録装置などの設備補強も合わせて行なった．

13. 半導体電桓を用いる光電桓反応の研究（継続）

助教授本多健一・研究嘱託藤島 昭• 助手（特別研究員）鋤柄光則

大学院学生木原哲昭•大学院学生渡辺 正

半郡体電極あるいは屯極反応物質にその固有吸収域の光を照射し，励起状態として電極

反応をおこなわせる． これにより励起電極および励起分子の電極反応という新しい分野の

究明を目的とする．本年はさらに電極反応による励起分子の生成，およびこれにもとづく

発光に関する研究を開始した．すなわちアンスラセン誘迎体その他の芳香族多環化合物の

非水溶媒溶液を交流電解するとき電極近傍における発生を認め，その機構を追求するとと

もに新らしい発生素子としての応用の可能性を検討した．

14. 精密電量法による微量連続分析法の研究

教授武藤義一

(7桁表示，最小測定紐 10-6クーロン， ドリフト 0.05%以下）の試作

を行ない，その性能を検討したまたイオニメータを用い各種のイオン電極と組合せて特

性を測定し，連続分析の検出端としての性能を検討した．
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D. 共同研究

1. モアレ法によるひずみ測定精度向上に関する研究

教授山田嘉昭• 助教授小倉磐夫

請師横内康人・助手輪竹千三郎

従来のモアレ法では，弾性範囲 (lQ-3のオーダ）のひずみを測定することは困難であ

る．本研究はレーザ光千渉を用い，モアレ法の測定猜度をあげることを目的とするもの

で， Mach-Zehnder法による感度拡大の装置を完成した．読取り投影器と新しい計算方式

によって，データ処理を自動化するシステムについても研究している．

（文部省試験研究費）

2. ロールフォーミングに関する研究（継続）

教授鈴木 弘• 助教授木内 学

広幅断面のロールフォーミング加工に関して成形条件因子と素材の変形形態の関係およ

び製品形状決定のメカニズム等に関して基礎的な面から実験的研究を進めている．この

他素材の変形径路と製品形状の関係についての解析的研究，特殊管の成形技術に関する

研究，基本断面形状の成形に対する各種成形条件因子の複合効果に関する研究等を併せて

行なっている．

3. 化学プラント構造物系実大模型の自然地震に

対する応答の測定解析に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授久保度三郎・教授柴田 碧

教授川井忠彦・助教授佐藤壽芳・大学院学 生 曽 我 部 潔

化学プラント構造物系および液体貯糟の実大模型について，地震応答を計測し，そのデ

ータを解析することにより，これらプラントの挙動を知り，在来の応答計算の手法を検討

しようとするものである． とくに長周期系・非対称系の応答について重点を置いており，

長周期波の常時計測，高感度ねじり地震計などに特徴がある．

4. 不規則振動系に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴田 碧・助教授佐藤壽芳

助教授大野進ー・講師鈴木浩平・研究員原 文雄

研究瞑託清水信行

自動車走行中の各部振動，地震動記録ならびにこれに対する機械構造物系の応答，工作

機械系の振動等にみられる不規則振動自身の特性，これを入出力とする系の特性の推定に

ついて理論•実験の両面から研究をすすめている．非定常特性のみならず非線型特性もこ
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れらの問題に深い関連を有している．本研究には，高速 AD変換器が頻繁に使用されて

いる．これは本所電子計算恨室の FACOM270-30にも接続され， on吟lineでも使用さ

れるようになっている．

容器，機器およ

5. 大型機械構造物の耐震に関する研究（継続）

教授亘理 厚・教授柴 田 碧

助教授佐藤壽芳• 助教授大野進一

陥準地震力の決定，

構造物の振動応答特性の解折ならびに動的な観点からする設計法の確立などを目標とした

研究である．なおこれに関連して不規則振動を受ける機械系の振勁解折ならびにその統計

的処理法の研究をも行なっている．

6. 弾性系と流体との連成による振動に関する研究（継続）

教投亘理 厚 ・ 教 授 石 原 智 男 ・教授柴田 碧

助敦授佐麻 • 助 教 授 大 野 進 ー ・助教授小林敏雄

研究員原 文雄

本研究は容器・配管の内部あるいは外部に流体が存在することによって発生する振動に

ついて，プラント設計に際してどのようなプロセスで処理すべきかを検吋しようというも

のである．流体柱共振・ 自励振動・乱流振動・ニ相流振動• 相変化振動などがこの種振勁

の主なものであり，その機構もかなり明らかになってきている． しかしながらプラント設

計に際し，それを予測し防止対策をほどこすことは，対象とする系が複雑なため意外にむ

ずかしい．本研究の最終目的は設計時にチェックリスト的に流体振動を検討する方法を確

立しようとするものである．本年度は配管内部の二相流振動の起振力特性を理論的に解明

しようとする研究および流体中の管詳の振動に関する問題点の検討を行なっている．

7. 非定常確率過程に関する研究（継続）

敦授亘理 厚・教授柴田 碧•助教授佐藤

講師鈴木浩 平・ 研究 員原 文雄 ・研究嘱託泊水信行

く経険される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクト）レ

の時間的変動を求める叶仰法，それらに対する機械系の応答の解折などの研究を行なって

いる．

8. 工作機械の要素構造と全体構造の動剛性に関する研究（継続）

教授（併 ）竹中規雄・敦授亘理 厚・教只川井忠彦

助敦授佐藤壽芳• 助敦扱大野進一

工作機械構造は，ベッド，コラムなどの要素構造から栂成されているとみなせるが，全

体構造の動岡H士を把握するために，各要素構造の勁渭性を推定した上でこれをくみあげ，
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全体構造の特性を知ろうとすることを意図している．まず旋盤を対象に，実系ならびに模

型の振動実験をおこない，あわせて板構造あるいは梁構造としての動剛性計算法に関する

研究をすすめ実験の結果と比絞しよい一致をみている． （一部文部省試験研究費）

9. 大震時における都市機能の過渡性状とその回復に関する研究

教授柴田 碧・教投川井忠彦 ・教授河村逹雄

助教授佐蔚芯芳• 助教授片山恒雄・教授藤井澄二（工学部）

研究員原文雄・大学院学生蔚田隆史

都市機能を面や網で構成されたモデルで表わし，大地震による擬乱が加えられた際の過

渡性状および，その回復に関する研究を，確率過程論的手法を達入して行なっている．本

年度はその応用例であり，かつ都市にとってもっとも重要な電力網をとりあげている．

（一部文部省科学試験研究費）

10. レーザ・ビーム伝送実用化試験研究（継続）

教授斎応成文・教授浜1l裔裏ニ・助教扱藤井陽一

千葉実験所に設薗されているレーザ・ミリ波伝送実験設価を利用して， レーザ光伝送実

用化，およびその応用に関する研究に使用する装置の試作研究を行なう．

本年度においては，上記設備内に，赤外レーザ・ビームのレンズ伝送装骰を設置し，こ

れにより， CO2レーザ光 10.6μmのヘテロダイン通信方式の実険を行なった．

（試験研究費）

11. 多次元情報の伝送および処理に関する研究（継続）

教授斎藤成文・教技渡辺 勝・教授安述芳夫

教授尾上守夫・教授浜崎裏ニ・教 授 河 村 達 雄

教授山口楠雄・助教授高羽禎雄・助教 授 安 田 靖 彦

助教授藤井悶ー・助教授高木幹雄・助教授生駒俊明

助教授浜田 喬• ほか所外 7名

写真のように静止した 2次元回像，テレビジョン，ファクシミリのように時間軸が加わ

った両像，ホログラムのように空間軸が 3次元となったもの，あるいは，カラーのように

色度座標軸が加わったものなど多次元情報の伝送および処理に関する研究を行なう，とく

に焔礎となる符号理論，信号論理，伝送理論，パタン認識理論に関する研究，テレビジョ

ン，ファクシミリ等の情報の符号変換による得域圧縮伝送方式の研究，衛星または航空機

によるマルチスペクトル画像の計算搬処理，医学，非破壊検査などで得られる画像の電子

計算機による自動計測，パタン認識，あるいは， レーザを媒体とする多次元情報の伝送，

ホログラフィによる三次元映像の形成と惜報圧縮に関する研究などを総合的に発展させる
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ことを目的とし，大体隔月に研究会を開他し，活発な討論を行なっている．

12. アコーステック・エミッション (AE)とその応用

教授尾上守夫・教投鳥飼安生・教授北川英夫

教授川井忠彦・数授山口楠雄・助敦授佐藤壽芳

助教授高木幹雄・助教授鈴木敬愛・所外 2名

AEとは固休が塑性変形， もしくは破壊する時に解放されるエネルギが弾性波として競

測される現象であって，材料の破壊力学的研究に新しい測定手段を与えるとともに，高圧

タンク，原子炉容器，タンカー等の巨大構造物の安全性確保のための有力な監視手段にな

りつつある． この共同研究では AEの発生様構に関する彗礎的研究および多チャンネ Jレ

自由な討談と協力が行なわれてい

る

13. 高結合圧電材料とその応用

代表者教扱尾上守夫•分担者助教授高木幹雄・所外 11名

最近電気機械結合係数が非常に大きい圧電材料が出現してきて，フィルタ，遅延回路，

光偏向器などのエレクトロ・メカニカル部品の性能を飛躍的に向上させることが可能にな

ってきた．本研究はこのような材料の特性を明かにすると共に部品の機能に応じて材料，

切断方位，振動モードの選定等の最適化が行なえるように総合的研究を行なっている．

（文部省総合研究）

14. 高密度データ伝送系の全ディジタル化

受信方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・助教授高木幹雄・助教辰浜田 喬

技官山田文彦・大学院学生小川真佐志・大学院学生長谷川睛朗

本研究は与えられた伝送路に，従来より高密度の情報を印加し，その結呆複雑な変形を

受けた受信波形に特殊ディジタル演邸処理装附によって適切な処理を加え，正しい信号判

定を行なうことによって，高価な伝送路の経済性を高めようとするものである．本年度は

伝送すべきデータ信号としてファクシミリ信号をとりあげ，従前から開発を行なっていた

擬似ランダム入替えによる闊域圧縮多璽伝送方式の送受信搬に HITAC-10を中心とする

特殊ディジタル演冥処理装四を適用し，阿々の処理を行なって極めて良好な結呆を得た．
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15. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究（継続）

教授一色貞文・教授（工学部）吾妻 潔・教授加藤正夫

教授井口昌平・教授（工学部）松下幸雄・教授河添邦太朗

教授餡 充・教授（工学部）祖馬胤和・教授山口楠雄

助教授棚沢一郎・研究員中根千宮

高炉製鉄プロセスの自動化の砧焚的諸問題，すなわち炉内のガスおよび温度分布，鉱石

の co,正ならびに Cによる還元，高温域における諸反応に関する総合的調査を行なっ

た．

16. オリゴマー領域化合物の合成と物性に関する研究（継続）

教授（ 併）浅原照三・教授早野茂夫 ・ 助 教 授 本 多 健 一

助教授妹尾 学・ 助教授白石振作・助手（特別研究員）田中貞良

主としてビニル化合物から誘迎される種々の官能却をもつオリゴマー領域化合物を対象

として，その合成法の開発，分子批規制手段の解明，分離定絨法の確立，化学的手段によ

る改質，構造と物性の関連の解明を通して，オリゴマー領域化合物の悲本的な化学的特性

を明らかにし，用途開発のための某礎的知見を確立した．

17. 界面活性剤による水質汚濁の処理対策（継続）

代表者教 授（併）汲原照三・教授中村亦夫

教授早野茂夫・所外研究分担者 8名

石油化学工業の発逹にともない，酸化エチレンを原料とする非イオン界面活性剤が大羅

に生産され，陰イオン活性剤が主成分であった合成洗剤の原料の一部として，また染色助

剤，農薬の乳化剤として消費屈が大幅に増加した． このような非イオン界面活性剤の生分

解性についてはいまだ諸外国でもはっきりしたきめ手がない．そこで種々の方法により非

イオン界面活性剤の生分解実険を試み，予期したよりも分解が早く進むことを見出した．

現在，引きつづきこの検討をつづけている． （文部省科研費総合研究）

18. 光と電磁波を利用する化学反応の研究

教授（併）浅原照三・教授野崎 弘・教授中村亦夫

教授河添邦太朗・教授小瀬輝次・教授故後藤信行

教授早野茂夫・助教授本多健一・助教 授高橋 （ヽ‘且ロ

助教授妹尾 学・助教授小倉碧夫・助教授白石振作

化学反応のうち，電磁波，特に光の共鳴吸収により生成する物質の電子励起状態を利用

する化学反応について，化学系および光学系研究者の共同により，研究方法，応用の可能

性について検討をおこなった．

具体的応用としては，特別研究あるいは各部における研究の一環として，光崩壊性高分
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子の研究，有機感光材料の研究，画像形成材料の研究等がおこなはれた．

19. 有機金属複合体結晶の構造と生成機構

助教授高橋 浩ほか所外12名

上記研究の一環として粘土有機複合体結晶の生成機構を熱屈測定によってエネルギ的立

場から研究を進めている．今年度はモンモリロナイトとア）レコール類の複合体生成機構を

とりあげ，またガス吸許熱測定用試料セルの試作を行なって予備的実験を行なった．

20. 耐熱性弾性材料に関する研究

教授故後藤信行・助教授早野茂夫・助教授妹尾 学

研究員中局利誠•技官李 章鏑・大学院学生鯨島俊一

本研究はシリコンゴムの主構造であるポリシロキサン系ボリマーと，耐熱性高分子の単

位構造であるベンズイミダゾール類似の芳香族化合物の組合せにより，耐熱性弾性材料を

得ようとするものである．本年度はまずフタルイミド，ナフタルイミドなどに続きヒ°ロメ

リット酸ジイミドとクロルメチルシロキサン類を反応させつぎのようなポリシロキサンオ

リゴマーの合成について研究を行ない，二，三の新しい誘遅体を得た．また四塩化ケイ素

との反応についても研究を閲始した．

CH, CH, 
ーoc" I I /CO-

—oc/N—予i-(-o―舟―)~N"co—
CH'CH, 

21. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

敦授加 藤 正 夫 ・ 敦 授 松 永 正 久 ・教授一色貞文

教 授 安逹芳夫・教授山辺武郎・教授西川梢一

教授河添邦太朗・教授館 充•助教授明石和夫

助教授石田洋ー・講師井野 • 助手井上 健

助手佐藤乙丸

本年度行なった研究は次のとおりである．

1. 拡散現象研究への RI の応用（西川・明石• 佐藤）

2. 小型溶鉱炉への RI の応用（継続）（餡•佐藤）

3. アイソトープ発電器に関する研究（加藤• 明石• 佐藤）

4. オージェ電子オートラジオグラフィの研究（継続）（佐藤• 井上）

5. イオン交換操作研究への RIの応用（継続）（河添）

6. 放射化トレーサ法ないし放射化分折法による金属の腐食の研究（継続）（加藤• 井

上）

7. 活性炭吸許法による放射性廃稟物の処理（継続）（河添）

8. RI利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（継続）（河添）
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9. イオン交換膜透過機構の研究（継続）（山辺）

10. メスバウア効果の金属への応用（継続）（加藤•石田• 井野• 佐藤）

11. 後方多重散乱ガンマ線を利用する厚さ測定に関する研究（継続）（加藤•佐藤）

12. トレーサ実険における放射能測定に関する研究（継続）（加藤•佐藤•井上）

22. アイソトープをエネルギ源とした発電器の開発研究（継続）

教授加藤正夫・教授松永正久・教授安逹芳夫

教授河添邦太朗• 助教授明石和夫・教授河村逹雄

助教授棚沢一郎・助教授石田洋ー・ 助手佐藤乙丸

アイソトープを熱源とする発電器の設計に伴なう諸問題を解決する目的で始めた．今年

度はひきつづき熱電変換素子 Pb-Te合金の製造に関する研究をとりあげ，不純物をドー

プして熱電素子を製造し， P形とN形をつくってその特性試験を行なったまた， 1251を

用いて素子製造工程におけるゾーンメルテンプ効果を，オートラジオグラフィにより調べ

た．

23. 耐霊構造学研究センター（継続）

名管教授坪井善勝・名巻教授岡本舜三・教授

教授久保疫三郎・教授田中 尚・教授

教授川井忠彦・助教授田村重四郎・助教授

助教授川股重也・助教授岡田恒男・ 助教授

助教授片山恒雄・講師鈴木浩平・助手

亘理 厚

柴田 碧

佐藤壽芳

高梨晃一

佐 藤 暢 彦

助手森地重暉・研究員田治見宏• ほか所外4名

本年度は，計 9回の研究会を持ち，土木，建築，機絨構造物の耐震工学上の研究成果や

諸問題を提供して，各専門分野の研究者によってさまざまな観点から検討を加え，研究の

促進を計ると共にさらに大きなプロジェクトを推進するために，耐震工学の研究設備の充

実に努力している．また都市構造物の耐震強度の研究の進め方についても討議した，“生

研公開”に際しては共同展示を行ない，本センターの活動状況を一室において理解できる

ように努めた．

また，例年のごとく， 3月に Bulletinof E. R. S. No. 6を印刷発行し，広く海外の耐

霞工学専攻の研究者に送付した．

24. 地中筒状構造物の地震時挙動と耐霙設計に関する研究

代表者教授久保襄三郎・助教授田村重四郎・助教授片山恒雄・所外 11名

地下鉄，沈埋トンネル，地下埋設管などの地中筒状構造物の耐震設計法を確立すること

を目的とした研究である．対象とする構造物は線的に長い構造物であり，これが力学的特

性の異なる地盤を貫通して建設されているので，相対変位を含めた地震入力の問題，土の

動力学的性質の問題に関する検討が行なわれ，これらを韮1こして地下構造物（沈埋トンネ
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ルなど）の地震時挙励および耐戻設計に関する研究が行なわれている．

25. 生産施設の地震時入力と地霙時応答に関する研究

代 表 者 教 授久保良三郎・教授柴田 碧・教技田中 尚

助教授佐藤壽芳・助教授田村重四郎・助教授川股重也

助教授高梨晃ー・助教授岡田恒男・助教授片山恒雄

諮師鈴木浩平

生産施設は多種多様であり，その耐震性を一般的に究明する事は極めて困筵である．本

研究は，当所内の専門分野の異なる研究者の協力によって，生産施設の地雲時挙動を明ら

かにし，その耐震性の向上を計ることを目的としている．研究は大別して，水平動以外の

地震入力に関する研究，土と構造物の相互作用に関する研究，鉄骨および鉄筋コンクリー

ト部材の動的耐力に関する研究，各種構造物の地雲時挙動に関する研究よりなり，おのお

のの研究成果を総合して今後の耐震設計法の確立への方向付けが得られるよう検討を続け

ている．

26. 水資源の存在状態に及ぼす人的影響に関する研究

教授（代表者）井口昌平・研究担当高柘 裕・外 15名

この研究は，文部省科学研究費による《水資源》のひとつとして昭和 45年度から 3年

間の予定で行なわれるものである．昭和 47年度は，流況，河道状態，河口付近の状態，

地下水の状態および水質の状態などに及ぼす人的影密に関する研究を行なった．
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E. 各部における研究

第 1 部

1・1 体積力のある流れの研究（継続）

教授成瀬文雄・助手金子幸 臣 ・ 技 官 西 島 勝 一

成層流体，回転流体，電磁流体は体積力としてそれぞれ浮力，コリオリの力，ローレン

ツカをもつ．このような体積力が影菩をおよぽす，物体のまわりの流れを特異摂動法で研

究している．本年度は成層流体中の 3次元任意物体のおそい運動を解折し，これら任意物

体に働く力の一般式を専いた．また成層回転流体中の任意の軸対象物体のおそい運動（回

転軸方向）も解折している．

1・2 Navier-Stokes方程式の数値解法の研究（継続）

教授成瀬文雄・助手金子幸臣

非圧縮・粘性流体の一様流中に静止物体のあるときの定常流を，無限遠領域の問題と非

線形性の問題を中心に調べている．また解の局所的なベキ級数展開の急速な収束性を用い

ることと，それによる局所一般解の未定係数は Schwartzの反復法により決定可能なこと

を用いると，容易に高い梢度が得られることがわかった．

1・3 ホログラフィの研究（継続）

教授小瀬輝次•助教授小倉磐夫

助手（特別研究員） 芳野俊彦・助手久保田敏弘

情報の光学的処理法の研究の一環としてホログラフィの研究を行なっている．ホログラ

フィの収差の研究，二波長の光を用いる物体形状測定の研究，超解像ホログラフィの研究

を行なっている．

1・4 情報理論の光学への応用（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・助手久保田敏弘

光学系を空間周波数フィルタと考える観点に立って光学系の性能評価の研究，多重スリ

ット法による OTF測定の研究を行なっている．

1・5 気体レーザ装置の研究（継続）

教授小瀬輝次•助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・技官千原正男

(1)気体レーザの性能に支配的影轡を及ぽす反射鏡面の多阿蒸着膜の透過率，反射率，

25 



吸収率および散乱率等の測定評価を行ないこれと蒸舒膜製作過程の諸条件との関係を研究

し最終的には気体レーザ自体の性能向上をはかる．

(2)現在開発中のカドミウム，セレン，テルル等の金属イオンレーザについて最適な方

式を求めるため管球構造および放電形式について基礎的な実験を行なっている．

1・6 気体レーザにおける励起および輻射過程の研究（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・技官千原正男

各種稀ガスおよび金属蒸気レーザについて，

(1)実験的あるいは理論的に求められた電子一原子（イオン）あるいは原子（イオン）

相互の衝突断面積を用いて逆転分布にまで励起される過程を砿的に解明する．

(2)実験的あるいは理論的に求められた忍移確率を用いてコヒーレントおよびインコヒ

ーレントな輻射過程を定紐的に捉える．

(1), (2)を通して気体レーザの動作特性を原子的パラメタによって組立てる．

1・7 超音波音場に関する研究（継続）

教授鳥飼安生

前年度に引き続き，フーリエ変換による音場計鉢法を進め，液体中および固体中の音場

に関する詳しい数値計邸を行なったまた環状音波の呈する音場についての詳しい報告も

行なった．

1・8 金屈の塑性変形に及ぼす超音波の作用に関する研究（継続）

教授鳥飼安 生 ・ 助 手 藤 森 聰 雄

金属材料に超音波振動を加えながら塑性変形させるとその変形抵抗が著しく減少する効

果 (BlahaEffect)における超音波の某本的作用（転位への作用，工具と被加工材との接

触面における摩擦の減少，材料の温度上昇など）に関する基礎的研究を行なった． さら

に，この効呆の応用として，銅，タンタルの線引きにおける超音波の作用の研究を前年度

に引続き行なった．本研究は，山田研究室との共同研究である．

1・9 超音波計測に関する研究（継続）

教授鳥飼安生・技官李 孝雄

技 官小久保旭ほか 1名

前年度に引き続き，超音波を用いた応力解折ならびに圧延による焼結金属の異方性の解

析に関する研究，および金属材料の疲労試険時の超音波伝播特性の変化に関する研究を行

なった．
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1・10 ブリュアン散乱による超高周波超音波に関する研究（継続）

助教授根岸勝雄・助手高木堅志郎

He-Neレーザと気圧掃引型ファプリ・ペロ干渉計を用いて 2-7GHz領域における液

体の音速と吸収の測定を進めている．本年度は測定精度を上げるため光電検出系の改良を

続けるとともに，測定値の計邸搬処理を行なう準備を進めた．

1・11 超音波の映像に閃する研究

助教授根岸勝雄・大学院学生高木 茂

一次元走査超音波ホログラフィの研究を進めた．実験は空気中で行ない， 40kHzの超

音波を用いて，点物体と平面板についてガボール型とリース型のホログラムを作り， レー

ザ党によって再生した像を計鰐結果と比咬した．これにより理論的限界に近い解像力が得

られていることがわかり， リース型の有用性が確かめられたまたこれとは別に前年度に

見出した液面レリーフによる超音波音場の測定法についても検討を続けた．

1・12 二次霞子エネルギ分祈による表面の研究（継続）

敦授辻 泰• 助手三浦忠男・大学院学生水野元

原子的清浄モリプデン (110)表面の酸化過程を，オージエ富子分析により研究した．

MNNオージエ遣子のエネルギと電流値の酸化にともなう変化を桁密に観測するため，

M殻イオン化損失スペクトルも同時に詞定している．

また，シリコン (111)面について， LVVオージエ電子および L殻イオン化損失スペ

クトルの一次電子エネルギ依存性を調べた．

1・13 における活性気体の圧力測定

敦授辻 泰•技官金 文沢

10-8 Torr以下の圧力における活性気体の圧力測定には，低温型熱陰極を持つ電離真空

計が有用であるため， トリア被覆陰極，バリウム酸化物陰極等につき真空工学的特性を研

究した．特に化学的気体吸収作用，気体の分解等につき調べた．

1・14 極低圧における混合気体の物理吸着（継続）

敦授辻 泰•技官浅尾 薫

10ー10-10-6Torrの圧力範囲において，窒素，クリプトン～一酸化炭索，クリプトン～

キセノン，の混合気体を， 77.4°Kにたもったパイレックスガラス表面に吸着させると，

時間の経過とともに，一酸化炭素とキセノンの吸舒最が増加し，窒素，クリプトンの吸着

量が減少する．この過程をマスフィルタによって詳細に観測したまた混合気体における

吸着等温線も求めた．
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1・15 X線およびX線励起電子の表面近傍結晶楊における回折現象（継続）

助教授菊田恨志・教授辻 泰

技官浅尾 煎•大学院学生高橋敏男

単結晶でのX線 (0.5-lOA) の回折現象，およびその回折過程で結晶から放出される

光電子やオージェ電子のエネルギ分折，結晶方位依存性などをしらべることにより，結晶

表面付近の格子の乱れや不純物原子の配四などに関する情報が得られるので，その準備を

進めている．

1・16 X線ホログラフィの研究

助教授菊田憫志・大学院学生青木貞雄

X線ホログラフィを利用したX恨頸散泣を作るための脳泥実険をおこなった．高分解能

の再生像を得るために極微小焦点をもっX線元生装置を製作した．それを用いて CKa線，

AIKa線によるグラスファイパなどの役小物体のホログラムを最影した．

1・17 よる

助設長閲田性志• 技官塚本和明

京海村の原子炉 JRR-2を利用して，完全に近い単結晶における中性子の動力学的回折

現象の研究をおこなっている．高梢度ゴニオメータを設計• 製作し，計測装置やスリッ

ト・システムなども整備した．

1・18 一方向凝固による の研究

教授一色貞文・助手片岡邦郎

助手山沢宮雄・ほか2名

凝固条件を制御した一方向凝固を行ない，母結晶，サプグレイン・晶出相等の凝固組緞

が一方向に並列して伸びた合金材料を製造することについて，続いて研究している．その

一環として， Al-Cu合金の帯状試片を一方向凝固させ，柱状晶の成長過程における競合

排除と，凝固条件，結晶方位，熱流との関係について検討し，報告したまた晶出相分布

の凝固進行に伴なう変化を定最的に測定し，その理論的説明を行ない，穀告した．

1・19 X線回折法を応用した金属凝固組絨の研究

教授一色貞文・研完生高 正植

長隙ラウエ法（透過，反射）を応用して，金属単結品の凝固組織について研究した． こ

の方法によると，ストリエーションの潜伏期間の測定，サブグレインの方位の測定，凝固

歪の測定などを比校的短時間で行ないうることが明らかとなった．現在，ブリッジマン法

によって育成した Al合金の単結晶について，ストリェーションとデンドライト構造を長

隙ラウエ法で観察し，それらが隧固過程と如何なる関係で生じるかを研究している．

28 



1・20 加圧炭酸ガスによる軟鋼の酸化に関する研究（継続）

教授一色貞文 ・ 助 教 授 本 間 禎 一

助手山沢宮雄・技官細井祥子

耐酸化性の劣化をもたらすプレイク・アウエイ現象の発生を予知するための研究が続け

られている．酸化速度曲線において直線則へ移行することを事前に探知し，その移行を予

告するために，ブレイク・アウエイ前後の組織の変化を調査した．統計解折法を用いて，

酸化屈中の炭素の析出挙動の変化と異常成長物の発逹の程度との間の相関関係など二三の

知見がえられた．

1・21 金属表而微細構造の研究（継続）

教授一色貞文•助教授本間禎ー・大学院学生中島紘一郎

金属の結晶表面に形成される形態的微細構造が表面現象に及ぽす影密について明らかに

する目的で研究を継続している．本年度は，特定方位をもっ Cu表面上に規則的な縞状

Thermal Facetを尋入する方法を検討し，形成に際して Facet形成に際して表面からの

正味の蒸発速度が一つの重要な因子であることを確認し，合わせて形成機構に関する実験

的な二三の知見をえた．

1・22 酸化物のエピタキシャル成長に閃する研究

助教 授 本 間 禎ー・技官米岡俊明

金属の高温酸化に関する抽礎研究のひとつとして，金屈単結晶面上に形成する酸化物の

核形成•成長挙動についてエピタキシャル成長の側面から研究を行なった. (001) Cu結

晶面上における Cu20のエピタキシー関係について，従来から知られている方位関係が

成立する前段階として遷移段階があることを見出した．遷移段階の詳細な観察とこれに影

菩を及ぽす因子について研究を進めている．

1・23 モアレ法によるひずみ測定に関する研究（継続）

教授山田嘉昭•講師横内康人・助手輪竹千三郎

格子線を試料表而に焼付けてモアレをつくる方法を採用し， さらにエッチングにより，

熱ひずみの測定についても研究しているなお，別途，文部省試験研究費により，レーザ

光源干渉法によるしま数の拡大，およびデータ処理の問題の研究が進んだ．

1・24 金属板材の成形性に関する研究（継続）

教授山田嘉昭•講師横内康人

試作した各種の薄板試験機を用い，材料の特性ならびに潤滑の条件が成形性に及ぽす影

薯を研究している．理論的研究では，ひずみ増分理論により板および殻の軸対称大変形を
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一般的に取り扱う方法を定式化し，円板，ついで円筒殻について，弾塑性変形および大た

わみ問題を解いている．

1• 25 有限要素法による非線形問題の研究（継続）

教授山田嘉昭•講師横内康人

大学院学生高塚公郎・大学院学生岩田耕司

マトリックス有限要素法を応用して，連続体，骨組ならびに板殻構造の非線形挙動を統

ー的に解析する方法を確立しようとする一連の研究である．弾塑性応カーひずみ関係の簡

単なマトリックス表示を見いだすことから始まり，現在では，組合せ負荷を受ける構造要

また幾何学的非線形の問題では，板および殻の増分理論による一般的な

取扱いに重点をおいている．

1・26 材料の非線形挙動の実験および数値解析法の研究

教授山田嘉昭•助手輸竹千三郎・技官山本昌孝

技官高橋治道・研究員小林雅隆・大学院学生高畑秀行

材料の力学的特性を一般化 Voigtあるいは Maxwellモデルで表示することにより，

材料減衰 (materialdamping)の問題を統一的に取り扱うことを目的としている．理論で

は，有限要素法による周波数応答の解析を行ない，これに併行して，横振動・ 縦振動それ

ぞれ自励おび他励方式の内部期擦測定装置を設備充実した．実験データからは，複合材料

を含む力学特性モデル定数の決定を試みている．

1・27 有限要素法による定常流れの研究

教授山田嘉昭• 講師耕；内康人

研究生李 澤淳•大学院学生伊藤邦憲

非圧縮粘性流を支配する Stokesおよび Navier-Stokes方程式を有限要索法によって

解く研究である．元の方程式のまま，流線関数を用いることなく，問題を取り扱う方法を

定式化し，基礎的な例題について，数値解を得ることに成功を収めた．

1・28 曲面板の挫屈に関する研究（継続）

助教授中桐 浩

挫屈におよぼす初期撓みの影菩に関する研究の 1つであって，圧縮負荷方向と同垂直方

向とに初期曲率がある場合の飛移挫屈の様相について有限要素法により解析を行なってお

り，飛移りの動的過程を把握するための実険にも着手した．

1・29 円筒殻の応力解析に関する研究（継続）

助教授中桐 滋

円筒殻の挫屈には挫屈前の変形，初期撓みが影管することが知られている．マトリック
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ス有限要素法を用いてこれ等の影轡を調べた．挫屈及び挫屈後の挙動を知るには有限変形

理論に依らねばならないので，今後は円筒殻の大変形問題を中心にして研究を行なう予定

である．

1・30 粘弾性体の動的挙動に関する研究（継続）

助教授中桐 滋• 技官福嶋 博

衝撃荷重に対する粘弾性体の応答を謁ぺるため，ストロボ・フラッシュ法を用い，エボ

キシ樹脂の試験片でモアレ紹扱影を行ない，ひずみ解折の結果から，一次元と二次元の波

頭の伝揺を謁べた．軟い枯弾性体の引張り衝撃による大変形に関して，高速度カメラによ

るモアレ縞搬影を試みていろ．

1・31 破壊力学の研究

教授北 川 英 夫 ・ 研 究 旦 石 田 減• 助手松本年男

技官大平壽昭• 技 官 上 里 和 美 ・大学院学生山田正治

大学院学生結城良治・大学院学生 簿一平・研究生崖鎗混

研究嘱託三角正明・団究嘱託福田収ー・受託研究員飯田厚

所外 6名

き裂の連続体力学とそれに甚づき材料・構造物の強度と破壊の解折をする1政壊力学の研

究を行なっている．昭和 47年度研究の主なる内容は次のとおりである．

(1) 疲れき裂成長速度の法則性と材料依存性

(2) 疲れき裂成長の下限界条件

(3) 疲れき裂成長の上限界条件

(4) 疲れき裂成長速度の影管因子の多元的統計的考察と実険計圃法の適用の検討

(5) エレクトロンマイクログラフィによる疲れき裂の微視的成長速度の研究

(6) 疲れき裂成長に及ぼす平均応力と残留応力の影害

(7) 環境破壊力学による化学機械強度の解折

(8) 異材境界における疲れ破壊

(9) き裂間干渉と分布疲れき裂の成長

(10) 高強度材料の圧縮による破壊と圧延機械への適用

(11) 無切欠き平滑試険片の腐食疲れ強度の破壊力学による解折

(12) K関数制御破壊力学専用試険機の開発（科学研究費）

(13) 応力拡大係数の実険的誓定法の研究

(14) 有限要累法による Kの解折

1・32 はくひずみゲージの新しいパタンに関する研究（継続）

教 授 大 井 光四郎・助手小倉公逹

当研究室で開発した力学的助走区間を持つはくひずみゲージは力学的特性が良く，広い
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応用面がある．椋点距雄の短いゲージやプラスチックス用のゲージ等を試作して，その評

徊を行なったまた 250℃までの高温においてクリープ特性にすぐれた性能を持つゲージ

が得られた．これに関連して試険研究費の授助を得てゲージの評価法に関する研究を行な

」、一
つ k•

1・33 設合材料のクリープ特性に関する研究

教授大井光四郎・技官平野八州男•技官鈴木敬子

DAPをガラスせんいで強化した複合材料について，有限要素法により，その力学的特

性を考察し，合わせて実敦を行なった． この結果上のような材料では応力集中係数が時間

の登過とともに増大することなど開味ある桔菜が得られた．

1・34 

助敦長鈴木散愛• 技官中付和夫

ることによって，転位の加益的性質を研究している．

今年度は本所忍定研究費を得て，従来の測定を 1°K以下まで拡張する姻備を行なった．

（特定研究(B)参照）

1・35 因体の位度の物性論的研究

助 敦 授 鈴木敦愛・研究生金 絃奎

団体の搬械的性質について，転位論およびその応用的殴点から研究を行なっている．今

年度は特に LiF単紘屈における crackの元生，進行と転位の関係について表面腐触法を

用いた実険的研究を行ない，へき聞の淑と誓1性変形の時との芯只や点欠陥の効呆等につい

て潤べた．

1・36 （条廿；ィ~u

助敦投田村重四郎・助敦長岡田恒男

吋口を目的とする振勁工学の内，地雲入力の検吋を目的とした各前地聟の地震時の挙

勁，地虞勁に対する土木建策構造均の応答挙勁及び構造物の勁的破壊領域における性状に

関して研究を行なっている．

1・37 沈埋トンネルの地震時学動に［長lする研究（継続）

助紋扱田付菫四郎・助手加 娯 J餘行・助手森地爪暉

水底でしかも軟弱地盤内に建設される沈埋トンネルについて，地震観測を行なって地震

時の加辿度， トンネル側壁のひずみ等を謁べる一方ゼラチン及びゴム材料を使用して校型

を製作し，振劫実険を実施し，地塁沈埋トンネル及びそれ等の相互の勁的挙勁を調査

し，地震四測とあわせて軟弱地聾内での管道の地こ時の挙勁の研究を行ない，耐こ設註方

法の確定をはかっている．
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1• 38 フィルダムの耐震性に関する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行

大型振動台上にフィルダムの模型を築造して，振動実験を行ない，振動による滑り破

壊，堤体内での発生応力等，耐震性の解明に必要な研究を進めている．

1・39 動力学的研究に対する光弾性実験方法の応用（継続）

助教授田村重四郎・助手森地重暉

ゲル状材料の低弾性率を利用し，光弾性材料として 2次元応力解析にはゼラチンゲル

を， 3次元的解析にはアクリ Jレアマイドゲルとゼラチンゲルを併用してサンドウィッチ方

法により動的応力解析についての基本的研究並びに応用研究を行なっている．

1・40 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

助教授田村重四郎・助手加藤勝行

実在のアースダムについて，耐震研究のため地震計を設置して地震時での性状を観測し

固有振動数，振動モードならびに減衰定数などの基礎資料を求め，また大きな地震におけ

る振動性状についての資料を得ている．

1・41 鉄筋コンクリート構造物の耐震性に関する研究（継続）

助教授岡田恒男・助手関松太郎・技官伊藤秀夫

鉄筋コンクリート造建築物の地霞時の特性を明らかにする目的で，臨時事業「都市にお

ける災害•公害の防除に関する研究」の一蝶として千葉実険所に新設された構造物動的破

壊装置を用いて，多数回交番繰返し偏心圧招力をうける部材の塑性域における強度と変形

との関係を実験および解折により研究している．

1・42 鉄筋コンクリート各種床構造に関する研究（継続）

助教授岡田恒男・大学院学生李 利衡

デッキプレートおよび溶接金網を用いた鉄筋コンクリート床構造の強度と変形，特に地

霞時の床構造の梁に関する協力効果について研究している．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員杉本隆尚・研究員前田照行

機械振動系において非線型復原力および非線型減衰力などが作用する場合の理論および

実験的解祈を行なっており，主として摩擦振動，工作機械のびびり振動，油圧回路の自励
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振動などの研完を行なっている．

2・2 吸扱ならびに防振の研究

教授亘理 厚•助手立石泰三

工場に発生する振励問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解析を行

なっている．このため現場における振動問題の謁査診断のほか，対策としての搬械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解祈ならびに設計を行なっている．

2・3 自勁車の高速における安定性および振動騒音問題の研究

教授亘理 厚・研究員黒田道雄

研究員岩元貞雄・助手西山正一

自動車の高追化にともなって発生する走行安定性および高次振動の問題の解折を行なっ

ており，これに関連して騒音の屏折および対策の研究，乗心地向上のための操舵機構およ

び懸架機構の制仰方法の研究などを行なっている．

2・4 ばねの設計および理論の研究（継続）

敦授亘理 厚・研究員小林節夫

璽ね板ばねやコイルばねなどの静的および勁的特性とそれらに対する非線型性の影唇を

解折し，とくに自勁車用サスペンションばねの設計資料を求めるとともに， 自動車の乗心

地によい影曹を与えるばねの設計法ならびに制御搬構の研究を行なっている．

2・5 耐震機械構造の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員小林節夫

目的として，地虞に対する搬械構造の動的応答などの解折，耐

震および防振のための減衰あるいは吸扱法などの研究を行なっている．

2・6 騒音阪勁の防除に関する研究（継続）

敦授亘理 厚• 助教授大野進一

都市における災害•公害の防涼に関する研究の一環として，都市交通・建設工事などに

伴なう騒音振勁の防除に関する研究を行なっている．これまでに，緊音については，自動

車の走行状態と発生騒音との関係を調査し，授勁については，公害振動の測定方法の検

討，振勁遮断に対する堀の効果の検討などを行なった．

2・7 する研完

助設授大 野巡ー・助手訂i汀伸晃

工作機械構造の固有振勁数とそれに対応する摂励モードの計邸を行なっている．旋盤を

骨組構造とみなして計算し，良い結果を得ていろ．また工作搬械構造の減衰能に関する実
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験的研究を行なっている．

2・8 工作機械の自励振動の研究

助 教 投 大 野 進ー・技官荒井紀博

工作機械の自励振動は再生理論によって説明されているが，まだ実験的に解明すべき点

が多いし，理論的にも検討の余地がある．そこで再生理論の妥当性を確かめ，かつ理論的

るため，自励振動中の加工物の回転速度と振動数との変動を測定する

装置を作成し，実険的研究を行なっている．

2・9 ヘッドアクセス用高速梢密位置決めサーボ殷構の研究（継続）

敦技大島康次郎・大学院学生恩田 昌彦

滋気ディスクのヘッドアクセス機構には，アクセス時間を短縮することとトラック密度

を増大するため，できるだけ高速でしかも桁密な位置決めサーボを必要とする．この要求

に応えるため，最短時I廿J応答を実現するバングバング制御と特殊光電検出悟による粕密ア

ナログ位四決めとを特徴とする電気油圧サーボ搬構を開発中である． （一般研究C)

2・10 環境制御のため システム

数 授 大 島 康 次郎・助手小林幹夫

大気汚染を対象として調和のとれた適切な環境制御方式を確立することを目椋に，大気

拡散の数式モデルおよび有限個の観測点の観測値から任意の地点の汚染物質濃度を予測す

るデータ処理方式について検討を行なっている．

今後ば汚染源を推定して，経済的社会的ならびに医学的（安全，保健）要因を合む評価

関数，拘東条件から汚染源を最適に制徊するア）レゴリズムの確立およびその数値解法なら

びに最適制御のオンラインモデル実険を行なう． （特定研究）

2・11 純流休索子に閃する研究（継続）

教授大島康次郎・研究嘱託松本義雄

可動部分のない流体増幅器である純流体素子について屈礎研究ならびに応用研究を実施

している．悲礎研究としては，側璧付舒形索子について切換機構を解明すべく解析的なら

びに実険的研究を行ない，特にベントの切換特性に及ぽす影菩を明らかにした．また動作

流休に水を用いた液体フ）レイディクスについても実験的研究を行なった．応用研究として

は海洋開発への応用を目椋として液体フルイディクスのスラスタ弁の研究を実施してい

る．

2・12 マイクロパターン位置決め装骰に関する研究（継続）

敦授大島康次郎・ 受託研究員飯田一雄

トランジスタや ICの自動組立に必要なマイクロパターン位四決め装置について開発研
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している． トランジスタ用については特殊光電顕微鏡を利用した位置決め装置の

開発研究を完了しており， IC用についてはレーザホログラフィを利用してパタン認識を

行なう位四決め方式について聞発研究を行なっている．

2・13 マスク合わせの自動化に国する研完

教長大閏康次郎・研完鵡詑松本義雄・又託研究員岡本啓一

集門回路 (IC)の製作においては，フォトエッチング技厨を応用するため， IC回路パ

クーンをフォトマスクによって露光しエッチングする手法を何回も繰り返さなければなら

ない．そのため，幾遥りものフォトマスクを正確に位置合わせする必要がある． この作業

を自動化する目的で，特殊光霞頸徴鐙による位四検出とパルスモータによる徽小駆動台と

に特徴を有する粕密光電位岡決め装置を聞兒中である．

2・14 NC用検出堺にI見する研究（継続）

敦長大畠山次郎・大学院学生吉田利夫

ディジタル・アナログ結合方式の NCにIJ廿兌したネジ検出帯は累積ピッチ誤羞憎il正に

より長いストロークで高紡度を容易に実現できる特徴を有するので，この特徴を生かし，

しかも閉ループ NCサーボに一般に用いられている位相変調方式の位四検出に応用でき

るようにしたネジ利用 NC検出堺を闊兒中である．

2・15 最短時間制御間題の数値解法に閾する研究

助手小林幹夫

常微分方屁式系における最短時間制卯間四をとり上げ，勾配法を中心とした数値解法の

ためのアルゴリズムのI屑発を行なっている. ;I贔本的な例1こついて，収東の辿さおよび紡度

をディジタル計冥機により検ふIしている．

2・16 における贔適制御l閏題にl支lする研究

助手小林幹夫

集中定数系および分布定改系の最近制細問題を閃数空間で定式化し，最適解に対する必

要十分条件の蔚,'IL近似解列の収東平［および近似解列に対応した評価閃数の列の収東性に

閃するぢ察を行なっている．

2・17 ロボットの研究

教技（併）森 政弘

工場現場の非人間的な作業の自動化を目ざして，とくに工場内の汎用マテリアルズハン

ドリングを対象として工業月jロボットの研究を進めている． とくに人工触鎚を工業用ロボ

トッに尊入してハンドリング機能の向上をはかる研究を行なった．
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2・18 放電加工の極間複合制御

助教授増沢隆久

放電加工の極間制御について，加工くず等の加工生成物の作用を考慮し，電極送り制御

および超音波振勁制御などの多パラメータ同時制御1こよる方法の研究を行なっている．

2・19 する研究

助教授棚沢一郎・助手永田真一• 技官藤森隆司

技官佐藤政俊・大学院学生落合淳一・大学院学生宇高義郎

滴状凝縮過程はきわめて高い熱伝逹率を示す過程であるが，そのi幾構を解明するための

研究を次のような諸方向から行なっている. (1)初期の微小液滴の発生現象の電子顕微鏡

による観測， (2)液滴の合体をともなう成長過程の高速顕微鏡写真による追跡， (3)液滴

の成長にともなう凝縮面温度の局所変動の赤外線温度測定器による検出， (4)凝溶面上で

の滴径分布とその変化の測定， (5)液滴の離脱機構の解折， (6)滴状凝縮熱伝逹率の各種

条件下での高梢度測定， (7)滴状凝招過租全体（あるいは一部）のディジタル計邸機によ

るシミュレーション．

2・20 高性能凝縮器の開発に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・研究員塩冶震太郎

現在実用されている各種凝笥装置の高効率化と小型軽鼠化を目標とした研究である．と

くに滴状凝縮が実現されるような特殊な凝粕面を用いた凝縮器や，回転式凝縮器の開発に

関する基礎研究を行なっている．

2・21 血液の流体力学的物性値の測定に関する研究

助教授棚沢一郎・技官佐藤政俊

励物の血液の流体力学的物性値（とくに粘性係数）の諸条件による変化を invivo (生

きたまま）あるいは invitro (体外へ取り出して）の状態で，迅速かつ精度よく測定する

方法の開発を行なっている．

2・22 電解炉における磁気流体力学的問題に閲する研究

助教授棚沢一郎・大学院学生小石川秋三

大電流を使用する電解炉においては，電流と滋場との相互作用による力が，炉の効率を

低下させるように働くことがある．本研究では，炉内に作用する力の分布とそれに基づく

炉内物質の流動・変形を磁気流体力学的に解折し，炉の高効率化のための方策を検討して

いる．
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2・23 2サイクルガソリ の燃焼改善の研究（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪

研究生徐 判道・研究員五味 努

2サイクル機関のガス交換，シリンダ内ガス流動をトレイサとしてメタアJレデハイドを

用いて測定し，燃焼改善に役立てる. 2サイクルガソリン機関はアイドリング時の不燃焼

が多く，排気中に CO, HCなどの未呂成分が多いまた，不斉燃焼のために不快な車体

振勁を起こすが，燃焼改善によりこれらが防止できる．この研究では掃気にともなうガス

流動，屈状給気等燃焼に影轡する諸因子を解折し，最良燃焼条件を求める．

2・24 内燃槻閃の排出ガス 化の研究（継続）

敦授平尾 収・大学院学生鶴賀孝広

研究員徐 錫洪・研究生金 栄吉

内燃槻関の排出ガスで問題となる主たるものは CO, CnHm, NOxである． これらの排

出ガスの点で改善すべき点として，燃料，恨関および排気系の三つがある．特に燃料につ

いては非炭化水素系の燃料を用いることの検吋を始めている．また機関の改善については

広い意味での成屈給気すなわちシリンダ内のガス流動の利用による燃焼の最適化について

基礎的な研究を行なっている．

2・25 人動車（人間ー自動車系）の特性と安全（継続）

教授平尾 収•生産技術研究奨励会技師稲葉正太郎

研 究 員 小 口 泰 平

自動車を連転する場合の人間の特性と自勁車の特性との整合の問題を研究するもので，

人勁車特性の最適化のための条件を明らかにしようとするものである．特に自動車事故に

対する予防安全の見地から緊急時における人動車特性の改善に童点をおいている．

2・26 ディーゼ叫炭閃シリンダ内ガス流動が燃焼に及ぼす

ついて（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪・大学院学生井元浩二

排気清浄化のために，内燃機関（直噴式 4サイクルディーゼ）レ搬関）燃焼室内の非定常

ガス流動特性（スワー）レ，スキッシュ，乱れなど）と，それに伴なう燃焼反応，機関，性

能，排気ガス（特に NOェ排気煙など）との関連性を詳細に把掘する． とくに，従来その

測定が困熊視され，未解決のままであった燃焼室内の非定常ガス流勁特性を， トレーサガ

スによる高速度写真撮影法ならびに，火花放電法を併せて用いて，実験的，理論的に解明

し，燃焼との関連性を，①mixing ② formation ③ ignition ④ flame propagationの

各観点から詳細に追求している．
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2・27 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪

ディーゼル扱関では大気状態が出力におよぼす影告は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，椋準状態における性能を求める楊合にいろいろの問閻が生ずる．最大負荷と排気

煙芯i度燃料消費率の関係，またこれにおよぽす大気状態の影害なども統一的な立楊から議

論することも困熊な状態である． これらの間題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係に

あるはずのものであるから，この方面から検討を加えていく必要がある． ことに副室を有

する燃焼室においてガス流動と関連して燃焼の問屈はなお解明しなければならないものが

たくさんある．特に排出ガス中の CO, Cぶ m および NOェのよく制の立場から副完付燃

焼室内のガス流動を合めた燃焼の間題の研究を行なっている．

2・28 大型気球に関する研究（継続）

教授平尾 収• 助手岡本 智

ロクーンの悲礎研究として，高性能大型気球用の皮膜材料と放球方法についての韮礎的

諸問題を研究している．

前者については低温二軸延伸性能について従来の国崖フィルム，輸入フィルムを淡腐す

る高圧ポリエチレン・フィルムを閲発し得た．今後，膜厚，形状，ウエルド・ライン等の

一様化と勁荷重試験法についても宇宙航空研究所気球材料相談会に提起する予定．後者は

具体的には岩手県三陸町の放球砧地での放球対策がある．

2・29 人動車（人間ー自動車系）の研究

教授平尾 収• 助手古谷国貴

人動車が実際路上で走行する状態を研究室内でシミュレートして操縦性能，安定性能，

保舵性能など，人励車の走行時の韮犀的な資料を得るための実験を行なっている．人間ー

機械系としての人動車の応答特性試験，また微分ハンドルを用いる場合の最適条件をきめ

るための実険，制御しやすさについての運転者の評価と馴れ，人間ー自動車系における連

転者の学習過程の研究，人間ー自動車系の動特性の統計的解祈のこころみ，およびそのと

きの運転者の心身反応の叶測を行なっている．

2・30 自動車用ガソリン機関の研究（継続）

教授平尾 収•助手古谷国貴・研究生金 栄吉

自動車用機関の排気の清浄性を高め，無公害機関を開発するためにシリンダ内燃焼改善

に関する悲礎的解折の研究を行なっている．サイクルごとおよびシリンダごとの燃焼のば

らつきについての統計的な研究，広範囲の燃焼諸条件についての火炎伝揺およびガス流動

に関する実険的研究，これらの実験的調査研究をもとに，シリンダ内燃焼が定容器内燃焼

と韮本的に異なる燃焼の時間的経過を示すという特質に閃して，局所燃焼ガス温度，燃焼
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速度の面からの熱力学的な解折，などをおこない，サイクル変勁機構および火花点火搬関

におけるシリンダ内の燃焼機構の解明を進めている．

2・31 自動車の空調と快適性の研究

助手古谷国毀

自動車の快適な空謁装置は，それを使用する人胄］側からの要求を満足させるものでなく

てはならない．人間が快適とぷじている状想とは，身体各部の皮府温がどのような状態

で，その時の車室内の温度，湿度，風辿等はどのような状態かを知る必要がある．氾度に

関しては，実走行によってデータの集収はできたので，次に湿度，風辿等が人間の体惑温

度にどのように影轡するかを瞬檄実験宝を使用して研完していく予定である．また空濁装

闘のヒートバランスの閃係を実験的に研究していく．

2・32 ラジアルタービン用高膨弧比ノズルの研究

教 長 水 町 長 生 ・ 助 手 近 藤敏彦・技官樫木幸夫

ラジアルガスタービンに用いられる円闊ノズル内の泣勁状況を明らかにし，ノズルの縦

横比， ビッチ，買型などが，ノズルからのガス流の1月向角や損失などにおよぽす影唇を明

らかにするものであって，比校的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行ない，その

成呆は発表したので，引き続き高膨張比の均合について目下研究中である．

2・33 ターボ過給機の研究（継続）

教授水町長生・助手述応敏彦・技官樫木幸夫

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに拠する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機に

ついて，その設叶方式を確立すべく研究中である．

2・34 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）

教授水町長生・助手遠応敏彦・技官樫木幸夫

内燃機関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，

排気タービン用のラジアルタービンの設叶資料を求めつつある．

2・35 ラジアルガスタービンの研究

教長水町長生・助手遠応敏彦・技官棺木幸夫

ラジアルタービンのノズJレおよび動買の流体力学的特性を各往の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために，実険用ラジアルタービンを試作し，主として実験的に研究中

である．
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2・36 車両用ガスタービンの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦 ・ 技 官 樫 木 幸 夫

自動車その他の車両用にガスタービンを用いる場合について，車両特性とガスタービン

特性のマッチング，制御法，緊励裟買，材料および製作法等について研究中である．

2・37 腿蝙流の研究（継続）

教 授水町長皇・助手遠藤敏彦 ・ 技 官 樫 木 幸 夫

ターボ機械の予忍端すきま流れが翼の注能に及ぽす影署を明らかにする．

2・38 賀の非定常特性の研究

助教授吉識睛夫•技官小池典夫

流体機械の性能向上等のために，買1こ碕く流体力の動特性を求める必要がある．そこで

周期的に流速が変動する中におかれた閃の特性について，実験および解祈の両面から研究

を進めており，現在は変動する餃小圧力の測定に関する拡礎実険を基にして，粟面静圧分

布の測定を行ない，斑まわりの流れの状態を解明しようとしている．

2・39 流体伝動装置の研究（継続）

敦授石原智男・ 助手古屋七郎

ト）レクコンバータおよび流体継手の性能向上に関する資料をうるため，内部流動状態の

実険解折を行ない多くの資料をまとめている．また， 卜）レクコンバータまたは流体継手を

含む自動変速機の変速段切替時における卜）レク変勁に関する理論解祈を進め，実車試険結

果との対比を行ない，理論解折の妥当性を確かめている．

2・40 乳h圧模器の研究

教授石原智男・研究員小嶋英ー・ 大 学 院 学 生 田 中 裕 久

油圧バルブの動特性に関する実険を行ない，その結果を非線形性を考慮した理論解析に

よって整理し，この種の問題の解明に役立つ資料をまとめつつある．また，油圧用の静圧

軸受の静特性と動特性について理論解折と実険を行ない，その実用性を検討している．

2・41 液体用純流体索子の研究（継続）

教授石原智男・ 受託研究員鬼頭幸三

璧付着形純流体素子を制御系の操作部にまで適用することの可否を明らかにするため，

液体用の素子について実険と理論解祈を行なっている．素子としての機能を示すレイノル

ズ数の範囲，索子の静特性におよぽす負荷の影誓，流れの切換えに必要な制御流醤の大き

さなどに関する資料をまとめつつあろ．
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2・42 流体力の非定常特性の研究

教授石原 智男・助教授小林敏雄

助手古屋 七 郎 ・ 助 手 佐 賀 徹 雄

一様流中を運動する物体および変動流中の物体に作用する流体力の非定常特性を理論的

および実険的に解析し，流体機械の性能向上，構造物や車両の安全性•安定性の基礎資料

を得る研究を行なっている．本年度は変動流体力の測定方法の確立および一様流中を回転

する物体に作用する流体力に及ぼす回転数や物体形状の影菩の把担に重点をおいた・

2・43 流れの中の近接 2物体の相互干渉の研究

教投石原智 男 ・ 助 教 授 小 林 敏 雄

助手古屋七郎・助手佐賀徹雄

一様流中の近接 2物体に作用する流体力の特性およびその評価方法を確立するための基

礎的な研究を行なっている．本年度は正方形柱に伍らく流体力の特性の研究および回転円

柱の近傍にある円柱に働らく流体力の研究に霊点をおき，流体力の特性と流れの模様との

関係を明らかにした．

2• 44 円柱群をよぎる流れの研究（継続）

助教狡小林敏雄・助手佐賀徹雄

熱交換器などに使用される円管群の振動現象の要因を明確にするため，円柱群をよぎる

流れの模様ならびに各円柱に作用する流体力の特性について研究を進めている．円柱群の

配置と流速に対応して数種の独特な流れの模様が生じるが，それぞれの流れの模様と円柱

に作用する流体力との関連性および円管群の振動現象との関連註の解明に努めている＊

2・45 旋臀におけるびびり振動に関する研究（継続）

助敦授佐藤壽芳• 講師鈴木浩平

技官駒綺正洋• 技官大掘真敬

各種材料の切削中に生ずるびびり振動を記録解折し，その機械各部におよぼす影密，材

料の表面仕上げに対する影管，工具寿命との関係，振幅特性防振法等について実験的に研

究している． さらに機械の振動特性との関連註についても研究を行なっている．

2・46 工作機械の振動に関する研究

助教投佐藤壽芳

切削中に生ずる自励振動・機械の内部あるいは外部より加えられる強制力によって生ず

る振動等はエ作機械の加工精度•生産能率の向上を著しく阻害する． これらは機械構造の

振動特性・切削機構•主軸系•主軸駆動系等の振動特性が密接に関連している． これらの

振動特性を実験的・解析的に求め機械の性能の向上をはかることについて総合的に研究を
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すすめている．

2・47 工作機械の動的特性と精度の関係に閃する研究（継続）

助 教 授 佐 籐 壽 芳

無負荷連転時のエ作機械各部の徴小振勁をスペクト）レ解析することにより，その固有振

勁数を求められることを明らかにしてきたが，切削時におけるその変化・回転栢度や表面

粗さなどの関係についてさらにクロス・スペクト）レ法を適用すること，徽小振動の解折か

ら搬械の振動モードを求めること，位相特f生から自動的に減衰定数を求めること，インパ

）レス応答に FFT法を応用し高次円有摂勁にたいする減衰定数を求めること，インピーダ

ンス法による動的特性の測定等についても研究をすすめている．

2・48 工作機械構造の板勁特性に関する実験的研究（継続）

助教授佐藤芯芳• 講師鈴木浩平

技官詢崎正洋・技官大堀真敬

主として旋聾を対象とし，機械構造の振動特性を明らかにするために，テー）レ・ストッ

ク，匁物台， ::t軸系等を取外し可能な捕機を除いた撃本構造の振動特性，さらにこれを，

ベッド，脚の構造要素に分解したうえ，それぞれのl胄造要素の振動特性を求める加振実験

をすすめていろ．

2・49 工作懐械構造の振勁特性計冥法に閃する研究（継続）

助敦扱佐藤壽芳・大学院学生相良 誡

前年度校型を対象に工作機械を構成する悲本的な要菜構造，これらを等価な梁で考えた

全体構造の振動特性の計罫法を開発したが，引きつづいて，実際の旋盤構造にこの計算法

を適用することを試みている．あわせて計算時間の節約をはかる叶罪法を用いることも検

討している．

2・50 機械系の地震応答に関する研究（継続）

助教授佐葺；；熊芳• 講師鈴木浩平

機械系の耐虞設計法を確立するため：こ，校擬地虞にたいする応答特性を，統計的手法を

もちいて闊ぺ地震記録にたいする応答特性と比較検討している．特に入力が多数となった

場合の多自由度系の応答，設計地虞力を推定する際に考応すべき信頓幅，地盤に複数の卓

越困麗を考える時の構築物・模械系の応答，構築物一機械系で弾塑性非線型特性が許され

る時の系の応答等の問題に関して研究をすすめている．

2・51 非定常性を考応した地震応答に関する研究（継続）

助教授佐蔚壽芳・請師鈴木浩平・大 学院 学生 池田 稔

これまでに発表されている応答曲線とそれにたいする入力の地震波形を整理することに
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より，地震規模と地震継続時間，応答倍率との閃係等，構造物の応答と地震動の非定常性

の関係について研究をすすめている．また，地震動の非定常性を記述する分散の時間的変

勁と応答に関する分散の時間的変動との閃係，さらに，これらと応答曲線との関係につい

て解折をおこなっている．

2・52 多入力をうける る研究

助敦校佐蔚高芳．謁師鈴木浩平

多数個の入力端を行する授械椙辿物系の地虞応答鱈祈をおこなうさいに爪要な，系の伝

逹特t主と入力波のi反動特性の把握について重点的に解祈した．多次元スペクトル解祈の手

法を応用し一般多入力系の伝迄閃敗の推定をおこなっている．また構内多地点に地震時擬

動測定芸四を似jえ，その記録設形を用いて応答解祈をすすめている．

2・53 月：．延板材の形状伽l仰に応する研完

敦長鈴木 弘・助手（特別研究旦）阿砧i松男・ほか 1名

圧廷阪材特に汎攻材の圧延中に元！じするしわを防止することは，圧延技術の最菫要諜図

の一つである ロールに札りげモーメントを加えることにより“しわ”を測廊する方法に関

して，解祈的手法と実険との両而からの研完を行なっている．

2・54 に関する研完

敦校鈴木 弘・講師荒木怯一郎

び寸法変化との閃係を解折と実験との両而から求め，焙正

に閃する技術体系を打立てようとするものである．

2・55 ロー）レフォーミングに閃する実験的研究

教授鈴木 弘• 助教投木内 学

技官祈谷 賢・ほか 1名

ロー）レフォーミング加工における各前成形条件因子および素材の変形径路と製品形状・

成形荷菫• 成形卜）レクとの閃係を解明し，最適なパススケジュー）レ，パスライン等の設叶

ならびに実際生度のための学間的・技術的砧銚を求めるための悲磁的研究であり， 5スタ

ンドおよび 3スタンドの試験用成形機を用い，円弧形 .v形・台形断而などの砧本祈面形

状および広幅断而• 特殊祈面などの成形実険を行なっている．

2・56 密度変化を伴なう塑性変形に閲する研究（継続）

敦投鈴木 弘• ほか 2名

焼結金属等の塑性変形に際して密度変化を伴う材料について，塑性変形時の応力とひず

みとの一般則を求める実険的研究と，そのような材料の塑性加工時の応力とひずみとの解

析を行なっている．
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2・57 合せ板材の圧延に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・講師荒木甚一郎・ほか 1名

材料力学的特f三の異なる 2種類の板材を菫ね圧延する場合の，あらかじめ与える圧延条

件と圧延荷重等の圧延結果との関係を，解析と実験との両而から研究を行なっている．

2・58 テンションレベラーに関する研究（継続）

教授鈴木 弘・講師荒木甚一郎・ほか 2名

板材の 3次元歪を短正するテンションレベラーについて，張力と曲げとの最適条件を求

め，設計方式を確立することを目的として，解折と実験との両面から研究を行なってい

る．

2・59 半溶融金属の塑性流動に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・助教授木内 学

助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態にある金属の変形挙動や変形抵抗，またそのような状態での変形が材料の質

的変化に与える影密などについて，幽礎的な面から実険的に究明する．

2・60 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

教授鈴木 弘• 助手（特別研究員）阿高松男・ほか 1名

タンデム圧延搬について，各スタンドの圧廷条件とモータの勁特性とを組み合わせた総

合問題として一般解を求め，さらにロールのたわみにもとづく材料の幅方向の肉厚変化，

増減速時の過渡特性等の迎入，さらに目的に応じて最適圧延条件を求める方法を確立する

ことなどを目的としている．研究手法としては理論解祈とシミュレータとを併用してい

る．

2・61 半溶融状態での金厨の塑性加工に関する研究（継続）

助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態における金属の塑性挙動を解明する基礎的研究に並行して，半溶融状態での

押出し加工を実際に行なうことにより，この状態での塑性加工の某礎を確立しようとする

ものである．

2・62 ロー）レフォーミングに関する解析的研究（継続）

助教授木内 学

ローJレフォーミング加工を受ける素材に，成形過程において生じる各種のひずみの分布

形態とその推移およびこれに対応する素材内部の応力状態を明らかにすることを通じて，

各種成形条件因子と製品形状•成形荷重•成形トルクとの関係を解折的に求めるための基
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礎的研究であり，素材の受ける変形形態の類別化とそれに対する解析手法の確立などを進

めつつある．

2• 63 加工面の変質闇に関する研究（継続）

教授松永正久

加工面（ラッビング面・電解研摩面・放電加工面・バレ）レ研摩面・摩耗面など）に生ず

る物理的・化学的変質層を微小かたさ•電子回折・電子顕微鏡・接触電気抵抗・クラーマ

効果・質星分折などの方法を用い実験的に検討し，仕上機構・摩耗機構などを研究してい

る．さらに加工面のみでなく，その他の表面処理面についても検討し，上の検査法以外の

表面物性値の測定法も研究している．

2・64 高真空中の摩擦• 摩耗および潤滑の研究（継続）

教授松永正久

高真空中における摩擦•摩耗および潤滑の機構を研究するため，高真空摩擦装四を試作

した．ボンプは 20I/minのイオンポンプを用い，真空度は試険時において 10-9Torrを

目椋にしている． これによってまず屈状固体潤滑剤の真空中の摩擦特性および雰囲気の影

菩を検討している．

2・65 潤滑機構の研究（継続）

教授松永正久• 助手萩生田善明

各種の極圧添加剤・陪状固体などの潤滑性・極圧性におよぼす影唇を腐食試験機・摩擦

試験機などによって検討するとともに，表面生成物と極圧性との関連を電子顕微鏡•電子

回折法などを月いて研究している． これによって各種条件における最適潤滑油・潤滑条件

を見いだそうとするものである．

2・66 薄膜とその応用に関する研究（継続）

教授松永正久• 助手萩生田善明

現在，・無電解折出および蒸着によるエビタクシャル生長した銅について，その機械的性

質およびき裂の発生と伝ぱについて実険を進めている．将来，磁性合金薄膜，半迎体薄膜

について検討する予定である．

2・67 精密せん断法に関する研究（継続）

助教授中川威雄・技官鈴木 清

ベーナイト焼入れ帯鋼の梢密機械部品への利用をはかるため，精密打抜き試験を行な

い，せん断切口面精度および型寿命の限界を明らかにした． この実険でせん断後の板端面

に母材硬度の 2倍にも達する硬くて耐摩耗性の高い陪が生じていることもわかった．

また前々年度に試険的に行なった管材の浮動に心金法による楕密せん断の実用化に取
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組み，プロトタイプの型 2台を試作し試険を行なっている．

2・68 精密曲げの研究

（一部委託研究費）

助教授中川威雄・技官鈴木 清

逆圧付加の新らしい猜密曲げ法を考案し， V曲げについて詳細な研究を行なった． この

方法は焼入れ鋼や焼結材のような硬脆材もき裂を生ずることがなく曲げることができ，形

状精度も良好で，スプリングバックの制御も容易である等の数々の優れた点をもつことが

あきらかとなったまた曲げ機構に関しては本学工学部宮本研究室の協力を得て有限要素

法による解祈も行なった． さらに引続きU曲げへの適用の可能性も検討している．

2・69 圧縮伸びフランジ成形の研究

助教授中川威雄 ・ 研究嘱託町田輝史

伸びフランジ成形でせん断緑から破祈するのを防止するため，圧縮付加の伸びフランジ

成形を試みた．成形中や成形前に圧沼力を加えることにより， 2-3倍もの伸びが得られ

た． さらにこの方法は逆伸びフランジ成形法の閲発および曲げ破所防止への応用等に発展

しつつある．

2・70 粉末鍛造の研究

助教授中川威雄・助手天野富男•技官長瀬正雄

粉末焼結体の冷間鍛造における高密度化模構を明らかにすべく研究を進めた．途中で必

ずしも塑性流動を伴なわなくても高密度化することがわかり，高密度コイニングの研究に

も力をそそいだ．また新らしくサイジングの精度向上と焼結体の異方性の研究も開始し

た．

この他未焼結体の冷間鍛造も可能であることを見出し，純アルミ粉からは粉末が互いに

圧着して十分高い強度をもつ製品が得られた．

2・71 変断而曲り梁理論の基礎的研究（継続）

教授川井忠彦・助手慕谷義信

技官惟名章二

変断面曲り梁の有限要素解析の基礎となる両端面上の任意の点を節点とする一様断面直

線梁の剛性マトリックスを尋出した．次いでこの梁要素を用いた変断面曲り梁の有限要素

解折法を展開し，コンテナ船の振り解折や悛退腐構造の変形解析に応用して良好な実験値

との一致を確認したまたこの理論をその振動および座屈解祈にまで拡張し，その実険的

検証を試みている．
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2・72 梁の剪断変形の有限要索解折に関する研究（継続）

教授川井忠彦・助手藤谷義信

St. Venantの半逆法 (Semi-inversemethod)による剪断変形理論をエネルギ原理の

立場から再考し，梁の剪断応力分布の決定，剪断遅れ (shearlag)問題の解祈や剪断によ

る撓み変形の増加などに閃す し，従来から行なわれている剪断流理論

による解との比絞を二三の簡単な問題について行なった．

次いで構造物の理想化に関するある原理を見出し，その応用として剪断変形と断面変形

の影冒をとり入れた梁理論の研完を行なっている．

2・73 __,__プ
9 Q 

敦授川井忠彦・助手蔚谷羨信• 技官椎名 平一
与!.一

有隕要素法の流体力学の分野への応用として船体仮勁における仮性質泣 (Virtualmass) 

問題の二次元，三次元有隈要素厚刊斤プログラムを開氾二三の解折解と比絞し，良好な一

致を確認した．また物理，工学の多くの分野に現われる拡散方租式の有限要素解折プログ

ラム開発の鱗驚的研究を行ない，霞気化学への応用を試みている．

2・74 

敦最高栢幸伯• 助手小訓和彦• 技官詣勢義昭

しによる，造船用釘材および構造要索の低サイク）レ疲労強

度の研究を行なっている．丸棒の回転曲げ夜労における累訊被害の検討，斜交隅肉溶接継

手の両振り平酉曲げ疲労試険などを行なった． （一部文部省科学研究費）

2・75 する研究

教授高橋幸伯• 助手小畑和 彦 ・ 技 官 能 勢 義 昭

る荷璽と海象気象その他の外界条件および船体応答との関係，短期

および長期の荷璽頻度などの計測および解折を行なっている．

（一部日本造船研究憶会研完費）

2・76 

教授高厨幸伯• 助手小畑和 彦 ・ 技 官 指 勢 義 昭

航走中の船舶から海洋波を計測する投込式の波浪計， レーザ光線を応用した励的の船舶

たわみ計，長期間無人計測のできる自励計測記録装置などの開発研究を行なっている．

日本造船研究協会研究費，一部日

48 



2• 77 締切堤の越波に関する試験研究（継続）

教授（併）田宮 真・助教授前田久明

助手江口純弘•技官鈴木文博

締切堤の越波に関して，越波量，越波圧に対する，締切堤の形状の影轡に関する研究を

行なった．

2・78 船体に加わる波浪圧力に関する研究（継続）

助教授前田久明・助手江口純弘

船体全体を構造解折する際には，波浪外力の算定が必要不可欠である．本年は，特に船

首フレアー部に生ずる波浪衝撃圧力の機構の解明に関する実験的研究を行なった．

2• 79 特殊な断面に働く変動圧に関する研究

助教授前田久明・助手江口純弘•技官鈴木文博

船体運動の計算は，通常ストリップ法を用いかつ断面はJレイス断面によって近似され

る．この方法は O.S.M.と略称されるものであって，実験とは良い一致を示している．と

ころで，船首部，船尾部における， Jレイス断面とはかけ離れている断面にあっても， O.S.M.

による変動圧が適用可能であるか否かについて検討を加え，このような特殊な断面に働く

変動圧の実用的な計算法を示した．

2・80 フ゜ラントの安全性と信頼度向上を目的とした設計法に関する研究

（継続）

教授柴田 碧・研究員原 文雄

研究嘱託清水信行・大学院学生山田幸雄

化学プラントなどの災害の原因の一つに，それを構成する機械要素の破損がある．これ

らには地震応カ・熱応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破損するのであ

る． したがって全体の設計にあたって系の信頼度を高めるには，どのような不規則荷重を

扱い，変動応答を求め，許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考えるこ

とが必要となる．本研究でこの点を採り上げて，基本的な考え方を検討し，かつ関係諸規；

程間の調整をはかろうとするものである．

2・81 多自由度系および連続系の不規則振動に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也・研究員原 文雄

研究嘱託清水信行・大学院学生曽我部潔

多自由度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行なってい

る．このため複雑な系（流体の関与する系を含む）の振動解析法，各自由度応答の合成・

加重法などの詳細について理論模型実験およびアナログ計算の各面から検討しているが，
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とくに応答のゆらぎについては重点課題としている．また地震入力波形を上述の応答性状

やそのゆらぎに関連させて類型化することを検討している．本研究と次項の研究は前項の

研究の膝礎となるものである．

2・82 不規則分布定数系の動特性の統計的取り扱い法に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究担当伯野元彦

研究員原 文雄・研究嘱託清水信行

係数が不規則に場所によって変動する媒体中の波動の伝播および振勁特性を研究してい

る．係数の分布状況が統計的にのみ知られている場合，その系の応答，振動特性は統計的

にのみ予測できる．地震波の特性を予測すること，および構造物の振動特性が設計時にお

いて求めた値から，施工誤差によってどの程度偏俺するか検討することなどに関連して行

なわれているのがその一応用である．理論面では，モーダル・アナリシス法を応答解折の

みならず統計1直解折，最適値解折へ拡張することに菫点がおかれている．

2・83 配管および殻体の振動に関する実験的研究（継続）

教授柴田 碧•助手重田達也

研究員原 文雄・大学院学生曽我部潔

配管および殻体（原子炉格納容器など）の模型を使用して，付加系の連続系への影轡，

共振時の応力分布，実地震応答などを測定し，在来の数値計罪結果と比較するためのデー

タを得ることを目的としている．本年度は主として流体の入った薄肉容器について，実地

震応答計測，プログラム開発その他の研究を行なっている．

2・84 地震時におけるプラント系の振動性状に関する研究（継続）

教授柴田 碧・助手重田達也

技官千年啓介・大学院学生曽我部潔

地震時における記管の挙動を推定するため，自然地震による配管模型の応答計測，配管

系の振動特性の解析法，応答推定計算法，減衰要素効果の推定法，貯槽モデ）レの長周期波

応答などについて研究している．千葉実険所内の化学プラントモデルは本年度さらに拡充

した．

2・85 配管設計用総合計邸コードの開発（継続）

教授柴田 碧・受託研究員稲葉 忠

配管設計に際し必要な各腫応力を統ーに計•卵し，合鰐して所定の設壮抽準と参照するこ

とを目的とした総合プログラムを開発することを研究している．エネルギ法による箇易叶

算コード作成をすすめている．
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2・86 プラント内配管の最適配置の自動設計に関する研究

教授柴田 碧

化学工学などにおける配管群の配置を設計する際に必要な諸条件を検討し，経済性を含

めた最適配置を電子計算檄により自動的に決定し表示することを研究している．

2・87 化学プラント耐震設計是準に関する研究

教授柴田 碧・受託研究員池田雅俊

化学プラントの耐震性をいかに確保するか，耐震設計法について基本的な考察を行なっ

ている．またそれを具体的に諮準とする手法について研究を行なっている．

2・88 立体図形の自動読取と創成に関する研究（継続）

教授柴田 碧•助教授和田英一（工学部）

大学院学生出沢正徳・研究生和田宣夫

平面上に描かれた三面図などを自励的に課取り，立体図形として認識する方法について

の研究である．第一段は平面上の線図形を読取る装置と，それに付随するプログラムの作

成である．第二段はこれらの平面図形より立体図形を形成するプログラムの作成である．

本年度は立体図形形成プログラムとその韮本構成についての研究を行ない，前年度に引続

き読取装筐の特性試駿を行ない TOSBAC40に直結したデータ処理の問題を研究してい

る． （一部文部省科学研究費一般研究）

2・89 原子炉のシステム工学的研究（継続）

教授柴田 碧・研究旦原 文雄・大学院学生福田敏男

第 1は原子炉最適設計に関する研究であって，従来一般に行なわれてきた一点炉モデ｝レ

でなく，空間炉モデルを用いて，最適炉パラメータの設定法を明らかにすることを目的と

している．転換炉を含めた炉の最適化，モード最適化法，位相平面法などについて新たな

手法を確立した．また，炉内パラメータおよび中性子発生のゆらぎと炉内中性子束分布の

関係を確率論的に定式化し，中性子束，出力分布の確実度を考慮に入れた最適設計法を新

たに案出した．第 2は異常診断法に関する研究であって，雑音の含まれた限られた個数の

信号から，異常の有無，異常個所を診断することを目的としている．時系列として得られ

た信号を解折して，中性子京分布を高次項を含めて推定し，その異常個所を推定すること，

また中性子東以外の変数も合せて総合的に評価するため多変絨解折の手法を尋入したこと

などが本研究の特徽である•

2・90 デルの過渡特性に関する研究

教授柴田 碧・研究員原 文雄・大学院学生藤田隆史

面頴モデルとは，網（電力網・道路）や面（地域的広がり）の動特性とくに過渡特性を
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大地虞をうけた際の都市搬能の問題について研完するためのモデルである．本研究室では

確率過程論を等入した一手法について研究を行なっている．本年度は火災と避熊をその応

用例として取り上げている． （一部文部省科学試験研究費）

3 部

3・1 セルラー・アレー る研究

助教授高羽禎雄・大学院学生玉本英夫

大規模集私回路として多くのすぐれた性質をもつセルラー・アレーについて，一般的な

セルを一次元あるいは二次元に配列した場合を対象として，構成法を検討した・ 故障検査

時には異なる入力が同一の出力を発生することのないようにセルの搬能を制御する手法を

用いることにより，単一故間に対する検査入力系列を，容易にかつ系統的に求めることが

でき， しかもアレーの規校により入力系列の数をふやさずにすむような構成法を見出し

た．

3・2 における ための交通制御 る研究

助敦投高羽禎雄・大学院学生上村 務

緑状道路および面状道路桐を対象として，交差点の交遥処理能力を越えた車両の流入が

ある場合に，渋滞の波及を平均化することによって，網の閉塞に至る時間を最大にする制

御手法の検討を行なった，信号歳のスプリット，オフセットなどのパラメータの制御，右

左折の数止などを行なう手法について理論的に検討し，シミュレーションによってその妥

当往を験証した．

3・3 交通流シミュレーション・システムの開発

助教長高羽栢雄・助数長浜田 訪・助手田代文之助

技官谷口忠膀• 技官柴野義ー・技官雌子 隆

技宜応田一彦

既設の交通流シミュレーション・システム TRN於 SIMIについて，線状道路網の信号

椀制御に関する各種のシミュレーションを実行し，椋準的なシミュレーション・プログラ

ム，システム・テスト用プログラムなどの充実をはかった．また，特別研究 1で計固した

最大交差点数 64の規校を有する新らしいシステム TRN*SIMTIの開発をすすめるた

めに，道路網・車両の表現および車両走行モデルに関する検討，ハードウェアおよびソフ

トウニア梢成の検，，出演邸手法およびデーク転送の手法の聞発などを行なった．

現在ハードウェアがほぼ完成し，引続いてプログラムの開発を行なっている，
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3.4 交通流のモデル化に関する研究（継続）

助教授高羽禎雄・助教授浜田 喬・ 技官兼子 隆

技 官藤 田一 彦・大学院学生上村 務

都市の街路網における自動車交通流のシミュレーションを可能にするための交通流モデ

Jレの検討を目的として，都内の道路・交差点における自動車群の発進・停止・右左折とそ

れに翡づく待行列の消長を高阿ビルからの連続写真撮影およびビデオ・テープ・レコーデ

ィングによって観測し，これらの現象を記述するパラメータを抽出するとともに，先に考

案した微視的モデルを用いた予備的なシミュレーションの結果と照合して，妥当性のある

シミュレーションパラメータ設定の手法について検討を行なった．

3・5 道路ー自動車間の情報交換方式の研究

助教授高羽禎雄・助教授原島文雄

技官 谷口 忠勝 ・大学院学生今村 元

道路上の自動車と地上のシステムとの間の情報交換を行なうための通信方式について研

究している．本年度は誘遅ケープルにそって走行する自動車の車辿制御を行なうための速

度指令方式を検討し，送受信装罰を試作し，実車走行実険によってその実用性を確かめ

た． （一部受託研究費）

3・6 超高圧送電線の雷害に関する研究（継続）

教 授 河 村 逹雄・助手北条準一

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって，その事故が影曹する範囲は大きい．雷

撃による対地放電数の分布による雷害危険度の節定，落雷による雷電流の進入と伝搬，特

に雷電流波高値と波頭しゅん度の影鴨有効なしゃへいを逹成するための方式などについ

て研究を行なった． （一部科学研究費）

3・7 統計的手法による電力系統の絶縁信頼度に関する研究

教授河村逹雄・大学院学生石井 勝

統計的手法による電力系統の絶縁信頼度の評価を行なうための研究を行なった．本年度

は，台風などによって，絶縁物の表面が汚損された系統の信頼度を明らかにするため，汚

損がいしのフラッシオーバの統計的性質を明らかにし，さらに系統の事故率の算定につい

て研究を進めた．さらに汚損条件下におけるフラッシオーバ確率とがいしに流れる罰れ電

流の関連を明らかにした．

3・8 雷放電カウンタの研究（継続）

教授河村達雄・助手北条準ー・技官森田和実

送電線における耐雷設計の基本的資料を得る目的で雷放電カウンタによる測定を各国で
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行ない，従来の統計資料の再検討を行なうことが国際電力技術会議 (CIGRE)で提案され

ている．当研究室では昭和47年夏期に本所千葉実験所，栃木県の塩原および豊田の 3カ所

で実測を行なったまた対地—雲間放電分離カウンタならびにトランジスタ化した雷放電

カウンタにより諮費的資料をもとめ，さらに計数値と雷害事故件数との相関を明らかにし

た． （一部科学研究費）

3・9 汚損がいし面のフラッシオーバ現象および監視の研究（継続）

教授河村逹杷•技官森田和実・大学院学生石井 勝

高電圧設備の外部絶縁の塩塵埃による汚損フラッシオーバ危険度の一検定法として間欧

的諜軍の際の河れ電流による汚損監視方式の閲発を行ない，人工および自然汚損がいしに

ついてその実月性の検証を行なった．また，汚損がいしのフラッシオーバ電圧に影菩を及

ぼす気象因子として，がいし表而温度と周囲気温との間の温度差に舒目し，長期実測を行

なうとともに，その実験的解折をすすめた．

3・10 急しゅん波測定系の応答時間に関する研究（継続）

教授河村逹雄

ナノ秒の立上りを有する高霞圧パルスを測定する際には，電圧発生装骰と分圧器との寸

法の相異により，この両者を均一の伝送線路で結合することは困難である．かかる場合に

等線の不均一性により波形にひずみを生じ，これが分圧器の応答時間の測定誤差となる．

測定系の構成を変化させた場合の応答時間，誤差を理論的に計卵し，分圧器の応答時間の

校正法につき研究を行なった． （一部科学研究費）

3・11 レーザ光を利用する放冨のトリガ特性に関する研究（継続）

教授河村逹雄・助手北条準一

技官森田和実 ・ 大 学 院 学 生 池 田 久 利

Qスイッチレーザから発する強力なレーザ光を放電間隙に照射すると低い電圧できわめ

て安定なトリガが実現できる．電圧を印加した球間隙にレーザ光を照射した場合のレーザ

出力，照射位置，照射方向，ギャップ長などと遅れ時間との関係をもとめ， さらに光電子

増倍管を用いて一次ストリーマ，電離波，二次ストリーマの進展状況を測定して，その放

電機構を明らかにするための研究を行なった． （一部科学研究費）

3・12 モデルによる送電線の雷特性の解析

教授河村逹雄・大学院学生石井 勝

超高圧送電線における雷特性の模擬実険を行なうために，超高圧送電線の縮尺モデルを

試作して雷撃時における鉄塔電位上昇，逆フラッシオーバ現象の解折を行ない，従来の耐

雷設計との比較検討を行なった．
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3・13 誤り訂正ないし検出能力のある循環検出N進符号（継続）

助教授安田靖彦

電力，ガス，水道等のメータの読みを電気的に検出し，述方へ伝送して集計する自動検

針において，伝送妨害による誤りを極力少なくするために誤り検出能力のある循環検出

10進符号を検討した．その結果検出ヘッドを集中的に配列する場合，ヘッド数 5において

は符号間の最小距離が2となる 10進系列は唯一しかないことを見出した．またこれを一

般の 2進符号に拡張すると上記以外に種々の有益な応用が考えられ，目下検討を行なって

いる．

3・14 フェーデングを伴なう熊線伝送路における高能率データ伝送方式

に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・技官山田文彦

短決帯においてデータ伝送を行なう場合，フェーディング現象による極端な ・SNR劣化

による誤り率増加を避けるために何等かのダイバーシティ技術を等入する必要があ声．本

研究はタイムダイバーシティ方式を採用し，ダイバーシティによる情報伝送速度の低下を

8相 PSKによって補伯する高能率データ伝送方式を提案し，実験装置を構成してその実

現可能性を確めたまた復号方式として装翫が比較的箇単な多数決論理方式の適用とその

検討，位相変調波の復調に必要な娯準搬送波の抽出に判定帰辺方式を適用し，その詳細な

検討を行なった．

3・15 8相位相変調波の判定婦遠復調方式に閲する研究

助教授安田 靖彦・技官山田文彦

位相変調設の復調には受信側で韮準搬送波を到来する受信彼から抽出することが必要で

ある．判定帰遥方式は非判定帰遠方式に比べ，より短かい推定時間で基準搬送設を抽出で

きる点においてすぐれているが，一般に 1ビット分のアナログ遅延線を要し，低速度デー

夕伝送では回路構成が困謡となる．本研究ではアナログ遅延緑を必要とした新たな判定婦

這方式を提案，実験を行なってこれが所期の動作をすることを確めた。

3・16 マルチプル FSKによる周波数拡散ランダムアクセス

通信方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・大学院学生田坂修二

局彼数拡散衛旦通信方式は，周波数分割あるいは時分割術足通信方式に比べ，伝送路帯

域を各チャネルが平等に，いっぱいに使用できること，収容可能チャネル数が大きいこ

と，送信装四が箇単になる等の点で優れているが，チャネル相互間の干渉のためパフォー

マンスが他方式に劣るのが欠点である．本研究は一次変潟にマルチプJレFSKを適用し，

その復調時の広帯域利得によって耐干渉性を持たせた新しい方式の提案を行ない，解祈に
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よってその特性が優れていることを明らかにしたものであるが，なお詳紐な桧討を続行中

である．

3・17 残留側波帯多重通信嬉局の全ディジタル化構成に閃する研究

助敦投安田靖彦・大学院学生小川真佐志

データ，ファクシミリ等の波形伝送における狭帯域伝送に用いられる残留側波滞(VSB)

多重通信端局を全ディジタル的に構成することにより，端局コストの低減と安定化をはか

ることが出来る．本研究では VSBデイジタルフィルタの設計法と多重迂信送系のディジ

タル化構成の具体的構成を明らかにした．

3・18 パルス周被数変調 (PFM)を用い

レメータ

し、

助教授安田靖彦・技官 山田文彦・教授尾上守夫

PFM方式はガウス性雑音に対して良好な特性を有する通信方式として知られている

が，新たにこの方式がインパルス性雑音にも強い耐性を有する点に恙目し， この方式を応

用して徴弱霞波を用いる超音設探侶データの罰続テレメータを構成し，所期の結果を得

た．

自動化に関する

教授山口楠雄・助数授原閏文雄

技官 I喜田淑男•技官南綺義輝

受託研究員山本徳幸・受託研究員多田年光

• 高品質・低コストの鰈業を目的とした自動化のため，調壺・解

析・設計および必要な検出端•制御機器の改良および開発を含め，従来行なった研究によ

るシステムよりさらに高度の計装の開発を目的とした研究を行なっている． この結果，フ

エイル・セイフ方式のシャットダウン，オペレータ・ガイド方式の計算制御などを含んだ

計装方式の開発が進行中である．

3• 19 

3・20 省力化計装の研究

教授山口楠紐・助教授原島文雄・研究員野坂康雄

技官 I葛田淑男・技官南綺羨輝・受託研究員富沢 武

プラントの操業において，高度の省力化と高能率，高品質および低コストを両立させる

ための計装の開発のための悲礎的研究を目的としている．このため，必要な制御用搬諮，

システムの解折• 合成，計罫制御，ハンドリングの

の研究を行なっている．

らノ
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3・21 プロジェクト・マネジメント

教授山口楠雄・大学院学生芥川 伸

大規模なプラント建設の中で，とくに自動化のためのエンジニアリング，計装の設計，調

遮製作，工事などのプロジェクトを円滑に進歩せしめることを目的として研究を行なっ

ている． このため計装プロジェクトの中でもとくに時間のかかる設計を中心として調査・

解折を行なっており，実際のプロジェクトに適用してその適合性およびマネジメントの効

果などを検討し，マネジメントの改良を行なうとともに，できれば設計などの頭悩的工程

の改善を研究する予定である．

3・22 液体着色率連続測定装骰の開発

教授山口楠雄・技官南崎義輝・受託研究員多田年光

糖液，油などの溶液あるいは液体の着色率を工程中で連続的に計測できる有効な装殴を

開発することを目的としている． この装置は，舒色率を一定濃度，単位長の液体中の特定

波長の光の減衰率として表示するもので，サーボ概構，チョッパなどの機構部分のない固

体演算回路方式のものを開発し試験を行なっている． （一部受託研究費）

3・23 流最の予測制御シミュレーション（継続）

教授山口楠雄・技官嶋田淑男

パルス的な消費流鼠パタンを持つ回分式プロセス群と応答の遅い連続的な流励発生のエ

程を有限容批のバッフアで接続するとき，消喪流拡の予測にもとずき連続工程の供給流砿

の未来値を決定する方法とその評価についてシミュレーションによる検討を行なったこ

のシミュレーションはプラント設計に役立つが，さらにプラント運転時のオペレータ・ガ

イドのための計節制御の一つの有効な手段として使用できるのでこの面について研究を行

なっている．

3・24 マン—マシン・インタフェースを含む計算制御

教授山口楠雄・助教授原島文 雄・技官鳩田淑男

プラント等の計卵制御において，人間を除外した自動化でなく，人間のもつ高度の認識

能力，判断力を計算檄の情報処理能力と組合せてより有効な計算制御システムを開発する

ことを目的としている． このため，データ収集，シミュレーション，モデル計算，予測な

どの有効なア）レゴリズムとディスプレイなどについて研究中で，翡礎的な研究とともに，

さしあたり実際に使用できるオペレータ・ガイド方式の開発を進めている．

3・25 自動化試験システム（継続）

教授山口楠雄・技官南崎義輝

工業用制御機器などの梢度および信頼性について，異なる環境における試険を自動的に

57 



長期間行ないデータを収集・整理して表示することを目的とした自動試験システムの開発

および改善を行ない，制御用タイマ等の試験に用いている．

3・26 AE標定システムの研究

教授尾上守夫・教授山口楠雄・助手市川初男

技官焙田淑男 ・大学院学生野口跡見

荷直された構造物の材料中の微細なわれの進行にともない発生するアコースティック・

エミッション (AE)により欠陥位四を標定する有効なシステムを開発することを目的とし

て研究を行なっている．

3・27 サイリスタ無整流子電動機の研究

助教投原島文雄・助手稲葉 博

技官小山孝男・大学院学生江原 実

逆起電力転流形無整流子電動機の動作特性の詳細な解折を，離散値制御系の理論を用い

て行なっている．またその結果に韮づいて直流リアクト）レ，ダンパ巻線の設計幽準を明確

にすることを目的としている． （科学研究買）

3• 28 SMDを用いたトランジスタ式サーボモータの研究

助教授原島文雄・研究生鈴木英雄

本研究は，無整流子電動槻をサーボモータとして使用することを目的としたものであ

り， SMDにより小形同期電動機の回転子位四を正弦波信号として検出し， この信号をト

ランジスタ線形増幅器を通して電機子に電力を供給する形の無整流子電動機の開発を行な

っている．本サーボモータにおいて特性の解折，設計基準の明確化および，検出部の温度

補償などを進めている．

3・29 サイリスタ回路綱の解析（継続）

助教授原島文雄

本研究は，サイリスタを含む回路網を，サイリスタのスイッチ作用による離散的動作

と，回路を規定する微分方程式の組合せしとてとらえ，最近の制御理論において用いられ

ている状態空間法によって，時間領域における統一的解析法を確立することを目的しとて

いる． （受託研究費）

3・30 サイリスタインバータによって駆動される誘濁電動機の特性

改善（継続）

助教授原島文雄・技官小山孝男

サイリスタインバータによって駆動される誘郡電動機の卜）レクの振動，電流の脈動を低

減することを目的として，多重式および複数パルス式インバータによって駆動される誘導
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電動機の特性の詳細な解析を行ない，その結果に基づいて，最適な転流角の決定および制

御装箇の開発を行なっている．｀ （試険研究費）

3・31 自動車自

助教投•原島文雄・助手稲葉 博

自動車の各前の走行試険の自動化および高速道路における無人運転を目的しとて，全電

気式の自動操縦装四の開発を行なっている．本年度は，主として操舵系の開発を行ない，

所定の成果を得た．

3・32 自動車の自 する研完

助敦投原島文雄・大学院学生坪井邦夫

胃来の新交通システムにおけるデュア）レモード制御方式および自動車の各種走行試険の

自勁化等に使用する操縦装置には，人間自勁車系に匹敵する性能が要求される しかし現

在のところ理論的な悲屁付は不十分である，本研究では，これらの要求を満たす操縦特性

を得るために自動享のダイナミクスの解祈，ノイズを含む信号に対すろ最適フィルタの設

計等を行ない，操縦装置全体の最適設計を行なう．

3・33 タレソトパンチプレス に関する研究

助教授原島文雄・助手『屑葉 博

精度とスピードが要求される．従来，高速位置ぎ

めの操作搬は主として油圧が用いられているが，本研究においては電勁機による高速位置

ぎめを行なうことを目的しとて，その制徊方式および実際の装置の開発を行なっている．

（委任経理金）

3・34 エレクトロニクスの自 （継続）

助教授原畠文雄

エレクトロニクスの技術により自勁車に新しい機能を付加することを目的しとて研究を

行なっている．具体的には，各稲電装品へのエレクトロニクスの導入， 自動車製造工程に

対するエレクトロニクス技術の応用，電気自動車の駆動方式に関する研究を行なってい

る．

3・35 

敦授尾上守夫•技官小林洋一•技官山岸一郎

軍気炭械結合係数の非常に大きい圧霞振動子は広帯域の機械振動系機能部品をつくる上

で重要であるのみならず，その圧電振動が純弾性振動といちじるしく異なるので理論的に

も興味がある． とくに圧電セラミックの平行電界励振 LiNb03,LiTa03など新しい圧電

結晶の特性を検討している．
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3・36 

敦授尾上守夫

各種の多重モード振勁子の検，＇けをすすめてきた． とくにエネルギとじこめモー

な解折を進めている．

3・37 VHF 

敦長尾上守夫

VHF幣で広儒域の水晶フィルタをうるためには，ホーバートーンではなく

る．特殊な貼合せ構造により研磨と保持間四を同時に解決する

ことを試みて，悲本波で 80MHzのものがえられた．

3・38 
E
.

，
t
 

絆じ

投尾上守夫

水畠発振匹の昌皮補貨を従来のような恒晶i翡やサーミスタを使わないで，ほう物線状温

る振効子3箇を並列に完振回路1こい礼るのみで逹成する方法を案出し， BT

板(10MHz近辺）および DT板 (100MHz近辺）を用いた実険でよい結呆がえられる

ことを確かめた．

3・39 

敦授尾上守夫•技官大楊一彦

高安定水晶発振器の 1ms-10 s恒度の観測時間に対する安定度を周波数領域，時間領

域の両方で 10-12の梢度で測定し種々の要因との関連を分折中である．非常に多くのデー

タの統計的処理を行なうため測定を自勁化し，紙テープを介して叶冥搬1こ肛接入力できる

ようにしている．

3・40 超音波探偽法の研究

敦授尾上守夫・ 助手山田博章

数 mm以上の厚閂板に対する探臼法しとて低周波板波を使う方法と 2分割探触子を使

う方法を検討中である．

3・41 

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・助手市川初男

渦流を利用した金属管および線材の検査法を研究している． とくに自励探傷に関連して

コイル系，検出系の設計を検討している．また傷の分類，判定を計算搬で行なうために，

探偽データの自動しゅう集解祈装囮を試作し，データの蓄積につとめている．
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3・42 画像情報処理の非破壊検査への応用（継続）

教授尾上守夫 ・助教授高木幹雄

助手山田博章•技官浜野亘男

非破壊検査において画像は熔接部のX線写真，超音波による断雇写真，超音波ホログラ

フィ，シュリーレン写真，光学的方法による表面欠陥の検査，鋼材中の介在物の検査など

の手段として用いられているが，その処理はすぺて人間に頼っており，自動化が望まれて

いる．そこで熔接部のX線写真による判定の自動化，グラフィック・ディスプレイの超音

波探傷への応用などを試みている．

3・43 差信号 ITVによる交通流計測

教授尾上守夫・助教授高羽禎雄

技官浜野亘男•技官大場一彦

より精密な交通流制御の実現のためには従来の点的感知器では得られない車線変更，方

向変換などをふくむ詳細な交通流の特性を知ることが必要である， ITVに1フレームの

画像記憶装骰を組合せて適当な時間間隔で画像の差信号をとることにより変化分すなわち

移動する車輌のみを抽出し，計算機により自動計測するシステムを開発している．

3・44 コヒーレント光による空間フィルタリング

教授尾上守夫

顕微鏡試料の中から分裂中の染色体のように細部構造をもつもの，中性子飛跡のように

直線構造をもつものなどの有無を迅速に検出することを目的として， レンズのフーリエ変

換機能を利用したコヒーレント光による空間フィルタの悲礎的実験を行った．

3・45 ログラフィ

教授 尾 上 守 夫 ・大学院学生石川俊行

走査型超音波ホログラムの計廓機による波面再生に関する研究を行なっている．水中に

ある簡単な物体の像を得ることに成功し，計罫機による画像情報処理技術との組合せによ

り画質を飛躍的に向上できることを見出した．

3・46 合成開口側視ソナー

教 授 尾 上 守 夫 ・大学院学生石川俊行

海底探査等に Syntheticaperture side-looking sonarの将来性が注目されているの

で，模擬水槽による基礎実験を行なっている．信号処理を通常の光学方式によらず計算機

で行なうことにより，同期検波における周波数推移をはぶくことができ，また画像処理技

術との組合せにより画質の向上がはかれることが判かった．
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3・47 多次元酉像情報処理

教授尾上 守 夫 ・ 助 教 長 高 木 幹 雄

払淡のある面像を電子計算模により処理し，画質の向上，帯域圧笥，計測，パタン認識

を行なう圃像情報処理について研究を行なっている．画像•情報処理を行なう際の誌本的な

手法，例えば陪謁処理，空間フィルタ処理，輪腐の抽出などの検討を行ない，医学，

壊検査交通流調査などへの応用を開発している．特にパタン認識的な処理については，

人間を合めた対話型システムの閲発の検討を行なっている．また，ハードウェアの面では

現在開発の遅れている入出力装置の開発と実用性を考慰してミニコンピュータを用いるシ

ステムの実現を目指して研究を行なっている．

2・48 圃像入出力装置

教授尼上守 夫 ・ 助 数 投 高 木 幹 雄

技官浜野亘男

う際に，回像の入出力装置に適当なものが得態いことが研究を行な

う上で大きな障害となっている．この点に位；みて安価な入出力装置の開発を行なってい

る．すなわち入力装置としては，ファクシミリを改造し，位置決めにパルスモータを用い

た高分解能の装四を，また出力装置としては，オッシロスコープを用いて階調の表現を行

なう装置を試作した．

さらに

可能にした．

ィスプレイにおいて輝点密度をかえ

3・49 濃淡のある圃像情報処理に閲する研究

うことも

教授尾上守夫・助数投高木幹雄・医学部助手淵原成充

今年度はミニコンを中心とする圃像処理施設に磁気ディスクを付加してメモリーの増強

をはかるとともに，染色体のカリオタイプを試みた． （文部省特定研究）

3・50 ミニコンピュータの計測への応用（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

技官浜野亘男

ミニコンビュータを用いて計測の自動化，省力化を行なうことを目的として研究を行な

っている．種々の計測に必要なソフトウニアの開発，記録罪，測定罪とのインターフェー

スの製作を行ない， ミニコンピュータ向きの入出力装置（ディスプレイ， AD,DA変換

器）の開発を行なっている．すでに渦流検査，発振岩の短期安定度，アコースティック・

エミッションの測定などに利用している．
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3・51 ITVを用いた圃像情報処理用入力装置

助教授高木幹雄・大学院学生小野文孝

画像情報処理により，両質の向上，計測，分類を行なう際に，画像を計冥機に入力する

入力装置が現在のところ入手し楚く，研究を行なう上の障害となっている． ここでは，

ITVが画像関係に広く用いられていることを考慰し， ITVで取扱われている画像に対し

て画像情報処理技術を応用するために， ITVを用いた画像情報処理用入力装箇を開発し

ている．

3・52 医学的圃像↑責報処理（継続）

助教長高木幹雄

医学ではX線写真，シンチグラム，頸微泣写真などの圃像により診断，検査が行なわれ

ているが，その処理はすべて人間に委ねられており，自動化が望まれている．医学的固像

情報処理の目的として画質の向上， 自動叶測，パタンi忍識を採りあげ， X線像の画質の向

上，シンチグラムの処理と自勁計測，染色佐の自動叶測，白血球のパタン認識などの研究

を行なっている．

3・53 ミニコンビュータによる染色体の自勁分類

教 授尾上守夫・助敦授高木幹雄・大学院学生行松健一

染色体の検査は先天性異常を調べるために用いられているが，最近は放射線，業品，公

害などによって生ずる後天的な異常の検査にも用いられ，この方面の重要な検査となって

きた．現在のところ，その検査は人手によっており，多くの労力と時間を要し，省力化が

望まれている．計卵機による画像情報処理によりこれを自動化するために，実用性を考慮

して， ミニコンピュータを用いて分類を行なうことを試み，比校的に画質がよい場合には

分類が行なえることを確めた．

3・54 ファクシミリの帯域圧縮（継続）

助教授高木幹雄・大学院学生津田俊隆

2次元予測により従来の方式よりも圧縮率を大きくできる方式を考案すると共に，符号

化方式についても種々の新しい方式について検討を行なっている．画像情報処理に関する

研究の一環として，原画を計算機に読込み，種々の万式についてシミュレーションを行な

しヽ， 必要なバッフアの容蟄，誤りの伝搬などの検討を行なった．

3・55 超音波探触子の研究（継続）

助手山田博章

超音波探傷器の感度規正を合理的に行なうために標準探触子の開発を行ない，その特性

の経年変化を測定している．また 2周波で共用できる探触子を開発し，さらに AE観測

63 



用探触子の絞正法， も行なっている．

3・56 レーザ光を用いた情報処理の研究（継続）

教授斎藤成文・教授浜崎襄二

永田洋ー・大学院学生前田惟裕

レーザ光のコヒーレンシイを活用すると極めて多鼠の情報を処理，蓄積することができ

る．本年度は昨年度に引き続き，二直反射ホログラフィ， レンズ板によるホログラフィ情

報畠削減法，空間変謁による断屈写真の信号対雑音比の改善，乾板等の発生する空間雑音

の整理を行なって，また空間変謁法と体積走査法を用いて三次元テレビジョンの実時間伝

送の実険を行なって，この方法が極めて打力なことを確めた． さらにレンズ様媒体を通し

て並列伝送し得る面像情報鼠に関して理論的並びに実険的な検討を行ない，媒体の光学的

および幾何学的定政と情報容梵• 分解能・視野特性との関係を明らかにし，また，従来測

定困建であっ とし，像の位相歪のホログラフィによる補

正方法が適用可能であることを示した．

3・57 レーザレーダの研究

敦長斎応成 文 ・ 助 教 授 芸 井 陽 一

昨年度に引続き目椋体にとりつける叉射体のリトロ・レフレクタの反射能率および反射

指向性の理論的ならびに実険的研究を行なうと共に，わが国の科学術星に適用する場合の

システム解折を行なった．

3・58 レーザ光用ガラスファイバー に良lする研究

教授斎藤成文・敦長浜崎襄ニ・ 大 学 院 学 生 桑 原 秀 夫

光学ガラス・ファイバー (Opticalglass fibre)線路はレーザ光の伝送線路として極め

て有望なものの一つである．本年度は各阿ガラスファイバーの損失に関し理論的並びに実

険的検討を行なった・

3・59 磁性薄膜のレーザ応用に閃する研究（継続）

敦授斎蔚成文• 助手横山幸嗣

るとレーザ反射光の偏波面が回転する現象ならびにその温度効果

を利用するレーザ光変調器，磁界（従って霞流）測定器ならびに光表示装四などへの応用

が考えられる． これら刊々の応用

への陥本資料を得た．
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3・60 レーザを用いた霞力線 CT (継続）

教授斎応成文• 助敦投藤井悶一

助手横山幸閉・技官滝本英之

500kVのような超汀圧送電電流における霞流の

る． レーザ光と雷流によるファラデ回転を利用すれば，電気的に無接触なので絶緑の困甦

がないこのようなレーザ CTシステム，たとえば，小型レーザ CT, 回転補償型の瞑

流用 CT, Iこついて研究を行なってきたが，本年度は， さらにガラス集東伝送線路 (SEL-

FOC)を用いたレーザ CTシステムを実険的に検討している．また，気中管路形電カケ

プル用のレーザ電圧測定罪（レーザ PT)を設叶した．

3・61 レーザ変調用結晶 LiIOsの育成とその応用に閃する研究

教授斎応成文 ・ 助 教 授 藤 井 因 ―

山梨大学工学部助手ばi村 攻

LiIOsは六方晶の a相，正方晶の§ 相の多形でありレーザ変謁用，非緑形光学用材料

として有望な a-LiIOs結品の育成について検討した，蒸発法により， 70℃ 以上で育成す

る場合，雑晶として (3-LiI03が生成しやすいが，母液の PH値を低く 2-4に保つこと

によって， a-LiIOs結晶を有利に育成できるという知見が得られた．ついで， a-LiI03

結晶の一応用として Arイオンレーザの共振器内に o:-LiIOsを挿入し，同一結晶による

モード同期とパラメトリック発振を行なわせる時の結晶の最適カットと印加雷圧方位，電

圧印加時の位相整合角， thresholdpowerモード同期に要する power等について検討し，

これらの資料を得た．

3・62 インコヒーレント光の光ヘテロダイン検出の研究

助教授藤井傷一

高精度，高感度のスペクトル分祈装置に応用する目的で，通常のインコヒーレント光の

光ヘテロダインによる検出の研究を行なっている．本年度は理論的に光ヘテロダインの検

出感度について検討したのち，通常の光電子増倍管をもちいて，ほぼ鼠子限界に近い検出

感度をえた． さらに高速度の光電子増倍管，および広帯域帽約 1GHzの中間周波増幅岩

により，検出の高感度化を行なった．

3・63 断刑ホログラフィによる

助教授藤井陽ー・大学院学生松原俊郎

幅の狭いコヒーレントなパルス光をもちいると，物体のうち臭行のひとしい部分だけを

抜き出したホログラムいわゆる断屈ホログラムをつくることができる．ここでは， YAG

レーザの SHGモード同期パルスを用いて実験を行ない，臭行方向の分解能として， 1cm

以下の値をえたまたこのような断層ホログラムの情報量の解析を行ない， Burckhardt
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等のサンプルド・ホログラムに比し，大畠に情誡凪の削減が行なわれることをしめした．

3・64 レーザの研究

助政長応井

高分解能，高椅度のスペクトル分行を応用した図壌リモートセンシングに用いるための

可変汝長レーザの研究を行なっている．

3・65 フィルタの研究

助数扱蔚井四—

;.・:; いスペクト）レ分解能をもつ面位の旭理を行なうために通過波長を容易に昴引できる光

学フィルタの国究を行なっている．

3・66 レー

助紋紋麒井因ー• 技官滋本英之

レーザ共飯得を食む光学系において従本のぷ何）に学を拡張した“茂何”光学の筒単な関

係が成立することがわかった．また，これについて実測フィネスと，真のフィネスの関係

をあきらかにした・

さらに，電気光学効果紘応をふくむ共扱匹により，

し，実効フィネス約 30で， 100Vで 80%変謁がかかるようになった． さらにこれを

実用化した如叩こついてしらべる．

3・67 レーザビーム伝送

助敦長芯井四ー・技官大休周逸

レーザビームを遠くまで広がらずに伝えるための甚四として， くり返しレンズを配四す

る）j法の加此実険を行なった．本年度は，ポ外レーザピームのくりかえしレンズによる伝

送］こついて実喚を行なった．大聞口のゲルマニウム・レンズを用い， CO2 レーザビーム

(10. 6 pm) の伝送実険を行なった．伝送途中の空気のゆらぎによるレーザ伝送状況をヘ

テロダイン法により測定している．また，ビーム伝送系による圃像伝送の特性をしらベ

た．

3・68 YAG レーザ

助敦長臼井悶ー・大学院学生松原佼郎

スレッショルドの低い YAG (Yttrium Alminum Garnet)にN屈 を ド ー プ し た い

わ亨る YAGレーザについて，その光通信への応用をはかるために， YAG レーザ装殴

を試作した．これにより，モード同鳳倍謁波兄生の実険を行ない一間の LiNb◎ 結晶

を用いパルス信 150ps, くりかえし 5ns, の 0.53μmの鍔色光パルスをえた． さら！ここ

れを駈）図パルスホログラフィに応用した．
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3• 69 CO2 レーザ（継続）

助教授藤井囮ー・技官大林周逸

中出力，単ーモードの CO2レーザを試作し，その基本的特性を調べている．

3・70 光ヘテロダインをもちいた両像処理（継続）

助教 授 藤 井因ー・技官滝本英之

光ヘテロダインによる結像効果について理論的解折を行ない，実験によってこれをたし

かめた．

3・71 電子ビームの不安定現象（継続）

助教授藤井陽一• 技官大林周逸

高出力の進行波管等の電子ビームにおいて生じる低いくりかえし周波数の不安定現象に

ついて理論的，ならびに，実験的に解祈した．これにより，この不安定現象原因が，残留

気体の電子衝突電離によるイオンにあることをたしかめた，

3・72 レーダデータによる飛翔体運動解析プログラムの開発（継続）

教授浜崎裏ニ・技官松井正安

昨年度に引き続きレーダデータを用いて飛翔体の速度，加速度ベクト）レの罫定を行なう

ため，雑音成分の除去方法を検討し改良されたプログラムの開発を行なっている，簡単な

プログラムを開発した．

3・73 広帯域宇宙飛翔体アンテナの研究（継続）

教授浜崎襄ニ・請師長谷部望• 技官松井正安

宇宙飛翔体の使用周波数範囲の拡大に伴ない，複数の周波数の同時使用を可能とする広

帯域宇宙飛翔体アンテナの開発が必要となり，数種の対数周期型アンテナの実険を進めて

いる．

3・74 マイクロ波フ゜リント回路の研究（継続）

教授浜崎襄ニ・助手岡田三男・助手座間知之

マイクロ波回路の小型軽扇化を目的とし，プリント方式によるマイクロ波回路の研完を

続け， 5.6GHz将塔載用アンテナ自動切替装置の実用化の研究を進め，本年度飛翔実駿

でその性能を確認した．

3・75 薄膜を利用したレーザ光回路の研究（継続）

教授浜崎裏二

レーザ光の伝播路として薄膜構造を用いるならば，回路の小型軽最化，振動，熱に対す
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る安定性と共に容易に強い電界強度を得ることができる．本年度は昨年度に引続き金属外

被遅波線路の理論解折と実験結果の紐理を行なった．

3・76 無限可変移相回路とその応用に1長］する研究

教投浜i崎誕ニ・助手閻田 三男・助手座間知之

電圧制御発板回路 (VCO)と位粗検波回路を利用した焦涙可変移相回路を，偏設面追尾

受信良に応用し，試作実険装四を用い人工衛星“たんせい”と“しんせい”からの電波の

又信文験とその偏波面解折を行なって理，裔と実験のかなりよい一致をみている．本年度は

偏泣面又信結果と軍離罰状態との対応の検討を行なった．

3・77 ロケット搭叔アンテナ（謎続）

講師長谷部 望

大型ロケット搭載用のアンテナ系を使用条件を考記して，これに適した特性を得るべく

検討を行なっている．現恥 Cバンド搭戟用として円偏波を用いることおよび VHF帯に

おけるアンテナ切挨回路の研究を進めている. Cバンド搭賊用アンテナは M-4S-4, L-

48C-2に搭載し，安定した通信を行なえた・

3・78 円偏放放射堺に閃する研究（継続）

請師長谷部望

主として，ロケットおよび術足追尼を目的としたいろいろの円偏設放射船の開発と実用

化の研究を行なっている．その一例として無給電素子を有する，新しい構成法の円偏波ア

ンテナを考案し，これを実川化してロケット追尼用，衛星追跡用にアレイアンテナとして

使用し，好結呆を得ている．また，クロススロットアンテナを用い

アンテナを試作してロケットの飛しょう角度記録を行なっている．

3・79 ミニコンにおける LISPと PLANNER

教授渡辺 勝・大学院学生鈴木則久

る研究に菫要な役割を果している言語1こLISPがあり，

また LISPを加こして特にロボットの研究などに聞発された PLANNER言語が注目さ

れているが，これらは従来かなり人きな叶邸械で実用されていたものである．最近ミニコ

ンが急追（こ普及して，研究生でも手怪に使えるようになったので，その応用の一つとして

ミニコン用の LISPを用いて， Wangによる定理の証明プログラムの確証を行ない，-

た LISPを加こした箇単な PLANNER言詔の作成とテストを行なった．

3・80 ダイナミック・マイクロプロセサ

教校渡辺 膀・大学院学生岸 促—

叶冥楓の制御方式の一つにマイクロプログラミングがあり，制御回路が箇明になること
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や，比校i'i勺小形の計邸搬でも複難な命令がハードウニア化できること，またユーザの希望

する命令の追加が比校的容易に行なえることなどの理由で，最近ひろく用いられる傾向に

なってきた．本研究は小形計算械1こマイクロプログラム搬能を追加して，ユーザに便利な

命令を追加できるよう試みたものである．マイクロプログラム用記位［として ICメモリを

使用して翡込可能とし，ユーザが使用したいマイクロプログラムをいわゆるダイナミック

に格納して利用できるようにしたことが特徴である．

3・81 ンラインシステム（継続）

敦授渡辺 勝• 技官安迄冶又

本所の FACOM270-30中形井邸歳と班究室の阻lj糾J用小形叶邸機 FACOM270-10を

接続したシステムについては，数年ff」にわたって研究を行なってきており，インクフェ

スを主にしたハードウェアの構成，両叶賃叶幾に対すろオンラインモニタプログラムの閲兄

ならびに応用として会話形のコンパイラの作成を迎めてきた．本年度はリモートバッチ方

式の研究を行ない，その聞発を進めている．

3・82 グラフィック・デイスプレイシステムの研冗

改長渡辺 勝・ 蚊 宜 矢 作 佑 一

グラフィックディスプレ装四は図形の表示や処理のための主要な装置として，ひろく利

用されつつある状況であるが，本所においても FACOM 270-30と接続した F-6232A

が設儲されている. ill燒搬時間のきびしい闊限などのため，まだ十分に利用されていると

はいい態いが，新叶邸機の稼動にともなって，利用が活兄になるものと予想される．その

支扱をするためのソフトウェア GSP270 Iこついて実用テストを行ない，また実用にとも

なう種々の間題の解決に努力している．

3・83 交通薗号機の計冥機制御方式に扱lする研完（継続）

助教授浜田 訪• 技官謀田一彦

大規校かつ複雑な部市道路網の信号搬群の集中的制御方式のソフトウェアの研究を行な

い，信号制御パラメータの一つであるオフセットの設定方法について，系統化の手法，勁

的詞卯方式，オフセットパタンの変更方式などの解折を行なっている．

3・84 交通流最適配分の数値解法

助教授浜田 喬• 技官謀田一彦

既存の道路網の効率を維持あるいは向上させる為の道路交通制御方式の一つに，怪路指

定制徊がある．この制御を行なう為には，与えられた各自動車の OD(出発地・目的地）

にしたがって，道路網における交道流鼠最適記分を叶鰐しなければならない．そこで，こ

の数値解法について，最適比の条件を直接解く方法と，逐次最適解に近づく方法との二種

頬の解法を与えた． とくに後者について，叶冥速度の高速化と，所要記憶容蟄の減少をは
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かり，実用的なア）レゴリズムを開兄した．

3・85 オンライン詞御用システムプログラムの研完

助敦投浜田 喬• 技官麻田一彦・技官佐藤和雄

上叶算帳によって制御されるオンラインシステムの端末として使用される小型計算概の

ソフトウェア，特に主叶冥械との通信閥詞］，種々のハードウェア端末との間のデータ転送

の紺ij餌］などを統括するオペレーティングシステムについての研究を行なった．

3・86 MIS トランジスタの （刹度充氾）

敦長安辻芳 夫 ・ 助 敦 授 生 駒 俊 明

及宜宮川尚憲 ・大学院学生勝部昭明

MIS霞界効呆トランジスタの低！闘泣領域における雑音特性，および雑音と半尊体・絶

る絨子状態との関係を完鳳jするために， MIS トランジスタの発生する雑音

氾度依存性，電流依存性，バイアス電圧依存性，信

およびトランジスタの材貫、J法がおよぼす彩轡を晶べた．本年度は匝低

温領域 (4.2-77°K)における特『Kを重点的に謁べ， トンネル過程1こよる雑音の発生理論

を適用した実検結果をよく泣明する低/,',j設雑音理論を遅出した．

3・87 トランジスタ用 快lする研完（継続）

敦只玄込芳夫・助敦授生詢俊明・助手栗原由紀子

技 官 宮川尚慮・大学院学生勝部昭明・大学院学生長島 厚

MIS トランジスタや MISダイオードを用い，半尊体と絶緑膜の材質や半尊体表面の

氾界位度・温度などを変化して，半埒体と絶縁膜の界面にある SlowStatesや Fast

Statesがトランジスタ・ダイオードの屯氣的性買（例：表面移勁度，容箪，雑音）におよ

ぼす影告を，謁べた．なお，容鼠やコンダクタンスの周波数依存性温度依仔性から表面鼠子

状態の時定数や界面付近のトラップの比質を晶べる方法についても理論叶冥と実測を行な

ったまた，極低温において pチャネル MOSFETが負抵杭を合む二三の特異な特注を

示すことを見出したが，詳細は目下，理論的，実険的に検,]寸中である．

3・88 MNOSデバイスの特性にi文lする研究

敦 長安辻芳夫・助敦長生均俊明・ /j券音il f眉匪l

記応作用のある MNOSデバイスの Si02-Sis応界面に蓋積される霞府の吝軌過包とそ

のヒステリシス特性について実験的・理論的検討を行なったその結果，主として酸化膜

の厚さと窒化膜の物性によっていくつかの形式に類別できろことを知った．また，ダイオ

ード構造で C-V特性， G-V特比を， トランジスタ構造で静特性，低/;',]波雑音特↑度を測

定して界面蓄訊霞荷且と界面鼠子状店密度との相閃性を謁べた．
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3• 89 MOS構造を用いたトンネリング・スペクトロスコピー（継続）

教授安逹芳夫・助教授生詞 俊明・助手市川勝男

技官• 宮川尚憲・大学院学生勝部昭明

シリコン上の均ーな薄い (10-50A)酸化膜中を流れるトンネル電流の性質を調べるこ

とによって，シリコン表面の物性を研究し，あわせてこのような薄い酸化膜の性質を調べ

ようとするもので， ピンホー）レのない薄い酸化膜を得るには，表面の洗浄，エッチング等

が特に璽要であり，電極をつけた後の熱処理も特性の改善に有効であることがわかった．

トンネル電流はシリコンのバンド構造を反映した特性を示すが，シリコン表面が逆バイ

アスとなるようなバイアスで電流に飽和現象の現われること，この飽和値の大きさや，電

流の立ち上るバイアス電圧の大きさに温度依存性のあること，およびこのような特性はシ

リコンの比抵抗の違いでかなり異なった様相を示すことなどが明らかとなった．

（一部科学研究費，一部受託研究費）

3・90 電子部品の信頼性（継続）

教授安逹芳夫・助手架原由紀子

一般に電子部品の信頼性・故障解析には故障率一定の指数分布やワイプル分布を仮定す

る場合が多いが，二重指数分布を仮定するとある前の電子部品の故障解析に極めて有用で

あることを解明したまた信頼性用語や電子部品の故障率試険法の JIS作成に協力した．

3・91 III-V族化合物半遅体のエピタキシア）レ成長に関する研究

助教授生駒俊明・教技安達芳夫・助手市川勝男

技官横溝 氾• 大学院学生堺 和夫

AsCb/Ga/圧系を用いて GaAs単結晶抵板上に， GaAsをエビタキシアルに成長させ

る実険を行なっている．現在 20-30/Jの成長屈を得，光学顕微鎧，二次電子走査型顕微

鐙を用いた表面観察，ホー）レ効果，ショットキ接合による電気的特性の解明を行なってい

る．またその他の化合物半郡体の液相成長の準俯を進めている．

3・92 半迎体中の深い不純物準位に関する研究

助教授生駒俊明・教投安逹芳夫

助手栗原由紀子・大学院学生媒 和夫

半迎体中に深いエネルギーレベルをもつ不純物原子，格子欠陥は，キャリアの再結合，

捕殴中心として働き，半母体デバイスの特性に影轡を及ぼす．アドミタンス・スペクトロ

スコビー法を用いて，これらの中心の電気的性質を解明する研究を進めている．理論的に

は，熱励起容鼠，電流および光励起容紐，電流の一般式を達出し，エネルギーレベル，密

度，捕筏断面積の測定法を明らかにし，実験的には， GaAs,Siの p-n採合， Schottky

接合を用いて測定を行なっている．
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3・93 ひ化ガリウムの表面安定化に閲する研究

助教 授 生 駒 俊 明 ・ 技 官 構 溝 氾• 大学院学生堺 和夫

GaAsの表面安定化の方法を見出すために，特殊な方法を用いて表面に酸化膜を作る研

究を進めている．酸化膜の製作方法，電気的性質，界面の性質を調ぺているが，現在，膜

作成の再現性を得ることに努力している．

3・94 マイクロ波半均体発振， i曽幅デバイスーBARITTーに関する研究

助教授生駒俊明・助手菜原由紀子・大学院学生原 和裕

少数キャリアの注入と走行時間効果を用いたマイクロ波闊で動作する発振，増幅デバイ

スーBARITT(Barrier Injection Transit Time Device)のマイクロ波特性，雑音特性の

研究を行なっている．現在 7GHzで 15mw程度の出力を得ているが，効率，周波数の

向上を目指して電子計邸機を用いて不純物分布の最適化を図るとともに，雑音特性の向上

を目指している．

9・95 搬能デバイスに関する研究

助教授生詢俊明

電子システムの巨大化にともなって，従来のトランジスタ・ダイオードという考え方の

デバイスでは，いたずらに集積化の規模の拡大を招き，＇情報量の増大に対処できなくなる

ものと考えられる．そこで，従来極めて複帷な回路をもって実現していたような機能，あ

るいはこれらの複合機能を，新たな物理現象を用いて箇単にデバイス化できるような，い

わゆる楓能デバイスに関して研究を行なっている．

第 4 部

4・1 イオン交換樹脂など分離剤の是礎的性質の研究

教投山辺 武郎・助手高井信治

技官梅沢香代子・技官吉田章一郎

圧透折膜として用いる目的でl傷陰両交換悲を迎入して両比膜を合成し，その四陰イオン

交換容凪および膜電位を測定した．逆汲透膜に用いるアセチルセルロースとその誘蔚体お

よびナイロンに対し，その表面への水の配位状態を NMRにより測定した． ビニル系高

分子を基体とするポーラスポリマーを試作し， NMRにより溶媒の配位状態を検討し，

極性ボリマーでは錯体などの分配係数を測定した．水ージオキサン系1:J;;イオン

NMRの測定により，布機溶媒の分雌におよぼす効果を検討した．
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4・2 液体クロマトグラフィの研究（継続）

敦 授 山 辺 武郎・助手高井信治

技官悔沢香代子・技官吉田章一郎

新しく開発された充搬剤を用い五追汝沐クロマトグラフィの研究を行なった．表面にの

み交換某を持つイオン交換脂樹は分万¥ti.が悪くて成功しなかった. I、ロイオン交換樹脂と陰

イオン交換樹脂を混合あるいは単独iこHJいる方法では希土類元索，直金属元素に対し，オ

キシ酸を溶離剤として遥常の方法に対し極めて短時間の完全分腐mに成功した． ビニJレ系高

分子を悲体とするボーラスボリマーとくにスチレン系ポリマーを用い，アセチルアセトン

金属錯体，稲々の有搬化介物の分懐を行ない，好結果を得た．

4.3 膜法による塩水淡水化の研究（継続）

紋授山辺武郎・助手高井信治

改官悔沢香代子・技官吉田窄一郎

圧込折では市販のイオン交換股およびスチレン・プタジエン共重合（本のキャスティング

膜から圧透折膜としての性質を持つ両性膜をつくった．膜特性として 100気圧程度の加圧

のもとに食塩水の透過実険を行ない，；、農紹比を求め，また/j葵屯位を測定し，これらの性質

と製造条件との関係を検吋した．逆没透では種々のナイロンから逆没透膜をつくった．膜

特性として上記と同じく透過実険を行ない，排降率を求め，キャスト液組成，熱処理など

の製造条件との関係を検討した． さらに原設成分とくに重金属イオンの透過性について検

討した．イオン交換膜電気透折では引涜き罰々の金属イオンの透過性を検討した．

4・4 ガラス化箆囲の研完

敦長今岡 稔• 技官山崎改子

罰種ガラス1開発の鱗塁研完として，珪殴塩，硼酸塩，ゲルマネート，テJレライト系な

ど，広くガラス符間を謁べ，同時にガラス化条件，ガラス椙造との関係を追求するもので
..,,. 7 

のな),

4・5 ガラスの疲労現象と強度の研完（継続）

敦投今詞］ 稔• 助手長谷川 洋

ガラスの本質的強度と実際強度の間にあって大きな影苦をもつと考えられる疲労現象と

その他の強度劣化要因を検討し，ガラスの強度を高める対策を研完するもので，これまで

の一般研究Aの継続である．

4・6 ガラス

改授今岡 稔• 技官坂村博康

ガラスの応力綬和，内部序擦などの只和現象を謁べ，それら
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るガラス構造を明らかにしようとするものである．

4• 7 X線によるガラス

反今筐 稔・ 助手長谷川洋

回転対陰極による強力 X悦芸置を用い， Pb,Sb, Teなどの塁元ぷを合むガラスの構造

解折を行なっている．

4・8 よるガラス

紋長今間 稔• 技官山綺敏子

ガラスの圧痕の様子を走査屯子顕微鯰によって霊］べ，ガラスの種類により，プラスチッ

クフローがどのように現れるかを知り，ガラスの構造と柊叶戎的性質の閃係を明かにした

ぃ． （一部科学研究費）

4・9 粉体結 る

助教長高栢 浩• 助手（特別研究員）炭 和男

生産技術研究奨励会技師 西村• 四一

各種の粉体結晶，とくに酸化物，硫化物，ケイ炭坦，カーボン知など iこついて， bulk

および表而の構造と諮物性たとえば表而エネルギー，表而官能邸などと表面活性との相閃

性について研究している． これによって粉体紡爪の表而活性を支配する要因を明らかにす

ることを目的としている．

4・10 メカノケミカル反応の研究

助教授高厨 浩

固体物質に楓械的ひずみ力が加えられる過程，たとえば扮砕，混練，術撃，圧延などの

過程において，固体の構造，物性，化学的性質は著しく変化する．金屈酸化物，炭酸塩な

どを対象として搬械的処理を行なったときの変化を構造および物性の両而からとらえて，

変化の一般的原則を確立することを目的として研究を行なっており， とくに現在，無機粉

体と有機物とのメカノケミカル反応の研究を行なっている．

4・11 ゼオライトの研究（継続）

助教授高栢 浩• 助手（特別研究員）堤 和男

生産技術研究奨励会技印西村囮一

ゼオライト類の中，主としてホージャサイト，モルデナイト，ゼオライト A,X,Y,L 

について， X線回折，赤外線吸収，熱的測定， ESR,吸許測定，酸性度・酸強度測定，細

孔構造測定によって構造，物性の測定を行ない，同時に各莉の反応に対して触媒活性との

相関性を求め多くの新らしい知見を得た．
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4・12 固体表面の改質に関する研究（継続）

助敦投高厨 浩・助手（特別研究員）堤 和男

各種の酸化物，ケイ酸塩，カーボンプラックなどをジアゾメタン，ア）レコール類などの

有機化合物と反応させることによって表面改質を行ない，没せき熱，吸習などの測定手法

によって官能韮の機能を解明するとともに表面のエネルギ状態を明らかにすろ．

4・13 触媒担体としてのアルミナの研究（継続）

助敦授高楕 浩• 生究技術研究奨励会技師西村陽一

洲究生中野裕司・研究生鶴 迄郎

脱硫填媒，排気ガス蝕媒その他触媒担体として極めて菫要なア）レミナのl愧造，物性をX

線回折，吸苔，昇温脱離，アミン訊i定法などの手法を用いて研究するとともに，併せて臭

庄化，不均化反応を用いて選択性，磨久性などとの関連性を明らかにしつつある．

4・14 に閃する研完（継続）

助教投高橋 浩・研究員萩野圭三

複合系，特に粉体ーポリマー複合系の疎伝遅度を測定する． これによって扮体ーボリマー

間の祖互作用を開らかにしていわゆる投合材料の熟特性研究の一助にするものである．

4・15 Ti02を用いる

敦授野崎 弘・助手（特別研究員）飯田武揚

画像形成に光の信号を用いる写真法は銀塩写真と富子写真とがある．前者は分解能，階

調度など圃質にすぐれ，電子写真は製造コストと作業性にすぐれている． この両者の特徽

をいっしょにした第 3方式としての酸化物半埒体を感光材料とする写真方式の開発であ

る， Ti02を惑光材料とし，色素や＇遥子又容［生物質の添加による感度，光起電力に対する

影菩を求めた．またこれと同一系統の研究として， Ti02と色素との組合せにより，光で

なく通電による無現像両像形成方式を国費受託 47-3号でおこなった．

4・16 交流電解に関する研完（継続）

改授野崎 弘・大学院学生山崎匡毅

金属として Ti,Al, Taを用い，はじめ陽極処理をしてそれら金屈表面に酸化物を作

る．つぎにこれを適当な屯解液に入れて交流通電を行なうと，その電解液成分の特定成分

が前記酸化物中に複合体となって折出する． この複合酸化物被膜が着色，エレクトロニッ

クス索子用などいろいろの用途がある．本研究では Ba水溶液中で交流通電し含バリウ

ムチタン酸化物の被膜をえた．また Tiの交流前処理法は後の薄膜形成に効果的であるこ

とを見出した．
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4・17 逆没透法による脱塩の研究

従来おこなってき

敦長野崎 弘・研究員藤代光雄

の立場からバナジウム塩の脱塩に応用し

た．膜は酷酸セルローズ系でかなりの効呆を認めた． このとき膜の固定『『電はイオン排絵

の役のあることがわかった．

4・18 フ゜ラスチック廃棄物の熱分鯨生成物の研究

助手（特別研究員）飯田武楊

プラスチック廃棄物の利用の立場から，とくに本年はポリエチレンの熱分解生成物を赤

外，薄罰クロマトから詳細に研究し，炭素紋 C11~C40 の脂肪族炭化水素の構造を求め

た．

4・19 よ

助敦授本多健一・研究嘱正中村賢市郎

研究闊iE 須111 信弘•助手（特別研究員）鋤柄光則

打機感光材料への応用を目(;りとして，［夜アジド類の悲底および励起霞子状態の霞子構造

を明らかにし，また連鎮反応を伴なう増惑光分解反応の機構を明らかにした．一方アニ｝レ

構造を有する液晶物質についてその光電特性を研究し，表示装四への応用を検討した．

4・20 クロム (VI) （継続）

助敦扱本多健一• 技官佐々木政子

クロム (VI)酸素酸塩写真製版材料の忍光搬構の基礎的研究において，這元剖としてア

Jレコールを用いた系でのクロム (VI)塩の光遠元反応の化学鼠論反応式を決定した． さら

に上記塩類ーゼラチン感光膜の感光性の崖の前頬による差異および成膜性を検討した．

（一部科学研究費）

4・21 らびにその感光材料等への

応用に閃する研完（継続）

助敦授本多健一・助手（特別研究員）鋤柄光則

研究嘱託下田陽久・大学院学生会川義露

有機半瘍体を感光主体とする光•清報処理方式の開発を目的として，オーラミン結品の光

電尊特性， その符号および寿命について研究した．
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4・22 テロメリゼーションに閃する研究（継続）

投教（併）浅原照三・助敦校妹尼 学・助手（特別研究員）木瀬秀夫

技官佐蔚 砲・大学院学生井上陽平

一般にトリクロルメチJレ述を有する化合物と， a-オレフィンまたはビニル化合物のテロ

メリゼーションの開始剤に亜リン酸エステル；鉄塩系がすぐれた開始効果を有することを

見い出し，四塩化炭素とエチレンの系から効率良く生成する 1,1, 1, 3—テトラクロルプロ

パンをテローゲンとし，莉々の a—オレフィン， ビニル化合物との n-1テロマーを合成し

た．また，アミン；銅塩系を聞始剤とし，四塩化炭素とイソプチレンより 1,1, 1, 3—テト

ラクロルメチJレー3ープタンを収率良く合成し，これを加水分解することにより， (3./3-ジメ

チルアクリル酸を高収率で合成した． さらにパラジウム塩オスフイニ錯体によるジエン化

合物の配位低重合反応をアミン等の活性水素化合物の存在下で行ない，末端にアミノ某を

有するジェンオリゴマーを合成し，アミンおよび幼体の莉類，反応条件が生成物組成に与

える効果を研究した．

4・23 ビニ｝レ化合物のテロメリゼーションの研究（継続）

教長（併）没原照三・助教授妹尾 学

技官佐応 瑞・大学院学生大谷規隆

N, Nージクロルアミンアミン系によるトリクロルメチル姑を有する打機化合物とオレフ

ィンおよびビニル化合物とのテロメリゼーション反応が研究されているが，その機構はま

だ明らかでない上系の開始機構および連鎖移動機構の詳細について検討している．ま

た， N,N-ジクロルアミンとアルコールなどの活性水索をもつ有機化合物，あるいは銅な

どの金屈との反応を研究している．

4・24 アニオンテロメリゼーションに関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・助教校妹尾 学

助手（特別研究員）田中貞良・大学院学生和智進一

スチレン，アクリロニトリ JレビニJレビリジンなどのビニJレ化合物およびブタジエンなど

の共役二重結合をもつ化合物のアニオン菫合について研究し，アニオンテロメル化反応の

おこる条件を明らかにしたこの目的で，アニオン重合，とくにアニオンテロメリゼーシ

ョン反応を統一的に解釈できる理論またはモデルを設定し，これと実険結果とを比較検討

した．

4・25 界面活性剤存在下におけるビニ｝レモノマの重合（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学・助教授白石振作

研究生有田喜ー・大学院学生石原房雄

アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムの存在下の水媒体不均一重合で，通常のラジカ
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Jレ重合開始剤を用いることなく各種メタクリル酸エステルの重合を行なった．またこの系

に無機塩類を添加し，その効呆を検討したところ，亜ニチオン酸ナトリウムが顕著な効果

を示した．その宣合機構は各種ビニJレモノマーとの共重合による結果ならびにラジカル重

合禁止剤の添加効果があることなどからラジカル機構で進行すると推定した．

4・26 ジェンカーボネートの合成と反応（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学・大学院学生今井 猛

3,4ージヒドロキシー1ープテンからビニJレエチレンカーボネートを合成し，その単独重合

性およびスチレン，酢酸ビニJレ，無水マレイン酸との共重合特性を検討し，また生成ボリ

マーの特性を明らかにした．

4・27 溶媒和電子の反応性に関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学

助手（特別研究員）鳥羽山満・大学院学生伊吹忠之

ナトリウムの液体アンモニア溶液で見出された溶媒和電子は，ヘキサメチJレリン酸トリ

アミド中でアルカリ金属の溶解，あるいはハロゲン化アルカリを支持電解質とする電解に

より生成し，選択這元を起こし，また電解では，アルコールをプロトンドナーとして芳香

族化合物を送択辺元する． この這元反応の反応機構および溶媒和電子の性状をポーラログ

ラフィ，吸収スペクト Jレ，電子スビン共嗚吸収を用いて検討した．

4・28 不可逆過程の熱力学による化学反応の研究

助教校妹尾 学

活性化支配の化学反応は絞和現象として，拡散支配の化学反応は遅延現象として，また

準安定状態は内部力学変数の絞和として，不可逆過程の熱力学の立場から理解できること

を示した． さらに化学反応の現象論的な解折および活性化パラメータの熱力学的解析を進

めている．

4・29 おける溶媒効果の研究（継続）

助教授妹尾 学

比較的箇単な有楓液相反応における溶媒の役割について理論的な検討を加え，また溶媒

和エネルギの測定，核班気共嗚法などを用いて実険的検討を進め，また過酸による共役ジ

エンのエポキシ化反応における溶媒効呆を，とくに分子内水素結合形成の立場から赤外線

吸収スペクト）レ，核茫気共嗚などを用いて検討した． さらに活媒固定にもとずく活性化工

ントロピーの評価を行ない，活性化パラメータと反応機構との関連について検討した．
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4• 30 gemージハロアジリジンの合成と反応（継続）

助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三

助教授白石振作・大学院学生鈴木幸男

シッフ塩基とジクロルカルベンを反応させて， gemージクロ Jレアジリジンを合成し，こ

れの分子内フリーデルクラフッ反応による（オキシインドール）誘郡体の合成について検

討を加えた．

4・31 光分解性高分子組成物に関する研究（継続）

助教授妹尾 学・授教（併）浅原照三・助教授白石振作

研究員伊保内賢・大学院学生石井正雄

スチレンとベンザルアセトンならびにベンザJレアセトフェノンとの共重合を行ない，そ

れぞれその共重合反応性比を求めるとともに，生成重合体の光分解性について検討を加え

たまた，既存のボリオレフィン中に種々の光増感剤を加えて，その光分解挙動を検討し

た．

4・32 白金ーオレフィン錯体の熱的性質に関する研究

助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三

助手（特別研究員）鳥羽山満・大学院学生岩元和敏

各種白金オレフィン冗ー錯体を合成し，窒索ふんい気中での熱分解反応を，重量変化，

元索分折， GCマスの手段を使って明らかにするとともに，さらに分解熱を DSCで測

定する．また，熱羅測定法として，水溶液中の反応熱の測定，平衝定数の測定をつかって

求め，これらの値の比餃検討を行ない，これらの値から，白金ーオレフィン結合に対する

知見を得た．

4・33 オレフィンメタセシスに関する研究（継続）

助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三・助手（特別研究員）鳥羽山満

大学院学生佐藤道人・大学院学生田中栄司

六塩化タングステンなど遷移金属化合物と有機典型金属化合物を組み合わせた，液相均

一系触媒を用いて二重結合の開裂を伴なう反応であるオレフィン類の不均化反応を行な

い，種々の反応条件と生成物との関係，反応機構の解折などを研究し，さらに触媒である

有機金属錯体について検討している．

4・34 光電子分光法による有機金属化合物の研究

助教授妹尾 学・大学院学生土屋伸次

X線励起による光電子分光法 (ESCA)を構造解析に応用し，とくに結合状態について

の知見をうることを目的として，白金オレフィン錯体，アリールニッケル錯体，フェロセ
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ン誘迎体などについて測定を行ない，電荷分布などについて知見を得た．

4・35 1, 3—双極化合物の反応

助 教授白石振作・助教授妹尾 学・教校（併）浅原照三

技官時田那珂子・大学院学生池内 党・大学院学生重本匡史

ニトリ Jレオキシドの光異性化反応によるイソシアナートの生成機構を明らかにするとと

もに，その応用について検討を加えてきた．また，ニトリ Jレオキシドとキノン類との反応

ならびにその反応に対する光化学的影署についても検討を加えてきた． さらにニトリ Jレオ

キシドと各種異常原子価化合物との反応について検討を加えている．

4・36 する研完

助教授白石振作

1,3—双極成扇付加反応は，一応イオン的協奏反応で説明されているが，それでは説明し

きれない点が非常に多い．その点を明らかにするために，その反応を統一的に解釈できる

理論またはモデルを設定し，それと実険結果とを比較検討する．主としてニトリ）レオキジ

ドとオレフィンとの反応を取り上げて研究を行なっている．

4・37 オリゴアミンに関する研究（継続）

助敦授白石振作・教授中村亦夫

オリゴ（エチレンビペラジン）を合成し，その物性を検討すると共に，高分子合成への

応用について検討を加えている．

4・38 多詞芳香族化合物の合成に関する研究（継続）

敦授故後藤信行・助手（特別研究員）小川昭二郎

研究霞託時田澄男•技官李 章縞

アセナフテン，ベンゾアントロンなど多環芳香族化合物のハロゲン化，アミノ化などの

反応に関する研究を継続するとともに新たにジベンゾアントロニ｝レの合成とその化学に

ついて研究を行なっている．ジベンゾアントロニルについては従来 3,31ーニール化合物の

みがよく知られているが， 9,91ー， 8,8'等対称型， さらに 3,9'ーニー）レ化合物など非対称

型ニー）レ化合物の合成を行ない，これらを経由してさらに多数の環を有するジピオラント

ロニ｝レ類の合成について研究中である．

4・39 ボリナフチレン系化合物に関する研究（継続）

教授故後藤信行・助手（特別研究員）小川昭二郎

技官李 章鏑

ボニフェニ）レイミン系化合物についてはすでにかなりの等電性が認められ，導電性塗料

への利用研究も行なわれているが，ボリナフチレン系化合物についてはあまり研究は行な
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われていない しかし東京大学物性研究所，井口洋夫教授らの研究によればすでにナフタ

リン単位 4個のカテリレンにおいて 10-60-1cm-1の郡軍性を有することが認められてい

る．われわれはペリレン C20H12を出発原料としその 2個縮合したカテリレン，ないしは

3個縮合した新しいボリナフチレン系化合物の合成研究を開始し，中間物のモノハロゲン

化合物，ジペリレニルなど新物買の合成に成功した．

4・40 ヘテロ多環化合物の合成に閃する研究（継続）

教授故後藤信行・研究員中島利誡

助 手（特別研究員）小川昭二郎

oーフェナントロリンのハロゲン，アミノ化合物を合成，それらの縮合によりジアリ）レ

イミンを合成し，さらにその環化により新らしいヘテロ大環状化合物の合成を行なった．

10100cmの抵抗値を有する有機半郡体であり，紫外線照射により抵抗俯の僅下が認めら

れた．また，さらに Cu,Ni, Co, Mgなどの金屈錯体を得た．

4・41 水溶性高分子のレオロジ一

教授中村亦夫・助手甘利武司

水溶性高分子は製紙，食品，化粧品，泡末消火剤，塗料，接舒剤，土拭改良剤，製薬お

よび絵具などの工業に深い関係をもつ材料である． これにはデンプン，アルギン酸， トロ

ロアオイなどの天然品，酸化デンプン，カルボキシメチ）レロース (CMC),メチルセルロー

ス (MC)のような半合成品，そしてボバール，アクリ Jレ酸ソーダ，ボリオキシメチレン

のような純合成品と種類が多く，その性質も多様である．

さてこの溶液の特徽として，非常に極性の高い溶媒である水に，極性を有するこれら高

分子が溶解しているのであるが，この溶解の仕方も様々である．特に水および溶質が有す

る水素結合力は，無極性の高分子溶液と異って，二次結合を生じ高粘性やゲル化などの現

象を引き起こす．こうした各種高分子水溶液の動的粘弾を，各種レオメータにより広い周

波数領域で測定したり，またその定常流コンプライアンスをワイゼンベルグ効果の測定や

流勁復屈折の測定により求めることで，それぞれの溶解機構を研究する． こうしてそれら

したいと考えている．

4・42 触媒門および吸着剤尼における吸着物質の動的応答と

反応炭構解析（継続）

教授河添邦太朗• 助手杉山衣批子・大学院学生茅原一之

ンライン的に使用し，多孔性粒子充漿間における過渡応答より，これら

充坦拉子における粒内拡散係数，表面吸着速度，反応速度，流体混合などを求めようとす

るもので，ゼオライト結贔内のガスの活性化拡散について検討中である．また同様なパJレ

ス法により分子ふるいカーボンにおける Nz,Cz印などの拡散速度ならびに拡散機構を検

討し，活性化拭散における吸着醤依存性を明らかにした．
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4・43 排ガス脱硫における酸化反応機構の研究（継続）

教授河添邦太朗• 助 手 杉 山 衣 世 子

排煙に合まれる亜硫酸ガスの除去装四の設叶に必要なデータを得ることを目的として本

研究を行なっている．活性炭の充坦屈に排煙を通すと活性炭の細孔内において亜硫酸ガス

は酸化され，硫酸として蓄積・除去されるが，酸化反応辿度，反応恨構，生成された硫酸

の除去法などについて Electrobalanceを使用し研究するとともに，小型の脱硫装置によ

って活性炭の充躯屈の屈高と脱硫率の関係，拉径と脱硫率の関係，硫酸密積鼠による反応

阻害などについて検討している．

4・44 触媒反応における物質移動の研究

教授河添那太 朗・大学院学生青山和夫

活性炭触媒による沃化水素合成反応，エチレン酸化反応，モレキュラシープ 5A,lOX 

におけるエタノールの脱水反応，シクロヘキサンの脱水ぷ反応等の反応系において反応速

度に対する物質移動の抵抗について検討してきたが，さらに MR型イオン交換樹脂にお

ける testープタノールの説水反応を行ない，生成する水による反応阻苫，粒内拡散抵杭な

どを検討した．

4・45 活性炭による水処理の研究

教授河添邦太朗・助教授鈴 木屈之・研究員川井利長

都市下水・陀業廃水の高度処理として活性炭吸許装i応の設叶砧準を求めるため， ミクロ

細孔分布を異にする活性炭を用い ABS水溶液のカラム吸着］樅拌系での吸舒，二次処理

水の COD物買，着色物質などのカラム吸'f"i'などを行ない．吸芯辿度の解析を行なった，

これから，粒子内の拡散係数し所要接触時間の関係を明らかにし，また拡散係数がミクロ

細孔径によりある程度影菩を又けることが明らかになった． （一部科学研究費）

4・46 活性炭の再生に関する研究

助教長鈴木砧之・教授河添邦太朗

廃水の高度処理に用いた泣状活性炭の再生は，活性炭を水処理に用いるプロセスの経済

性を考える上で極めて直要な因子となる．本年度は下水の高度処理に使用した活性炭を過

熱水蒸気を用いて再生賦活するプロセスの邸礎的データを得るために流勁屈を用いた丈険

を行なった．

4・47 プラスチックスの熱分解に閃する研究

助教授鈴木却之・教授河添邦太朗

ポリ・オレフィンの熱分解により怪質油を得るプロセスの聞発の延礎研究として，本年

度は乾留型操作により生成する油の沸点範囲等につき検討し，反応部上部に冷却管を取付
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けることにより軽質成分を能率良く得る可能性を見出した．

4・48 ゲル炉過に関する化学工学的研究

助教授鈴木某之

ゲ｝レ炉過はファイン・ケミカ）レその他の分離手段として有用性が認められているが，工

学的な分離性能に関する議論は少ない．本研究は特にゲ）レ粒子間をパルス状で流れる大分

子および小分子のパ｝レス幅の拡がりについて，理論的並びに実験的に研究を進め，ゲル戸

過による分離装置設計のための悲礎的手法を確立することを目的としている．

4・49 異相系操作におけるクロマト法の研究（継続）

助教授鈴木基之

異相系装置内の速度過程を測定するための一手法としてクロマト法を用いたモーメント

解折1こついて，その応用の可能性を検討している．今年度は熱と物質の同時移動という競

点から湿った多孔買充搬屈内の伝熱について検討し，蒸気移動によるエンタ）レヒ°―輸送に

ついて考察した．

4• 50 新しい有機試験による工業分析法（継続）

教授武蔚義ー・助手和田芳裕

従来から新しいキレート系有機試薬を工業分折法に応用する研究を行なっているが，そ

の一環としてキシリジルプルーを用いてニッケルや水銀と共存するコバルトの光度定批を

行ない，テトラエチレンペンタミンをいんぺい剤とすることによって良好な結果を得た．

4・51 クーロメトリに関する研究（継続）

教授武藤義一

定電位クーロメトリの応用而を開発するために新型のランニングワイヤ電極を用い銅，

水銀および銀の定誓に成功したまたクーロメトリック・デテクターによる液体クロマト

グラフィの研究も行ない，金限の一斉分祈の検討を行なった．

4・52 水銀非水溶液界而における電気二重層の研究

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

大学院学生山本孝一

従来のマノメータ方式のものよりも一桁梢度の高いエレクトロキャヒ°ラリーメータを試

作し，水銀ジメチ）レス）レホキシド界面での種々の無機イオンの吸普現象を明らかにし，溶

媒分子の配向の効果を考察し，水溶液系での結果と比較検討する． （一部科学研究費）
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4・53 可溶化系のポーラログラフ的研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子・技官鈴木 榮

水に甦溶性の物質を界面活性剤によって可溶化することは工業上広く行なわれている．

しかし溶液中における可溶化系の性質，存在状態については不分明の点が多い．本研究は

分散染料，油溶性ビタミンを可溶化し，ボーラログラフ拡散電流を測定することにより，

粒子の大きさを推定するとともに，その際の電解搬棺を検討している． （一部科学研究喪）

4・54 界面活性剤水溶液のボーラログラフ的研究（継続）

教投早野茂夫・助手（特別研究員）篠 塚則子・技官鈴木 磁

界而活性剤水溶液は滴下水銀電極において，電位の変化にともない特異的な吸・脱苦挙

動を示す．直流あるいは交流ボーラログラフの脱箸電位を測定することにより臨界ミセル’

濃度を知ることができる．また交流周波数を変化させるこりにより，脱普電位付近におけ

る微細な配向変化を検討している． （一部科学研究費）

4・55 オン界面活性剤の迅速分析（継続）

教授早野 茂 夫 ・ 教 授 浅 原 照 三

非イオン界百活性剤の応用範囲が急激に広まるについて，これによる水汚染問題が憂慮

されるに至っている．本研究は非イオン界而活性剤の迅速分析法を検討し，水汚染問題を

解析するための新しい方法を得ようとするものである． （一部科学研究費）

4・56 弗素系界面活性剤を主体とする消火剤の検定規準の設定

教授早野茂夫・研究生チャン・ディン・トウォン

弗素系界面活性剤を主体とする消火剤は，石油火災の初期消火に有効なものとして認識

されており，近く急速に普及するものと予想されている．代表的な弗索系界面活性剤消火

剤の系統的分離分析法，ならびにいくつかの特性化方法を提案した．

4・57 水中微鼠重金属の迅速定鼠

教授早野茂夫・助手（特別研究員）篠塚則子

微分パルスポーラログラフ法と阻極溶出波法を併用し， ppbレベルの微足のカドミウ

ム，クロム，鉛などを迅速に定屈する方法を確立する．

4・58 高炉内における正ガスの挙動に関する研究

教授餡 充•技官鈴木吉哉•技官桑野芳ー・ほか 10 名

高炉炉内での H2ガスの挙動に関して十分に解明されてない．本試験では羽口から天然

ガスを炉内に吹込み，炉内ガス中の圧濃度を種々変え，それぞれの段階で炉高さ方向の

ガス中圧および H心を分析し，水素の挙動を調査した．その結果，炉全体のガス利用
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率の而で， Hz利用率は co利用率よりも大きいこと，またシャフト上部における水性ガ

ス反応の動向の面では，平衡状態よりかなり離れていることが明らかとなった．

4・59 半還元鉄鉱石中の Siと S02の分離定鍼に関する研究

教授館 充•技官中村成子研究嘱託李 海沫

高炉内での鉄鉱石の還元状況の推移，造滓成分の挙動，ならびに高温域における生成鉄

への浸炭と溶融，スラグ分離， Siの還元などの諸過程を解明するため，試険高炉の各レ

ベルから採取した固体（および液体）試料の化学分析， XMA分析，結晶組織学的調査を

行なった．

4・60 酸化鉄一固体還元剤の反応に関する研究

教授館 充・研究嘱託李 海沫

酸化鉄の固体遠元剤による遠元機構にはまだ不明の点が多い．酸化鉄—固体遠元剤の反

応は実際高温域において意味をもつものであるから，本実険では高温域で反応をおこなわ

しめ，その機構を研究してゆく．

4・61 連続製鋼フ゜ロセスのシステム合成

教授餡 充•大学院学生中村正宣

流れ系での製鋼反応の数学的モデルによる考察を基礎に，連続製鋼プロセスを，システ

ム合成の手法を使って設計し，コスト面での実現可能性を調べている．

4• 62 LD転炉型反応装置における溶鉄の脱炭反応過程の研究

教授館 充大学院学生中村正宣技官辻 英太

50kg実験室転炉で，一定温度に加熱，溶解した鉄炭素合金に，種々のテンス条件のも

とで酸素を吹きつけたときの，溶鉄中への酸索の移動過程を酸索濃淡電池を使って調べ，

脱炭反応過程との対応をみている．また，炉内溶鉄表面観察，排ガスの連続分祈，火点部

温度測定も行なっている．

4・63 高炉モデルの研究

教授館 充•技官本田紘ー・大学院学生全 明

高炉を機能別に，三つに分割したモデルにより，還元性ガス吹込みの効果，コークスの

反応性の効果を予測した．さらに，半径方向の不均一分布のもたらす効果，炉熱に影密を

及ぼすと思われる諸要因の効果を評価しうるモデルの研究を行なっている．
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4・64 高炉燃焼帯における天然ガスの燃焼に関する研究

教授餡 充•技官鈴木吉哉

技官大谷啓ー・技官松綺幹康

高炉燃焼帯へ天然ガスを吹込むことによって，燃焼帯がどのような変化を示すかを明ら

かにするために，モデルによる試険を行なった．

天然ガス吹込みは，単純なノズ）レ方式と純酸素特殊バーナ方式で行ない，ノズル方式の

場合天然ガスは燃焼帯内で極端に片寄って燃焼し，バーナ方式では，バーナ先端の位四の

変化にともなって酸化帯が変動することが明らかとなった．

4・65 コークス抑発分中の水索の気化速度に関する研究

教授館 充• 技官張 京植

コークス揮発分中の水索合有鼠とその気化速度に関する情報は高炉の水素ガスの利用率

を評価する上で菫要である．試験高炉で使用するコークスについて水素の絶対鼠，各温度

区間での水素の気化鼠，さらに気化辿度等に関する悲嚢的調査を行なった． その結呆，コ

ークス抑発分中の所定温度までの気化紐は粒度と温度の影苦を受け， しかも温度の影唇が

より顕著であることがわかった．

4・66 向流移動屈 2次元モデルによる装入物の分布に関する研究

教授館 充•技官桑野芳一

技官大谷 啓ー・技官松i裔幹康

高炉シャフト部における装入物の分布，およびガス流の分布を解明するために，試険高

炉と等寸大の向流移動陪 2次元モデルを製作し，混合装入および陪状装入について，装入

物がベルを離れる時の初速，落下の軌跡，装入物の分布の機構などを謁査した． その結呆，

ストックレベルにおける直径方向の装入物の分布は，混分装入時では密積する過歪で，屈

状装入時では落下の位骰と中央部の安息角によって分布が決まる事が明らかとなった．

4・67 還元鉄の誘均加熱遠元に関する研究

教授餡 充•技官桑野芳ー・技官呉 平男

還元鉄を使用した製鉄法として，誘迎加熱による遠元の仕上げと溶解の可能性について

検討した結果一定の見通しを得たので，還元率 50-100%の遠元鉄を固体炭素にて逗元

の仕上げを行なわせる実険をやっている．

4・68 coー比混合ガスによる鉄鉱石の逗元実験

教授館 充•技官呉 平男

高炉の複合送風に伴ない，シャフト部での H2の挙動の調査のため， CO-H2混合ガス

による焼結鉱の還元実験を行なった．遥元率は直批法にて測定し， Hz利用率は水蒸気吸
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収剤の重最増より算出した．水蒸気分祈はデューセル，乾湿球湿度計にて比餃分析したが

問題のないことが判明した．混合ガスによる還元速度は，還元率30%以上の部分では H2

と coの還元速度を加算すれば良いことが解った．

4・69 非等湿還元の速度論的解析

教授館 充• 助手（特別研究員）大蔵明光

一般的には等温逗元における反応をもとに迎出した速度式を諸反応に適用している． し

かし適用の場合には種々の反応にともなって起きる処の諸因子を恒数の中に入れざるを得

ない．そこでより実際的な速度式を郡出する手段として非等温還元をおこない，その速度

論的解祈を試みるものである．

4・70 鉄 Whiskerの物性に関する研究（継続）

助手（特別研究員）大蔵明光

ミクロン単位の針状 Whiskerを製造し， Whiskerの成長方向と応力の関係，応力と

転位との関係について調査し，複合材料の基礎を確立しようとする研究である．

4・71 鉄 Whiskerの製造に関する研究（継続）

助手（特別研究員）大蔵明光・教授館 充

結昆椙造的に欠陥のない鉄の「せんい状単結晶」すなわち Whiskerは理論的最大強度

に近く，しかも高温に強く，耐食性がよく，疲労にも強い， FeCh系原料から特性を失う

ことなく量産できるガスカーテン装置の試作と，薗産に必要な基礎資料の調査をおこなっ

ている．

4・72 鉄の科学と技術の相互作用の歴史的研究（継続）

技官中沢設人

金属の科学は冶金技術との深い相互作用のもとに発展してきたこの相互作用は歴史的

にきわめて複雑である. 18世紀以来，金属材料学，金属組織学および金屈物理と金属の科

学が発展してきた跡を明らかにすることによって，冶金技術の発展との内的連関を解明

し，鉄鋼技術の将来の発展を支配する諸契機を検討している．

4・73 アークフ゜ラズマジェット下における冶金反応に関する研究（継続）

助教 授 明 石和夫・助手石塚隆一

直流アーク方式により得られるアルゴンあるいはアルゴン水素プラズマジェットの超高

温下における金属酸化物の炭素還元反応と水素還元反応，高融点金属化合物の合成反応と

その物性測定，金属および金属化合物超微粉の製造とその物性測定，粗金属の精製などに

関する研究を行なっている．
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4・74 高周波プラズマを利用する冶金反応に関する研究（継続）

助教授明石和夫・助手石塚隆一

高周波プラズマ発生装置を組みこんだ反応装四を用い，アルゴン，窒素，酸索，水索な

どを作励ガスとして安定したプラズマ炎を長時間持続させる条件を求め，炎内における金

屈化合物の分解・還元反応，金属あるいは金属化合物の窒化・酸化・炭化・塩化反応，微

粉末の球状化について検討している．

4・75 よる溶融塩電解の基礎的研究（継続）

助教授明石和夫・大学院学生黄 仁某

アルカリ金屈のハロゲン化物を溶媒塩とし，多価金属の塩化物・フッ化物・酸化物など

を添加したときのカソードおよびアノードにおける阻イオン，陰イオンの放屯過程を，定

電位法・定電浣法（定常および非定常）を適用して検討するとともに，ガスクロマトグラ

フィによるガス分折結果，イオン電極を利用する電解浴分折結呆と照合して総合的に解肝

している．また酸化物・ 炭素混合電極，電導性金屈化合物電極の［陽極挙動を検討してい

る．

4・76 の採取と利用に関する研究（継続）

助教授明石和夫• 技官鈴木鉄也

アルミニウム製錬過程における有価金屈（ガリウム，バナジウムなど）の回収方法，半

珀体へのガリウムの電気めっき法と加熱による拡散現象，拡散後の電気的特性の変化，ハ

ナジウム，ガリウム合金の調製とその諸性質について検討している． （受託研究費）

4・77 の処理と利用に関する研究（継続）

助教授明石和夫・大学院学生癖 興仁

アルミニウム製錬の廃稟物である赤泥粒子につき，酸処理・加熱処理を行なった場合の

微視的性状，表而活性，組成などの変化を検討し，一種の吸舒剤として有効に利用するた

めの模索的実験を行ない，とくに石油の脱硫効果を検討した． （一部科学研究質）

4・78 複推形状部品製造への抵抗焼結法の応用

助教授原善四 郎 ・ 助 手 明 智 消 明

技官板橋正雄・研究員坂井徹郎

抵抗焼結法に必要な絶緑材として，雲母箔に代えてアート紙を使用することが可能であ

ることを見出したので，ハート形，あれい形，穴あき円角柱など複雑な断面形状の機械部

品の製造に，アート紙を絶縁材とした抵抗焼結法を利用することが可能になった．本年度

はこれら形状の鉄系機械部品の抵抗焼結条件と得られる焼結体の諸性質の関係について検

討した．
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4・79 金属製錬排煙微粒子の成分と挙動

助教授原善四郎・助手明智清明・技官板栂正雄

金屈製錬所周辺民家の屋内堆積徽拉子，家庭用テレビ高電圧部沈舒微粒子を採取し，成

分分折を行ない，高純度の Cd,Zn, Pbの存在を確認した. XPMAによるこれら徽泣子

の観察で， Znは 100(.l程度の拉子形で存在するが， Cdは各粒子に普遍的に存在するこ

とが認められた．

4・80 ウイスカー複合合金の製造

助教授原苦四郎・助手明智 i青明

技官板橋正雄・研究員坂井徹郎

瞬間抵抗焼結法をウイスカーと金属粉の混合物に施すことによって，ウイスカーの注買

を害なうことなく高密度のウイスカー一金属複合材料を得ることを目的として， SiC,鉄

などのウイスカーを鉄・タングステン粉，鉄粉にそれぞれ混合し，瞬間抵抗焼結を行なっ

て得られた焼結体の密度，引張り強さ，抗折力，金屈組識を謁べた. SiCウイスカーの少

最の配合で鉄焼結体の強度が著しく増大する現象が見出された．

4・81 金属粉末の熱間圧延（継続）

助教授原善四郎・助手明智清明・技官板栂正雄

金属粉末圧延においてロール回転数が低く，粉末供給凪が多いときは，圧延開始直後に

ロー）レ圧力が急上昇し，圧延板にねじれ，割れが生じ，安定した圧延が行なわれないこ

の不規則現象の過程そのものを検討し，その発生に及ぽす圧延粉末の材質，冷間・熱間の

圧延条件などの影密について検討した．

4・82 合金の析出硬化現象に関する研究（継続）

教 授西川精ー・講師井野博 満 ・ 助 手 長 田 和 雄

Cu-Cr, Cu-Fe, Cu-Ti合金過飽和固溶体の分解過程の研究を行なった．特に初期肝出

物の熟的安定性について，焼入れ速度，時効条件などを変えて検討した．

Al-Zn-Mg合金の拉界強度について，時効条件， 荷重温度および速度，結晶拉の大き

さの面より検討を加えた. Al-Zr合金の折出と再結晶の動特性を調査した．

4・83 金属の固相拡散に関する研究（継続）

教授西 川 精 ー ・ 技 官 梅 津 清・大学院学生楠 克之

Al中 Znの粒界拡散について研究を行なっている．現在実験結果の数値解折法につい

て各種の検討を加えている．

Pb中 Ag110の不純物拡散について研究を進めている．本系は従来一部解離拡散を行な

うということで注目されているものであるが，その解離度などについて基礎的な検討を加
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えることが目的である．

4・84 金属材料の水素脆性に関する研究（継続）

教授 西 川 籾 ー ・ 請 師 井 野博満・助手長田和雄

鉄合金，ニソケル合金などに水索を検制宮化した場合の構造変化，水素の拡散挙動など

について研究を進めている．

4・85 耐食性高カアルミニウム合金の研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健

Al-Mg合金に Znを添加した展伸材について Znの含有紐によって加工材および時効

材などに分け，機械的強度と耐食性試験などの各種試験を行なっている．本年度は Cr,

Mnなどを微紐添加した合金を中心にして，各種試険を行ない実用化の可能性を閲べた．

その結果，機械的性質や耐食性の点から優れた実用性をもつ合金であることがわかった．

4・86 ガンマ線の工業的利用（継続）

教扱加応正夫・助手佐藤乙丸•技官斉藤秀雄

!37Cs線源を用い後方散乱ガンマ線鼠が最大となる場合の入射角度と散乱角度の関係を

理泊と実険によって確かめた．またコンクリート中の鉄筋の位四ぎめに閃する韮翡研究を

行ない，その可能性を確認した．

4・87 放射性トレーサを利用したアルミニウムの孔食腐食に

閃する研究（継続）

教 扱 加 藤正夫・助手井上 他

アルミニウムは水との環境のもとでは， しばしば孔食が発生するので問屈となる． この

孔食発生の原因としては金屈側と環境側の前々の因子が考えられ，

を示す．そこで RIをトレーサとして，主としてオートラジオグラフの手法を用いて，こ

の孔食腐食機桔を解明しようとするものである．本年度は環燒側に孔食発生の条件を与え

た場合金属側のどの部分に孔食が発生するかを ssFeをトレーサとしてオージェ電子ミク

ロオートラジオグラフィによって調べた．その結呆孔食発生時におけるミクロピットの大

多数のものは，アルミニウム表而のを合む金屈間化合物を中心にして形成されていること

がわかった．

4・88 オージェ電子によるオートラジオグラフィの研究（継続）

助手井上 健・教授加藤正夫

霞子捕筑壊変する 51Cr,54Mn, 55Fe, s℃ o, 64Cu, 6sznなどの放射性核種は 5-lOkeV

のエネルギのオージエ霞子を，ほぼ全壊変数の 50%以上の割合で放出している．本年度

はこの電子を利用したミクロオートラジオグラフィによって， 6sznで標識した Al-0.001 
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,-..,Q.1% Zn合金鋳造試料の鋳造時における Znの偏折状況を調べた．その結果きわめて

高い解像力で Znの偏折を知ることができた．

4・89 金属結晶粒界の構造と物性の研究（継続）

助教授石田洋一・大学院学生劉 勝利

透過電顕および電界イオン顕微鍛で粒界構造を解析した． この結果，対応粒界以外に準

規則粒界と云うべき種々の構造が見出だされた．そこでその成因につき幾何的ならびに電

子論的立場で解析し，一方規則性の乱れである粒界転位や階段につき一般式を求めた．粒

界物性については Al-Mg合金の 9相粒界折出を透氾電顕で統計的に謁べ，対応位界で

析出核生成が妨げられること．粒界転位芯が核生成場所として母くことなどを明らか1こし

た．

4・90 金属格子欠陥のメスバワー解析（継続）

助教授石田洋ー・技官佐々 紘ー・大学院学生梅山伸二

大学院学生成瀬明輔・大学院学生森 実

金属合金の格子欠陥とくに原子空孔と容質原子との相互作用を調べた. Al-57Fe希薄合

金については融点直下から急冷した試料，液相状態より splat急冷した薄膜，液体窒素温

度で s1Feをイオン打込みした試料などにつき解折した．イオン打込みは原子核研との共

同研究である．空孔張度の高い場合の一例として Fe-Ge非化学旦論的化合物相 Fe2Ge

を解折し空孔のまわりでは Galdanski効果が大きいことを見出した. Fe-Moおよび Al-

Sn合金の時効過程に関しても研究をすすめた．

4・91 金属高温塑性の組徽的解折（継続）

助教授石田洋一・大大学院学生森藤文夫

大学院学生小林保夫

Al-Mg合金のクリープ変形を本所 200kVおよび NPLlOOOkV電顕で動的観察し，

格子転位の運動を調べた． この結果クリープ律速槻構として転位同志の交差が相互の上昇

運動により低応力で生ずるためとするモデルを提出した． これを定量的に実施するため転

位組繊を三次元的に解析した．一方 Zn-Al細粒性超塑性合金の変形を動的観察

界の移勁度を調べこの変形が拡散クリープの一種であると推論した．
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第 5 部

5・1 地盤注入に関する基礎的研究（継続）

教授三木五三郎・助手今村芳徳•技官佐『長門司

地盤の性質の改善をはかるために開発され，実用されている各種のケミカルグラウトに

ついて，その浸透性と注入地聾土の強さおよび止水性の改良効果を，小型モールドと地盤

状態再現モールドを用いて実険的に研究した．

5・2 わが国の土の工学的分類法の研究

教授三木五三郎・大学院学生斎応孝夫

わが国では，特殊な工学的性買をもつ火山性土が広く分布していることなどもあって，

いまだ1こ標準的な土の判別分類法が確立されていないので，主としてその塑性，斎裔回め特

性および透水性に注目した新しい方法を研究した．

5・3 高速道路の交通制御に関する研究

助 教 授 越 正設

首都高速道路を対象として，流入交通拡制御，可変情報提供，交通状況監視，交遥情況

予測などの手法について研究した．

5・4 水文学の研究の発展経過に関する調査（継続）

教投井口昌平• 助手臼井茂信

水文学の研究の発展の経過を，国際的および国内的な段階において，文献的に謁査す

る． これによって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする．

（一部科学研究費）

5・5 港湾の外郭および内部の諸施設の配匝 る水理学的研究（継続）

教授井口昌平•助手臼井茂信

特定の港湾の外郭および内部の諸施設の配置が港内の水理状態に及ぼす影密を明らかに

すること，およびそれらの施設の配置に対する特定の計酉を水理学的に検討することを目

的とする実験的研究． （受託研究費）

5・6 河床変動の特性に関する研究（継続）

教 授 井 口昌平・助手臼井茂信

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物質との間の相互作用の
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結果，河床の形が砂れきたいの発達によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研研が行なわれている．そのために実験室内の直

線開水路の中に砂を敷き，流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水理要索と河

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめている．

（一部科学研究費）

5・7 実体写真測鼠を利用した梢密測定（継続）

教授丸安隆和・助教授村井俊治・助手（特別研究員）大島太市

実体写真測紐の方法を用いて精密な三次元的測定を行なう方法を開発し，各種の応用を

試みた．特に本年度は解析法による精度向上を基本的に研究した．

5・8 文化財の写真測鱚による実測（継続）

教授丸安隆和

特に，仏像，正倉院所蔵伎楽画についての実測図作成を行ない，多くの成果品を密軟で

きた．

5・9 土木構造物の自動設計• 自動製図技術の開発（継続）

教授丸安隆和・助教授（併）中村英夫・助教授村井俊治

道路の設計，これらに伴なう土木構造物，宅地造成などの最適設計と自動製図方式の開

発を進めている．

5・10 土木設計システムにおける地形情報処理（継続）

教授丸安隆和 ・助教授村井俊治

土木設計において考応すべき条件のうち，特に地形情報のしめる役割が大きいこれを

処理し，自然環境の保設，安全性，地域住民の要求等を考慮した土木設計システムを開発

するための研究が進められている．

5・11 海底地形の精密測定

教授丸安隆和• 助教授村井俊治

海中につくられる土木構造物の設計，施工にかかせない海底地形の梢密測定方式につい

て実険的な研究を進めている．

5・12 レジンコンクリートに関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治

研究嘱託大浜嘉彦・技官西村次男

レジンコンクリートの構造部材への適用を目的として，その強度ならびに弾塑性的性質
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に及ぽす各種要因の影響，圧縮疲労性状，補強方法などについて検討を進めている．

5・13 級維系材料によるコンクリートの引張強度特性の改善に関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治•技官星野富夫

主として Steelfibreによるコンクリートの引張強度改善を図ろうとしている．主要な

検討項目は.Steel fibreの添加方法， Steelfibreの寸法および添加絨とコンクリートの引

張強度特性との関係，コンクリート中における Steelfibreの腐食である．

5・14 超高強度コンクリートに関する研究

助教授小林一輔•助手伊藤利治

圧縮強度が 1,000kg/c記程度のコンクリートを得るための材料，配合ならび成形方法

を明らかにしたが，とくに材料面では減水剤の大屈添加が効果であることを確めた．

5・15 土木構造物の耐震性に関する研究（継続）

教 授 久 保 疫 三 郎

軟弱地盤上の構造物基礎の耐震設計を研究するため，現地実測 (LNGタンク基礎）と

その結果の解折を行ない，地震時の振動特性を解明しようとしている．

（一部科学研究費）

5・16 大型振動台による構造物の振動試験（継続）

教授久保罠三郎

大型振動台を用いて杭基礎をもつ構造の振動試験を行ない，杭周辺の土の杭におよぼす

影轡を研究し，杭を支持する条件と，杭を押すときの条件を明らかにした．構造物前面の

土の構造物の安定におよぽす作用についても研究した．ケーソン拡礎の付加質絨について

も研究した・

5・1T埋設管の耐震性に関する研究

教 授 久 保 度 三 郎

過去のいくつかの地震による埋設管の霰害の調査，砂と鋼管との動摩擦の測定，硬軟地

盤を貫通するパイプの地震時挙動の計算などを行ない，埋設管の耐震性を明かにする研究

を行なっている．

5・18 歩道桐の振動特性に関する研究

教 授 久 保 度 三 郎

横断歩道橋の振動性状ならびに地震時挙動につき，実験的ならびに理詮的解析を行なっ

た．階段のとりつけ方の異なる四つの歩道橋の起振機実験により，振動モデルを考え，地
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雲による応答を計算した結果では， Z形の歩道稿では橋軸方向が弱く，耐震性向上の対策

を検討した．

5・19 設計用入力地震動に関する研究（継続）

助教授片山恒雄

耐震設計に用いる地震動の性質を，多くの強雲記録の解祈から求めている．地震動最大

加速度とマグニチュード，震央距離の関係や加速度応答スペクトルの性質を，主としてバ

ラッキについて考察し，確率的な考えにもとづく設計法への悲礎資料を得ることを目的と

する．埋立地における地震勁観測も行なっている． （一部科学研究費）

5・20 常時微動測定による土木構造物の振動性状に関する研究（継続）

助教授片山恒雄

各種土木構造物の振動性状を常時微勁測定の結呆から推定することを研究している．フ

ィルダム，歩道桐， RC建物などで実測を行ない，ランダム波の解折によってどのような

情報が抽出できるかを検討している．

5・21 鋼構造仕口の力学的挙勁に関する研完（継続）

教授田中 尚

水平力をうける鋼構造の柱はり接合部，主としてH形断面はりとH形柱，箱形柱，丸柱

との接合部の力学的挙動を一連の研究計画のもとに理論的，実験的研究を行なっており，

接合部の設計法を確立しようとしている．

5・22 鋼製ばりの塑性横座屈に関する研究（継続）

教 授田中 尚・助教授高梨晃ー・助手宇田川邦明

鋼製ばりの塑性域における横座屈現象を理論的ならびに実険的に解明しようとしてお

り，塑性設計において，はりがその全塑性モーメントを維持したまま十分変形しうるよう

な適切な補剛材の間隔ならびに補隋材の必要とされる強度と園性を追求している．

5・23 軸力の卓越する鋼部材の繰返し挙動に関する研究

教授田中 尚・助手重信恒雄•技官嶋脇典助

柱や斜材のように軸方向力の卓越する部材において曲げ，または軸力が繰返される時の

復元力，変形能力を実険的，理論的に解明し，部材特性の簡単な追跡手段を開発すること

により，骨組の動的解析のための基礎資料を得ようとしている．
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5・24 繰返し載荷をうける鋼構造部材の塑性挙動に関する研究

教授田中 尚•助教授高梨晃一

助手宇田川邦明・技官鳩脇典助

強震時における鋼構造部材の動的塑性挙勁を定鼠的に把握するために， H形断面部材に

入力波として定常波および人工地震波を作用させて部材の横座屈，局部座屈，変形能力等

を実険的に求め高附建築構造物の塑性設計の確立を目指している．

5・25 関する研完

助敦授川股玉也・ 助手半谷裕彦・技官塩屋繁松

技官米田 設・大学院学生真柄栄毀• 大学院学生遠障 彰

大学院学生祖l野 透・大学院学生皆川洋ー・大学院学生国田二郎

曲而構造の弾性的性状に関し，次の各項の研究をおこなっている．

(1) 摂動法による安定問題の解折

(2) シェルの非線形解祈と弾性安定

(3) つり屋根構造の非線形解祈

(4) 膜構造の非線形解肝

5・26 有限要索法による構造物の解祈（継続）

助教授川股重也•技官塩屋繁松

大学院学生遠笥 形・大学院学生望月 敏

有限要素法による構造物の解折に関して，次の各項の研究をおこなっている．

(1) 平而，立体，回転体等，連続体の応力解折

(2) 曲面構造の弾性解折

(3) コンクリート構造物のクリープi!祖斤

(4) 連続体の熱伝迎解祈

5・27 PCPV (プレストレスト・コンクリート圧力容器）に関する研究

助敦授川股璽 也 ・ 助 手 半 谷 裕 彦

技官塩屋繁松•技官米田 裳

原子炉圧力容器としての PCPVの設計法に関して継涜的に研究を続けている．今年度

は，アイソパラメトリック要索による弾性解折，模型実険による破壊性状の研究をおこな

うとともに，コンクリートの多軸応力下でのクリープ性状に関しての実険1こ着手した．
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5・28 構造物の振動衰減に関する研究

助教授川股重也・大学院学生金沢京子

臨時事業で行なっている耐震ダンパーの開発に関連して非線線減衰をもつ系の振動注状

を理論的に追及している．

5・29 住居集合論

助 教 授 原 広司

住居の集合形式について，地域・時代をこえた法則性の追求．昨年度は，ヨーロッパお

よびアフリカの集落の調査を行なった新たな都市計画あるいは住居地計画の方法の構築

を目標としている．

5・30 空間概念についての理論（継続）

助 教 授 原 炒 広 司

文化のパターンあるいは時代に対応して，特定な空間概念が存在するという仮設の論

証，空間論を歴史のうえで系統的に整理し，建築空間との対応をみる．〈決定〉について

の研究の一端．

5・31 高密度地区計画についての基礎的研究（継続）

助教授原 広司

高密度地区の計画の方法については，現在ほとんど確定したものがない．それゆえ，諸

外国の再開発計画等を対象にして，それぞれの計画において適用されている方法を比較検

討することによって定式化し，それらを基礎にして新たな方法を確立しようとしている．

具体的には活動等高線による解析方法の開発を行なっている．

5• 32 Acitivity Contourについての基礎的研究（継続）

助教授原 広司

都市の活動を全体的にとらえる方法としての活動等高線の性状を研究する特に閉曲線

の図形的構造をあきらかにする新しい把握を見出し，そをによって理論的展開をはかって

いる．

5・33 建築性能のシステムに関する研究（継続）

教授池辺 悶・助手渡辺健一（宇宙研）

技官臼田俊昭（宇宙研）・大学院学生奥田宗幸

大学院学生瀬口哲夫

建築性能は，部位別性能としてとらえられてきたが，建築の性能とは何かが改めて問題

となっている． この研究は，建築の総合としての性能の理論化を目標として，性能項目の
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ビックアップ，および性能のランキングの方法の理論化を行なっている．また，これはモ

デュラーコーディネーションの基礎となっている．

5・34 宇宙研究のための建築施設の設計研究

教授池辺 湯・教授勝 田高司・教授田中 尚

助手渡辺健一（宇宙研）・助教授川股璽也・助教授高梨晃一

技官臼田俊昭（宇宙研）・研究嘱託木村俊彦

宇宙研究用追築施設による研究は数年間にわたって行なっており，その結呆を設計に応

用して鹿児島スペースセンター，能代実験場の設計を行なってきた．研究は設計一般を池

辺，構造を田中，川股，高梨，環境を勝田が分担した．研究の中心課題は，鋼構造を中心

とした工業生産的方法，建築空間のフレキシビリティなどを主として進めている．

5・35 設計晶礎理論

教授池辺 湯•助手（特別研究員）外山知徳

大学院学生瀬口哲夫・大学院学生謡波和彦・大学院学生土井広夫

大学院学生和智信二郎・研究生野々瀬暁

現在の工業設社は，歯慣的な方法で行なわれており，今後の展開のためには，新しい方

法の確立が必要である．この研究は，その一部として主として住宅，建築物の設計を通し

て，工業生産品のクリエイティプな設計の理論化を行なっている．また，テクノロジーア

セスンメトの方法の理論化を行なっている．

5・36 住居設計基礎理論（継続）

教授池辺 陽・元技官佐藤夕美子・大学院学生原田睦夫

大学院学生臭田宗幸・大学院学生離波和彦・大学院学生土井広夫

大学院学生和智信二郎・大学院学生川村雅憲・大学院学生星野 進

研究生野々瀬暁

従来の日本の住居は生活様式，生産方法その他の面に欠陥があり，その解決は重要な課

題である． この研究はその一部として，住居デザインの理論化を目椋として進められてい

るものである．方法として，資料分析，実険住宅の設計実施などを併用し，現在までに組

織理論をほぼ終了し，動的組縦，スペースユニットの試作分折を行なった現在は，これ

らの設計基礎理論を身障者のための住宅と集合住宅に対して適用し，今後の住宅のパター

ンを追跡している．また独立住宅の試作も行なっている．
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5・37 建築モデュラー・コーディネーションの研究（継続）

教授池辺陽・助手（宇宙研）渡辺健一・助手（特別研究員）外山知徳

技官（宇宙研）臼田俊明・大学院学生原田 睦夫・大学院学生臭田宗幸

大学院学生瀬口哲夫・大学院学生茂木恵子・大学院学生川村雅憲

研究生野々瀬院 ・ 研 究 嘱 託 茂 木 信 明

建築の工業化の進展は建築各部品の椋準化を必要としている．椋準化の前提条件ともい

うべきデュール（基準尺度）について理論および実験研究を行なってきたが，叫=2"+

2年 llp+2年 2lq+2年 3lr(P,r,rは0または 1) によってあらわされる数列を完成し，そ

の展開を行なっている． このモデュールは建築部材断面より，部屋の大きさ，建築プロッ

クから都市計画にまで適用されるものであり，このモデュールの考え方は池辺研究室で行

なっている研究のすべての基礎を構成している. 5GMシステムの住宅および家具の設計

への適用の検討（実験法のシステムの研究，新しい概念コントローリングソーンおよび

3・1・3尺度などに基づくコーディネーションシステムの研究），それに基づく室空間お

よび共用フロー・スペースの寸法の屈準化を行なっている．

5・38 居住蝶境のデザイン・システム（継続）

教投池辺 閲・ 助手（特別研究員）外山知徳

大学院学生鈴木幹男大学院学生茂木恵子

居住環境をシステムエンジニャリング的に把握し，工学的生産組織による環境造成を行

なうことを目的として行なっている研究である．人口 10万を基本単位とする深境につい

て，モデル設計を人口 2000人のユニットを中心として検討しており，これまでに，実際

の団地 2 ケ所についてのモデル設計，人間の集合レベル尺度として (3• 1・3設計）レベ

｝レ 9(1, 000戸）を中心にそれに対応する住居および環境プラントのモデルを行なって来

た．本年は共用施設に焦点をあてて，その椋準化を研完している．

5・39 建築部品の工業化に関する実験研究（継続）

数授池辺 陽・元研究嘱託松沢貴美子

大学院学生原田 睦夫・大学院学生和智信二郎

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは，現在必然的な動向である． これに

対してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない，各部品の性能，費用などをチェ

ックすることにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，墜，構造体，な

どの部分についてその実験を進めている．金属材料 FRPを主とする建築について宇宙銀

測研究所への実施を対象とした試作住宅における設備ユニットのプロトタイプの仕様の作

成，住宅部品としての家具について提案，開発材料の性能設定と製品化の研究を行なって

いる．
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5・40 学校におけ に関する研究

紋 扱 石 井聖光・助手橘 秀樹

小中学校を対象とした学校建築について，主として交通騒音を防止する方法について検

討を行なった．

5・41 都市における 防除に閃する研究

教長石井聖光・技官山口道征• ほか 5名

る研究として実施し，交通信号のコンピータ掴御（越助教

授担当）の対象となっている西麻布 3丁目から應比寿3丁目の区間で交差点の騒音と交通

信号の関係を謁らべ，また信号と信号の中間地点で交通且，信号と騒音の関係を道路端お

よびビ）レの上陪で謁査した．

5・42 都市における

市街地の 1/20-1/40模型によ

数投石井聖光・技官山口道征

伝飯に関する実険を行ない，道路両側にビ

ルがある場合その反射のため 5dB近く騒音レベルが上昇することが解かった．

5・43 交通騒音の伝搬に杖lするコンピュータによるシミュレーション

教授石井聖光 ・ 大 学 院 学 生 岩 瀬 昭 雄

臨時事業毀による研究で行なっている道路羅音について，コンビュータによるシミュレ

ーションの研究を始め，現揚での実測データとの比餃を行なった．また市街地の交通緊音

がビ）レの璧而からの反射によって増大する現象について検討を行なった．

5・44 大型空調設備からの騒音防止に閃する研究

教校石 井聖光・助手橘 秀樹

高阿ビルに設備される大型空晶機器からの騒音が近隣に及ぼす影密を防止するための各

穂対策について，模型実険によって検討を始めた．

5・45 シミュレーション

教授石井聖光・助手橘 秀柏

われわれの開兒した窒素を媒質とする二つの残苦完模型の間に試料を装着し，

則のみでなく，コインシデンス効呆についても相似則を満足させる校型材料の研究を開始

した．
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5・46 窒素を媒質とする音唇模型実験の研究（継続）

教授石井聖光・助手橘 秀樹

昨年度でこの方法による室内音署模型実険法は一応完成したが，引続きその応用研究を

行なっている．

5・47 と聴感に関する基礎研究

教授石井聖光・ 大学院学生高良康子

本年度は直接音と時間遅れのある反射に関する聴感試験と，オクタープバンドノイズの

短音に対する方向感を垂直，水平両面について測定した．

5・48 地下鉄の防振・防音に関する研究

教授石井聖光・ 助 手 橘 秀 樹 ・ 技 官 山 口 道 征

地下鉄の隧道に各種の防振対策を行なった場合の効呆について，営団地下鉄 9号線国会

議事堂前—表参道間の 10 ケ所について実地謁査を行ない種々検討した．

5・49 乱流による騒音，振動の発生搬構に関する研究（継続）

教 授 勝 田 高司・助手寺尾道仁

空気調和ダクト系の送風気流に伴なう騒音の発生機構を究明し，その防止技術の研究を

行なう．すなわち，ダクト系各部要素（直管，曲がり，分岐，拡大小，断面急変部，吹出，

吸込機構，空気調和機器など）その幾何学的形状，振動的構造，変動圧，変動流速等気流

の性状，空間的音惚性状等諸鼠の間の時間的空間的多元的関係について，解折を進めてい

る．

5・50 住宅設備に関する研究（継続）

教授勝田高司・講師村上周三

大学院学生吉野博•技官杉山真ー・研究生鈴木一弘

給湯，換気，暖房，冷房等の設備を住宅に設殴する際に必要とされる設計資料に関する

基礎的研究を行なっている．また住宅設備の立場から，居住環境の性能標準に関する研究

を行なっている．

5・51 室内空気分布に関する研究（継続）

教授勝田高司・講師村上周三

大学院学生小林信行・ 大 学 院 学 生 戸 河 里 敏

空気調和および換気に伴なう室内空気の温度および気流速度について模型実験を行なっ

て，とくに居住域における気流の乱れの性状と居住域に関する相似則を理論ならびに実険

的に明らかにする．気流の乱れに関する計測は超音波風速計，相関器，電算機などを用い
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て乱れの強さ，自己相関係数，パワースペクト）レ密度，渦動枯性係数などを X,Y,Zの

3方向別に求めている．

5・52 サッシおよび外壁接合部の気密•水密に関する研究（継続）

敦授勝田高司・助手寺尾道仁

サッシおよびカーテンウォル構成材の接合部につき，気密• 水密性能と風圧変動との関

係を明らかにするための冦礎実険，および性能判定のための試険方法について研究を行な

っている．

5・53 市街地の気流に関する研完（継続）

教授勝田高司・講師村上周三

大 学院学生池田耕ー・技官上原 清

建物周辺に発生する強風並びに周囲に形成される wakeおよび cavityの内部の乱れ

の構造に関する風洞実験並びに実測を行なっているまた建物周囲における拡散現象に関

する実測並びに風洞実験を行なっている．

5・54 誓熱槽に関する研究（継続）

教授勝田高司・ 大 学 院 学 生 小 林 信 行

荼熱槽内の流れにより生じる温度分布等を詳しく調べ，寄熱槽の特性を研究する．また

蓄熱式冷暖房方式の連転方式の研究を進める．

5・55 ヒストリック・クォーターの開発手法の研究（継続）

助教授村松貞次郎

ヒストリック・クォーター（辰史的文化地域）とは，従来の建物とか史蹟とか点による

文化財の保存に対して，町並みとか町の中の一地域とか，面的な拡がりを持った文化的地

域を指すもので，わが国では全く新しい概念である．その保存は多くの場合開発的保存が

要求されるので，そのシステムの確立が緊要の諜題になっている． この研究はある特定地

域にモデルをとって，その手法の開発を目指すものである．

5・56 建築の発達の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への発展をたどっ

てきた． この過程を技術史的に分折し，建築技術の本質と発逹の法則を明らかにすること

は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的に把握するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ祖極的な示唆を与えるような建築史

の体系を新しく作りあげることを目的としているものである．

102 



5・57 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

幕末・維新初期において迎入された西欧建築技術の摂取の過程と，明治時代における発

展の事情とを，工場建築その他において検討し，木造建築技術の近代化の実情・煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術尊入に伴う二，三の問題点などを研究

した．その成果は「生産技術研究所報告」第 10巻第 7号として刊行され，さらに具体的

事例の調査研究および資料の収集を行なっている．

5・58 日本における建築設計組織の歴史的研究（継続）

助教授村松貞次郎

日本における建築設計組織を主要なグループに分け，民間建築家，官公庁営繕，建設業

設計部などとし，その歴史と組織の特質を究明するものである．これによってわが国にお

ける建築生産の特質の一半が明らかになり，将来に資するところが大きいと考えられる．

5・59 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本多昭一

建築生産技術は，作業の工場への移行，機械による大鼠生産化により最近飛躍的に発展

している． この変化は現在まだ初期の段階にあると考えられるが，これを技術史的観点か

ら総合的にとらえることによって，将来の最も効果的な技術開発方法を究明する．現在，

ケーススタディとして住宅用設備（浴室・便所・厨房）のユニット化に関する研究を行な

っている．
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5. 科学研究費，受託研究費によって行なわれた研究（リスト）

A. 科学研究費

一般研究 (A)

研究謀題

多繋計算槻方式によるオンライン・システムの研究

固体表面上における直接重合被覆法の研究

一般研究 (B)

光ヘテロダイン法による液体中の UHF超音波に関する研究

自動車用機閃の燃焼改巻のための燃焼室内のガス流勁に関する研究

工作機遥応制御の研究

地形景観情報処理とその土木設計への応用に関する研究

固液共存状態における金属の変形挙動と塑性加工に閃する研究

金属の凝固微細組織と材料の諸性質に関する研究

梢密電鼠法による微鼠連続分析法に関する研究

ジエン類誘奪体の合成ならびにその高煎合反応に閃する研究

一般研究 (C)

サイリスタ無整流子電勁槻の動作特性に閃する研究

トソネリングスペクトロスコビーによる MOMおよび MOS構造の界面状

態の研究

椋準強震動応答スペクトルの作成に関する研究

鋼構造部材，架構の動的強度に関する研究

硬度測定によるガラス降伏応力の研究

界面活性剤によるビニ｝レモノマーの重合

一般研究 (D)

平而応力下における金属表面の疲れ分布き裂に関する研究

能動型ダンパによる切削性能向上に関する研究

機械構造物に与える複数の地震時入力の相関性および非定常性解折に関する

研究

X線ホログラフィを利用した高倍率，高分解能X線頸微鯰

一般研究 (A)継続

材料の不連続坦界における疲労破壊の進行に関する破壊力学的研究

オリゴマー低域化合物の合成と物性に関する研究

新しい分離祖による無機物質の分離の研究

l 研究担当者

渡辺 膀

早野茂夫

根岸膀雄

平尾 収

大島康次郎

村井俊治

木内 学

色貞文

武蔚義一

妹尾 学

原島文雄

安逹芳夫

片山恒雄

田中 尚

今岡 稔

白石振作

萩生田善明

佐藤 芳

鈴木浩平

菊田捏志

北川英夫

浪原照三

山辺武郎
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一般研究 (B)継続

図面読取，立体図形創成のための自動システムに関する研究

半等体電極を用いる光電極反応の研究

田

多

柴

本 健

碧

一般研究 (C)継続

ヽ
~
ヽ
~1
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（

 

究

究
研

研

験

験

試

試

-

t

 

ヘッドアクセス・サーボ機構の高性能化に関する研究 大 島 康次郎

地震時における大規模システムの過渡現象についての基礎的研究

水処理における活性炭吸着システムの研究

田

添

柴

河
碧

邦太朗

耐熱性弾性材料に関する研究

はくひずみゲージの新しいパタンの開発とその評価法に関する試験研究

焼結冷鍛の研究

赤泥の工業的利用に関する研究

菌

井

野

石

後

大

天

明

故 信行

光四郎

宮男

和夫

試験研究 (2)継続

工作機械の要索梢造と全体構造の動剛性に関する研究

レーザ・ビーム伝送実用化試験装置の試作研究

モアレ法におけるひずみ測定精度向上に関する研究

光学的方法による急しゅん波衝撃電圧の発生ならびに測定に関する研究

藤

藤

田

村

佐

斎

山

河

壽

成

嘉

逹

芳

文

昭

雄

特定研究 (1)

I 
特定研究 (2)

I 濃淡のある両像情報処理に関する研究

特定研究 (2)継続

I 水資源の存在状態に及ぽす人的影菩に関する研究

総合研究 (A)

合成洗剤の生分解性に関する研究

高結合圧電材料とその応用

地中筒状構造物の地震時挙動と耐震設計に関する研究

自然災害特別研究 (2)

l 

環境制御のための計罫機システム 大 島 康次郎 I 

尾 上 守 夫

井 ロ 昌 平

原

上

保

浅

尾

久

照三

守夫

度三郎

生産施設の地震時入力と地震時応答に関する研究 久 保 疫三郎
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奨励研究 (A)

粉末焼結体の降伏および破壊条件式の確立

空気調和設仰流体機器の類音低減に関する研究

テロマー誘郡体に閃する研究

曲面構造の不安定現象に関する研究

煎クロム酸塩を感光剤とする水溶性フォトレジストの培感

―― 

天野

寺尾

佐藤

半谷裕

佐々木政

宮

道
男

仁

瑞

彦

子

B. 受託研究 費

本所の受託研究は，昭和 24年から開始し， 47年度において次のような数字を示してい

る．

受理件数 39件

歳入額 27,986千円

委託者は主こして工業生産に関係ある事業機関と官公庁などの研究槻関である. 47年度

中に受理した分につき題目などをあげればつぎのとおりである．

番号 受 託 題 目

生

弘

弘

和

弘

夫

収

夫

郎

二

雄

夫

郎

雄

久

郎

雄

雄

夫

夫

収

光

次

三

四

安

隆

和

守

康

製

威

亦

災

文

正

重

禎

文

正

芳

聖

飼

木

崎

安

木

石

尾

上

島

崎

川

村

保

島

永

村

羽

島

藤

逹

尾

井

ー

島

鈴

野

丸

鈴

明

平

尾

大

浜

中

中

久

原

松

田

高
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プラスチック成形加工における超音波の応用に関する研究

板の矯正加工の晶礎的研究

現像剤を必要としない作像方式の研究

高炉スラグの利用に関する研究

コールドロールフォーミングに関する誌礎的研究

製錬工程における有価特殊金属の回収とその利用に関する研究

自動車の安全公害等に関する研究

超高周波圧電振勁子の研究

洞道掘削機の自動制御サーボ機構の研究

多次元通信に関する悲礎的研究

プリンタ部品の生産加工の研究

無公害バルプ製造法に関する基礎的研究

液化ガスタンク基礎の耐霞性の研究

サイリスタ変換器による交流屯動機の駆動に閃する研究

軸受腐食の研究

嗚門海峡における地裳波の解折

道路ー自動車間の情報交換方式の研究

誘郡自助車の研究

放射線遮蔽材に関する研究

MIS形電界効呆トランジスタの低周波雑音物性の研究

自動車の安全装屈の材料に関する研究

営団地下鉄9号線における各種軌道構造の防振防音効果に関する調査

研究
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I: 

フィルダムの強露時における非線型挙勁に関する研究 ＇ lI 田 村 亙 四 郎
ダム地点地震特性の解析的研究 田村直四郎

25 光伝送に閃する研究 斎藤成文

26 水力開発におけるリモートセンシングの応用に関する研究 丸安隆和

27 自動車原動機の性能向上の研究 水町長生

28 自動車の動力性に関する研究 平尾 収

29 自動車の力学的問題に関する研究 亘理 厚

30 自動車の流体力学的問題に関する研究 石原智男

31 エレクトロニクスの自勁車への応用 原監文雄

32 近地地震の構造物に対する影筈に関する研究 久保度三郎

33 循環形記磁装匝を用いた道路網交通流模擬に関する研究 高羽禎雄

34 トンネル這流による薄いシリコン酸化膜及び半導体表而状態の研究 安逹芳夫

35 梢製糖工程の計測器機の開発に閃する研究 山口 雄

36 フィルダムの強震時における非腺型挙勁に閃する研究 田 村 菫 四 郎

37 校型貯油桔の振勁実検 柴田 4宜→9し

38 有限要素法による構辿解折法の研究 山田嘉昭

39 水力開発におけるリモートセンシングの応用に関する研究 丸安隆和

107 



6. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

材料実険室は，面禎 354m汽主な共通設備は容盟 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, 100 t 

の万能試険槻のほか，ねじり，厨撃，かたさ，圧力計試険搬などである．設備は本所の共

遥施設の一つとして，所内各部の研究に利用されている．最近において，インストロン型

10 t万能試検搬を設似i充実した． （第 1部）

2. 微小部 X線分析装置

本装i筐は HITACHIXMA-M 1型を主体とするもので，分散型分光器によって 12Mg

以上の諮元素，および非分散型エネルギ分折器によって 6C-s0の定性分祈ができる．付

属装置として，プラウン管による 2次元佼悶察ユニット，試料加熱炉を備えている．この

装四によって化学および金属学への応用研究が行なわれている． （第 1部）

3. 自然地震応答観測用化学プラント構造物モデル

鉄筋コンクリート地下一屈地上一間の試験体兼計測器室と鉄骨構造物を中心に塔植，つ

りタンク，配管，貯槽その他から成っている．院接地表上などを含めた各点の加速度を地

震によって起動する記録装置によって常時観測しているほか，水平励の長周期成分や地動

のねじり成分を測っている．とくに前者については連続観測を行なっている これらの結

果は化学プラントの耐震設計の改善のため使用される． （第 2部）

4. 機械振動解析処理設備

本設備はアナログ計冥楓 (NEAC-300)とその附謁設価，小型電子計算機 (TOSBAC-

40), 振励特性測定装四 (SD-1002C-17)および各種加振装四（電磁油圧式2, 電磁式 3,

機械式 1) と各種計測装四から成りたっており，機械構造物，車両，工作槻械および各種

プラントの振励特性の計測・解折を行なっている．現在関係研究室に分散しているが将来

一箇所に集中する計画である. • (第 2部）

5. 風路付水槽

本水槽は長さ 20.84m,幅 1.8m,深さ 1.35mの極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に造波装置を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよ

い消波装四を備えている．この水槽上部に高さ 1.10m, 幅 2.40mの風路が設けられ，

2台の送風機により最高の風速 15m/secがえられる．波と風速との組合わせを変えるこ
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とにより，いろいろの海面状態におこる船の横安定性を知ることができる．また若干の付

帯設備をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現象など船体運動学上重要な問題の

実験研究にも大いに役立つものである．本設備は，昭和 38年度特別研究費によって設置

された． （第 2部）

6. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装置であって，実険用タービンの駆動，ガス

ターピン用圧縮様の実験，亜音速および超音速におけるタービンおよび圧縮機の流体力学

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多批の高圧空気を供給する装四である．吐

出圧力 3.1 kg/cm2abs, 吸き込容批 1kg/sec, 駆動馬 180kW力の 2段ターボ圧縮機を主

体とするものである．小型ガスタービン研究としては，圧力比が高いにもかかわらず駆動

馬力が少なく，またサージング防止装岡，各種の安全装四， 自動起動および停止装置など

をもち，実験の梢度および能率の増進をはかったものである． （第 2部）

7. 耐震機械構造解析設備

本設備は高速データ処理装骰を中核に光電式波形読取装置，データ・ソータ，デジタ

ル・プロッタ，むだ時間発生装置などからなっている．高速データ処理装置は，サイクル

時間 30μs,符号＋純2進 10ビットの A-D変換装置を中心に，磁気テープ，カード穿

孔楓高速紙テープ穿孔機， FACOM 270-30・データ・チャンネル用伝送装置などをそ

の周辺に有している．アナログ入力は3回路の同時入力回路および 30回路の逐次掃引入

力回路を経て， A-D変換装置でデジタル信号に変換され， 256語の茫心メモリ 2組を経

て，惑気テープに書き込まれる．収録可能なデータ総最は 2,400,000語であり， 10,000

データを紙テープに穿孔するのに要する所要時間は約 20分である．デジタル・プロッタ

は計算制御部を備えた作図変置であって，その特徴は 8進数に変換した座標点を指示する

ことにより，その間の値を計算制御部により内挿することにある. FACOM 270-30より

のオン・ライン制御が可能で，時分割的に上述の高速データ処理装四との同時に使用する

ことができる． （第 2部）

8. 電子顕微鏡室

本所における電子顕微鏡は HU-200,JEM-5 Y型を主体とするものである．この種の

型の電子顕微鏡は分解能 10A,直接倍率 1,000-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）

の性能を有するもので各種のアタッチメント， ミクロトームなども完備した．これらの電

子顕微鏡は広く所内の要求に応じて研究に使用され，原則的にはオープンの型式をとって

いる． （第2部）

9. 多次元画像情報処理研究設備

電子計算機によって多次元画像の情報処理を行なうため，画像を画素に分解して入力す
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る装附およびディジタル出力を両像に変換する装置が中心になっており，現在画素数 256

x256, 階調 32レベル程度の画像を扱うことができる． 入力は高速 A/D変換器 (lOOK

Hz, 10ビット）をそなえた機械走査型，出力は現在のところ改造した CRTを用い，他に

対話型処理のためジョイ・ステイックを備えた蓄積管ディスプレイが用意してある．これ

は輝点密度による階調表現も可能である．また線画のため XYレコーダ，および XYプ

ロッタがある．画像の蓄積および走査変換のためシリコンターゲット蓄積管を設け， ITV

からの入力，および TVモニタヘの出力も可能である．さらに音密ホログラフイ用の水

棺も用意されている． これらは全てミニコンビュータ (SkW/16ビット）の制御の下にあ

り，機能をできるだけソフト化して，フレキシプルな処理が行なえるようになっている．

（第 3部）

10. がいし汚損フラッシオーバ試験室

各種の温度，湿度において，汚損状態のがいし類のフラッシオーバ電圧低下現象を究明

するための試験室である．塩分その他の汚損を人工的に付与した場合，あるいは自然曝露

により汚損されたものについて温度，湿度を自由に調節して高電圧での試験を実施でき

る．温度範囲 4℃-so℃，湿度範囲 20%-95%,試験電源 60kV-300 kV A である．

（第 3部）

11. レーザミリ波実験設備

安定な環燒のもとで， レーザ光，およびミリ波の伝送の実駿をおこなうための設備で，

これは本所千葉実険所にある．温度を一定にし，空気の流動を避けるために，約 100mの

長さの地下洞道となっており一端に付屈している実験室には現在Jレビーレーザおよび

CO2 レーザ， He-Neガス・レーザ光源ならびに， レーザ・ビーム伝送試験装骰が設四さ

れているならびにレーザ伝送用ケープル・トラフ (150m長）がある． （第 3部）

12. 反応機構解析装置

化学反応における反応径路，反応速度，律速段階などを解明するための装骰で，反応

部，電子スプン共嗚部，制御記録部から構成されている．反応系の温度，濃度の読取り，

制御，生成ラジカル濃度の測定，デーク処理が可能で，迅速な反応の機構解明，反応系の

応答解折などに利用される．なお，本装骰の電子スピン共嗚部の本体は日本電子製の JES

ME-3X型， ESR,制御記録部の本体は， JEC-5,JRA-5スペクトラムコンピュータで，

その他に入出カボックス， AD-DA変換器， リレーボックス，外部記柏装附，チャートリ

ーダを付属機器として備えている． （第 4部）

13. X線解析並びに螢光X線分析装置

理学電機の普通のX線解析装置と螢光X線分析装置の他にもう一台回転対陰極を使った

強力X線解折装骰があり，モノクロメータ，試料高温装置が付属していてガラス，高分子
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や熔融塩などの構造解析に有効である． （第 4部）

14. 光反応実験室

光照射による励起物質の挙動とその反応性， 反応生成物等の解明を目的と

して各種照射用光源，励起分子，不安定中間体の検出装置を備えている．

光 源ークセノン光源， 1kW, 500 W, 150 W, 高圧および超高圧水銀源，各500W,

250W,; レビーレーザ（ジャイアントパルス） 5MW (発光時間数 10nsec) 

並びに各種モノクロメータ

検出装罰ー励起分子の研究のため螢光，燐光測定装四，生成物の検出のための可視，紫

外および赤外分光光度計

また特に極めて短寿命の不安定種の検出のため閃光光分解装慨を備えている．本装置によ

り 10μsec程度の寿命の化学前の解折が可能である． （第4部）

15. プラズマスペクトル分析装置と原子吸光分析装置

日立製 300型高周波プラズマスペクトル分析装置はア）レゴン気流中での 2450MHz高

周波プラズマトーチを励起光源として用いる発光分析装置で溶液中の徴鼠元素のとくに定

性分折が容易である．

パーキーエルマー社の 403型原子吸先分祈装四はダプルビームでタイムシェアリング方

式の分光光度計が使われ，デジタル濃度読み取り装置，検畠線補正槻構が備えられてお

り，溶液中の微拡元素の定性分析ができる．現在分析できる元索は Ca,Mg, Fe, Ni, Cu, 

Cd, Hg, Al, Si, V である．

以上の装置は昭和 46年度一般研究Aによって設備されたものである．その後有毒廃ガ

ス処理のための洗浄装置，ヤマト科学社のプラズマリアクターが併置された後者の装置

は有機化合物中の微景金属元素の定性，定励分析に対し，灰化処理後水溶液として両分折

装置にかけるための前処理装置である． （第 4部）

16. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予算の配付により設備されたものであって，本所の共通設備

として利用されるものである．現在本所内だけではなく，京大工学部よりの利用者も増加

している．その性能および特長は下記のとおりである．最高使用温度は 1400℃，真空度

最高 10-5mmHg,炉内有効内容積 20cm9lx30::皿炉の下部に真空の冷却室があり，空冷

程度の急冷も可能である． （第 4部）

17. 160 kW高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設置したもので，高周波発電機を有し，周波

数は 1000サイクルである．銑鉄の場合には 100kgを35分で溶解することができ，出力

を自由に加減できるので温度調節も自由である． （第 4部）
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18. 試験高炉および付帯設備

るためのもので，次の各設備から成る．

0.8m叫全訣皮式）および炉頂金物 (2重鐙式，旋回ホッパ），送風槻

(; レーツ式， 0.9 kg/cm叫8Nm3/min,回転敗聞詞），送風加熱装置（ペプJレ式熱風炉2基）

自励秤鼠装入装置（貯槽およびスケーJレホッパ， RI検尺計．，スキップ巻揚機，横送ベル’

トコンベヤ），ガス処理設附（涼塵器，オリクロンスクラッバ，圧力調節弁および均圧弁，

バグ・フィルタ），半自動原料処理・貯歳設情（粋砕機，振動節，貯鉱棺ー30m36韮ーな

らびに付帯コンベヤ系），冷却水芍環使用設偉中性子水分叶，赤外線ガス分折計など諸

計翌，出銑□開閉模，ガス試料自動採取ゾンデ，炉内圧連続測定記録装餃． （第 4部）

19. 高周波誘導加熱装置

15kW 

30 kcおよび 2Mc 溶解紐 3kg真空溶解およ

らゆる製造条件に左右されるが，そのなかで

さらに溶解金属中におげる各種元素の拡散および固液共存状態におけろ金属の晶出皮

応を研究する．また金属材料研究に必要な各種試料の作成を行なう． （第 4部）

20. 

日立製 RMU-7L型質且分折叶は高性能で安定に作励する二直収欽質皇分肝計であり，

とくに梢密な質量測定に適している．高速分l斤も可能で悲閲研究から広い範囲の応用にわ

たって用いられる．本装置は昭和 47年度文部省科学研究費の一般研究Aによって設けら

れた． （第 4部）

21. パーキンエルマ赤外分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社の 125型赤外分光光度叶は回折格子型の二重分光方式で，分

も高く，各種の有歳化合物の研究に利用されている．本装置

されたもので，恒温恒湿装殴は昭和 39年度選

定研究（設備）によって設けられた． （第 4部）

22. パーキンエルマレーザラマン分光光度計

ドイツ・パーキンエ）レマ社の LR-3型レーザラマン分光光度計は光源レーザとして He-

Neレーザ (6328A, 出力 6mW)が用いられ，分光器は回折格子型の二菫分光方式，ス

ペクトルは 4000Llcm-1まで自動記録される．赤外分光光度計と併用することにより，種

々の化合物の構造研究に有用である． （第4部）
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23. 核磁気共鳴吸収装置

日立製作所製 R-20A型装四 (60MHz) および R-22型装四 (90MHz) は永久砧石

を使用した高分解能核磁気共嗚装置であり， ケミカルシフト， スピンースビンデカップリ

ングの測定により分子構造の決定の上に有用な知見をあたえ，また特定原子団の検出や定

絨が可能で，有機化合物および不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究に供

されている． （第 4部）

24. 放射性同位元素実験室

本所の共同利用施設として，設四以来 15年余を経過した千葉実験所 RI実険室 (92.4 

記）および r線照射実験室 (13.2 mりのほか，麻布庁舎散地内に放射性同位元索実験室

(179. 7 mりがある，麻布実験室は事務室・汚染検査室・測定室・暗室・ 低レベル放射化

学実験室• 高レベル放射化学実験• 室化学実験室• 物理実険室.r線ラジオグラフィ室・

貯蔵室・機械室 (2階）とからなり，フード 4韮グロープボックス 1語をとりつけて化学

操作が安全に行なえるほか，ビニール製カーテン壁によって局部的に仕切り，その内部で

期耗実験その他汚染の広がりやすい実験ができるよう＜ふうしてある．測定器としては，

シンチレーションカウンタ 1台，ウェル型シンチレーションカウンタ 1台， GMカウンタ

3台， レートメータレコーダ 3台の一般的なものおよび 400チャネル波高分析器・シング

ルチャネル波高分析器・ 2冗および 4冗計数ヘッド・低バックグランド放射能測定器・ 振

動容益型電離箱・ローリツェン検電器も使用できる状態にある．サーベイメータとしては

.GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・電離箱式のもの 1台がありレント

ゲンメータも 3台備えてある． このほか防設用品として遠隔操作把手 3本遠隔操作ビペッ

タ1台をはじめとして合鉛ゴム手袋・ 防護眼鐙・しゃへい用プロックなどを備えてある．

（第 4部）

25. 津波高潮実験水そう

幅 25m,長さ 40m,深さ 60cm(ただし造波部分は 90cm) の平面水そうが上屋内に

納められ，長周期波ならびに短周期波の造波装四が設置されている．長周期波の発生装骰

は，プログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 20PS)であり，発生波の周

期は lminから 30minまである．また短周期波造波機は 20PSフラップ型，延長 20

m であり，発生しうる波の周期は 0.6 sから 9.6 sまでである．

（千葉実験所内に設けられている） （第 5部）

26. 床版試験機

この試験機は栢の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実験を行なう目的で設置

されたものである．従来の試験機では平面的な広がりをもっている供試体の強度試験は不

可能であったが，本試験機では 5.5 mxlOmの床版の試険が可能になり， しかも試験機
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の最大荷直が 1台で 100tであるので， 2台の床版試険機で 200tまでの荷直を構造物に

作用させることができる． このため従来弾性箇囲，微小変位でしかわからなかった床版な

どの強度が破壊付近まで究明できるようになったまた荷重を任意の位置でかけられるの

で，振り，曲げをうける構造物の強度，変形の研究が可能になった， （第 5部）

27. 大型振動台

構造物韮礎，土が主体となる構造物等の耐震性に関する隣礎的研究を行なうために，千

葉実険所に設罰された．土の振動性状，すべり而の形式，フィルタイプダムの安定などの

研究においてぱ菫力が大きく影苦をもっているので，従来の規模の振動台では相似律がほ

とんど満足されない実険が行なわれていた．大規模の振勁台の設四によりこの問題はほぼ

解決された．扱動台ば油圧浮上式で台と悲礎との間］の摩擦を最小にした．台上の箱は長さ

lOmx幅2mx高4m,電勁油圧式の加振器の出力は 20tで，出力を補うために正弦波の

振勁の場合はバネの共振を利用している．振動台の周期は 0.1-1. 0秒，最大振幅（全振

屈）は 10cmである． （第 5部）

28. 室内空気分布実験室

本実険室は，約 5.5mx7.8mx2.7mの測定室， 5.5 m X 1. 4 m X 2. 7 m の冷却加熱

室および機械室よりなる．測定室および冷却加熟室は屋外の影轡を少なくするため，外壁

から隔離して二菫間仕切によって構成されている．また，測定室と冷却加熱室の間は，各

種の外壁に相当した材料に取換えられる．測定室は室温 20-27℃，冷却加熟室は暖房実

険時—5℃，冷房実験時 40-50℃ に保たれるよう，プロワ・コイ Jレおよび電熱コイルを備

え，サーモスタットにより制御される．機械室には，これらの冷暖房連転のできる能力の

5HP・ヒートボンプ・ユニットおよび送風機，循環水ポンプ，屯熱ボイラなどが設骰さ

れ，給気温度を一定に保つ制御装四を有している． この実験宝を使用して，空気吹き出口

の特性，室内気流分布および屋外負荷の宝内への伝播問題などについて実険研究を行なっ

ている． （第 5部）

29. 気密水密および風圧強度試験装置

実物大サッシ，カーテン・ウォール部品などをとりつけうる (2.5x3. 0 m)圧力室に加

圧および送風装骰，スプレー装閻，空気流鼠測定装四を付属せしめたもので，圧力は最大

400 kg/m程度である．流鼠測定は，一般にビトー管および熱線風速叶を用いるが，とく

に微鼠の場合にはトレーサー (CO2) ガス法による．スプレーと同時に加圧をして水密性

を検討する．また，風圧に相当する圧力をかけ，ひずみおよびたわみを測定する．

（第 5部）

30. 多目的音響実験室

この実険室は建築音苦及び交通騒音，工場騒音などに関する研究を行なう部分と空気凋
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和に関連する研究を行なう部分からなっている．

(1)建築音管，騒音に関する研究室は無菩室，残署室，模型実験室，測定室からなって

いる．無轡室は壁，床，天井ともすべて吸音用クサビが取り付けてあり，音唇機器の餃

正，試験，聴感テストなどに用いられる．残密室は 25cm厚のコンクリート壁に囲まれ，

内部は総タイル張り，室容積は約 200m尻天井から多数の拡散板を吊して室内を拡散音場

に近ずけており， 500Hzで約 10秒の残轡時間を持っている．校型実険室では公会堂，

音楽室などの約 1/10校型を製作し，室内音詈の研究を行なっている．

(2)無轡送風装骰及び境界陪型風洞

地下部分に送風器 (75kW)および送排気部消音機構（約 70dB), 防振機構を配し，地

上陪に送風制御機賠，気流騒音，振動解折計測定諮，多目的残署室 (210mり境界屈型風

洞（断而 rnoox1200, 速度最大 13m/s), 叶測完，作業室から成る. (第 5部）

31. 写真測量精密図化機 AutographA 7 

実体写真を用いて測定する方法は非常に広い利用範囲をもっている． しかし． この場合

高箱度の結果を得ようとすれば，カメラの性能，扱影の諸元，図化機の機能などが重要な

要素となる．

本所は地上写真測拡用カメラとして Zeiss製 C皿B および RMK40, Wild製 P20

を図化機として Wild製 AutographA 7を備え，地図作製ばかりでなく各種の三次

元測定に利用している. A 7は現在実体写真図化機としては最高の精度を有するもので，

これに座椋印字装鳳テープ穿孔搬．断面図作成装置などが付屈している．

さらに新しく小型図化機を佃え近距離物体の測定，図化に供している． （第 5部）

32. 自動製図機

数値制御による製図機で，構造物の自動設計．，製図，迅視図の作成，数値地形モデルの

作成等多くの利用面をもっている． （第 5部）

33. 風胴付二次元造波動水そう

幅 60cm,高さ 90cm,延長のガラス脹り二次元水そうであり，風浪発生装置 (7.5PS

最大風辿 25m/s) ならびに規則波生装四 (2.OPS, 発生し得る波の周期は 8.0 sから 2.8

s)が取りつけてあり，それぞれを独立に同時運転することができる．

（千葉実険所内に設けられている） （第 5部）

34. 水工学実験棟

千葉実険所内に設けたスパン 45m,長さ 85mの鉄骨造の実験棟であり，その中の主

要な実験装ii'りは幅 40m,長さ 70mの海岸工学実験用平面水そうおよびそれに付随した

周期 0.6秒以上，波高数センチメートル以下の波のための造波機である．設による悔浜流

に関する研究，浩や川口の形状と波との関係に関する研究などがこの装附によって行なわ
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れる． （第 5部）

B. 試作工場

所内各研究室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実駿用懐械・器具・ 試険材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が謳接産業界とも関係の深い研究の推進にあることを

反映して，本工場の工作内容もまた最新の生産技術と密接な関係をもつ斬新な装四の試作

か多く，すぐれた設計，設備および工作技術によって，研究者の要望に答えることが，こ

の工場の大きな使命である． とくに設計の面では，毎週特別に日を定めで相談と指迎にも

応じている．

工垢の規帳は総床面砧 1,254.6m叫人員 30名で金工工場が全休の約半分を占め，残り

は設叶室・電子様器工作室• 木工室・ガラス工作室・共同利用工作室・材料庫および事務

室などに分かれている．

金工および木工など機械関係工場の設備機械は，下に示すように，小形の梢密測定器か

ら大形の鉄骨構造物に至るまで，広範囲の製作が可能な程度に完備している．

旋盤10, フライス盤 6, 平削盤 1,立て削盤 1,形削盤 6' 研削盤 5, ボール盤 3,歯

切盤 2, 、ンヤー 2, 折曲機 1, 3本ロー）レ 1, 電孤溶接機 3, 電気炉 1' 鋸盤 4, 超音波

加工機 1' 木工機械各種 7'工具顕徽鐙 1,卓上様械類10.

霞子搬器工作室はエレクトロニクス関係の設計• 製作・修理・改造・較正・部品の供給

および技術的資料の提供などを主要業務とし．絞正用椋準計器のほか．シンクロスコー

プ・ユニバーサルカウンタ・ XYレコーダ・パルスメータ・周波数計・デジタルマ）レチメ

ータなどの新しい測定器を仙え，部品類も翌宮な在庫を用意してある．共同利用工作室は

専任掛員の指甜の下に所内のだれでもが利用できる工作室で，旋盤 4台・形削盤 1台・

ボール盤 3台その他の設価がある．材料庫は各研究室への工作材料の供給も多絨に行なっ

ている．

試作工場はまた，所内の設計・エ作に対する強い面要に応ずるため，適宜外注を利用す

るシステムを採用している．

c. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術計邸やデータ処理のための共同利用を目的にした設孤jで

あるが，大学院学生のための叶邸機教育の役割も呆している．なお事務用辻多店にも一部利

用している．

設四されている機前は，昭和 48年 2月に尋入された FACOM230-55と，従来の

FACOM 270ー30の2機である．各々のシステム構成と，その性能の概略はつぎのようで

ある．

FACOM 230—55 
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1. 中央処理装四

2. 主記脳装四 384Kバイトのコアメモリ

3. コンソ Jレ・ディスプレイ

4. コンソ Jレ・タイプライタ

5. ディスクパック 174Mバイト

6. 磁気テープ装四

7トラック 800bpi 1 ムロ

9トラック 800/1600 bpi 1台

9トラック 1600bpi 1台

7. カードリーダ 1800枚I分 1台

8. ラインプリンタ（カッタ付き） 1000行I分 1台

9. 紙テープリーダ 600/1200字I秒 1台

10. 紙テープパンチ 200字I秒 1台

以上，センター側に設慨されている機器のほか，端末として 2台のリモートパッチステー

ションが付四されている．

FACOM 270-30 

主記磁容絨は 32K語，内部磁気ドラム 256K語，入出力装四はカードリーダ，ライ

ンプリンタ各 1台，磁気テープ装置 2台，紙テープリーダ，紙テープパンチ各 1台， XY

プロッタ 1台のほか，グラフィックディスプレイ 1台を価えている．この計卵機はオンラ

インデータチャネルを備え，オンラインデータ処理にも使用されているなお. FACOM 

230-55の尊入にともない，明年度からは次第にパッチ処理作業を減ずる予定である．

オフラインのカードパンチとして IBM29型 9台， 26型 1台，およびカード複写機

514型 1台がある．また入力紙テープのパンチ用として，データライタ 2台が用いられて

いる．

約 10年間使用された OKITAC5090Cシステムは昨年末撤去された．

D. 写真 室

写真室は，普通写真室 72m汽写真作業室 92m2 からなり，各研究窒• 各掛の依頼によ

り，一般写真作業としては文献の写真複写およびゼロックス複写，撮影，現像，引伸，

白焼，スライド作製などを行ない，映画関係作業としては， 16mm撮影機 Arrifiex,Cine 

Kodak, Bell & Howell, 高速度カメラ Fastaxを設備し，一般撮影，高速度撮影のほか，

編集，録音（磁気），映写などを一貫して行なっている．

運営は本所写真委員会の管理のもとに行なわれ作業件数は月平均 650件になっている．
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E. 図書室

本所開設以来千葉においては中央図書室および 5部の分室に別れていたが，麻布移転に

当たりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本餡 2階に下記のごとく総面積

708. 93 m2におよぷ場所を書庫ならびに閲買室にあてている．

本図書館の特長は本所の研究が理工学の広い分野にわたっていることを反映してこの広

い部門にわたる図書を有し，ことに外国雑誌とそのバックナンバーの整備に力をそそぎ，

また研究者の希望に応じてコピーを得るのに便利なようにしてある．図書の分類は U.D.

C. の分類法などを参照した本所の研究に便宜な分類法によって統一されている．

1) 建物延面積（昭和 48年 3月 31日現在）

:：臼肛： 庫 503. 97 m2 

教 官 閲屁圭 16. 53m2 

洋雑誌閲買室 72. 73 m2 

和雑誌閲覧室 56. 20 m2 

一般閲買室 19. 83 m2 

事 務 室 39. 67 m2 

計 708. 93 m2 

2) 蔵魯数

洋 -ー1に1- 58,799 

和 .•,口,.・ 47,583 

計 106,382 

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購訛中のリストは巻末付録にある．
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III. 教育活動の概観

本所は研究活動と共に教育活動にも重点をおいて活躍している．すなわち，本所は東京

大学大学院の工学系，理学系教育の一部を担当し，ほとんどすべての教官が本学の本郷キ

ャンパスにおいて講義や演習を行なうほか，本所においては研究，実験などの実地教育を

行なっている．現在本所教官の指導を受けている大学院学生は 47年度において修士課程

135名，博士課程 60名である． これらの教育は当研究所の第一線の研究と融合し，わが国

の将来をになう研究者，教育者，高級技術者として社会に送り出されている．

上記のように，高級技術者の養成も本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほか

受託研究員，研究生等の制度があって，これらの研究員，研究生は各研究室において一定

期間ある事項について研究に従事したり，研究や実険を助けつつ技術を修得し，社会に送

り出されている．

そのほか教育活動の一環として高級技術者を対象とした講習会を本所の外郭団体生産技

術研究奨励会の主催，本所の協力で毎年開催している．

1. 大 学 院

本所の教官の関係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，機械工学，

産業機械工学，珀用様械工学，梢密機械工学，船舶工学，電気工学，電子工学，物理工学，

冶金学，工業化学，合成化学，化学工学，各専門課程および理学系研究科の物理学課程で

あり，昭和 47年度において次表のような講義および演習などを担当している．

担 Iゞ
=I 授 業科 目 I職名 I氏名

工学系

A. 土木工学

写真測聾，測筑学演習

河川工学特論，水文学特論，河海工学実験および演習 (I),(JI) 

応用力学特論(JI)'土木構造実験および演習 (I)'(JI)

土質工学特論，土質工学実験および演習 (I), (JI) 

鉄筋コンクリート工学特論(I), 鉄筋コンクリート工学実険および演習 (I)
(JI) 

耐虚構造特論，土木解析法，土木構造実験および演習 (I), (JI) 

土木解折法，交通路工学特論(I),交通および都市計画実険および演習 (I)

土木解折法，写真測最，測最学演習

土木構造解折，土木構造実験および演習 (I), (JI) 

B. 建築学

環境調整工学 (lll)
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教授 I丸安降和

井口昌平

久保農三郎

三木五三郎

助教受小林一輔

田村直四郎

越 正毅

村井俊治

片山恒雄

教授 I肪田高司



廷築計画学(][) 教授池辺 阻

建築構造学 (JX) II 田中 尚

蝶境調整工学 (I¥う 石井聖光

建築史学 (IV) 助教授 村松貞次郎

建築構造学 (¥'l!) 川股重也

建築構造学 (lX) 高梨晃一

建策計両学 (ff) ff 原 広司

建築構造学 (V) 岡田恒男

c. 機械工学

塑性学特論，械械工学特別演習 (I)(材料力学B), (II), 以校工学特別実験 教授 山田嘉昭

材料強度論，槻枝工学特別演習 北川英夫

庫両工学特論 (A) 平尾 収

様械工学特別演習 (I)(模械力学B), (II), 亘理 厚

機械工学特別演習 (I), (流体力学A), (II), 石原智男

機械工学特別泊習(I)(材料力学B) 助教授 中桐 滋

様械振動学 (B), 機械工学特別演習(I),'(l炭械力学B), 械械工学特別実験 大野巡―

流体力学特論 (B), 機械工学特別演習 (I)(流体力学A) ;J、オ木 討札雌

D. 産業機械工学

塑性加工学特論，機械工学特別演習 (I), (エ作法A), 辰桟工学特別実験 教授 鈴木 弘

(I) (搬械力学C), (II), 柴田 翌

工作機械特論，機械工学特別演習 (I)(エ作法B),桟校工学特別実験 助教授 佐藤

塑性加工学特論，械械工学特別演習 (I)(エ作法A) 木内 学

E. 舶用機械工学

応力測定法 (A), 有限要素法，機械工学特別実験 教授 大井光四郎

応用測定法 (A) " ~tJII 翌ミうミ

内燃機閃特論，械械工学特別浪習 (I)(熱機閃B), (II), 械械工学特別実験 平尾 収

ガスタービン，械械工学特別演習(I)(流体力学B), (II), 械械工学特別実験 II 水町長生

有限要素法 助教授 中桐 滋

伝熟工学特論，機械工学特別演習 (I)(熱B), (JI), 楓械工学特別実験 札＿［限

ガスクービン，機械工学特別演習 (I)(流体力学B) 賠夫

F. 精密機械工学

教技 I大島康次郎

松永正久

助教授 I中川威雄

G. 船舶工学

応用測定法，船舶工学演習，船舶工学実験 教授 ,:'Gf月 さ怜｛白

X膵性学，構造力学特論，船舶工学研究 (I), 伯珀工学演翌 (A) 川井忠彦

船舶工学実険大要 助教授 前田久明

H. 電気工学

電気通侶工学泣苦，露気通に工学論 教授 尼上守夫

霞気工学特別実験，霞気工学演習，電気 河村辻虚

(I)(TI), 冨気工学特別実験，霞気工学 山口椅雄
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届気デ耀工イ学ジ討論タ文ル望袷回路拉講構(0成尉論(，ll~屯:;.) 気通信工学特別実験， 遥知直信工学洞習， 箪気適I助教授I高羽 禎雄
ム論(B), 這気工学特別実険，噂気工学演習，電 ／， 原品 文雄

I. 電子工学

工超学高周特別波屯実子験管，這，子X工鼠子学演エ習レクトロニクス霞子工学論文綸講(I)(Il), 屯子 教授 斎藤成文

計工符学機演習システム論，屯子工学論文愉謁 (I), (JI), 遁子工学特別実険，屯子 ’’ 渡辺 心F万" 

x超音波工学特論 尾上守夫

虚x子固体工箪学子特別物性実工験学，屯(子A工),学X演半習導体表面物性， 滋子工学論文翰講 (I)(JI), ” 安遣芳夫

超高周波回路，屯子工学論文輪講(I),(II),這子工学特別実険，霞子工学演習 “’ 浜崎襄二

面子特屯咽両工像)）磁像子,1実界工学のの処学験解処論理特"文，折屯別論給とと伝子実伝講(送工験送B(I)，学)，，, テ油電テ,x習子レレ扱(工メメli子学)ーーエ演タタレ工腎工ク学学ト，， 迅子工学澁文苗諮 (I)(Il), 屯子工学

助教授 安田靖彦

ロニクス屯子工学論文輪講(I), (II), ” 藤井因一

霞子工学特別実験，電子工学演習，電 ‘’ 高木幹雄

x固体電子物性工学 (A), 屯子工学論文恰講 (I)(II), 屯子工学特別実験 生詢俊明

オートマトンと言語，屯子工学論文輪溝，屯子工学特別実険，屯子工学演習 浜田 呑

(I) (Il) 

J. 物理工学

超音波工学，応用物理学恰講 (I)(II), 応用物理学実険および演酋(I)(II) 教授 島飼安生

光学機械特論，応用物理学実験および演習 (I)(II), 応用物理学輪講 (II) ’’ 小瀬輝次

真(JI空)工応学用特物論理，学応特用別物実理験学お輪よ講び演(I習)((llI),), 応(用JI物)理学実険および演習(I),
辻 C-1 J~ 

波勁光学特論，応用物理学実験および演¥l>J(I) (II), 応用物理学輪溝 (II) 助教授 小倉磐夫

物理音惚学，応用物理学輸講 (I)(II), 応用物理学実験および演習 根岸勝雄

IC 原子力工学

放射性同位元素工学 I教授 I加藤正夫

L. 冶金学

非破壊検査法，応用X線工学実険，冶金学特別実険 (I) 一色貞文

放射性同位元素冶金学，冶金学実験 (I) ” 加藤正夫

鉄鋼プロセス技術論，鉄鋼製錬学実験 ’’ 館 プ-← 

合金学特論，合金学実験 (I), 冶金学実験 (I) ’’ 西川精一

x非破壊検査法，応用X線工学実験，冶金学特別実険 (I) 助教授 本間禎一

粉末冶金学，合金学実験 (I), 冶金学実験 (I) 原善四郎

特殊製錬工学特論，屯解電熱製錬実険 (TI) ’’ 明石和夫

転位運動論，冶金学特別実験 (JI), 冶金学実険 (I) 石田洋一

M. 工業化学

工業物理化学特論，工業化学特別実険，工業化学特別演習 教授 野崎 ゴ，JSI 、

xガラス特論 今岡 稔

無別機演工習業(I分折)化学特論 (I), 工業分折化学特別実険 (I), 工業分折化学特 ’’ 
武藤義一

x有機工業分折化学特論 (ill), 工業化学特別実険，工業化学特別演習 ’’ 早野茂夫

固体化学特論 (II), 工業化学特別実験，工業化学特別演習 助教授 高橋 ,i,.に, .. 

工業光化学特論，工業化学特別実験，工業化学特別演習，応用化学特別実験 ’’ 本多健一

N. 合成化学

有機合成化学特論 (JI) I教授（併）浅原照三

無機製造化学特論，合成化学特別実険，合成化学特別演習 教授山辺武郎
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化学反応特論 cJI) I助教授 I妹尾 学

有機合成化学特論 (I[), 合成化学特別実駿 (I)(JI), 合成化学特別演習 ” 白石振作
(I) (JI) 

o. 化学工学

界而化学工学特論，化学工学特別演密 (I-IV)化学工学特別実験 (I)(lI) 教 授 河添邦太朗

化学工学特別実険 (I)(JI), 化学工学特別演四 I助教授 1鈴木悲之

理学系

A. 物理学

物理学特別演習 教授成瀬文雄

B. 相関理化学

物性物理化学特論 (I) 助教授 妹尼 学

x印は本年度に行なわなかったもの

本所の教官に指迎をうけ本所において研究に従事している大学院学生のうち，本年度に

おいて拇士および修士課程を修了した者の氏名，研究題目は次のとおりである．

博士課程

氏 名 課 程 論 文 題 目 職名 指導教官

奥田宗幸 廷 築 学 性能の検証としての住宅実険の方法に閃する 池辺 阻

真柄栄毅 不安定架構の解折法に関する研究 川股重也

井元浩二 舶用機械工学 直と接燃焼哨射に式閃四すサる研イ究クル機閃のシリ 平尾 収

出沢正徳 産業機械工学 図形処理に関する研究 /I 

高塚公郎 機械工学 枠および柱の弾塑性変形に関する研究

永田洋一 冗 子 工学 三次元映像の伝送を目的とした画像処理の研究

劉 膀利 冶金 学 Al-Mg合金の粒界桔造および物性の研究 正夫
洋一

山綺匡毅 工業化学 金属霞解酸化物皮膜の作成とその電気的性質 教授 野崎 PJ-' l 

木原哲昭 電気化学発光の研究 助教授 本多健一

修士課程

氏 名 I諜 程 I 論 文 題 目 I戚名 I指i蒻教官

上島照幸 土木工学 有限要索法による粘地盤性の体振動と解考折
― 土 を 弾 えた解析例――

教授 久保疫三郎

富沢修次 ’’ 交通信号制御に閃する実験的研究 助教授 越 正毅

岩瀬昭雄 廷 ク不 ,,-r , ・ 計邸機による交通騒音の某礎的研究 教授 石井聖光

高良康子 ” 
聴感に閃する芸礎的研究 ‘’ " 

金沢京子 II 非線形減衰をもつ 1質点系の振動解析 助教授 川股菫也

狩野勝煎 II わが国における集落形態の歴史的変遷 ／／ 村松貞次郎

藤森照倍 ’’ 日本人居留地洋風建築論 ,, 
" 

秋山恒夫 " 集落空間の構造に関する基礎的考察 ,, 原 広司

藤井 明 " An Introduction to Activity Contour its Ge- " " ometrical Properties 

若月幸敏 ;; 群落論 " 
,, 

吉野 博 " 集合住宅における居住珠境実験に関する研究 教授 勝田高司

土井広夫 " 建る築考察計画における CADのための数値化にまつわ " 池辺 悶
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鈴木ご幹男 建 築 学 両と思像考と記一述についてーデザインにおけるメデイアI教 授 I池辺 Fi'cY日J， 

和智信二郎 ;; 建築・イメージーイメージを視点にした設計方法
へのアプローチ

竹間 勇 機械工学 ヨーイングの周波数特性に関する研究 I I亘理 戸-,-

吉井正雄 曲管の内部流動による振勁の研究

岡村 徽 回転角柱に作用する流体力の研究 ,, ; i石原智男

佐蔚 良 回の転研究円柱の近傍にある静止円柱にはたらく流体力

高畑秀行 粘弾性体の定常授動応答の解折 山田嘉昭

伊 麻邦憲 非圧惹定常枯性流への有限要素法の応用 山田嘉昭

山 田正治 :ltJII 翌'f;Jミ

松本公一

福田敏男

廿I廿1 き怜杜店

池田 "'か,』"-ふ

相良 誡

犬山文孝

佐々木祥二

久谷益士郎

小石川秋三

紅竹車： f堡—

古川 修

吉田利夫

石井 加n、19ぶ

上村 務

玉 本哭夫

江原 実

右川俊行

野口跡見

川戸信明

田坂修二

小川真佐志

岸 健一

松原俊郎

前 田惟裕

小野 文孝

行松ア健一

水野 Jじ

高木 茂
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志業機械工学ド召正に閃する某本的研究

原子炉の異常診断の悲礎的研究

配管技術規程に関する研究

非定常模緊地震1こよる耐震応答解祈

旋盤構造の擬勁特性解折に関する研究

拍用機械工学 I複合材料のクリープ特性に関する研究

買まわりの非定常炭界阿

ラジアル・タービンの渦巻室内の流れ

電智炉における愁気流体力学的問題に関する研究I助教授

人間ー自勁車系の勁特性の統計的解折のこころみ 教授

人間ー自勁車系における運転者の学習過程の研究

精密機祓工学 INC用検出匹の研究

電気工学電力系浣における絶緑侶頼度に関する茄礎的研究

都市道路網における渋滞緩和のための交通制御 I助教授

故障検査容易な EellularArrayの構成法に関す
る研究

自然転流方式無謬流子電勁機の研究

計邸機による包音波阿像の波而再生と両質向上にi教 授
関する研究

AE試験情報処理システムの研究

電子工学 I人工衛星の磁気的特性とその測定法に関する研究

周波数拡散ランダムアクセス通信方式に関する研I助教授
究

残留側波帯多噴通信における送信系のデジタル化
構成に関する研究

ダイナミックマイクロプロセサ I教授

目的とした断阿ホログ助教授

一次元走査詔音波ホログラフィの研究

教授 I鈴木 弘

柴田 ー争＇
9
r
-

ギ
1
{

助教授 I佐謄濤芳

大井光四郎

水町長生

棚沢一郎

平尾 収

大局康次郎

河村逹雄

高羽禎雄

原島文雄

尾上守夫

山口楠雄

斎藤成文

安田靖彦

渡辺 勝

藤井四—

浜崎襄二

喜点
高尾上木 守幹夫雄

辻 泰

猥鳥飼岸 勝安生雄



鈴木窄義 物理工学 ホログラフイによる等高線の形成

I ｛教授

助教授

黒田 和男 H 単ーモードガスレーザの出力飽和特性 ｛助教授 輝次
教授 磐夫

中島紘一郎 冶 金 学 金層表而の微細構造に関する研究 授一色貞文
冒教授本間禎一

飯田文雄 N Al-Mg合金の物性の研究
｛教助教授授

成酒明輔 メスバワー効果による Fe-Ge金属間化合物の研
.J匁u了

｛ 教 授
助教授

石梢 寛 工業化学 T研i究O, の酉像記録材としての光化学反応に関する 教授 野崎 弘

山本孝一 水銀ー非水溶液界百における電気二璽屈の研究 早野茂夫

阿部隆夫 一菫項酸素を用いる光化学反応の研究 助教授 本多健一

住蔚遊人 合成化学 オレフィンメタセシスに閃する研究 後藤信行

鈴木幸男 ジクロルアジリジンの反応法に閃する研究 助教授 白石振作

池内 鎚 ニトリ Jレオキシドとキノン類の反応に閃する研究 妹尾 学

今井 猛 ピニJレエチレンカーボーナトの反応性に関する研
Jゲコu 

教授 浅原照三

井上閤平 パラジウム惜体を用いるオリゴメリゼーションの I II 

青山和夫 化学工学物買移勁を伴なう触媒反応の研完

茅原 一之 I ,, I吹府における物買移勁の研究

河添邦太朗

2. 受託研究員。研究生など

大学，官公署，会社または個人の申し出により，本所において研究に従事し，本所教官

の指導を受けることを希望する者には受託研究員，研究生，産業教育留学生などの制度が

適用される（その規定は巻末 202ページにあろ） • 47年度においてこれらの制度のもとに

研究指導を受けた者の数は受託研究員 49名，研究生 51名である．
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3. 研究発表会。講演会・講習会など

A. 生研講習会

工学技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界等の研究者・技術

者を対象としたもので， 47年度は第 9回として，開催した．

なお，今後も継続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 援：東京大学生産技術研究所

3. 場 所：麹町会館

4. 日 時：昭和 47年 6月28日-30日 9.30-17. 00 

5. 受講者： 191名

g. テーマ：「両像情報の処理と伝達」講義内容および講師は下記のとおりである．

容内義靡tごm 贋
tェ•
P
l

師

(1) 総 論 教授斎藤成文（エ膊） 第 1日

(2) 画像情報の計邸機処理 教授尾上守夫（エ博） 第 1日

(3) 画像情報の光学的性質とその処理の手法 教授浜崎襄二（エ博） 第 2日

(4) 写真情報の抽出および処理 教授丸安隆和（エ博） 第 2日

(5) テレビジョンによる画像情報の抽出 教授丹羽登（エ博宇宙研） 第3日

(6) ファクシミリの通信方式 助教授安田靖彦（エ博） 第3日

要跡,fi 
一
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IV. 機構・職員。予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部に大別される．

研究部は，迂営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「活動の概要」の項に掲げたとおりである．

本所の重要謬項は教授総会で決議する．教授総会は教授•助教授によって組織され，毎
月2回定期に開催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

そのほかに所員がそれぞれの専門的立場から組織する各種委員会，運営関係を担当する

諸委員会がある． これらは各部から選出する教授• 助教授または講師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと所長委嘱によるものとがある．その

種類は次ページ B.機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．
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B. 機構図

教授総会

， 常務委員会

部主任ー業務掛--------・----------…-! 

1部ー（基礎）→専門分野（各研究室） I ! 

研究班ー主任研究員 ！ 
）一同 上――---------~

3部ー（電気・電子工学）一同 上---------------~ 
4部ー（化学・ 冶金工学）一同 上----------------"1 

5部ー（土木・建築工学）一同 上――ー--------~
I 

------総合研究班・主任研究員
9
1
9
9
9
9
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9
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1
1
9
1
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9
1
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＼
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‘ヽ
＼
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＼
 

司

給

任
任
（

主

主

佐

務

務

補

長

庶

業

長

課
―

―

 夕

エ」長長果果
ン

室

セ

苦
n
-

—
_
＿
＂

務

理ロ［庭鱈一

長

長

ン

部

所

セ

務

一

発

事

所

開

一

験

術

部

実

技

務

葉

測

千

計

l

「」

l

事

長斤
J
C
 

r
 

疇作工場-E~ ~~: 
事務室------------------------------------・: 

プログラム班 I 

！一電子計算椴室ー室長一室長補佐」□操 作 班 I 

事務 班------------------___ , 

特別研究審議委員会・エ作委員会

図書委員会・写真委員会・出版委員会

一常置運営関係委員会―|
営繕委員会・千葉実験所管理運営委員会

厚生委員会・講習会委員会

放射性同位元索委員会・試験溶鉱炉委員会

津波高潮実験施設運営委員会

一臨時委員会―[
将来計画委員会・建築計画委員会・記念行事委員会

臨時事業委員会改革委員会（教官）・奨励会委員会・等
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?i 
職

A. 現 員 表 (48. 4. 1現在）

a. 職種別戦員数

I区分教授 l助教授 l晶

I朦員数

43 42 

*7 *1 I 
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＊印併任
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B. 職 員 名 簿

研 究 部
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武

淳

為

司

文

吾

彦

雄

夫

茂

吉

稔

郎

彦

盟

理 修

東京大学経理部主
計課長
静岡大学庶務部人
事課長
助 手

” 技官（宇宙航空研
究所）

一

高

関

田

田

杉

中

朝

西

浦

木

端

中

浦

島

生

本

男

郎

郎

久

二

志

太

忠

堅

松

正

源

勝

邦

周

博

正

宏

二

信

47. 

47. 

47. 

47. 
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手

II 

助
『ー

採用
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II II 

” 
””  

事務部長昇任

業務課長配置換

辞職

” 
助手配置換
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助手（大阪大学基
礎工学部）
助

II 

II 

技

助

手

官

手

会

助

教

講

計主

教

II 

任

授

授

師

授
総属附

教
部
）
教

学
所

”
 

工
験

（
試

助

”

合

助

教

助

II 

” 
桐

信

信

忠

七

英

岡

口

木

原

木

田

野

硲

藤

藤

浦

野

井

吉

森

西

佐

芳

大

橘

鶴

山

三

浅

鈴

菊

早

熊

後

後

三

末

高

満

雄

恒

信

雄

彦

行

樹

彦

雄

郎

三

之

志

夫

従

行

行

男

郎

男

C. 名 誉

故井口常雄，

故岡宗次郎，

福田義民，

岡本舜三，

3. 

A. 

決算

授

授

手

教 授

瀬藤
故渡辺

坪井

江上

総 額

職員給与

校費

研 究部経費

各部研究費
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野

野

本

賀

野

林

象二，

要，

善勝，

一郎，

と予算

博

文

博

徹

俊

成

秀

為

楠

五

照

基

裡

茂

昭和46年度歳出決算額

故友田

福田

菊池

星埜

金額

1,272,199,846 

789,292,164 

425,S05, 682 

294,404,994 

116,398,100 

47. 
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宜孝，

武雄，

真一，

和，

1
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1

 

1

3
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7

7

7

 

// 

1

1

1

 

谷

高橋

星野

森脇

講師配置換

建設省土木研究所へ出向

辞職

” 
助手配置換

休 職

助手採用

II II 

管理課課長補佐昇任

教授昇任

””  
工学部配四換（本所併任）

助教授昇任

””  
教授昇任

本所第 4部助教授配置扱

教授昇任

死亡

辞 職

停年

II 

安生，

武雄，

昌ー，

義雄，

星合 正 治

永井芳男

渕野 克

沢井善三郎

百分率

100. 00% 

62.04 

33.47 

23.14 

9. 15 

百分率

100. 00% 

69.14 

27.34 



特別研究費 149,801,800 11. 77 35.18 

特殊装四運転経費 18,656,400 1.47 4.38 

そ の 他 9,548,394 0. 75 2.24 

管理運営費 119,128,688 9.36 27.98 

光熱水料 17,354,934 1.36 4.04 

通 信 費 12,774,591 1.00 3.00 

自動車管理費 2,164,147 0.17 0.51 

暖冷房運転経費 3,594,606 0.28 0.84 

A こ 議 費 1,114,536 0.09 0.26 

庁舎営繕 費 3,532,000 0.28 0.83 

図 書 費 10,295,160 0.81 2.42 

出 版 費 7,920,000 0.62 1. 86 

厚生経費 910,000 0.07 0.21 

写真室運営費 190,200 0.02 0.40 

試作工場運営費 1,964,497 0.15 0.46 

3,516,800 0.28 0.83 

実験所運営費 7,400,000 0.58 1. 74 

事務経費（合賃金） 10,770,360 0.85 2.53 

臨時経費 35,626,857 2.80 8.37 

節 約 額 12,272,000 0.97 2.88 

受託研究費 ~(i,322,000 2.86 

受託研究員股 -~'£60,.000 0.44 

各所修繕 3,500,000 0.28 

施設整備費 400,000 0.03 

職 員 旅 費 6,916,000 0.54 

受託研究旅費 4,020,000 0.32 

諸 謝 金 131,000 0.01 

受託研究謝金 153,000 0.01 

B. 昭和 47年度歳出予算額

金額 百分率 百分率

総 額 1,317,933,874 100. 00% 

戦員給与 792,740,862 60.15 

校 費 465,320,012 35.31 100. 00% 

研究部経費 318,054,825 24. 14 68.35 

各部研究費 121,470,400 9.22 26.10 

特別研究費 161,291,000 12.24 34.66 
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特殊装置運転経費 19,896,200 1. 51 4.28 

そ の 他 15,397,225 1.17 3.31 

管理運営費 133,766,187 10. 15 28. 75 

ぅヒ 葵肉 7J< 廂t 18,792,597 1. 43 4.04 

通 信 費 14,200,000 1. 08 3.05 

自動車管理費 2,253,000 0. 17 0.48 

暖冷房運転経費 3,925,000 0.30 0.84 

メコ 議 費 1,100,000 0.08 0.24 

庁舎営繕費 3,800,000 0.29 0.82 

図 吋・虚,. 
虹吐" 11,350,000 0.86 2.44 

出 阪 費 8,230,000 0.62 1・76 

厚生経費 1,103,000 0.08 0.24 

写真室運営費 120,000 0.01 0. 03 

試作工場運営費 2,500,000 0. 19 0.54 

計算機室運営費 2,121,000 0. 16 0.46 

実験所運営 費 8,000,000 0.61 1. 72 

事務怪費（含賃金） 14,512,000 1. 10 3. 12 

臨時径喪 41,759,590 3. 17 8. 97 

節 約 額 13,499,000 1. 02 2.90 

電子計算搬借料 10,114,000 0. 77 

受託研究費 25,686,000 1. 95 

受託研究員喪 4,990,000 0.38 

各所修 8,620,000 0.65 

施設整備費 500,000 0.04 

職員旅費 7,533,000 0.57 

受託研究旅喪 2,300,000 0. 17 

吾o'比u 謝 金 130,000 0.01 

C. 文部省科学研究費関係（昭和 47年度）

-O々汎‘-し‘、 額 138,710,000 

般研究 106,580,000 

奨励研究 1,180,000 

総合研究 9,580, 000 

試験研究 11,720,000 

特定研究 8,150,000 

自然災害特別研究 1,500, 000 
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D. その他の研究費（昭和 47年度）

総額

文部省科学研究費分担金

奨学交付金

63,839,260 

852,000 

62,987,260 

B+C+D 1,510,482,134 

I, " I I , 

科学研究毀 その他の研究毀
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4. 昭和 47年度のおもな記録

A. 教授総会開催日表

I 4. 19, 5. 24, s. 21, 1. 19, 9. 20, 10. 18, 11. 15, 12. 20, 48. 1. 10, 24, 2. 21, 3. 28. 

B. 各種委員会開催日表

委 員会名 I
常務委員会 I4. 5, 19, 5. 10, 24, s. 7, 21. 1. s, 12 c臨）， 19, 8. 2, 9. 6, 20, 10. 4, 

18, 11. 1, 15, 12. 6, 20, 48. 1. 10, 24, 2. 7, 21, 3. 7, 28. 

5. 8, 6. 5, 9. 28, 11. 7, 22, 48. 1. 31, 3. 14, 

6. 20, 48. 2. 5, 26. 

4. 20, 5. 10, 6. 28, 7. 17, 26, 9. 13, 

4. 10, 24, 5. 8, 22, 6. 5, 19, 7. 3, 17, 9. 4. 18, 10. 2, 16, 30, 11. 

13, 20, 12. 4, 18, 25, 48. 1. 24, 2. 7, 

7. 18, 8. 2, 9. 13, 27, 10. 17, 31, 11. 14, 18, 

甘日h” 催 日 （臨）は臨時開催日

請習会委員会

記念行事委員会

将来計画委員会

改革委
（教

奨励会委員会
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図書委員会

出版委員会

写真 委 員 会

厚生 委 員 会

工作 委員会

千葉実 験 所
管理運営委員会

特別研究審議
委員会

電子 計邸機
委員会

試験溶 鉱 炉
委員会

津波高潮実験施
設迎営委員会

4. 25, 5. 24, 6. 28, 9. 27, 48. 1. 17, 2. 21, 3. 28, 

4. 26, 5. 24, 6. 21, 7. 26, 9. 27, 10. 25, 11. 22, 12. 20, 48. 1. 24, 

2. 21, 3. 28. 

5. 9, 48. 3. 30, 

5. 26, 7. 4, 9. 26, 48. 3. 20. 

5. 2, 7. 12, 8. 1, 10. 11, 11. 21, 48. 1. 18, 2. 16, 3. 27, 

5. 16, 7. 5, 9. 6, 12. 13, 48. 3. 14. 

4. 26, 5. 4, 6. 7, 7. 28, 9. 29, 12. 22, 48. 2. 14, 28, 

4. 28, 5. 17, 6. 28, 8. 2, 9. 13, 10. 6, 11. 8, 12. 13, 48. 1. 17, 2. 

14, 3. 14. 

6. 26, 8. 1, 48. 1. 17. 

10. 17. 

C. 輪 講

会

通し回数I 題 目 I 講 :似, ヤ 者 l開催年月日

412 界面活性剤と防災への応用 助教 授 早 野 茂 夫 I47. 4.19 

413 住宅実験法 教授池辺 陽 47. 5. 24 

414 球のまわりのおそい流れと特異摂動法 教授成瀬文雄 47. 6. 21 

415 変動流におかれた腐について 助 教 授 吉 識 睛 夫 47. 7.19 

416 MOS集積動回向路 (MOS電界効果トランジスタを 教授安逹芳夫 47. 9. 20 
含む）の

417 いわゆる原子力製鉄構想について 教授餡 -1-フ 47. 10. 18 

418 プラス点チックス・コンクリート（開発研究の現状 助 教 授 小 林 一 輔 47. 11.15 
と問題 ） 

419 有限要索）法研究の動向（とくに非線形問題解折に
教授山田茄昭；I 47.12.20 ついて

420 Bluff bodyに作用する流体力についての最近の 助 教 授 小 林 敏 雄 48. 1. 24 
研究

421 画像情報処理用入出力装匝について 助教 授 高 木 幹 雄 48. 2. 21 

422 金属の結晶粒界の構造と諸物性 助教 授 石 田 洋 一 48. 3. 28 

D. 日 譜

昭和西暦月日 行 事

47 1972 2. 24 

3.24 

4. 25 

5.10 

5.11, 12 

5. 26 

第 6回臨時事業研究発表会テーマ「都市廃棄物処理の現状調査ならびに研究」

第 7回臨時事業研究発表会テーマ「免裳構造は可能か」

第8回臨時事業研究発表会テーマ「交通騒音について」

大蔵省青木主計官来所視察

昭和 47年度会計実地検査実施

第 9回臨時事業研究発表会テーマ「高分子化合物に対する光の作用」
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5. 30, 31 研究所公開，研究室公開および講演，映酉会開催

5. 30 財団法人生産技術研究奨励会理事会，評議員合同会議

6.23 第 10回臨時事業研究発表会テーマ「埋設管の地震時挙動」

6.28-30 第 10回生研講習会開催テーマ「画像情報の処理と伝逹」

7.20 第 11回臨時事業研究発表会テーマ「振勁公害について」

7. 28 住友金属工業（株）社員 60名来所見学

9. 9 朝鮮金作工業大学講座長外 10名来所見学慇談

9.14 第 12回臨時事業研究発表会テーマ「プラスチックー無機充損剤系材料の燃焼特性」

10. 3 本所連動会（主催，弥生会）検見川総合連勁楊で開催

10.18 (株）日本紙パルプ研究所企画委員外 15名来所見学

10.27 第 13回臨時事業研究発表会テーマ「繰返し載荷を受ける鋼構造の部材」

11.16 第 14回臨時事業研究発表会テーマ「都市道路網における交通流配分のアルゴリズ

ム」
11. 30 財団法人生産技術研究奨励会理事会，評議員合同会議

12.15 第 15回臨時事業研究発表会テーマ「プラスチックの熱分解による軽質油の回収」

48 1973 1. 26 第 16回臨時事業研究発表会テーマ「鉄筋コンクリート部材の動的破壊試験」

2. 22 第 17回臨時事業研究発表会テーマ「汚担条件下における電力系統の絶緑信依度」

3. 23 第 18回臨時事業研究発表会テーマ「微分パルスボーラドグラフィによる微鼠重金

属の分析」
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V. 昭和 47年度の研究成果発表の状況

出 版 物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 3種がある．そのほかには年次要覧

（年刊），生研案内和文および英文（いずれも隔年）がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文とし，不定］月応行で年間

平均 8冊前後を刊行している．

生産研究

研究の解説的紹介と追報的紹介とをかね，月刊で発行している．

以上は，本所の発行の分で，その他，随時に学会誌，協会誌，その他の難誌に研究を発

表している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，写真中心に筒略に編集したもので，現

在まで 112研を発行している．

A. 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

昭和 47年度 (47年 4月-48年 3月）に発表したものを次の表に示す．

巻号 息l 目 古臼Z 者 発行竿月

22• 1 機器・配管系の耐震設計法に閃する研究 消水信行 1972. 6 

22・2 コールドロールフォーミング加工に関する実険 鈴木 弘• 木内 学 1972. 9 

的研究（英文） 中島 聰

22・3 3 成分系ガラス化箱囲(3)-b—族元索を合む硼酸 今岡 唸• 山崎敏子 1972. 10 
y品-平ジ哀―

22・4 鉄ウイスカーの製造と性買に関する研究 大歳明光 1972. 10 

22・5 摂動法による幾何学的非線形問図および安定問 半谷裕彦・川股璽也 1973. 1 

垣の解折（英文）

B. 生 産 研 九如

通し
題 目 著 ヂ’に！ページ

24巻 4号 125 多次元酉像梢報システム（特集 1) 斎藻成文
(47年 4月）

127 面像惜報処理用簡易入出力装置（特集2) 尾上守夫•高木幹埋
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多次元画像 増本武敏•浜野亘男
情報システ

ム特集 136空間周波数によって記述された広義のガウス波 浜崎襄二

（牙寺身ミ 3)

143グラフィック・ディスプレイの応用とその展望 山口楠雄

（特集 4)

147ファクシミリの高能率伝送方式（特集 5) 安田靖彦

157交通信号機の面制御方式（特集 6) 浜田 呑

165 Finte Element Analysis of Thermoviscoelastic Yoshiaki YA1V!ADA・

Problems (研究速報） Koji IWATA 

171真名川の砂礫堆の形成に関する実験的研完（研究速 井D 昌平•吉野文雄
報）

175超音波の伝播追度によるコンクリートの品買判定に 小林ー1哺• 伊藤利治

閃する茄礎実険（研究速報） 星野宮夫

178研究室紹介 高栢（浩）研完室

24牲 5号 179パルス式自動平衡形計直機の研究（研究解説） 沢井許三郎・噸島文堆

(47年 5月） 博

187クロマト法による触媒屈内の速度過程の解行（研究 鈴木冦之

乳皐:J[l) 

194液状ガスケットの耐圧機構（研究解誂） 野崎 弘

202単結品鉛中の 121Sbの不純物拡散（研究速報） 酉川緒ー・円谷和堆

207ポリヒ゜リジンジイル化合物に関する研究 第 1 報— 餃 藤 信 行 ・ 中 島 利 誠

2. 6ーポリエチニ｝レヒ゜リジンオリコマーの合成（研 黄 箔孝• 池原翌治

究速報）

210 霞子術撃により表而に生成される炭素の観察—多結 三浦忘男・辻 泰

晶モリプデンと一酸化炭素の系ー（研究速報）

214アイソトープトレーサー実験における放射能測定(1) 佐応乙丸• 加藤正夫

（研究速報）

218研究室紹介 A-J、-多hハ戸1/1:J"":.,玉三ミ

24巻6号 219研究生活を頸みて（研究解説） 沢井蓋三郎

(47年 6月）

224熱間タンデム圧延の圧延温度の予測法について（研 阿高於男

り厄介予翌D
230 1, 1, 1ートリクロ）レエタンと ct,企不飽和化合物との 佐応 瑞• 妹尾 学

反応（研究速報） 浪原原三

234 加速パターンが仕上板の板厚• 形状に及ぼす影密に 阿高松男

ついての考察ータンデム圧延の裕合特性の解折・

VII-(研究速報）

237広幅断面のロール成形に閃する実険的研究第 3報ー 鈴木 弘• 木内 学

成形条件が製品形状に与える影害ー（研究速報） 新谷 以GR 

243 広幅断面のロール成形に関する実険的研究第 4 報— 鈴木 弘• 木内 え-F-,,_ 

成形条件が製品形状に与える影管-(研究速報） ,-訊乍,,ト, .J.F翠~ 

248 有限要素法による電解反応の一解折第 1 報— 1 次元 隠谷義信• 木原哲昭

イオン拡散問図（研究速報） 本多健一• 川井忠彦

研究室招介 根岸研完室

24巻7号 255ニエと生研の 30年（退官記念・研究解説） 森祖義雄

(47年 7月）

260機械部品モデルの写真測絨とそのフェアリング（研 丸安 I也和・村井俊治
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究解説）

267矯正材の変形過程に関する一考察（研究速報）

271 タンデム圧延の総合特性の解析—第 8報熱間タンデ

ム圧延のシミュレーション-(研究速報）

276芳香族炭化水索の酸化電位とイオン化ボテンシャ）レ

に関する一つの解釈（研究速報）

281シミュレーションモデルを用いたアースデザインに

閃する研究（第 3報）

286シミュレーションモデルを用いたアースデザインに

関する研究（第四報）

291ジイソビオラントロニ）レの合成（研究速報）

294研究室紹介

24巻 8号 29S最適生産システム研究の煎要性（巻頭言）

(47月 8年） 297タンデム圧延作業の最適化について（特集 1)

加工プロセス 304引抜圧延における変形機構について（特集2)

の進歩とその 310ロー）レフォーミング加工における製品形状の特性と

最適化特集 制御（特集 3)

321桁密打抜きのベーナイト鋼への適用（特集 4)

328半溶融状態における金属加工の問題点（特集 5)
334高密度焼結体の成形法（特集 6)

342放電加工の最適化（特集7)
349工作機械の振動について（特集8)
358 Thin-Layer Chromatography of Metal Ions on 

Ion Exchanger Layers (研究速報）

362稲城砂の分類特性と含有細粒分の透水係数に及ぼす

影轡（研究速報）

366研究室紹介

栗原京子

荒木甚一郎

阿高松男

木原哲昭•本多健一

丸安隆和・村井俊治

栗原京子

丸安隆和・村井俊治

栗原京子

後藤信行・李 章鏑

明石研究室

鈴木 弘

阿高松男

荒木甚一郎

木内 学

中川威雄• 鈴木 消
チュプカウラジミール

福岡新五郎

天野宮男・中川威雄

増沢隆久

佐藤壽芳

Takeo Y AMABE・ 

Erika FALA・
Nobuharu TAKAI 

斎藤孝夫•三木五三郎

川井研究室

24巻 9号 367鉄ウイスカー（針状単結晶）の賊産化について（研 大蔵明光・中村敏則

(47年 9月） 究解説）
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377逆浸透法についてー1. 逆没透法の原理ー（研究解説） 山辺武郎

384高分子溶液のレオロジー（研究解説） 甘利 武司

393 A Compurter Aided Analysis on Vibration of 

Element and Integrated Structure of Machine 
Tool by the Femヂ art1 Study on Bed Type 

Structures-(研究速報）

397 A Computer Aided Analysis on Vibration of 

Element and Integrated Struture of Machine 
Tool by the FEM-Part 2 -Study on Columns 

and Integrated Stuctures-(研究速報）

401 合せ板圧延の初等理論による一考察—密度変化を伴
なう材料の応力解折ー（研究速報）

404 Measurement of Thermophysical Properties of 
Biological System-Part 1-Fundamental Prin心

ciples-(研究速報）

407矯正における力学的諸特性に関する数値解折（研究

速報）

410有限要素法による電解反応の解析第 2報-2次元イ

Hisayoshi SATO・
Yoshio KURODA・

Masataka OHORI 

Hisayoshi SA TO・ 
Yoshio KCRODA・

Masataka OHORI 

鈴木 弘•荒木甚一郎

古堅宗勝・程場 誠

Ichiro TANASA WA  

Tadashi KA TSUDA 

荒木甚一郎

本多健一•木原哲昭



オン拡散問題ー（研究速報）

414研究室紹介

渡辺 正• 川井忠彦

藤谷義侶•椎名章二

柴田研究室

24巻10号 415 逆浸透法について—JI逆没透膜とその特性ー（研究解 山辺武郎

(47年10月）説）

421電気化学発光（研究解説） 木原哲昭•本多健一
428 A Study on the Response Spectrum of an Ap- Hisayoshi, SA TO 

pendage Structure System-The Case of the 
Main System with Elasto-Plasticity-(研究速報）

431 Separation of Copper Zinc and Cadmium on a Takeo Y AMABE 

Mixed Ion-Exchange Column (研究速報）

434油圧油のキャビテーション（研究速報） 石原智男•森 恒

437 テンションリールの力学特性の考察—第 1 報肘間に 阿高松男• 杉山澄雄

スリップのない場合ー（研究速報）

440 Measurement of Thermophysical Properties Ichiro TANASAWA・
of Biological System-Part 2-Result of Mea- Tadashi KATSUDA 

surement-(研究速報）

444コンクリートの弾性係数に及ぼす骨材の形菩（研究 起 力釆• 小林一輔

速報）

446 Empirical Probability Distribution of Earthqu- Tsuneo KATAYAMA 

ake Acceleration Magnification Factor (研究

速報）

449モリプデン (110)而から散乱した低速電子線エネル 三浦忠男・辻 泰

ギ担失の微細構造（研究速報）

453研究室紹介 妹尾研究室

24巻11号 455 FACOM-270-30 ジョプスタックシステムについて 柏本昌芙• 渡辺 勝

(47年11月） （研究解説）

461新らしい多環芳呑族化合物“ジビオラントロニル”

の合成（研究解説）

477 Disclination—あたらしい格子欠陥（調査報告）

481高真空中における二硫化モリプデンの摩擦の研究

—第 8

485最適制御問題における双対性の一考察

487 Empirical Relations Among Average Maxi-

mum Ground Acceleration, Earthquake Ma-
gnitude and Epicentral Distance (研究速報）

490ゼラチンゲルを用いた動的光弾性実験方法について

ー地盤内を伝播する波動の解折ー（研究速報）

493多次元スペクトル解折の地震応答解析への応用につ

いて（研究速報）

497活動等高線 (AC)についての誌礎研究―閉曲線図形

に関する報告ー（研究速報）

501研究室紹介

後藤侶行

石田洋一

松永正久• 星本健一

小林幹夫

Tsuneo KA TAY AMA・
Teruyuki UESHIMA 

田村重四郎•森地重暉

鈴木浩平

原 広司・芦川 智

藤井 明

浜崎研究室

24巻12号 503電極界而現象の研究一電気接点の接解抵抗機構と油 野崎 弘

(47年12月） 膜をもつ接点の電気的性質ー（研究解説）

513炭酸ガスによる軟鋼の酸化一酸化挙勁の実際的評価 本間禎ー・一色貞文

について一（研究解説）

521五年後にみた英国の工学事情（調査報告） 石田 洋一
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523 A Method of Bifurcation Analysis in Pertur- Yasuhiko HANGAI 

bation Technique (研究速報） Shigeya KAWAMATA 

528 Zn-22% Al超塑性合金焼鈍時における罠相境界の 小林保夫• 石田洋一

挙動（研究速報） 加菌正夫

531高真空中における二硫化モリプデンの摩擦の研究一 松永正久• 星本健一

第 9報，摩擦再開後の摩擦係数の推移（その 1)

ー（研究速報）

533研究室笥介 辻研究室

25巻 1号 1原点に立ち罰っての研究（巻荊言） 鈴木 弘

(48年1月） 2背たけの低い荷軍計1こついて（研究解説） 大井光四郎・小倉公達

平野八州男•鈴木敬子
7ソ連における技術シンボジウムと旅行惑（団査報 野崎 弘

告）

13広幅断而のロー）レ成形に関する実険的研究ー第5報 鈴木 弘• 木内 学

一成形過程における歪成分・応力成分の挙勁（研 新谷 翌• 三浦史明

究速報）

17全国結尺粒界における原子而対応（研究逮報） 石田洋一

19ロールフォーミング1こ閃する実険的研究第 14報一 鈴木 弘• 木内 学

V形断而を有する製吊の形状に閃する検討ー（研 中烏 聰•高田研二

究速報）

23貰買空中における二硫化モリプデンの摩擦の研究一 松永正久・歴本健一

第 10報拡散係数および結論ー（研究速報）

25吊り悶根構速における曲而形状解折理胃合（研究速報） 真柄栄毅• 川股噴也

30 2円柱および正方形柱に作用する流体力の特性（研 小林敏雄• 佐賀徹雄

究速報）

33芭高真空系をもつ筒易形反射電子線同折装置（研究 本間禎ー・米岡俊明

速報） 一色貞文

35研究室恕介 田村研究室

25巻2号 37 都市における災害•公害の防除に関する研究，小特 川井忠彦

(48年2月） 集（その 2)の発刊に当って（特集）

都市における 39都市構造物の耐震強度の調査研究慨要（特集 2) 久保疫三郎• 岡田 恒男

災害•公害の 41埋設管の地震時挙勁（特集 2・1) 久保度三郎

防除に関する 47 繰返し戟荷をうける鋼構造の部材（特集 2• 2) 田中 尚•高梨晃一

研究小特集 2 宇田川邦明

53鉄筋コンクリート部材の復元力特性（特集 2・3) 岡田恒男• 関松太郎

伊藤秀夫

58都市交適公害対策の調査研究の概要（特集3) 高羽禎雄

61交通流シミュレーション・システム TRN* SIM 浜田 喬•谷口忠勝

II (特集 3• 1) 麻田一彦・兼子 隆

65模型実験による道路騒音の伝播の検討（特集 3・1) 石井聖光・山口道征

68交適信号制御手法に関する実験的研究（特集 3・2) 越 正毅

73都市廃棄物対策の開発研究概要（特集 4) 武藤義ー・妹尾 学

76 廃棄物処理実態調査報告（特集 4• 1) 中村亦夫

80光崩壊性プラスチック（特集 4・2) 本多健一・妹尾 学

白石振作・中村賢市郎

85 プラスチックの熱分解による油の回収（特集 4• 3) 鈴木基之

89軸対称柱体の上下揺について（研究速報） 前田久明

92立方晶金属における粒界転位バーガスヘクトルの一 石田洋一

般式（研究速報）

143 



95研究室招介

25巻 3号 97人動車の特性に関する研究（研究解説）

(48年3月）

110 On a Mathod to Obtain Damping Ratios by the 

Power Spectrum of Impulse Response (研究

速報）

113有限要素法による電解反応の解折第 3報（研究速報）

118一方向芸固されたアルミニウムー洞合金薄板の結贔

方法について一（研究遠報）

122短正懐の支点配殴が短正材の最終曲平におよぼす形

（研究速報）

124 Expansion Pressures of Expansive Cements 

and Related Infuencing Factors (研究速報）

130耐震バンパーに閃する研完（第 1報）自由披励試験

および思扱実験ー（研究追報）

136 Al-1% Mg 合金巧四クリープ組緻における転位の

性格（研究速穀）

139 Al-4.4% Mg合金における位界t斤出の位界信遠依

存性（研完速報）

研完室忽介

C. 生研リーフレット

No. 

111 
112 

題目

過流検査用デーク収集解折装四

両像情報処理用筒易入力装置

D. 著書および学術雑誌などに発表したもの

ー表国は原文表図

河村研究室

平尾 収

Kimiyuki MITSUI・
Hisayoshi SA TO 

川井忠彦• 藤谷義信

本多健一•木原哲昭

浜辺正

片岡邦郎・一色貞文

高 正植• 山沢宮雄

平林美子

荒木誌一郎・山本直道

Kazusuke KOBAYASHI・
Yoshifumi SAKAMOTO・
Toshiji ITOH 

川股成也•米田

半田裕彦

森蔚文雄•石田洋一
加藤正夫

祠 勝利• 石田洋一

加藤正夫

小倉研完室

研究者名

尾上守夫•高木幹雄
尾上守夫• 高木幹雄

ー各項目末尾の数字，文字は，限に唸（太字），号，ページ，発行所名，年，

月（西暦）を示す．磨のないものは，文字でその呼称を示す．
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第 1 部

教 授 一色 貞文 (Sadabumi ISSIKI) 

Modified Technique for X-ray Topography of Large Metal Crystals (Coauthors: 

Ko Joung Sik, Kunio Kataoka): Abstruct 9th Intern. Cong. Crystallography, 246, 

1972. 

一方向凝固ア）レミニウムー銅合金の柱状晶と晶出Q相について一（片岡邦郎・高正植・

平林美子と共著）：昭和 47年度金属学会秋季大会講演概要， 345, 1972. 

教 念
冬

l

C

-
大井光四郎 (KoshiroOI) 

Two Types of Low Profile Load Cells: VDI Berichite Nr. 176, 93-97, 1972. 

背たけの低い荷重計について（小倉• 平野・鈴木と共著）：生産研究， 25, 1, 2-6, 

1973, 1. 

教 授 鳥飼 安生 (Y asuo TORIKAI) 

フーリェ変換法による超音波音場の計邸：電子通信学会超音波研究会資料， us72-9, 

1972. 7. 

超音設音場の計邸：日本音密学会講演論文集， 243-244, 1972. 10. 

圧延焼結金屈板の音膀複屈折（李孝雄・多田幸紀と共著）：日本音唇学会講演論文集，

251-252, 1972. 10. 

環状音源による音場：電子通信学会超音波研究会資料， us72-37, 1973. 2. 

教 授 山田 嘉昭 (Yoshiaki YAMADA) 

塑性・粘弾性：コンビュータによる構造工学講座， II-2-A, 培風館. 1972. 5. 

マトリックス法の応用（編）：東大出版会， 1972.6. 

金屈塑性学（木原諄二と共著）：丸善， 1973. 2. 

Incremental Solution of Atisymmetric Plate and Shell Finite Deformation (coau-

thor: Y. Yokouchi): High Speed Computing of Elastic Structures (Tome II) 

Proceedings of IUTAM, Univ. of Liege, 663-682, 1971. 

Incremental Formulation for Problems with Geometric and Material Nonlineari-

ties: Advances in Computational Methods in Structural Mechanics and Design, 

Univ. of Alabama Press, 325-355, 1972. 8. 

Finite Difference Solutions for Large Deformations of Cylindrical Shells-A Com-

parison with Finite Element Solutions (coauthors: Y. Yokouchi, S. San・ 

bongi): Advances in Computational Methods in Structural Mechanics and De・ 
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sign, Univ. of Alabama Press, 107-125, 1972, 8. 

Elastic-Plastic Analysis of Saint-Venant Torsion Problem by a Hybrid Stress 

Model (coauthors: S. Nakagiri, K. Takatsuka): International Journal for 

Numerical Methods in Engineering, 5, 2, 193-207, 1972. 

Finite Element Analysis of Thermo-Viscoelastic Problems (coauthor: K. Iwata): 

生産研究， 24, 4, 165-170, 1972. 4. 

はりの大変形問題の数値解一塁分法と有限要素法の比絞（岩田誹司と共著）：第 23回塑

性加工連合講演会，謁演論文集， 475-478, 1972. 11. 

横振動法による枯弾性モデル定数の評価（高皿秀行と共著）：第 23回塑性加工連合謁演

会，謁演高文集， pp. 471-474, 1972. 11. 

了『限要素法！こよる円i丘j最大変形問四の解折（横内康人と共著）：第 23回塑性加工連合講

演会，謁演論文集， pp. 479-482, 1972. 11. 

モアレ法のデータ処理に関する試み（横内康人・輪竹千三郎と共著）：塑性加工在季講

演会，講演論文集， 233-236, 1972. 5. 

組介せ府爪を受けるはりの弾塑性解折（高塚公郎と ：塑比加工在季講演会，講演

論文集， 273-276, 1972. 5. 

材料および幾何学的非線形間題の数値解祈：日本航空宇宙学会，有限要素法と実険力学

の分担領域について，講蕊資料， 33-54, 1973. 1. 

弾塑性解折のプログラミング（横内康人と共著）：初心者のための有限要素法講習会テ

キスト（第1I部 プログラミングと応用コース），日本材料学会， 1-10, 1973. 2. 

敦戸北川英夫 (HideoKITAGAWA) 

：日本機械学会誌， 75-642, 1068-1080, 1972, 7. 

疫れき裂の成長速度に関する実険的法則とその関連理論，材料， 21-227, 710-719, 

1972. 8. 

材質と瞬燒幼呆（闊島弘教• 上田実彦・田中炎司と共著），日本機械学会第 276回座談

会（腐食疲れ）資料， 3-27, 1972. 7. 

疫れき裂の成長と環樟幼呆（永井欣ー・詞井贔[i治郎・山内英'fiJと共著），日本機械学会

第 276回座談会（腐食夜れ）資料， 57-72, 1972. 7. 

フラクチャ・メカニクス（殷壊）J学）の体系とその現段陪 (1)'j炭械の研究， 24, 11, 

1427-1434, 1972. 11. 

同上 (2)'機械の研究， 24, 12, 1561-1566, 1972. 12. 

同上 (3)'機械の研完， 25, 1, 15-18, 1973. 1. 

疲れき変成三の下限界応力拡大係政とき裂材の疲れ限度について（四谷弘信• 松本年男

と共著）日

金属材料におけ

関西支部48

73-75, 1973, 3. 

（松本年男と共著）日本懐械学会
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分布き裂の疲れ特性（第 1 報）（対称配置き裂），（石田誠・大平寿昭•黒田道生と共

著），日本機械学会関西支部48期請演論文集， 79-28, 1973. 3. 

分布き裂の疲れ特性（第 2 報）（逆対称配置き裂）（石田誠•大平寿昭・桝田逹是と共

，日本機械学会関西支部48期請演論文集， 83-86, 1973. 3. 

X-Ray Investigation of Fatigue Crack Growth—-On Critical Strain for Fracture 

at the Crack Tip―-(coauthor: Toshio Matsumoto), Mechanical Behavior of 

Materials, II, 59-66, Soc. Mat. Sci., 1972. 

Estimation of Threshold Stress Intensity Factors of Fatigue-Crack Growth (Coaut-

hor: Toshio Matsumoto), Mechanical Behavior of Materials, II, 218,-,224, Soc. 

Mat. Sci., 1972. 

Estimation of Effective Stress Intensity Factor for Fatigue Crack Growth Con-

sidering the Mean Stress, (coauthor: Masaaki Misumi) Mechanical Behavior 

of Materials, II, 225-232, Soc. Mat. Sci., 1972. 

Fatigue Crack Growth in Steels under Random Loading Considering the Thres-

hold Condition, (coauthors: Shuichi Fukuda, Akito Nishiyama), Mechanical 

Behavior of Materials, II, 508-515, Soc. Mat. Sci., 1972. 

教授小瀬輝次 (TerujiOSE) 

多重スリットによる OTF測定（武田光夫と共著）：光学， 1,2, 85-88, 1972. 

教授成瀬文雄 (HumioNARUSE) 

成隠粘性流体中の球の斜め運動：日本物理学会分科会予稿集， 4, 101, 1972, 4. 

成閏流体中の球のおそい連動と特異摂励法：数理解折研究所請究録163,146-159, 1972. 

10. 

成屈回転流体中をすすむ球のおそい運動（西島勝ーと共著）：日本物理学会第 27回年会

予稿集， 4,91, 1972. 10. 

流体力学における MatchedExpansion法：第 22回応用力学連合講演会講演論文抄録

集， 157-162, 1972. 11. 

教授辻 泰 (YutakaTUZI) 

Adsorption of Mixed Gases on a Pyrex Glass Surface at Very Low Pressures 

(csauthors: M. Kobayashi, K. Asao): J. Vac. Sci. Technol. 9, 248-252, 1972. 

1/2. 

露子衝撃により表面に生成される炭素の観察（三浦忠男と共著）：生産研究 24, 210-

213, 1972. 5. 

モリブデン (110)面から散乱した低速電子線エネルギ損失の微細構造（三浦忠男と共

： ［じfド/ij「りピ 24, 449-452, 1972. 10. 
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オージニ電子分光：第 12回質鼠分折語図会諮議テキスト， 1972. 11. 

系を乱さない真空測定：第 19回応用物理学関係連合講演会謡演予稿集， 2,72, 1972. 

CC! 

モリプデン (110)面の酸化にともなうオージェ霞子スペクトルの変化（三浦忠男と共

著）：第 33回応用物理学会学術講禎会品演予稿集， 2,33, 1972, 9. 

極低圧における混合気体の物理吸苔（皿）（小林正典，汲尾薫と共著）：第 13回真空に関

47-48, 1972. 10, 

助数 授 根 岸 勝 雄 (KatsuoNEGISHI) 

液面レリーフによる超音彼音均の測定：日 45-46, 1972. 5. 

Formulation of Huygens'Principle for Diffraction Field of Light Scattered by 

Vveak Acoustic Waves (coauthor: M. Yamazaki): Japan. J. Appl. phys. 11, 7, 

976-985, 1972. 7. 

Measurement of Ultrasonic Fields by the Method of Liquid-Surface-Relief: Japan. 

J. Appl. Phys. 11, 8, 1235, 1972. 8. 

リース型ホログラフィックサイドルッキングソーナ（高木茂と共著）：日

演論文集， 81-82, 1972. 10. 

助教授田村重四郎 (Choshiro TAMURA) 

ロックフィルダム校型の振動破壊実検ー貯水のない均合ー（岡本舜三• 加〗は勝行と共

著）：土と悲碇， 20, 7, 1972. 

ロックフィルダムの餃望振勁餃壊実験について（岡本舜三・

土木学会， 1972. 7. 

沈埋トンネルの耐霰性：橋梁と払促， 7, 1, 1973. 

Behavior of Subaqueous Tunnels During Earthquakes (coauthor: Shunzo OKA-

MOTO): Earthquake Engineering and Structural Dynamics, 1, 3, 1973. 

：第 12回

助教 投 小 倉 砦 夫 (IwaoOGURA) 

New Continuous Oscillation at 5708A in He-Te Laser (Coauthers: S. ・watanabe, 

M. Chihara) Japan. J. appl. Phys. 11, 4, 600, 1972. 

The Cross-Modulation Effects in the Kr II Laser (coauthor: 0. Karatstu): Japan. 

J. appl. Phys. 11, 8, 1165-1172, 1972. 

気体レーザーの光学的凋整：応用物直H.41, 7, 615, 1972. 

気体レーザーの寿命：応用物理 41, 7, 616, 1972. 

110° 偏向カラープラウン空；（不連続怖正レンズの開兄）（山崎映ー等と共著）：テレビジ

ョン電子装骰妍完会資料 ~o. 114, 1972. 6. 

気体レーザー共振匹反射：立の仕能 (1), (中村正羞と共著）：第 33
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講演会予稿集， 148, 1972. 10. 

He-Ne単ーモードレーザーによる線揺測定(I)基淀実険， （黒田和男等と共著）：第 33

回応用物理学会学術溝演予稿集， 176, 1972. 10. 

Magnetic Field Dipによる Life-Timeの測定（渡辺俊太郎・千原正男と共著）：第 20

回応用物理学関係連合講演会予稿集， 30aE5, 1973. 3. 

単ーモードガスレーザーの漸近的振舞について（黒田印男と共著）：第 20回応用物理学

関係辿合講演会予稿集， 30aE 11, 1973. 3. 

cwィオンレーザーの競合効呆 (¥11)(扉津修と共著）：第20回応用物理学閲係連合謡演

会予稿集， 30aE 4, 1973. 3. 

1眼レフ EEの問四点を探る：科学朝日 1, 131, 1973. 

気体レーザー装四：レーザーハンドブック，朝食凸店， 185-199, 1973, 1. 

助教授本間禎ー (TeiichiHOMMA) 

Off Angle Effect Upon the Oxide Nucleation on the (001) Face of Copper (coau-

thor T. Yoneoka): Jap. J. of Appl. Phys., 11, 1231, 1972. 

Nucleation and Growth Behavior of Cuprou Oxide on Near the (100) Face of 

Copper (coauthor T. Yoneoka): Collected Abstract of IX th International Con-

gress of Crystallography, S 147, 1972. 

凝固微細組絨をもつ銅単結晶の酸化挙励（フィルム成長段階）（片岡邦郎・米岡俊明・

一色貞文と共著）：日本金属学会第 70回大会請演概要， 98, 1972. 

銅単結晶上における CU20 結晶のエピタキシー的成長（米岡俊明• 松永茂樹と共著）：

第4回結晶成長国内会議謡演予謁集， 25, 1972. 

炭酸ガスによる軟鋼の酸化（一色貞文と共著）：生産研究， 24,513-520, 1972. 

超高真空系をもつ箇易形反射這子線回折装殴（米岡俊明・一色貞文と共著）：生産研究，

25, 33-34, 1973. 

助教投岡田恒男 (TsuneoOKADA) 

合成梁に関する実険的研究（李利衡と共著）：日 1021-

1022, 1973. 10. 

多数回繰返し応力を受ける鉄筋コンクリート部材の裏元力 LII,ill(関松太郎・伊藤秀

夫と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1045-1050, 1972. 10. 

鉄筋コンクリート部材の復元力特性（関松太郎・伊藤秀夫と共著）：生産研究， 25,2, 

53,..,57, 1973. 2. 

助教授中桐 滋 (ShigeruNAKAGIRI) 

マトリックス法の応用，山田嘉昭編第 5章：東大出版会， 181-206, 1972. 6. 

モアレ縞による波動伝播の観察：昭和 47年度塑性加工春季講演会講演論文集， 241-
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244, 1972. 5. 

Elastic-Plastic Analysis of Saint-Venant Torsion Problem by a Hybrid Stress 

Model (Coauthors: Y. Yamada, K. Takatsuka): Int. J. 1 num. Methods in Engng., 

5, 2, 193-207, 1972. 12. 

助敦 投 菊 田 f星志 (Seishi KIKUT A) 

X-Ray Holography of Lensless Fourier-Transform Type (coauthors: S. Aoki, S. 

Kosaki, K. Kohra): Optics Communications 5, 86, 1972. 

X線ホログラフィ：応用物理， 41, 1035, 1972. 

SOR況を用いた軟X線ホログラフィ （青木貞雄・市原裕と共著）：日本物理学会 1972

年年会講演予稿集， 2,213, 1972. 10. 

超強力X線源としてのストーレッジ・リング：趙i薗出力のX線発生装骰に関する研究会

（第 2回）論文梨， 71, 1972. 12. 

X線ホログラフィ：物性研究所短期研究会「X線・霞子線映像法とその物質構造研究へ

の応用」予稿集， 23, 1972. 12. 

X-Ray Hologram Obtained by Using the Synchrotron Radiation (coauthors: S. 

Aoki, H. Ichihara): Japan. J. appl. Phys. 11, 1857, 1972. 

講師横内康人 (YasutoYOKOUCHI) 

Incremental Solution of Axisymmetric Plate and Shell Finite Deformation (coau-

thor: Y. Yamada): High Speed Computing of Elastic Structures (Tome II), 

Proceedings of IUTAM, Univ. of Liege、663-682,1971. 

モアレ法のデータ処理に関する試み（山田嘉昭• 輪竹千三郎と共著）：塑性カI]エ在季謡

演会，溝狐論文集， 233-236, 1972. 5. 

Finite Difference Solutions for Large Deformations of Cylindrical Shells-A Com-

parison with Finite Element Solutions一 (coauthors:Y. Yamada, S. Sanbongi): 

Advances in Computational Methods in Structural Mechanics and Design, Univ. 

of Alabama Press, 107-125, 1972. 8. 

有限要素法による円筒殻軸対称大変形問題の解折（山田ぷ昭と共著）：第 23回塑性加工

連合講演会，講演論文集， 479-482, 1972. 11. 

弾塑性解折のプログラミング（山田嘉昭と共著）：初心者のための有限要素法講習会テ

キスト（第1I部 プログラミングと応用コース），日本材料学会， 1-10, 1973. 2. 

助手加藤勝行 (KatsuyukiK A  TO) 

ロックフィルダム模型の振勁破壊実険ー貯水のない場合ー（田村重四郎・岡本舜三と共

：土と腿嚢， 20,7, 1972. 
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助 手 森地 重暉 (Shigeaki MORICHI) 

ゼラチンゲルを用いた動的光弾性実験法一土構造物における波動現象の解析ー（加藤勝

行と共著）：第 12回地震工学研究発表会詞演概要，土木学会， 1972.7. 

助 手 金子 幸臣 (Satiomi KANEKO) 

多角形領域の Stokes問題の数値解法：日本物理学会分科会講演予稿集， 4, 195, 1972. 

4. 

Pri Nombra Solvado de la Navier-Stokes'a Ekvacio (高見穎郎と共著）：数理解祈

研究所講究録， 164, 159-173, 1972. 10. 

助 手 久保田敏弘 (Toshihiro KUEOT A) 

ホログラム収差の千渉図形：光学， 1,6, 307-318, 1972. 

助 手 関 松太郎 (Matsutaro SEKI) 

多数回繰返し応力を受ける鉄筋コンクリート部材の復元力（定常変位と地震応答変位に

よる梁の多数回繰返し実験）（岡田恒男と共著）：日本建築学会大会学術訴演梗概集，

1049-1050, 1972. 10. 

技 官 伊藤 秀夫 (Hideo ITO) 

多数回繰近し応力を受ける鉄筋コンクリート部材の復元力（小型柱シリーズ）（岡田恒男

と共著）： E本建築学会大会学術講演梗概集， 1047-1048, 1972. 10. 

第 2部

教 此2
J./.. 鈴木 弘 (Hiromu SUZUKI) 

合せ板圧延の初等理論による一考察（密度変化を伴なう材料の場合） （荒木甚一郎・古

堅宗勝・程場誠と共著）：昭和 47年度塑性加工春季講演会講演論文集， 317, 1972. 

5. 

広幅断面のロー）レ成形に関する実験的研究 (IV成形条件が製品形状に与える影菩一台形

と直線の複合断面の場合）（木内学•新谷賢と共著）：昭和 47 年度塑比加工谷季講演

会論文集， 325, 1972. 5. 

冷間圧延における幅方向張力分布について（浜田圭ーと共著）：昭和 47年度塑性加工春

季請演会論文集， 309, 1972. 5. 
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テンションリールの力学特性の考察（阿高松男• 荒木甚一郎・杉山泣雄と共著）：昭和

47年度塑性加工春季罰演会論文集， 305, 1972. 5. 

制御系を有するタンデム

昭和 47

密度変化を伴なう金屈の塑性法則

論文集， 281, 1972. 5. 

（小西正的と共著）：

広幅断面のロー）レ成形に関する実験的研究ー第 3穀 成形条件が製品形状に与える影詈

-(木内学・新谷賢と共著）：生産研究， 24,6, 237, 1972. 6. 

広幅断面のロー）レ成形に関する実験的研究（第 4報成形条件が製品形状に与える影

苦）（木内学・新谷賢と共著）：生庄研究， 24,6, 243, 1972. 6. 

合せ板圧延の初等理論による一考察ー密度変化を伴なう材料の応力解折—

古堅宗膀・ ：生産研究， 24, 9, 401, 1972. 9. 

Experimental Investigation on Cold-Roll-Forming Process-Effects of Forming 

Factors and Process Variables on Product Shape, Forming Loads and Torques 

in Forming Process For Fundamental Cross-Sectional Profiles一(coauthors:Ma-

nabu KIUCHI, Satosi NAKAJIMA) : 生研穀岩， 22, 2, 1972. 9. 

コールドタンデムミルの最適制御系を検討する直接的な方法（小西正身弓と共著）：塑性

と加工， 13, 140, 689, 1972. 9. 

固液共存状態における金屈の変形抵抗（木内学・ ：第 23回塑性加工

435, 1972. 11. 

テンションリールの力学的特性の考察ー第 1観 屈内にスリップのない楊合ー（阿高松

男・荒木甚一郎・杉山澄雄と共著）：生産研究， 24, 10, 437, 1972. 10. 

テンションリー）レの力学特性の考察ー第 2報 コイル内にスリップのある場合ー（阿高

松男と共著）：第 23回塑性加工連合請演会論文集， 348,543, 1972. 11 

枠の 2方向矯正における変形槻構に関する一考察（荒木拭一郎・山本直道と共著）：第

23回塑性加工辿合請演会論文集， 353,563, 1972. 11. 

タンデム圧延の総合特性の解析ー第 6報圧延板尉性に対する考察ー（阿高松男と共著）：

塑性と加工， 13, 143, 960, 1972. 12. 

・ 教投平尾 収 (OsamuHIRAO) 

交通システム論考．搬械学会誌 75-640日本板械学会， 1972. 5. 

VFSSの搬能と性能，（松原秀男他と共著）：自

秋季， (1972. 10) 自動車技術会

旧丁打147碕ら

とステップ横力特性ーハンドル系の徽分項の彩四ー（安部正人他

73-1-24. 

人動車の特他に関する研究，生崖研究， 25, 3, 1973. 1. 
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教 授亘理 厚 (AtsushiWAT  ARI) 

過渡応答による勁特性試験法（岩元貞雄，酉山正一，竹間勇と共著）：自勁車技術会総

会講演論文集， 1972. 5. 

Reduction of Interior Car Noise by Control of Cavity Resonance (coauthors: T. 

Shuku, A. Yoshida, M. Nagai): Proceedings of 14th Congress of FISIT A, No. 

1/9, 1972. 6. 

Development of Aseismic Design of Piping, Vessels and Equipment in Nuclear 

Facilities (coauthors: H. Shibata, H. Sato, T. Shigeta, N. Shimizu, K. Suzuki): 

Nuclear Engineering and Design, 20, 2, 1972. 7. 

定常円旋回からの加減辿に対するロー）レの影唇（岩元貞雄，西山正ーと共著）：自励車

技術会論文集， 4, 1972. 7. 

感度解折（自動車の運動力学への応用）（岩元貞雄，井上茂と共著）：自動車技術会秋期

大会謡演論文集， 1972. 10. 

教役水町長生 (NagaoMIZUMACHI) 

部分送入ラジアルタービンの研究（第 1報 実険的研究）（山口認昌・遠藤敏彦と共著）：

日 No. 720-15, 1972. 8. 

教授松永正久 (MasahisaMATSUNAGA) 

プラスチックスにめっきした表面の疫れ分布き哭に関する実険的研究（萩生田善明と共

著）：日本機械学会講演論文集， No.720ー1, 125-128, 1972. 4. 

Fatigue Damage on Electroplated ABS Plastics (coauthor: Y. Hagiuda): Preprint 

of 8th "INTERFINISH" B. 26, 1972. 9. 

加工変買屈分科会報告（萩生田笠明ほか所外 11名と共著）：梢密機械， 38, 9, 759,.., 

769, 1972. 9. 

電解銅単結品の疲れ挙動に関する研究（萩生田善明と共著）：金属表面技術協会第 46回

学術講演会前刷， A-5, 1972. 11. 

バフ研磨機への NC装四の応用（所外 2名と共著）：金属表面技術協会第 46回学術溝

演会前鳳 A-28, 1972. 11. 

Frictional Behaviour of Molybdenum disulphide in High Vacuum (coauthors: K. 

Hoshimoto, Y. Uchiyama): Wear 4, 2, 185-192, 1972. 

高真空中における二硫化モリプデンの磨擦の研究（第 8報，停止効果の理論的考察；第

9報，摩擦再開後の摩擦係数の推移；第 10報，拡散係数及び結論）（星本健ーと共著）：

生産研究， 24, 11, 481-484, 1972. 11; 24. 12, 531-532, 1972. 12; 25, 1, 23-

24, 1973. 1. 
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教 授大島康次郎 (YasujiroOSHIMA) 

水噴流の側壁付舒現象（木下修と共著）：叶潤自動闊御学会論文集， 8,1, 24-30, 1972. 

2. 

バナッハ空間における条件付最適間仰間図（小林幹夫と共著）：計測目

集， 8,2, 204-210, 1972. 4. 

A Micro Pattern Positioning System Utilizing Laser Holography (coauthor: B. S. 

Chang): Preprint of IFAC 5th Congress Part la 11. 1, 1-7, 1972. 6. 

水明流の側璧付荘現象ー第 2報 制御流のある場合ー（木下修

動制御学会学術講演会予稿集， 233-240, 1972. 8. 

：第 11回計測自

Effects of Vent on Switching of Wall Attachment Fluidic Amplifier (coauthor: 

Y. Matsumoto): Proc. of the 2nd International JSME Symposium, Fluid Ma-

chinery and Fluidics, 181-190, 1972. 9. 

バナッハ空間における条件付最適制御問図の近似解法ー内点法による考察（小林幹夫と

共著）：計測自動制御学会論文集， 8. 5. 584-590, 1972. 10. 

バナッハ空間における条件付最適制御問題ー内点法による考察（小林幹夫と共著）：計

測自動制御学会論文集， 8. 6. 629-634, 1972. 12. 

教投石原智男 (Tomo-oISHIHARA) 

圧力制御弁の動特性に関する研究ー第 3報ー（田中裕久ほか 2名と共著）：日本機械学会

第49期通常総会請演論文集， 720-4, 123-126, 1972. 4. 

平面推力すべり軸受の流体潤滑ー第 1報 理論解折ー（上原一男と共著）：日本機械学

会第49期通常総会講演論文集， 720-6, 111-114, 1972. 4. 

油圧油のキャビテーションに関する一実駿（森恒と共著）：日本油空圧協会第 3期遥常

総会講演論文集， 39-42, 1972. 5. 

平面推力すべり軸受の流体潤滑ー第 2報 同心円輪軸受けに関する数値解折と実験，お

よび第 3報 加圧給油口をもつ軸受に関する数値解祈と実験ー（上原一男• 赤坂利幸

と共著）：日本機械学会第50期全国大会講演論文集， 720-16, 185-215, 1972. 8. 

Characteristics of Hydraulic Wall Attachment Amplifier (coauthor: K. Kitoh): 

Proc. The 2nd International JSME Symposium, 3, 101-109, 1972. 9. 

教授高橋幸伯 (YukinoriTAKAHASHI) 

大型鉱石運搬船の船体各部応力に関する実船試険（長沢準ほかと共著）：造船研究協会，

研究資料， 152, 1972. 4. 

大型鉱石運搬船の船首部波浪荷直および鉱石圧に関する実船試験（安脳文隆ほかと共

著）：造船研究協会，研究資料， 156, 1972. 4. 

同上； 170, 1973. 3. 
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（佐伯庄吾ほかと共著）：舶用機器開発協会， 1972.4. 

実船搭戟用波浪計に関する研究（田宮真ほかと共著）：造船研究協会，研究資料， 164,

1972. 4. 

同上； 177, 1973. 3. 

教授柴 田 碧 (HekiSHIBATA) 

Response Analysis of a Piping System in Three Story Building on Shaking Table 

(coauthors: M. Yamamuro, others): Bull of ERS, No. 5, 1, 1971. 12. 

オンライン忙報処理システム 振励学的データ処理と図形情報処理――-(出澤正徳と

：共同研究・オンライン・データ処理に茄づく最適設計処理システムの開発に

関する研究報告会ー17, 1972. 3. 

大虞火災時における危険物馳設配管の耐口注！こ閃する研究（久保罠三郎と共著）： 1972. 

3. 38 pp. 

Response Analysis of Piping Systems to Multi-Inputs, (Co-author: N. Shimizu): 

Bull, of JS入1E,15, 81, 307, 1972. 3. 

る実大スケール実険，（重田逹也• 山室絨ほか 3名と共

著）：扱械学会請演論文集， No.720-3, 49, 1972. 4. 

配管振動， l幾械学会関西支部諭習会資料， No.51, 19, 1972. 5. 

配管系の自動設計システムに関する研究（笠間宏と共著）： 38, 310, 

1256, 1972. 6. 

Development of Aseismic Design of Piping, Vessels and Equipment in Nuclear 

Facilities, (coauthors: A. vVatari, others): Nuclear Eng'g, and Design, 20, 2, 393, 

1972. 7. 

Philosophy and Practice of the Aseismic Design of Nuclear Power Plantsー Sum-

mary of the Guidelines in Japan,(coauthors: T. Hisada others,) : Nucleur Eng,g. 

and Design 20, 2, 339, 1972. 7. 

化学プラント校型の自然地震応答観測概報（重田逹也ほか 3名と共著）：

論文集， No.720ー11, 137, 1972. 8. 

化学プラントモデルによる地震応答観測一応答倍率，長周期波，捩り波（霊田達也ほか

3名と共著）：災害科学シンボジウム報告（仙台）， 287, 1972. 10. 

教授川井忠彦 (TadahikoK A  WAI) 

有限要素法による薄肉梁の shear-lag解折（匹谷義信と共著）：日本鋼構造協会解祈小

委員会資料， 1972.3. 

The Application of Finite Element Methods to Ship Structures: to be Published 

on the Journal of Computers and Structures. 

薄肉梁振動理論：第 575回エ怪連講座，マトリックス法による構造物の振動および応答
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辞祈， 2-1-2—72, 1972. 6. 

有隕要素法一応力解祈への応用ー（ホランド・ベル絹，

1972. 7. 

梁の工学的理論に閃するニ・三の考察：第 14回構造強度に関す

170, 1972. 7. 

せん断中心に関するニ・三の考泰（『長谷義信と共著）：第 14

贔贋立〖且ミ， 163-166, 1972. 7. 

167-

7吾：！恥ヤム
,;) Pi'}偲ュ

Some Program Development of Matrix Structural Analysis in Japan: Advanced in 

Compunational Methods in Structural Mechanics and Design edited by J. T. 

Oden, R. W. Clough and Y. Yamamoto, UAH Press, the University of Alabama 

in Huntsville, Huntsville, Alabama. 1972. 

Finite Element Analysis of A vVing Structure (coauthor: Y. Tada): Advanced in 

Computational Methods in Structural Mechanics and Design edited by J. T. 

Oden, R. W. Clough and Y. Yamamoto, UAH Press, the University of Alabama 

in Huntsville, Huntsville, Alabama. 1972. 

と梁理論への応用（応谷義儒と共著）：日

会資料， 1972. 9. 

有限要素法による電解反応の解肝ー第 1報 1次元イオン拡散問題，第 2報 2次元イ

オン拡散問図ー（藤谷蕊信，椎名章二，本多健一，木原哲昭，渡辺正と共著）：生産研

究， 30-34, 24, 6. 1972, 44-47, 24, 9. 1972. 

有限要素法による構造物の安定解祈：第 22

-26, 1972. 12. 

教授（併）田宮 真 (ShinTAMIYA) 

部分キャビテーション翼の特性（宮田秀明・加藤洋治と共著）：日

132, 99-106, 1972. 12. 

15 

捩勁翼の圧力特性とキャビテーション（宮田秀明•加藤洋治と共著）：日本造船学会論

文集， 132, 107-116, 1972. 12. 

高速航走時の横揺特性（小村隆士と共著）：日本造船学会論文集， 132, 159-168, 1972. 

12. 

成罰流のつりあいに関する一問題（加藤洋治・渡辺禰幸と共著）：第 22回応用力学連合

講演会講演論文抄録集， E37, 1972. 11. 

教授（併）森 政弘 (MasahiroMORI) 

泣を主としたメカノケミカル物質の力学的挙動に関する基礎研究ー第 3報，膨潤する粒

の充てん様式と泣集合体の伸び一（多々良陽ーと共著）：日本板械学会論文集， 38,

308, 734,...,,742, 1972. 
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多素子人工触覚の受容素子間隔の決定法（木下源一郎と共著）：計測自動制御学会論文

卦ふ 8, 5, 545-551, 1972. 

助 教授佐藤壽芳 (HisayoshiSA TO) 

非定常性を考屈した地虞応答解折の一手法（鈴木浩平• 宮川清と共著）：日本機械学会

講演論文集， 720-3, 41-44, 1972. 4. 

高速フーリエ変換による帯域炉波とその応用について，（坪孝• 市村三則• 竹中規雄と

：日本機械学会講演論文集， 720ー3,65-68, 1972. 4. 

構築物・檄器系の地震応答ー構築物系が弾塑性系の場合， 日

720-11, 117-120, 1972. 8. 

A Study on Response Analysis of Machine Structure System Subjected to Two 

Seismic Motions -Part 1, Analysis for Building-Machine System一(coauthor:

K Suzuki), Bull. JSME, 15, 87, 1074-1083, 1972. 9. 

The Response Spectrum Analysis of Building and Building-Appendage Structure 

System to an Artificial Earthquake with Two Ground Predominant Periods, 

Bull. ERS, No. 5, 1972. 12. 

構造動力学の確率論的方法 (Y.K LIN著，森大吉郎外と共訳）：培風館 1972. 3. 

Development of Aseismic Design of Piping, Vessels and Equipment in Nuclear 

Facilities (coauthors: H. Shibata and others): Nuc. Eng. Des., 20ー2,393-428, 

1972. 7. 

助教授棚沢一郎 (IchiroT ANASA WA) 

滴状凝縮過程における液滴径分布に関する考察（落合淳ーと共著）：日本伝熱シンボジ

ウム購演論文集， 9, 1972. 5. 

生物体における熱的物性値の測定（勝田直と共著）：日本機械学会講演論文集， 720ー13,

1972. 8. 

各種放熱フィンの彿腑伝熱への応用に関する研究（橘藤雄と共著）：日本機械学会論文

gミ， 38,313, 2311-2319, 1972. 9. 

滴状凝縮過程の実験的研究（落合淳ーと共著）：日本様械学会論文集， 38,316, 3193-

3206, 1972. 12. 

滴状凝縮過程における液滴の合体成長について（橘藤雄，落合淳ーと共著）：日本機械

学会論文集， 39, 317, 278-286, 1973. 1. 

助教 授 大 野 進 一 (Shin'ichiOHNO) 

旋盤の固有振動解析（高橋伸晃と共著）：搬械学会講演論文集 No. 720ー11, 145-

148, 1972. 8 . 

工作機械構造の振動特性の計罫方法，機械学会第 277回座談会資料 17-20, 1972. 
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11. 

助教授木内 学 (ManabuKIUCHI) 

ロー）レフォーミングに関する実験的研究（第 10報）ーV形・台形断面タンデム成形の変

形径路の分類ー（鈴木弘• 中島聰•市田山正昭と共著）：塑性と加工， 13, 138, 508, 

1972. 

ロー）レフォーミング加工における素材の変形挙動：伸銅技術研究会誌， 11, 1, 196, 

1972. 

広幅断面のロー）レ成形に関する実験的研究（第 4報）一成形条件が製品形状に与える影

菩ー（鈴木弘•新谷買と共著）：昭和 47 年度塑性加工春期諭演会講演論文集， 325,

1972. 

広屈断百のロー）レ成形に関する実駿的研究（第 5報）一成形過程における歪成分・応力

成分の挙動ー（鈴木弘•新谷賢・三浦史明と共著）：第 23 回塑性加工連合講演会講演

論文集， 459, 1972. 

局部加熱曲げ加工に関する研究一温度効果に関する検討ー：第 23回塑生加工連合講演

会講演論文集， 463, 1972. 

固液共存状態における金属の変形抵抗（鈴木弘• 福岡新五郎 ：第 23回塑性加工

連合闊演会請演論文集， 435, 1972. 

助教投前田久明 (HisaakiMAEDA) 

双胴船に作用する流体力について（竹沢誠ニ・白木京・江口純弘と共著）：日本造船学

会論文集， 131, 1972. 6. 

斜波中の船体に対する波浪強制力について（小保方準• 藤野正隆と共著）：日本造船学

会論文集， 132, 1972. 12. 

助 教狡中川威雄 (TakeoNAKAGAWA) 

せん所加工における相似則：第 39回塑性加工シンボジウム， 1972. 5. 

ベーナイト帯鋼のプレス加工性 (V.チュプカ・鈴木清と共著）：昭和 47年度塑性加工

春季闊演会請演論文集， 363-370, 1972, 5. 

拘束せん所におけるクランク軸の製造（塩森幸ーと共著）：昭和 47

375-378, 1972. 5. 

回転鍛造による高密度圧粉体の連続成形（天野富男と共著）：昭和 47年度粉体粉末冶金

協会春季大会請演概要集， 40-42, 1972. 5. 

焼結冷間銀造の研究（第 5 報）焼結合金鋼の冷間鍛造性（天野富男・小原邦夫•西野良

ゴ．
ノ‘
1972. 5. 

：昭和 47年度粉体粉末冶金協会春季大会講演概要集， 72-74,

粉末の直接冷鍛（天野富男・長瀬正雄と共著）：昭和 47年度粉体粉末冶金協会春季大会
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講演慨要集， 75-77, 1972. 5. 

プレス加工慨論：プレス技術， 10, 1972. 4-10. 

ベーナイト帯鋼の加工（前田禎三・斉藤博と共著）：プレス技術， 10,6, 24-32, 1972. 

6. 

ベーナイト鑽の梢密打抜き（鈴木清と共著）：プレス技術， 10,6, 44-51, 1972, 6. 

緒密打抜きのベーナイト鋼への適用（鈴木清• V. Cupkaと共著）：生産研完， 24, 8, 

1972, 8. 

On the Forging of Sintered Iron Powder Preforms (coauthars: T. Amano, K. Oba… 

ra, Y. Nishino, Y. Maeda): Proceeding of 13th International M. T. D.R. Con-

Ference, 1972, 9. 

せん断加工におけるモデ）レ実険と相似則：塑性と加工， 13, 141, 783-788, 1972. 10. 

V曲けにおける CounterPressureの効果ー曲げ割れ防止にげJする研究第 1報ー(V.

Cupka• 鈴木消と共著）：第 23回塑性加工連合謡演会講泣直文集， 93-100,1972.11. 

純鉄粉焼結体のV曲げ（天野富男• V. Cupkaと共著）：昭和 47年良扮体扮末冶金協会

秋季大会請演概要集， 79-81, 1972. 11. 

The Production of Tensile Test Specimens by an Economical Blanking Process and 

its Feasibility for Practical Application (coauthors: Y. Furukawa, K. Yoshida): 

Proceedings of the 12th International M. T. D.R. Conference, 161-168, 1972. 

Tool-life Test in Clamp Shearing of Steel Bar and Wire: Proceeding of 12 th 

International M. T. D.R. Conference, 1972. 

拘東せん断におけるクランク軸の製造（塩森幸ーと共著）：塑性と加工， 14, 144, 78-

81, 1973. 1. 

助 教授小林敏雄 (ToshiaKOBAYASHI) 

近接する二正方形柱に作用する流体力（佐賀徹雄と共著）：日本餃械学会鸞贔直文集，

720ー 15,259-262, 1972, 8. 

流れの可視化による非定常現象の測定：日本懐械学会第 367回鸞習会敦材， 117-130,

1972. 9. 

2円柱および 2正方形柱に作用する流体力の特性 と共著）：生蛮研完 25, 1, 

30-32, 1973, 1. 

油圧工学ハンドブック，第 2章 粘性流体の力学（石原智男と共著）：朝倉書店 32-73,

1972. 5. 

機械設計便買（新版）， 第 18章 3, 4, 8, 9節（白倉昌明と共著）， 第19章 10節，

1911-1965, 1984-1996, 2088-2092, 1973, 1. 

助 教授吉識睛夫 (HaruoYOSHIKI) 

非定常流れにおける買の研究：機械学会講演論文集， 720ー15,85-88, 1972. 8. 
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助敦長増沢隆久 (TakahisaMASUZA WA) 

The Role of the Chips in Micro-EDM (coauthors: T. Sata, N. Kinoshita): Bull. 

Japan Soc. of Pree. Engg., 6, 1, 1972. 3. 

放言加工における放雹賢返しの闊臼（第 1殴）一可砂コイ｝レ式霞極送り一：昭臼 47

訪搬学会秋季大会学術畠演会前別， 453-454, 1972, 10. 

師荒木甚一郎 (Jin-ichiroARAKI) 

ナろ材料の変形に閃する一考察：崖性加工呑季嘉演会晶泣冷文集， 1972. 5. 

（鈴木己• 阿万I公男・杉山泣雄と共著）：幻［主加工

よる一方察―臼度文化を伴なう討料の均含ー（鈴木弘• 古堅宗

膀・害昌岐と共苫）：堕性加工召季嘉泣会畠以乃文集， 1972. 5. 

る一考察：生崖研完， 24, 7, 1972. 7. 

茫正ロール位置決定に対すろ焙正理；合の応用一焙正材の変形過程に閃すろー冒

I[-: 塑性と加工， 13, 138, 1972. 7. 

引佼庄廷に巧ける変形殿構について：生喧門完， 24, 8, 1972. 8. 

よる一苔察ー密襄変化を伴なう材‘の応）J解肝ー（鈴木弘・外

焙正における力学的諮特性に関する数筐胃i斤：生崖研冗， 24, 9, 1972. 9. 

テンションリールの力学的特性の考察ー第 1穀 屈閤にスリップのない均合ー（鈴木弘・

阿高訟男・杉山泣雄と共著）：生産研究， 24, 10, 1972. 10. 

丸惰の矯正における寸法変化について：伸銅技術団究会誌， 11, 1, 1972. 11. 

祖の 2 方向鍔正における変形筐構に閃する一苔察（鈴木弘• 山本直道 ：第 23回

352, 1972. 11. 

門正材の変形過百1こ閃する一解祈法ー第 4罰

（山木直道と共著）：第 23

354, 1972. 11. 

（山本直道 ：生産研究， 25,

3, 1973. 3. 

焙正における力学的諸特性に閃する数植解行ー第 3報 焙正材の変形過程に閃する一解

祈法ー：塑性と加工， 14, 146, 1973. 3. 

講師鈴木浩平 (KoheiSUZUKI) 

した地震応答解析の一手法：日

清と共著）， 720ー3,41-44, 1972. 4. 

宮川
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多入力をうける機械構造物の地震応答解析ー第 3報，伝逹関数の推定と模擬地震波によ

る解析ー：日本機械学会講演論文集， 720-11, 129-132, 1972. 8. 

A Study on Response Analysis of Machine Stracture System Subjected to Two-

Seismic Motions—Part 1 Analysis for Building-Machine Systemー： (coauthor H令

Sato) Bull. JSME, 15, 87, 1074-1083, 1972. 9. 

多次元スペクトル解析の地震応答解折への応用について：生産研究， 24,11, 1972, 11, 

493-496 

助手遠藤敏彦 (ToshihikoENDO) 

部分送入ラジアルタービンの研究（水町長生・山口買昌と共著）：搬械学会訊禎ご？文集，

720-15, 1972. 8. 

助手高橋伸晃 (NobuakiTAKAHASHI) 

旋聾の固有振動解析（大野進ーと共著）：機械学会第 50期全国大会謡演会諭文集， 720ー

11, 145-148, 1972. 8. 

助手（特別研究員） 阿高松男 (MatsuoAT AKA) 

テンションリールの力学特性の考察（第 1 報）ースリップのない場合ー（鈴木弘• 荒木甚

一郎・杉山澄雄と共著）：昭和 47年度塑性加工春季購演会論文集， 1972.5. 

タンデム圧廷の総合特性の解析（第 7報）一加速パターンが仕上板の板厚・形状に及ぽ

す影筈についての考察ー：生産研究， 24, 6, 1972. 6. 

熱間タンデム圧延の圧延温度の予測法について：生産研究， 24,6, 1972. 6. 

タンデム圧延の総合特性の解析（第 8報）ー熱間タンデム圧延のシミュレーション一：

生産研究， 24, 7, 1972. 7. 

タンデム圧廷作業の最適化について：生産研究， 24,3, 1972. 8. 

テンションリールの力学特性の考察（第 1報）ー隠間にスリップのない坦合ー（鈴木弘・

荒木甚一郎・杉山澄雄と共著）：生産研究， 24, 10, 1972. 10. 

テンジョンリールの力学特性の考察（第 2報）ーコイル内にスリップのある場合ー（鈴木

弘と共著）：第23回塑性加工連合講演会論文集， 1972. 11. 

タンデム庄延の総合特性の解析（第6報）一圧延機間性に対する考察ー（鈴木弘と共著）：

塑性と加工， 13, 143, 1972. 12. 

タンデム圧延の総合特性の解析（第 7 報）一加速パターンが仕上板の板厚•形状に及ぽ

す影密についての考察ー：塑性と加工， 14, 144, 1973. 1. 
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助手小林幹夫 (MikioKOBAYASHI) 

バナッハ空間における条件付最適制御問題（大島康次郎と共著）：計測自

文集， 8ー2, 204-210, 1972. 4. 

最適制御問四の近似解法と評価関数値の限界（大島康次郎と共著）：第 11回 SICE学

17-24, 1972. 8. 

バナッハ空間における条件付最遥制御問題の近似解法ー内点法による考察ー（大島康次

郎と共著）：計測自動制御学会論文集， 8ー5, 584-590, 1972. 10. 

最短時間制細問題の近似解法に関する一考察（大島康次郎と共著）：第 15回自動聞御連

合講演会前刷， 39ー40, 1972. 11. 

バナッハ空間における条件付最適制御問題ー内点法による考察ー（大晶康次郎と共著）：

計測自勁制御学会論文集， 8-6, 629-634, 1972. 12. 

助手天野富男 (TomioAMANO) 

ロータリースエージングによる粉末成形（中川威雄と共著）：第 23回塑性加工連合詰演

会講演論文集， 37-40, 1972. 11. 

焼結冷鍛における ColdCoiningの効呆（中川威雄と共著）：昭和 47年度粉体粉末冶

69-71, 1972. 5. 

高密度焼結体の成形法（中川威雄と共著）：生産研究， 24,8, 1972. 8. 

粉末成形体の塑性加工による高密度化（中川威雄と共著）：第 40回塑比加工シンボジウ

ム， 1972.8. 

助 手 （特別研究員） 福岡新五郎 (Shingoro FUKUOKA) 

固液共存状態における金属の変形抵抗（鈴木弘• 木内学と共著）：第23回塑比加工述合

435, 1972. 9. 

第 3部

教 授斉藤成文 (ShigebumiSAITO) 

人工衛星の警気モーメント測定法についての一考察（二宮敬虔• 川戸信明と共著）：昭

和47年度電子通信学会全国大会， 301, 1972. 4. 

科学衛星「しんせい」の追跡結果：昭和 47年度電子通信学会全国大会シンボジウム，

1972. 4. 

多次元両像情報システムについて：生産研究， 24,4, 1-2, 1972. 4. 
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宇宙開発の動向：日本電気技報， 103, 8-9. 

科学衛星の経緯および概説（野村民也• 林一雄と共著）：日本電気技報， 103, 10-12. 

たんせい・しんせい（平尾邦雄• 野村民也• 林友直・宮坂宗次• 高橋健一・中島健一・

白子悟朗• 原宏徳・小野英男と共著）：日本電気技報， 103, 17-33. 

レーダ（浜崎裏二• 渡辺勝・鵡宏• 林一雄• 佐藤嘉ーと共著）：日本電気

技報， 103, 188-190. 

変詞位相差測定方式によるレーザ測距装低（武田肛樹と共著）：電子通信学会論文誌，

55, c, 6, 261-266, 1972. 6. 

ショット雑音i旦減系数の解析と測定（応井阻ー・岩本明人と共著）：電子遥信学会論文

［志， 55, 13, 10, 555-562, 1972. 10. 

オプトエレクトロニクスによる計器用変成齢の実用性 (a-2)ーレーザ CT-(藤井四

ー・積山幸翫 ：昭和 47年電気四学会連合大会読演論文集〔3〕265-266, 

1972. 11. 

オプトエレクトロニクスによる計聡用変成堺の実用性 (a-2)ークイクロ波 CT-(大野

翌• 玉述川隆• 中原昭次郎・立川消兵衛• 小畑哲男と共著）：昭和 47年電気四学会連

合大会罰浪論文集〔3〕267-268, 1972. 11. 

波及する宇宙科学技術： Decision 13. 

わが国の科学衛星について：電子遥信学会誌 55, 7, 869-877, 1972. 7. 

日本におけるロケット開発計圃：電気学会雑誌， 92, 12, 17-22, 1972. 12. 

M-3C 型ロケット用搭戟アンテナ系（浜綺哀ニ・市川満・須田幸暉• 谷岡磁隆と共著）：

宇宙• 航行エレクトロニクス研究会資料，資料番号 SANE72-27, 

1-12, 1973. 1. 

Monte Carlo Calculation and Measurement of Shotぷ oiseReduction Factor (coau-

thors: Yoichi Fujii, Akito Iwamoto): IEEE Transaction on Electron Devices, 

ED-19, 11, 1190-1198, 1972, 11. 

Theory of an Ultrasonic Parametric Amplifier (coauthor: Takeshi Ozeki) IEEE 

Transaction on Sonics and Ultrasonics. SU-18, 4, 215-219, 1971. 10. 

Optical Communications in Japan: IEEE Transaction on Communications. COMー

20, 4, August 1972. 725-730. 

科学術星について：東 9-19, 1972. 12. 

教授渡辺勝 (MasaruWATANABE) 

多重計冥機システムの制御プログラム（大島淳ーと共著）：生産研究， 24, 1 , 21-26, 

1972. 1. 

箱測レーダ用オンライン計冥機のソフトウェア（浜崎裏二他 3名と共著）：東京大学宇

宙航空研究所報告， 8,2, 594-640, 1972. 6. 

F ACOM 270,-,30 ジョプスタックシステムについて（柏本昌美と共著）：生産研究?~,
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11, 455-460, 1972. 11. 

教投尾上守夫 (MorioONOE) 

エレクトロ・メカニカ）レ殷能部品：電気学会発行（第 1章. 2. 2, 5. 1, 5. 2, 5. 4 1972 

分i旦執筆．
Graphic Display for Ultrasonic Nondestructive Testing: (coauthors: Takagi• Ma-

sumoto• Hamano) Acoustical Holography 4, 299-315. ed. by G. Wade Plenum 

Press, New York, 1972. 

画像li'J罰処理用箇易入出力装四（高木幹雄・増本武敏•浜野亘男と共著）：生産研究， 24,

4, 127-135, 1972. 4. 

直交成分対より扱闊を求める高速演鰐法：生崖研究， 24,7, 266-267, 1972. 7. 

厚み捩砂圧電恢動子の一般的等価回路：電子通信学会論文誌， 55A, 5, 239-244, 1972. 

5. 

エレクトロ・メカニカル機能部品の最近の氾歩：霞気学会雌誌， 92, 10, 9-17, 1972. 

10. 

アコースティック・エミッション：日本音管学会誌， 28, 3, 146-152, 1972. 3. 

アコースティック・エミッションの計測：非破壊検査， 21, 4, 207-218, 1972. 4. 

超音政1交:')j用グラフィック・ディスプレイシステム：（高木幹雄・山田l専玖・培本武敏・

浜野亘男• 玉井誡ーと共著）：非破壊検査， 22, 1, 4-9, 1973. 1. 

水晶兒炭器の新しい氾度補賃方式（平間宏ーと共著）：エレクトロニクス， 47, 82-103, 

1973. 1. 

セラミック・フィルタ特集号によせて：エレクトロニク・セラミックス， 41, 1, 2-7, 

1973. 1. 

アコースティック・エミッションの調査研究ーAE委員会報告ー：圧力技術， 10,5, 66 

-67, 1972. 7. 

匝像工学の将来：霞設時恨， 27, 5, 16-20, 1972. 5. 

Fast amplitude Approximation Yielding either Exact Mean or Minimum deviation 

for quadrature pains: Proc. IEEE 60, 7, 921-922, 1972. 7. 

高結合圧霞仮の固育自由振勁：電子通信学会超音波研究会資料， us71-45, 1972. 

3. 

超音波探：鯰用グラフィック・ディスプレイシステム（高木幹雄・山田博章• 増本武敏・

浜野亘男・王井誠ーと共著）：電子通信学会超音波研究会資料 us72-7, 1972. 6. 

国深音菩ホログラフィ会議報告：電子通信学会超音波研究会資料， us72-8, 

1972. 6. 

3個の振動子を用いた温度補債水晶発振器（平間宏ーと共著）：電子通信学会超音波研

究会資料 us72-10, 1972. 7. 

S行列による超音波の反射透過の表現：電子通信学会超音波研究会資料 us71-46, 
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1972. 3. 

シリコン・ターゲット蓄積管の画像処理への応用 （浜野亘男・大場一彦と共著）：画像

工学研究会資料， IT72-23, 1972. 10. 

パ）レス周波数変調 (PFM) を用いた衝撃性雑音に強い無線テレメータ（安田靖彦• 山田

文彦と共著）：電子通信学会通信方式研究会資料 cs72-61, 1972. 9. 

ミニコンビュータによる染色体解析の自動化について（行松健一，高木幹雄と共著）：

日本 ME学会画像処理研究会及び電子通信学会画像工学研究会， IT72-39, 1973. 

2. 

Application of Graphic Display to Ultrasonic Testing (coauthors: Takagi, 

Masumoto, Hamano) : Proc. SPIE Seminar on Imaging Techniques for Jesting 

and Inspection, at Los Angels 1972. 2. 

マイクロ波超音波技術の将来：昭和 47年度電気四学会連合大会， 201, 1972, 11. 

超音波探傷データの画像表示（高木幹雄・山田博章•増本武敏• 浜野亘男・天井誠ーと

共著）：昭和 47年度電子通信学会全国大会 S8-5, 1972. 4. 

貼合せ形VHF水晶共振子（高澤幸次と共著）：昭和 47年度遣子通信学会全国大会 246,

1972. 4. 

平行電界励振圧電セラミック振動子（小林洋ー・山岸一郎と共著）：昭和 47年霞子通信

学会全国大会， 247, 1972. 4. 

中間周波メカニカ）レ遅延線に関する一実験（宮川義朗・大津清・近野正と共著）：昭和

47年電子通信学会全国大会， 266, 1972. 4. 

計算機による周波数短期安定度測定装四（高木幹雄・大場一彦と共著）：昭和 47年電子

通信学会全国大会， 1095, 1972. 4. 

3個の水晶振動子を用いた温度補償（平間宏ーと共著）：昭和 47年度電子通信学会全国

大会， 1122, 1972. 4. 

平行電界励振による多重モード圧電セラミック振動子（小林洋ー・山岸一郎と共著）：

音唇学会講演論文集， 1ー1ー5, 1972. 5. 

平行電界励振圧電セラミック振動子の解析（小林洋ー・山岸一郎と共著）：日本音菩学

会講演論文集， 1—1—6, 1972. 5. 

二次元配置エネルギとじこめ型フィルタ：日本音詈学会講演論文集， 1—1—7, 1972. 

5. 

高結合あつみ振動子の二次元，一次元への変換：日本音菩学会講演論文集， 1ー1—8,

1972. 5. 

ミニコンビュータによる染色体の自動分類：（高木幹雄・行松健ーと共著） ME学会大

会， 2ー 1ー 5, 1972. 4. 

白血球分類の自動化（高木幹雄・開原成允•増本武敏と共著）：第 2 回画像工学コンフ

ァレンス， 3—7, 1971. 11. 

多チャンネル AE 標定システム（山口楠雄・市川初男•山田博章•野口跡見と共著）：

165 



非破壊検査， 21,9, 552-553, 1972. 9. 

機械的白色雑音による AE用探触子の校正（山田博章と共著）：非破壊検査， 21, 9, 

554-555, 1972. 9. 

タの無線伝送 • 山田文彦と共著）：非破壊検査， 21,9, 560-

561. 1972. 9. 

原子炉へのアコースティック・エミッション技術の適用 (1) 安全性藍祖，原子力給合

シンボジウム予稿集， 139-142, 1973. 3. 

教授安達芳夫 (YoshioADACHI) 

薄い酸化膜を流れるトンネル霞流の温度特性（勝部昭明と共著）：昭和 47年度這子通信

学会全国大会， 965, 1972. 4. 

薄い酸化膜をもつ MOSダイオードの界面準位（勝部昭明と共著）：第 33回応用物理

学会講演会予稿集， 29G-K-3, 1972. 9. 

低温における MOSFETの低周波雑音特性 (I) (勝部昭iJJ.宮川尚憲• 市川勝男と

：第33回応用物理学会講演会予稿集， 29G-K-8, 1972. 9. 

低温における MOSFETの低周波雑音特比 (II)(宮川尚忍.Ji券部昭切• 市川肪男と共

著）：第 33回応用物理学会講演会予防集， 29G-K-9, 1972. 9. 

MIS トンネルダイオードを用いた半尊体表面状態の研究（勝部昭明•生詢俊明

電気学会トランジスタ研究専門委員会， 47-19, 1972. 12. 

lnterface States of MOS Diodes with Thin Si02 Films (coauthor: T. Katsube): 

Japan. J. Appl. Phys., 13, 2, 320,-..,321, 1973. 2, 

半尊体集積回路：霞子通信ハンドプック増補改訂版，第 10編第 2部門，霞子近信学会，

1973. 3. 

教授浜崎襄二 (JojiHAMASAKI) 

金属クラッド誘電体板光線路の伝送モードの実険的検討（高野忠と共著）：昭和 47年度

電子通信学会全国大会， 936, 1972. 4. 

空間変調法による深さの異なる映像の分謳（永田洋ーと共著）：昭和 47

会全国大会， 1788. 1972. 4. 

写真感光材料の空間雑音スペクトルの測定（鈴木修三と共著）：昭和 47

会全国大会， 948,1972. 4. 

レーダによる“淡青”および“新星”打上げロケットの航跡標定と終段点火時刻の邸定

（水町守志•石谷久と共著）：昭和 47 年度電子通信学会全国大会， 1972. 4. 

ロケット用搭戟アンテナ (VHF 帯）の多素子化による放射特性の改善（小淵知己• 須

田幸暉• 市川満と共著）：昭和 47年度電子通信学会全国大会， 1972.4. 

エレクトロニクスからみたホログラフィ情報処理：昭和 47年度電気四学会連合大会，

247, 1972. 4. 
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空間周波数によって記述された広義のガウス波：生産研究， 24,4, 136-142, 1972, 4. 

照明光の空間変調による断屈写真扱影法（永田洋ーと共著）：電気学会電子装置研究専

門委員会 EDD—72ー14, 1972. 5. 

精測レーダ用オンライン計冥機のソフトウェア（渡辺勝• 原一行・池田博修• 山田治と

共著）：宇宙航空研究所報告， 8, 2, 594-640, 1972. 6. 

レーダによる L-4T-1, L-4 S-4 号模の追跡結呆（斎麻成文• 石谷久• 関口股• 市川

満と共著）：宇宙航空研究所報告， 8, 2, 479-483, 1972. 6. 

円柱レンズ列によるホログラム情報の削減（永田洋ーと共著）：昭和 47年度霞気四学会

Sー 2ー 2, 1972. 10. 

円柱レンズ列によるホログラム伯報の削減（永田洋ーと共著）：絨子エレクトロニクス

研究会資料， QF72-47, 1972. 10. 

匝像の情報凪：固像技術， 1973. 1. 

ホログラムによる再生圃像スペクトルの信号対雑音比（鈴木修三と共著）：画像工学コ

ンファレンス， 2ー6, 1972. 11. 

熊損失レンズ様媒体の請報伝送容凪（前田惟裕と共著）：昭和 48年度霞子通信学会全国

大会， 1973.3. 

レンズ孤謀体の高次姿態損失特性の測定と面像伝送（前田惟裕と共著）：昭和 48年度電

子辺学会全国大会， 1973. 3. 

教授河村達雄 (TatsuoKAWAMURA) 

High Quality Impulse Voltage Measuring Devices: Technocrat 5, 1, 1972. 

と 2000kV用分圧器の開発（青島好英・

原田迄哉• 岸敏二と共著）：電力中央研究所，技術第一研究所報告 71090, 1972. 3. 

雷，霞気学会年報， 3.4, 軍気学会， 1972. 3. 

A High Quality Voltage Divider using Optoelectronics for Impulse Voltage Mea-

surernents (coauthors: T. Harada, K. Kishi, Y. Aoshirna, N. Ohira, K. Takigarni, 

Y. Horiko): IEEE Transactions on Power Apparatus and Systems, P AS-91 2, 

494-500. 1972. 3/4. 

オプトエレクトロニクス（発光半尋体）と高電圧技術：電気学会東京支部講演会予稿，

1972. 5. 

ギャップ放電におけるストリーマおよび電離波の進展（丸山義雄・北條準ーと共著）：

大気電気研究， 6, 51-54, 1972. 6. 

Recent Investigation of the Lightning Flash Counter and its Application to 

Thunderstorm Alarm System (coauthors: J. Hojyo, Y. Hirose, H. Mitani, S. 

Fukumori): CIGRE Study Committee No. 33, Overvoltages and Insulation Co-

ordination, Task Force 01: Lightning Flash Counter 15, 1972. 8. 

電気自動車充霞システム研究調査委員会の研究成果について，電気協会雑誌， 587,24-
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31, 1972. 9. 

Breakdown of Air Gaps Irradiated by a Giant Pulse Laser (coauthors: J. Hojyo, 

K. Morita, Y. Maruyama): US-Japan Joint Seminar, Gas Breakdown and its 

Fundamental Processes, 1972. 10. 

レーザ北照的による放霞ギャップの絶緑餃壊（北條準—• 森田和実・丸山義雄と共著）：

霞気学会杖氾研究会資料， ED-72-24, 1972. 10. 

レーザ光照射による放霞ギャップの絶緑餃攻（北條準ー• 森田和実・丸山義雄と共著）：

昭和 47年度霞気四学会九州支部連合大会請演論文集， S-1-12, 1972. 10. 

EHV系統の設計と模諾， (1)絶緑特且：昭和 47年度霞気四学会辿合大会講演論文集，

17, 1972. 11. 

電力仇匹に予分野を閲くオプトエレクトロニクス，癸光ダイオード変流罪（原田辻哉・

岸散ニ・誓星光喜と共著）：開げJ47年度電気四学会連合大会詞訊論文集， 70, 1972. 

11. 

教臼山口楠雄 (KusuoYAMAGUCHI) 

泣佐空［色率の辿続測定装四（南I悶義輝と共著）：第 11回計測自

文畠 2402, 1972. 8. 

多チャンネル AE 椋定システム（尾上守夫• 市川初男• 山田博章• 野口跡見と共著）：

尼和 47年度日本非破壊検査協会秋季大会論文集，非殴壊検査， 21, 9. 

AE 試賃閏司処理システム（尾上守夫•市川初男・閉田淑男• 野口跡見と共著）：昭和

48年度日本非較壊検査棺会呑期大会訪文集，非敬壊検査， 22, 2, 104-105, 1973. 2. 

グラフイック・デイスプレイの応用とその良望：生産研究， 24, 4, 143-146, 1972. 4. 

助数丘安田靖彦 (YasuhikoYASUDA) 

符号化をfj'加した擬似ランダム！買序入替方式ーIPM方式との比紋ー（古賀敬一郎と共

：「田和 47年度霞子通信学会全国大会請演文集， 1472.

起音直探（以データの伝送について（尼上守夫と共著）：昭和 47年度， NDI第 2分科会

研究発表会予笥．

ファクシミリにみる近信回線の有効利用：電気学会誌， 29, 6, 608-611, 1972. 6. 

擬似ランダム入替えによるファクシミリの帯域圧縮多重伝送方式（古賀敬一郎と共著）：

瓢菜電子学会誌， 1, 6-11, 1972. 6. 

一次変謁として M-FSKを用いた周波数拡散ランダムアクセス術星通信方式の検討（田

坂修二と共著）：電子通信学会通信方式研究会賓料， cs72-47, 1972. 8. 

パJレス周設数変謁 (PFM)を用いた筍撃性雑音に強い無線テレメータ（尾上守夫・山田

文彦と共著）：電子通信学会通信方式研究会資料， cs72-61, 1972. 9. 

起音波探偽データの無線伝送（尾上守夫・山田文彦と共著）：昭和 47年度 NDI秋季学

術講演会 II-5, 1972. 10. 
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周波数拡散ランダムアクセス通信の一次変調と回線分離符号の検討（田坂修二と共著）：

第 16回宇宙科学技術連合請演会予稿， A-2-5, 1972. 11. 

ファクシミリ信号の順序を擬似ランダムに入替えて多重伝送（古賀敬一郎・小川真佐志

と共著）：日経エレクトロニクス， 45, 100-115, 1972. 12, 18. 

ファクシミリの高能率伝送方式：生産研究， 24,4, 23-32, 1972. 4. 

徽弱電波を用いる産業用無線テレメータの一方式（山田文彦•金子実と共著）：‘這子通

信学会全国大会，昭和 48年度

判定帰遠回線同期による周波数拡散ランダムアクセス通信方式の特性改善（田坂修二と

共著）：電子通信学会全国大会，昭和 48年度．

Goldによる回線分離符号の評価

会，昭和 48年度

•長谷川睛朗と共著）：‘遁子通信学会全国大

VSBデイジタルフィルタの一設計法（小川真佐志と共著）：

和 48年度

M系列のある性質：電子通信学会全国大会， I!召和 48年度

昭

』-z変調1こよる階調ある圃像のファックス伝送（山田文彦と共著）：電子通信学会全国

大会，昭和 48年度．

予測符号変換による擬似ランダム入替え FAX多重伝送の特性改善（小） il 真佐志• 鈴木

一雄と共著）：電子通信学会全国大会，昭和 48年度．

助 教授高羽禎雄 (SadaoT AKABA) 

交通流のハイプリッドシミュレーション・システムのためのソフトウェア（森脇義雄• 田

代文之助• 谷口忠勝と共著）：昭和 47年度電子通信学会全国大会講演論文集， 137,

1972. 4. 

道路交通ハイプリッド・シミュレータの動作特性例（森脇義雄• 谷口忠勝・柴野羨ーと

共著）：昭和 47年度電子通信学会全国大会講演論文集， 138, 1972. 4. 

道路交通のシミュレーション：昭和 47年度電気四学会連合大会講演論文集， 268, 1972. 

11. 

交通流シミュレーション・システム TRN*SIMII (浜田喬• 谷口忠勝・兼子隆• 藤田

一彦と共著）：生産研究， 25,2, 61-64, 1973. 2. 

パルス回路：電気工学年報，昭和 47 年度版， 4• 3, 1972. 

助教授藤井陽一 (YoichiFUJII) 

大出力進行波管の不安定現像（伊藤孝雄・大林周逸•小川宏•杉森欣三と共著）：昭祖

47年度電子通信学会全国大会， 867, 1972. 4. 

OPTICAL HETERODYNE IMAGING の一提案：昭和 47年度電子近信学会全国大

会， 943, 1972. 4. 

ケープ）レ用レーザ PT(II): (滝本英之と共著）：昭和 47年電子通信学会全国大会， 926,
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1972. 4. 

ショット雑音，軽減係数の解折と測定（斉藤成文・岩本明人と共著）：這子通信学会誌，

55-B, 10, 555-562, 1972. 10. 

光ヘテロダインによる結像（泣本英之と共著）：電子通信学会且子エレクトロニクス研

QE 72-48, 1972. 10. 

光ヘテロダインによる結像（滝本英之と共著）：昭和 47年電気四学会九州支部連合大

会， Sー 2ー 3, 1972. 10. 

同一結晶による SHG モード同期 YAG レーザ（滝本英之・大林周迄• 松俊原郎と共

著）：昭和 47年度電気四学会九州支部辿合大会， Sー2ー6, 1972. 10. 

同一結晶による SHG モード同期 YAG レーザ（大林周逸• 松原俊郎と共著）：霞子通

信学会鼠子エレクトロニクス研究会資料， QE72-61, 1972. 10. 

オプトエレクトロニクスによる計器用変成器の実用性 (a-1) レーザ CT: (斉藤成文・

横山幸閏と共著）：昭和 47年度電気四学会連合大会， 1972. 10. 

トラッキング・レーザ・レーダ用ターゲットとしての光コーナ・レフレクタ （中嶋邦

宏・斉蔚成文と共著）：第一回レーザ・レーダ・シンボジウム資料 16, 1972. 7. 

Monte Carlo Calculation and Measurement of Shot-Noise Reduction Factor (co-

authors: S. Saito, A. Iwamoto): IEEE Trans on Electron Devices; ED-19, 11, 

1190-1198, 1972. 11. 

インコヒーレント光の高感度ヘテロダイン検出（斉藤成文・西本博信・滝本英之と共著）：

昭和 48年電子通信学会全国大会， 957, 1973. 3. 

光周波数変換器（沌本英之と共著）：昭和 48年電子通信学会全国大会， 957, 1973, 3. 

モード周期レーザによる断屈ホログラフィ（松原俊郎と共著）：昭和 48

全国大会， 1973. 3. 

助教 授 高 木 幹 雄 (MikioTAKAGI) 

匝像処理の医用への応用（開原成允と共著）：電気学会維誌， 91, 12, 2201-2206, 

1971. 12. 

Graphic Display for Ultrasonic Testing (coauthors: M. Onoe, T. Masumoto, N. 

Hamano): Acoustical Holography 299-315, Plenum Press, 1972. 4. 

Application of Graphic Display, Vol, 4 to Ultrasonic Testing (coauthers: M. Onoe, 

T. Masumoto, N. Hamano): Proceedings of the Society of Photo-Optical Inst-

rumentation Engineers, Volume 29, Seminar蛉in-depthImaging Techniques for 

Testing and Inspection, 55-59, 1972. 2. 

白血球分類の自動化（尾上守夫・増本武敏・開原成允と共著）：第 2回圃像工学コンフ

ァレンス論文集， 3-7, 115-118, 1971. 11. 

回像情報処理用箇易入出力装置（尾上守夫・増本武敏•浜野亘男と共著）：生産研究，

24, 4, 127-135, 1972. 4. 
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2次元予測を用いたファクシミリの帯域圧縮方式（津田俊隆と共著）：昭和 47年電子通

信学会全国大会， 1449, 1972. 4. 

酉像情報処理用箇易出力装置（浜野亘男と共著）：昭和 47年電子通信学会全国大会，

1772, 1972. 4. 

超音波探偽データの固像表示（尾上守夫・山田博章• 増本武敏• 浜野亘男・玉井改ーと

共著）：昭和 47年電子道信学会全田大会， S8-5, 1972. 4. 

ミニコンピュータによる染色体の自励分類（尾上守夫・行訟ローと共著〉：第 11回日本

ME学会大会， 2. 1. 7, 1972. 4. 

対話形式の染色体の買折（飯坂試ニ・開原成允と共著）：第 11回日本 ME学会大会，

2. 1. 7, 1972. 4. 

Digital Enhancement of Acoustic Images (coauthers: Nie But, Tse, John vV. 

Amuedo, Glen vVade): Colloque Paul Langevin ser !us Ultrasons, B 8, 1972. 9. 

回像料賛妙処理への応用（開原成允 ：化学の領域培刊 98 号，化学• 生均学のため

のコンビュータ，第 13章， 185-195, 1972. 11. 

米口における酉像処理技術の口向：国像霞子学会第 5回研完会嘉訊予后， 72ー05ー3,

1973. 1. 

超音設掠昌用グラフィック・ディスプレィシステム（尼上守夫・山田博亨・

浜野亘男・王井誠ーと共著）：非破壊検査， 22, 1, 4-9, 1973. 1. 

センシング・人工の限について：電子迂信学会東海支部店習会，情報の叶町と処理，

1973. 2. 

ミニコンビュータによる染色体解祈の自助化について（行松江ー・尾上守夫と共著）：

日本ME学会圃像処理研究会，＇這子適信学会回仇工学研究会， IT72—ど9, 1973. 2. 

Dual Modeランレングス符号（津田佼隆と共著）：昭和 48年電子通信学会全門大会，

1011, 1973. 3. 

2次元予測を用いた帯域圧惰方式における誤り伝搬に関する一考察（津田佼閤と共著）：

昭和 48年電子通信学会全国大会， 1026, 1973. 3. 

1ライン／フレーム方式による TV回像デイジタル化装四（小野文孝

年雪子通信学会全国大会， 1117, 1973. 3. 

: fj〗和 48

二次元予測を用いたファクシミリの帯域圧縮 （津田俊燦と共著）：電子適信学会苫文誌

D, 3, p. 170-177, 1973. 3. 

助敦授 原 島 文 雄 (FumioHARASHIMA) 

全電気式自動車自動操縦装置の研究（伊藤俊彦•松本俊哲と共著）：自励車技術会鱈演

会前刷， 721, 1972. 5. 

電気自動車の研究隔発；一充電システムの研究（第 1部総論）ー：日本電気協会， 1972.5. 

状態推移法によるサイリスタ無整流子電動檄の研究（柳瀬孝雄•渡辺陽三と共著）：計

測自動制御学会論文集， 8, 3, 1972. 6. 
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霞気制御の諾贄（塚本修己と共著）：日刊工業詈閏社， 1972, 7. 

SMDを用いたトランジスタ式サーボモータの研完（鈴木英雄 11回叶測自

3403, 1972, 8, 

全霞気式自勁車自動採縦芸四の研究（伊応佼彦・古俣正治・研葉博と共苦）： i翌15回自

3082, 1972. 11. 

An Automatic Driving System of Aotomobiles by Guidance Cables (coauthors: T. 

Ito, H. Inaba, M. Furumata, S. Matsumoto): SAE International Automotive 

Eugineering Congress (Detroit) 1973. 1. 

助敦長生駒俊明 (ToshiakiIKOMA) 

Determination of Electron and Hole Traps in LPE GaAs from Capacitance Mea-

surements; Proc. 4th International Symposium on GaAs and Related Compo-

unds, September 25-27, 1972. (Boulder, Colorado, U.S. A) (coauthor, B. Jepp-

sson)スウェーデン王立工科大学，霞子迂信学会迄， 55, 10, 1288-1294, 1972. 

MISトンネルダイオードを用いた半忠体表百状信の研完（肪部II日明・

霞気学会：、ランジスタ研完専門委旦会， 47-19, 1972. 12. 

エレクトロ・メカニカル戻泥部品（分担執笠）オーム社， 1972. 5. 

諭師長谷部望 (NozomuHASEBE) 

「たんせい」および「しんせい」の通信用アンテナ（高臼その他

（冨田， ：第 16

会， B-2-11, 1972. 11. 

16回宇宙

新しい構成法による無袷霞塁子を有するアンテナ（虚間・呆と共著）：氾子辺信学会，ァ

ンテナ伝摺研資， AP72-64, 1972. 11. 

助手稲葉 博 (HiroshiINABA) 

全霞気式自勁操縦装四の研究（原畠文雄• 伊広俊彦・古俣正治

御連合闊演会前刷， 479-480, 1972. 11. 

15回自励制

An Automatic Driving System of Automobiles by Guidance Cables. (coauthors: F. 

Harashima, T. Ito, M. Furumata and S. Matsumoto): SAE. International Auto-

motive Engneering Congress. (in USA) 1973. 1. 

助 手山田博章 (HiroakiYAMADA) 

グラフィック・ディスプレイシステム（尾上守夫• 高木幹雄・培本武敏・

浜野亘男• 玉井誠ーと共著）：非破壊検査， 22, 1, 4-9. 1973. 1. 

超音波探傷データの画像表示（尾上守夫・高木幹雄・増本武敏• 浜野亘男•玉井誠ーと
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共著）：昭和 47年度電子通信学会全国大会， s. 8—5, 1972. 4. 

超音波探傷用グラフィック・ディスプレイシステム（尾上守夫・高木幹雄・増本武敏・

浜野亘男・王井誠ーと共著）：電子通信学会超音波研究会資料， us.72ー7,1972. 6. 

多チャンネル AE 標定システム：（尾上守夫・山口楠雄・市川初男• 野D跡見と共著）

非殴壊検査， 21, 9, 552-553, 1972. 9. 

機杖的白色帷音による AE用探触子の絞正（尾上守夫と共著）：非破壊検査， 21, 9, 

554-555, 1972. 9. 

第 4部

教 扱 加藤 正夫 (Masao KA  TO) 

後方散乱 T線による厚さ測定について（第二報）（佐藤らと共著）：第 9回理工学におけ

る同位元素研究発表会要旨集， 7, 1972. 4. 

厚さ測定における多重散乱 T線と一回散乱 T線の効果（佐藤らと共著）：第 9回理工学

における同位元素研究発表会要旨集， 8, 1792. 4. 

トレーサー実験における放射能検出に関する韮礎研究ー(1)一底質移動の追跡一（佐藤

と共著）：第 9回理工学における同位元素研究発表会要旨集， 83, 1972. 4. 

New Microautoradiography Using Auger Electron in the Study on Structure and 

Pitting Corrosion of Aluminium (coauthors: T. INOUE, 0. SATO): IAEA Sym-

posium on the Use of Nuclear Techniques in the Basic Metal Industries, He! ・

sinki SM 159/13, Aug., 1972. 

Application of Radioisotopes in Aluminium Industry in Japan. (coauthors: T. 

Hirayama et al.): IAEA Symposium on the Use of Nuclear Techniques in the 

Basic Metal lndustries, Helsinki, SM 159/9, July, 1972. 

Effects of Dissolved Oxidizing Agents and Inhibitors on Pitting Corrosion of 

Aluminium in Water coauthors: T. Inoue et al): 5th ICMC, Tokyo, Extended 

Abstruct B-47, 119, May, 1972. 

アイソトープ発電について： Radioisotopes, 21, 733-744, 1972. 12. 

工業利用からみたアイソトープ開発， ー"ARHCO製 9osr,13℃sの意味する F.P.の

工業利用”ー：原子力工業， 18, 12, 37-41, 1972. 12. 
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教授野崎 弘 (HiroshiNOZAKI) 

Temperature Dependence of Corona-Charging Properties on TiO迂 olymerDis-

persion Layers (coauthors: T. Iida, T. Nonaka): The Bulletin of the Chemical 

Society of Japan, 45, 8, 2439-2444, 1972. 

酸化チタン樹脂分散陪における暗減衰の温度依存性（飯田武楊•野中悶ーと共著）：電

子写真， 11,2, 82-89, 1972. 

Phenomena and Interpretation of the Transients Caused by Temperature Change 

on Capacitance of Mletal-oxide-Metal Systems (coauthor: M. Yamazaki): Journal 

of Applied Physics, 11, 7, 945-954, July, 1972. 

A Method for the Stripping of Anodic Titanium Oxide Films from Metal by 

Using A-C Current (coauther: M. Yamazaki): Journal of the Electrochemical 

Society, 119, 3, 349-350, 1972. 

チタン酸バリウムー樹脂分散系の静軍記録特性ー（飯田武楊・盟田浩ーと共著）：電子写

真学会，第 29回， 41-43, 1972. 6 

荷電膜を用いる逆浸透法による海水から淡水と塩類の分離に関する研究：旭硝子工業技

術奨励会報告， 19,313-329, 1972. 

電子供与性物質を吸着した酸化チクン感光屈のコロナ帯電特性（森幸一郎・飯田武揚と

共著）：電子写真学会，第 29回， 1-3, 1972. 6. 

教授山辺武郎 (TakeoYAMABE) 

逆浸透膜の水和に関する研究（梅沢香代子• 関山繁利•高井信治と共著）：日本海水学：

会誌， 25,4, 259, 1972. 4. 

Thin-Layer Chromatography of Metal Ions on Ion Exchange Layers (速報） (co-

authors: Falk, Erlka, N. Takai): 生産研究， 24,10, 431, 1972. 10. 

Separation of Copper, Zinc and Cadmium on a Mixed Ion-Exchange Column (速

報）：生産研究， 24, 10, 431, 1972. 10. 

ボーラスボリマの液体クロマトグラフヘの応用（総説）：ーTheHitachi Scientific Ins-

trument News, —15, 5, 10, 1972. 10. 

ポーラスポリマー（総説）：ファルマシア， 8,8, 512, 1972. 8. 

逆浸透法について， I-逆浸透法の原理（総説）：一生産研究， 24,9, 377, 1972. 9. 

逆浸透法について， TI―逆浸透膜とその特性（総説）：一生産研究， 24,10, 415, 1972. 10. 

Elution Behaviour of the Rare Earth Elements on a Mixed Ion-Exchang Column 

(coauthor: T. Hayashi): J. Chromatog, 76, 1, 213, 1973. 2. 

教 授中村亦夫 (MataoNAKAMURA) 

メチ）レセ）レロースの動的粘弾性（甘利武司と共著）：材料， 21, 224, 131, 1972. 
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教授今岡 稔 (MinoruIMAOKA) 

カルコゲナイドガラスの内部摩擦と網目構造（坂村博康と共著）：窯業是磨討論会要旨，

89, 1973. 1: 旭硝子工業技術奨励会研究報告， 19, 1-15, 1972. 

教授武藤義一 (GiichiMUTO) 

ランニングワイヤー遁極に閃する研究（野崎健・泰賢次郎・浜本修と共著）：分折化学，

21, 2, 152, 1973. 2. 

Theory and Application for Fluoride Ion-selective Electrode: Symposium on Ion-

selective Electrode in Singaporeでのテキスト， 1972.3. 

イオン選択電極の理論と応用：講習会（三会堂）テキスト， 1972. 6. 

教授館 充 (MitsuruTATE) 

高炉複合送風の理諭：鉄と鰐u,58, 5, 566, 1972. 

Process Analysis of Blast Furnace: Transactions of the Iron and Steel Institute 

of Japan, 12, 401, 1972. 

半径方向に粒度分布があるときの向流移励屈の圧力損失（天辰正義・吉沢昭宣と共著）：

鉄と鋼， 59,146, 1971. 

教授河添邦太朗 (Kunitaro KAW AZOE) 

活性炭表面における二酸化イオウの酸化反応速度（山本• 関と共著）：日本化学会誌（化

学と工業化学）， 1972. No. 6, 1046-1052, 1972. 6. 

二酸化イオウの活性炭粒内拡散と酸化反応速度（杉山・山本• 関と共著）：日本化学会

誌， 1052-1058, 1972. 6. 

圧カスイングサイクルによる希薄成分の （川井と共著）：化学工学， 37,3, 

74-80, 1973. 3. 

教授西川精一 (SeiichiNISHIKAWA) 

Diffusion of 124Sb in Lead Single Crystals (coauthor: K. Tsumuraya): Philosophi・

cal Magazine, 26, 4, 1972. 941. 

Study on the Dynamic Thermal Stability of Al-0. 25% Zr Alloy: Metallurgical 

Abstracts on Light Metals and Alloys, VII (1971-1972) 

Al中の Znの粒界拡散（梅津と共著）：軽金属学会第43回秋期講演会概要 1972.55,_, 

56. 

ケープルシース用鉛合金の金属組織的研究ーPb-Te-AS-Sn-(Cu)系合金の組織的検

討ー（笠原•吉田と共著）：昭和電線電緻レビニー， 22, 3, 53, 1972. 

Pb-Sb系の時効における Asの効果（円谷と共著）：日本金属学会「析出，相変態，再
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結晶等固体内皮応における核生成シンボジウム」講演予稿， 1972.49. 

助教授早野茂夫 (SigeoHA  YANO) 

況荘霞位測定による陰イオン界面活性剤のポーラログラフ分折（篠塚則子・鈴木肇と共

著）：分析化学， 21,4, 517-521, 1972. 

The Solvent Effect on the Visible Adsorption Spectra of the Radical Anion and 

the Dianion of Anthraquinone (coauthor: M. Fujihira): Bull. Chem. Soc. Japan, 

45, 2, 644-645, 1972. 

界面活性剤と防災への応用，危険物と安全：叫『'IJ号， 30-34, 1972. 3. 

日本における界面活怯網研究の現状（英文）： Business Japan, July, 121-123, 1972. 

CID報告，界面活性剤の生態学的間辺，構造と性質：油化学， 22, 1, 47-53, 1973. 

苦染色加工晶座第 2 巻，助剤•水の編集：日本学術振輿会染色加工第 120 委員会編，共

立出版， 1972. 9. 

浅原照三 (TeruzoASAHARA) 

イソプレンのエボキシ化反応における泣媒効呆（株尾学・下里康之• 西裕

ィヒ信志， 359, 1972. 2. 

：日

Anionic Telomerizations X. Anionic Telomerizations of Styrene with Amines 

(coauthors: M. Sena, S. Tanaka): Bull, Japan Petr. Inst., 14, 200, 1972. 2. 

ヘキサエチル亜リン酸トリアミドー塩化鉄(II)系開始剤による 1,1, 1, 3ーテトラクロ）レ

プロパンとエチレンの反応（妹尾学• 佐『聟龍・

誌， 30,462, 1972. 5. 

均一系触媒によるオレフィンメタセシス（妹尾学・ 烏羽山満

会誌， 30,424, 1972. 5. 

共役ジエン類のエボキシ化反応（妹尾学・下里康之• 鳩英治・

誌， 1251,1972. 7. 

：有搬合成化学協

と共著）：日化

カオリンテロメリゼーション（木瀕秀夫と共著）：油化学， 21, 401, 1972. 8. 

The Polymerization of Vinyl Monomers in the Presence of Surface Active Agents. 

II. The Rate of Polymerization of Methyl Methacrylate (coauthors: M. Seno, 

S. Shiraishi, Y. Arita): Bull. Chem. Soc. Japan, 45, 2862, 1972. 9. 

芥煎アルキJレベンゼンスルホン哀ナトリウム存在下のメタクリ Jレ酸メチルの直合（妹尾

学・白石拭作・有田喜一 ：日化誌， 2412, 1972. 12. 

The Polymerization of Vinyl Monomers in the Presence of Surface Active Agents. 

III. The Rate of the Polymerization of Styrene (coauthors: M. Seno, S. Shiraishi, 

Y. Arita): Bull. Chem. Soc. Japan, 46, 249, 1973. 1. 

ヘキサメチルリン酸トリアミドーアルコール系における 1,5ーシクロオクタジェンの選

択的這解退元（妹尾学・伊吹忠之・芦ケ原治之と共著）：油化学， 22, 27, 1973. 1. 
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ヘキサメチ）レリン酸トリアミドーアルカリ金属ープロトンドナー系におけるナフタレン

の還元反応（妹尾学・伊吹忠之•森田博と共著）：日化誌， 308, 1973. 2. 

ヘキサメチ）レリン酸トリアミドーアルカリ金属ープロトンドナー系におけるトルエン，

テトラリンの還元反応（妹尾学・伊吹忠之• 森田博と共著）：日化誌， 314, 1973. 2. 

教授 故後藤信行 (NobuyukiGOTOH) 

新しいヘテロ大環状化合物，ヘキサアザ〔1,1〕-(3, 6)ーフェナントレノファンの合成（小

川昭二郎と共著）：生産研究， 24,56, 1972; 日本学術振興会第 116

24, 236, 1972. 

ヘテロ多環式大蝶状化合物について（総説）（小川昭二郎と共著）：有機合成化学協会誌，

30, 260, 1972. 

ヘキサアザ〔1,1〕ー(3,6)ーフェナントレノファンとその金属錯体の合成（小川昭二郎・山

口友伸と共著）：日本化学会第 26春季年会講演予稿集， 1658, 1972. 

ジキノリ）レアミンの NMR(小川昭二郎・水野修三と共著）：日本化学会第 26回春季

年会講演予稿集， 1659, 1972. 

Synthesis of a Novel Macrocyclic Compound and of Its Copper Complex (co-

authors: S. Ogawa, T. Yamaguchi): J. Chem. Soc. Chem. Comm., 1972, 577. 

ベンゾアントロンおよび 3,3'ージベンゾアントロニ）レのヨウ素化， （李章縞と共著）：有

機合成化学協会誌， 30,386, 1972. 

ヨードベンゾアントロン類の Ullmann反応（李章縞・時田澄男と共著）：日本化学会

誌， 1972, 1114. 

ジイソビオラントロニ）レの合成（李章鏑• 安実港• 森井義則と共著）：日本化学会第 26

年会講演予稿集(JIT), 1513, 1972. 4. 

助教 授 原 善 四 郎 (ZenshiroHARA) 

SiC分散合金の抵抗焼結（坂井徹郎と共著）：粉体粉末冶金協会昭和 47年度春期大会

講演概要集， 57, 1972. 

鉄鋼製造法，第 1 分冊，製銑•製銅，第 1 編鉄鋼製造技術の変逗（一部執筆）：現代鉄

鋼技術の課題，日本鉄鋼協会編，丸善， 1972. 4. 

助教授明石和夫 (KazuoAKASHI) 

水素プラズマジェット下における金属酸化物の遠元反応についてープラズマジェットの

製錬への応用（第 5報）一（石塚隆ーと共著）：日本鉱業会，昭和 47年度研究・業絞発

表講演会講演要旨集， 271-272, 1972. 3. 

高周波プラズマジェットを利用する反応について一酸化物の熱分解に関する予備的実験

ー（石塚隆ーと共著）：電気化学協会第 39回大会講演要旨集， C-10-11, 1972. 3. 

赤泥の利用について一酸処理による性状の変化ー（競興仁・小倉正夫と共著）：軽金属学
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会第 42回春季大会請演要旨集， 85-86, 1972. 5. 

ア）レミニウムのプラズマ製錬について：東北大学選鉱製錬研究所第20

D 1-12, 1972. 11. 

直流プラズマアークの高温下における五酸化ニオプの炭索還元について（石塚隆一• 江

上一郎と共著）：日本鉱業会誌， 88, 1018, 885-890, 1972. 12. 

: MOL, 10, 10, 25-34, 1972. 10. 

助敦投本多健一 (kenichiHONDA) 

芳香族カルボニ）レアジドの光分解反応（第 3 報）一増感光分解ー（鋤柄光則• 佐藤善義

・菊池真ーと共著）：日本写真学会誌， 35,2, 94, 1972. 

Electric Conduction of Aluminum-Auramine-Stamic Oxido system (coauthors: H. 

Shimoda, M. Sukigara, T Sakata): J. Phys Chem., 76, 11, 1655, 1972. 

有隕要素法による霞解反応の一解折（第 1 報）ー 1 次元イオン拡散問題ー（藤谷義信•木

原哲昭• 川井忠彦と共著）：生産研究， 24, 6, 248, 1972. 

とイオン化ポテンシャルに関する一つの解釈，（木原哲昭と

Electro Chemical Photolysis of Water at a Semiconductor Flectrode (coauthor: A. 

Fujishima): Nature, 238, 5358, July 7, 37, 1972. 

エタノールあるいはユープロパノールを遠元剤とする重クロム酸塩の光遠元反応と化学

絨論的反応式の決定（佐々木政子・倉桐哲生・菊池真ーと共著）：日本化学会誌，

1972. 8, 1376. 

Chorge Carrier Generation in Auramine Thin Film under Illumnati on (coau-

thors: H. Shimoda, M. Sukigara): Chemistry Letters, 677, 1972. 

Studies of Photosensitine Resins V. The Photo-decomposition Mechanism of 0-

Nophthoquinone diazides (coauthors: K. Nakamura, S. Udagawa): Chemistrys, 

Lettirs, 763, 1972. 

有限要素法による電極反応の解折（木原哲昭・渡辺正・ 川井忠彦• 藤谷義信・椎名章二

と共著）：生産研究， 24, 9, 410, 1972. 

Photosensetivity of the Gelatin Films Containing Hexavalent Chromium Oxys 

alts. (coauthor: M. Sasaki): Bull. Tech. Assoc. Graphic Arts. Japan. Ouerseas 

3, 25, 1972. 

Studies of Photodegradokle Polystyrene (coauthors: K. Nakamura, T. Yamada): 

Chemistry Letters, 1, 35-38, 1973. 

ネマチック液晶の分子記向（長崎修・鋤柄光則と共著）：化学の領域， 26, 6, A-23, 

1972. 

液晶の霞気光学効果とその反応（鋤柄光則と共著）：染料と菜品， 17, 10, 335, 1972. 

電気化学発光（木原哲昭と共著）：生蛮研究， 24, 10, 421, 1972. 10. 
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液晶（立花太郎・小林謙ニ・帥林成和• 鈴木英雄・鋤柄光則と共著）：共立化学ライプ

リー 1,共立出版， 1972.

光崩壊性プラスチック（妹尾学・白石振作・中村賢市郎と共著）：生産研究， 25,so-
88, 1973. 

Influence of halogen ions on the electroglnerated Chemiluminescence of 9, 10-

diphenylanthracene (coauthor: T. Kihara): International Conference on Chemine-

scence, Ahstracts, 93, 1972. 

Application of a rotating metal-ruig semiconducuctordish electrode to the stndy 

of photoelehemical reactions (coauthor : A. Fujishima) : IUP AC Internatioal 

Congress on Analytical Chemistry, Abstracts, 325, 1972. 

助教授妹尾 学 (ManabuSENO) 

イソプレンのエボキシ化反応における溶媒効果（浅原照三・下里康之• 西裕と共著）：

日化誌， 359, 1972. 2. 

Anionic Telomerizations X. Anionic Telomerizations to Styrene with Amines 

(coauthors: T. Asahara, S. Tanaka): Bull. Japan Petr. Inst., 14, 200, 1972. 2. 

ヘキサエチ）レ亜リン酸トリアミドー塩化鉄 (II)系開始剤による 1,1, 1, 3ーテトラクロ

ルプロパンとエチレンの反応（浅原照三•佐藤寵• 栗田有康と共著）：有機合成化学

協会誌， 30,462, 1972. 5. 

均ー系触媒によるオレフィンメタセシス（浅原照三・鳥羽山満と共著）：有機合成化学

協会誌， 30,424, 1972. 5. 

共役ジエン類のエポキシ化反応（浅原照三・下里康之• I鳴英治・大津正幸と共著）：日

化誌， 1251, 1972. 7. 

The Polymerization of Vinyl Monomers in the Presence of Surface Active Agents. 

II. The Rate of Polymerization of Methyl Methacrylate (coauthors: T. Asahara, 

S. Shiraishi, Y. Arita): Bull. Chem. Soc. Japan, 45, 2862, 1972. 9. 

各利アルキ）レベンゼンス）レホン酸ナトリウム存在下のメタクリル酸メチ）レの重合（浅原

照三・ 白石振作・有田喜ーと共著）：日化誌， 2412, 1972. 12. 

The Polymerization of Vinyl Monomers in the Presence of Surface Active Agents. 

III. The Rate of the Polymerization of Styrene (coauthors: T. Asahara, S. Shi-

raishi, Y. Arita): Bull.Chem. Soc. Japan, 46, 249, 1973. 

ヘキサメチルリン酸トリアミドーア）レコール系における 1,5ーシクロオクタジエンの選

択的電解這元（浅原照三• 伊吹忠之・芦ケ原治之と共著）：油化学， 22, 27, 1973. 

1. 

ヘキサメチルリン酸トリアミドーアルカリ金屈ープロトンドナー系におけるナフタレン

の這元反応（浅原照三• 伊吹忠之• 森田博と共著）：日化誌， 308, 1973. 2. 

ヘキサメチルリン酸トリアミドーアルカリ金属ープロトンドナー系におけるトルエン，
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テトラリンの遠元反応（浅原照三• 伊吹忠之• 森田博と共著）：日化誌， 314, 1973. 

2. 

易処理性ホリマー：石油学会誌， 16,2, 106, 1972. 2. 

エントロビー，編著：共立出版， 1971. 12. 

助教 授 石 田 洋 一 (YoichiISHIDA) 

Orderd Structures and Dislocations in Bubble Raft Boundary: The Institution of 

Metallurgist Review 2, 7, 1972. 8. 

Mechanism of Creep Strengthening in Metals U ndee Varriable Stress: Nature 76, 

107, 1972. 

In Situ Dynamic Observation of Creep Deformation in Al-1% Mg at IMV. 

(coauthors: K. F. Hale, M. Henderson→ Brown): Proc. Fifth European Congr. on 

Electron Micvoscopy. The Institute of Physics 350, 1972. 

透過電子顕微鏡による金屈結晶粒界の規則構造および粒界転位の研究：日本金屈学会誌

21, 1, 1972. 

Al-Mg合金高温クリープの動的霞顕観察 (M.Henderson-Brown, K. F. Haleと共

， 日本金属学会秋期請演概要， 202, 1972. 

FIMによるタングステン粒界構造の解折 (D.A.Smithと共著）：日

演概要， 41, 1972. 

助教授高橋 浩 (HiroshiTAKAHASHI) 

Cumene Cracking Activity of Zeolite Catalysts III. Effect of Copper (II) Ion Ex-

change on the Faujasite-type Synthetic Zeolite (coauthors: K. Tsutsumi, S. 

Fuji): J. Catalysis, 24, 146, 1972. 

カドミウム系顔料の設せき熱と分散性（網島真・堤翠LI男と共著）：日本化学会誌， 1972.

817, 

セピオライトの加熱処理による構造変化と吸許特性， （西村f湯ー• 堀洋子と共著）：枯土

科学， 12, 102, 1972. 

Acidity and Acid Strength of Zeolite Catalysts (coauthors: M. Ikemoto, K. Tsu-

tsumi): Bull. Chem. Soc. Japan, 45, 1330, 1972. 

The Formation of Metallic Silber in Silber-Form Zeolite, (coauthor: K. Tsutsu-

mi): Bull. Chem. Soc. Japan, 45, 2332, 1972. 

カドミウム系顕料の加熱処理による鈷晶構造と色翡の変化に対する雰囲氣の影野（綱島

襄と共著）：日本化学会誌， 1972, 1794, 1972. 

シリカと 1ーブタノー）レの反応（堤和男と共著）：日本化学会認， 1972, 1800. 1972, 

ゼオライトを炉過助剤とする余尉汚泥処理法（三箇泊治• 吉岡雰と共吝）：下水道協会

t』、, 9, 18, 1972. 
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助教 授 白 石 振 作 (ShinsakuSHIRAISHI) 

5ーイソシアナートー』2ーイソキサゾリンの熱的脱イソシアン酸によるイソキサゾールの

生産（岩貪義男・湯山正宏と共著）：有合化誌， 30, 10, 889, 1972. 

5ー慨換イソキサゾリン類の熱分解によるイソキサゾール生成反応（岩倉義男• 宇野敬

吉・湯山正宏• 木原良徳と共著）：有合化誌， 30, 10, 894, 1972. 

Polymerization of Vinyl Monomers in the Presence of Surface Active Agents. II. 

The Rate of Polymerization of Methyl Methacrylate (coauthors: T. Asahara, M. 

Seno, Y. Arita): Bull. Chem. Soc. Japan, 45, 9, 2862, 1972. 

Polymerization of Vinyl Monomers in the Presence of Surface Active Agents. 

III. The Rate of the Polymerization of Styrene (coauthors: T. Asahara, M. 

Seno, Y. Arita): Bull. Chem. Soc. Japan, 46, 1, 249, 1972. 

各種アルキ｝レベンゼンスルホン酸ナトリウム存在下のメタクリル酸メチルの重合（有田

喜ー・妹尾学・浅原照三と共著）：日化， 1972,2412, 1972. 12. 

助教授 鈴 木 基 之 (MotoyukiSUZUKI) 

Dynamics of diffusion and adsorption in a single pellet reactor (coauthor: J.M. 

Smith): A. I. Ch. E. Journal, 18, 326-332, 1972. 

Axial dispersion in packed beds of small particles (coauthor: J.M. Smith): The 

Chem. Eng. Journal, 3, 256-264, 1972. 

充娯阿の伝熟：化学工学， 37, 26-30, 1973. 

インパ）レス応答のモーメント渦易解法：化学工学協会第 37年会， E210, 131-133, 

1972. 

充炭陪内の移動現象：第 6回研究交流セミナー（化工協会） 25-30, 1972. 

助 手佐藤乙丸 (OtomaruSATO) 

後方散乱r線による厚さ測定について（第二報）（加藤らと共著）：第 9回理工学におけ

る同位元素研究発表会要旨集， 7, 1972. 4. 

厚さ測定における多重散乱ァ線と一回散乱r線の効果（加藤らと共著）：第 9回理工学

における同位元素研究発表会要旨集， 8, 1972. 4. 

トレーサー実験における放射能検出に関する韮礎研究ー(1)一底質移動の追跡ー（加藤と

共著）：第 9回理工学における同位元素研究発表会要旨集， 83, 1972. 4. 

放射線および放射性同位元素電気工学年報， p.480, 昭和 47年度版， 1973.2. 

オージェ電子分析（松永らと共著）：金属表面技術， 176, 1973. 3. 

助手井上 健 (TakeshiINOUE) 

金属組織と腐食研究へのオージェ電子ミクロオートラジオグラフィの利用 Isotope
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news 12, 10-11, 1972. 

/3線，オージェ電子などによるミクロオートラジオグラフィのアルミニウム合金組織お

よび腐食研究への応用：軽金属， 22, 12, 731-744, 1972. 

マクロおよびミクロオートラジオグラフィによるアルミニウムの孔食腐食に関する研究

（加藤と共著）：軽金属 23,2, 1973. 

助手（特別研究員） 大蔵明光 (AkimitsuOKURA) 

非等温流動這元について（粉鉱石の遠元に関する研究V):鉄と鋼， 58,4, 1972, 4. 

-196℃～室温における鉄 Whiskerの塑性：鉄と鋼， 58,4, 1972. 4. 

-196℃～室温における鉄 Whiskerの破祈面観察：材料科学， 9,2, 1972. 4. 

非等温遠元について：鉄と鋼， 58, 11, 1972. 11. 

助手（特別研究員） 鋤柄光則 (MistunoriSUKIGARA) 

Electric Conduction of the Aluminum-Auramine-Stanic Oxide System, (coauthors: 

H. Shimoda, T. Sakata, K. Honda): J. Phys. Chem., 76, 1655-1659, 1972. 

Charge Carrier Generation in Auramine Thin Film Under llleemination, (coau-

thors: H. Shimoda, K. Honda) : Chemishry Letters, 1972, 677-680. 

芳香族カルボニ｝レアジドの光分解（第 3 報）増感光分解（佐藤善美• 本多健一・鉗j池真

ーと共著）：日本写真学会誌， 35, 94-97, 1972. 

ネマテイック液晶の分子配向（長崎修• 本多健ーと共著）：化学の領域， 26, A23-26, 

1972. 

とその応用（本多健ーと共著）：染料と薬品， 17, 335-339, 1972. 

液晶（本多健一ほかと共著）：共立化学ライプラリー 1,共立出版，昭和 47年．

助 手 （特別研究員） 小川昭二郎 (Shojiro OGAWA) 

新しいヘテロ大環状化合物，ヘキサアザ〔1,1〕-(3, 6)ーフェナントレノファンの合成（後

藤信行と共著）：生産研究， 24, 56, 1972, 日本学術振興会第 116委員会業績報告，

24, 236, 1972. 

ヘテロ多瞬式大環状化合物について（総説）（後藤信行と共著）：有搬合成化学協会誌，

30, 260, 1972. 

ヘキサアザ〔1,1〕-(3, 6)ーフェナントレノファンとその金屈錯体の合成（後藤信行・山

口友伸と共著）：日本化学会第 26春季年会議演予稿集， 1658, 1972. 

ジキノリルアミンの NMR(後藤信行・水野修三と共著）：日本化学会第26

演予稿集， 1659, 1972. 

Synthesis of a Novel Macrocyclic Compound and of Its Copper Complex (coau-

thors: N. Gotoh, T. Yamaguchi): J. Chem. Soc. Chem. Comm., 1972, 577. 
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助手高井信治 (NobuharuTAKAI) 

逆浸透膜の水和に関する研究（山辺武郎・梅沢香代子• 関山繁利と共著）：日本海水学

会誌， 25, 4, 259, 1972. 4. 

Thin-Layer Chromatography of Metal Ions on Ion Exchamge Layers (速報） (co-

author: Takeo Y amabe,) : 生産研究， 24, 8, 358, 1972. 8. 

助手明智清明 (KiyoakiAKECHI) 

溶接における技術発展のメカニズム：溶接技術， 20, 7, 67, 1972. 

技官桑野芳ー (YoshkazuKUWANO) 

高炉の通気および荷下がり特性に関する研究（山本誠ー・大谷啓一外 3名と共著）：鉄

と鋼， 59, 9, 1203, 1972. 

技官佐々木政子 (MasakoSASAKI) 

Photosensetivity of the Gellatin Films Containing Hexavalent Chromium Oxysa-

Its, (coauthor: K. Honda): Bull. Tech Assoc. Graphic Arts Japan, Oversease 3, 

25-33, 1972. 

エタノー）レあるいは 2ープロパノールを遠元剤とする置クロム酸塩の光這元反応の化学

箪論的反応式の決定（倉桐哲生• 本多健一•菊池真ーと共著）：日本化学雑誌， 1376

-1380, 1972. 

技官梅沢香代子 (KayokoUMEZAWA) 

逆没透膜の水可］に関する研究（山辺武郎・高井信治• 関山繁利と共著）：日本海水学会

誌， 25, 4, 259, 1972. 4. 

技官梅津 清 (KiyoshiUMEZU) 

Al中 Znの粒界拡散 （西川と共著）：

1972. 

技官李 章鏑 (Jan-hoLi) 

43回秋期講演会概要， 55-56.

ベンゾアントロンおよび 3,31ージベンゾアントロニ｝レのヨウ素化（後藤信行と共著）：

有機合成化学協会誌， 30,386, 1972. 

ヨードベンゾアントロン類の Ullmann反応（後蔚信行・時田澄男と共著）：日本化学

会誌， 1114. 1972. 

ジイソビオラントロニ｝レの合成（後藤信行• 安実浩• 森井義則と共著）：日本化学会第

26年会講演予稿集 (III)1513, 1972. 4. 
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第 5部

教 投 丸安 隆和 (Takakazu MARUYASU) 

セメントスラグ水ガラスを用いたグラウトによる地磐注入工法：生産研究， 24,1, 

1972. 1. 

地形情報処理による流出解祈の手法に関する研究：土木学会諭文集， 197, 1972. 1. 

土本設計における VisualDesigmの手法，土木学会詰， 57, 13, 1972. 12. 

Topographic Information Drocessing System International Congress for photogra-

mmeing in Civil Engineering. 1972. 7. 

契
叙 授 勝田 高司 (Tctkashi SHODA) 

市街地気流の実測—強風と弱風の発生頻度ー（村上□三•上原泊・丸谷勇治と共著）：第 3

回都市建築と気象シンボジウム資料集， 1973.3. 

ダクト接続用パッケージの発生音の測定について（寺尾道仁と共著）：日本建築学会大

会学術請演梗概集， 1972. 10. 

住宅用給湯設仰の容且算定法（村上周三と共著）：日本建築学会大会

1972. 10. 

独立住宅における居住時の暖房実測（村上周三• 中上英俊と共著）：日本建築学会大会

学術請演梗概集， 1972. 10. 

温風暖房時における暖房パクーンと上下温度分布の関係について（村上周三• 杉山伸

ー・吉野博• 鈴木一弘と共著）：日本建築学会大会謡演梗概集， 1972. 10. 

集合住宅における共用施設設価に関する調査研究（その 1)―集合住宅における共用

施設・設備の実態調査関東北海道九州・ 1.一（村上周三•吉野博・丸谷勇治と共著）：

日本建築学会大会諮演梗概集， 1972. 10. 

集合住宅に念ける共用施設設備に関する謁査研究（その 2)一集合住宅における共用施

設，設備の実態調査関東北悔道九州・ 2.ー（村上同三• 吉野博・丸谷勇治と共著）：日

1972. 10. 

室内気流の渦動拡散係数に関する実験的研究 （村上周三・小林信行と共著）：

1972. 10. 

日本建築

建物間の空間の換気回数に閃する実験的研究—実測

池田耕一• 上原泊と共著）：日

建物間の隙間の風速に関する風洞校型実験（村上同三• 池田耕一・上原泊と共著）：日

律竿翠今＊今翌：術諏津詞属虹 1972. 10. 
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建物周辺に発生する強風に関する風洞模型実険ーケーススタディー（村上周三• 池田耕

ー・上原清と共著）：日本建築学会関東支部 47年度学術研究発表会， 1973. 3. 

市街地気流の実測一実測と風洞模型実験の比絞ー（村上周ニ・上原清・丸谷勇治と共著）：

日本建築学会関東支部 47年度学術研究発表会， 1973. 3. 

室内気流の乱れの性状ー主として渦勁拡散係数についてー（村上周三・小林信行と共著）：

日本建築学会関東支部 47年度’学術研完発表会， 1973.3. 

空気謁和に関する気流音のモデル実験（寺尾道仁・丸谷勇治と共著）：日本建築学会関

東支部 47年度学術研究発表会， 1973.3. 

住宅環境実験の目的と方法ー熱環• 空気環境を中心として一（村上周三・吉野博と共著）：

日本建築学会関東支部 47年度学術研究発表会， 1973. 3. 

集合住宅における暖冷房時の温熟環境の実態（村上周三・杉山伸ー・吉野博• 鈴木一弘

と共著）：日本建築学会関東支部 47年度学術研究発表会， 1973. 3. 

独立住宅における居住時の冷房実測（中上英俊と共著）：日本建築学会関東支部 47年度

学術研究発表会， 1973. 3. 

教 授井口昌平 (SyoheiINOKUTI) 

各国の IHD国内委員会から寄せられた水文 （その 7) および（その 8):

文部省出版物， MEJ80059および 80069, 《IHD》17,42-48および 18,38-45, 

1972. 6. および 1972. 11. 

水文学における長期国際協力事業計画について（その 2) および（その 3): 文部省出

版物， MEJ80059および 80069, 《IHD》, 17, 34-41, および， 18, 33-37. 

水資源に関する学術上の問題を整理する COWARの試みについて（その 2) および

（その 3):文部省出版物， MEJ80059, 《IHD》, 17, 49-56, および 18,46-51. 

教授池辺 陽 (KiyoshiIKEBE) 

テクノロジー・アセスメントの事例研究一高層建築ー：テクノロジー・アセスメント総

合検討会， 1972. 6. 

住環境の計画：建設産業調査会， 1972. 11. 

現代日本建築家全集 17:三一書房， 1972.

住戸空間と室空間：建築文化， 97-128, 1973. 2. 

設備ユニットの性能およびコーディネーション試験法の謁査研究：日本建築センター，

1973. 3. 

教授久保慶三郎 (KeizaburoKUBO) 

震害対策と水道施設：日本の水道鋼管， 1972. 4. 

サンフェルナンド地震の耐震設計に対する教訓：土木学会誌， 1972.4. 

Los Angeles市水道管震害の特性：第 12回土木学会地震工学研究発表会前刷， 1972.
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地震と都市構造物：土木学会誌， 1972. 7. 

Aseismic Design of Civil Engineering Structureー Text-bookof Skopje Univ. —: 

1972. 4. 

地震応答解折と実例ー第 8章 戸害の評価ー： 1973. 2. 

教授田中 尚 (HisashiTAN AKA) 

マトリックス法の応用一構造工学問題の数｛直化解折（第 t章）東大出版会， 1972. 4. 

H形鋼の塑性横座屈実験（宇田川邦明•最相元雄・高梨晃ーと共著）：日本建築学会大

会学術講演梗概集， 1972. 10. 

H形鋼梁の横補剛に関する実験（最相元雄・宇田川邦明・高梨晃ーと共著）：日本建築

学会大会学術講演梗概集， 1972. 10. 

繰返し載荷を受ける鋼構造の部材（高梨晃ー・宇田川邦明・重信恒雄・嶋脇興助と共

著）：臨時事業委員会研究報告， 1-7, 1972. 10. 

繰返し載荷をうける鋼構造の部材（高梨晃ー・宇田川邦明と共著）：生産研究， 25,47,._. 

52, 1973. 2. 

教授石井聖光 (KiyoteruISHII) 

環状 7 号線における騒音測定（山口道征•朝生周二と共著）：日

491-492, 1972. 5. 

N2叩換法による柚浜市金沢区公会堂の校型実験，（橘秀樹・窪田翌と共著）：日本音轡

学会講演論文集， 229-230, 1972. 5. 

アナログ型インパルス積分器による室内音轡測定（橘秀樹• 岩瀬昭雄と共著）：日本音

署学会講演論文集， 243-244, 1972. 5. 

音智模型実験のための内装材・吸音特性のシミュレーション（橘秀樹と共著）：日本音

聰学会誌， 28,4, 169-175, 1972. 4. 

東京郵便貯金会館ホールの音轡について：音磐技術， 2,61-69, 1972. 7. 

N2筐換法による横浜市金沢区公会堂の校型実験（橘秀樹・窪田殷と共著）：日本音菩

学会，建築音唇研究委員会資料， 1-15, 1972. 9. 

模型による道路騒音の伝搬性状の検討（山口道征・霜田彰と ：日本音密学会講演

論文集， 183-184, 1972, 10. 

エネルギー積分法による建築音菩測定（橘秀樹と共著）：日本音署学会講演集文集，

141-142, 1972. 10. 

エネルギー積分法による吸音率，遮音測定の検討（橘秀樹と共著）：日本建築学会，大

会学術講演梗概集， 9-10, 1972. 10. 

Nz囮換法による横浜市金沢区公会棠の校型実険 と共著）：日本建築学会，大会

学術講演梗概集， 27-28, 1972. 10. 
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教授三 木 五 三 郎 (GosaburoMIKI) 

気泡薬液注入工法の特長（今村芳待• 佐応訂l司・所外 1名と共著）：第 7回土質工学研

究発表会請演集，土質工学会， 667-670, 1972. 6. 

稲城砂の透水係数に及ぽす合有細拉分の影害（斉藤孝夫と共著）：第 7回土質工学研究

発表会講演集，土質工学会， 113-116, 1972. 6. 

薬液注入固結砂の圧縮特性について（今村芳徳• 佐峠剛司と共著）：土木学会第27回年

3 音〖， 507-510, 1972. 10. 

破砕しやすい火山レキ（摩周火山降下軽石）の二，三の特性（斉藤孝夫と共著）：土木

学会第 27回年次学術講演会請演集第 3部， 583-586, 1972. 10. 

特殊土判別分類の問題点：第 17回土只工学シン来ジウム，土質工学会， 39-44, 1972. 

11. 

助教授村松貞次郎 (Teijiro MUI~AMA TSU) 

大衆の住宅関心と建築としての住宅：建築雑誌， 87, 1050, 337-380, 1972. 4. 

The House, A Basis for Anti technological Thinking: The Japan Architects, 191, 

23-26, 1972. 11. 

近代日本建築学発逹史の概観：近代日本建築学発達史，日本建築学会祖，総説， 1-4,

1972. 10. 

助教授 小林 一輔 (KazusukeKOBAYASHI) 

樹脂接着継手とその応用（伊芸利治と共著）：コンクリートジャーナル， 10,4, 1-11, 

1972. 4. 

膨張セメントの膨張圧について（伊麻利治と共著）：膨張性セメント混和材を用いたコ

ンクリートに関するシンボジウム誨演概要，土木学会， 1972. 8. 

高分子材料便覧（分担執筆），コロナ社， 1973.3 

土木構造物とプラスチック：プラスチックスエイジ， 19,3, 1973. 3. 

助教授 川 股 重 也 (ShigeyaKAW AMAT A) 

Perturbation Method in the Analysis of Geometrically Nonlinear and Stability 

Problems (coauthor: Y. Hangai): Advances in Computational Methods in Stru-

ctural Mechanics and Design, edited by J. T. Oden, R. W. Clough and Y. Ya-

mamoto, 1972, 8. 

高自由度要素による有限要素f界の性質について（皆川洋ーと共著）：日

学術講演梗概集， 1972. 10. 

有限要素法による連続体の解折ー（アイソパラメトリック要素を用いた数値解祈例）（塩

屋繁松と共著ー：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1972. 10. 
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有限要素法によるコンクリート構造物の破壊解折一円柱ぜい一性材料の一軸圧縮強度に

ついて一（遠藤彰と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1972.10. 

Imperfectionによる座屈点の移動（半谷裕彦と共著）：日本建築学会大会学術諮演梗概

負ミ， 1972. 10. 

シニ）レの有限要素解折ー唱位変位モードを合む曲面要素ー（望月敏と共著）：日

会大会学付講演梗概集， 1972. 10. 

Membrane Shellにおける内圧型 FollowerForceに関する考察（細野透と共著）：日

本建築学会大会学術請演梗概集， 1972. 10. 

ワイヤー・文ットにおける形状決定問題（真柄栄毅と共著）：日本建築学会大会学術講

演梗概集， 1972.10. 

A Method of Bifurcation Analysis in Perturbation Technique (coauthor: Y. 

Hangai): 生産研究， 24, 12, 1972. 12. 

吊屋根構造における曲面形状靡肝理貪（直柄栄毅と共著）：生産研究， 25, 1, 1973. 1. 

Analysis of Geometrically Nonlinear and Stability Problems by static Perturbation 

Method (coauthor: Y. Hangai): 生宝報告， 22, 5, 1973. 1. 

耐震ダンパーに関する研究ー第 1報，自由振勁試険および坦振実険ー（米田設，半谷裕

彦と共著）：生産研究， 25, 3. 1973. 3. 

集中荷璽を受ける球形シェルの非線形解折（遠店彰と共著）：日本建築学会関東支部学

1973. 3. 

助教授 越 正毅 (MasakiKOSHI) 

わが国における憫別輸送搬閃 (CVS)の開発計酉について：日本檬械学会誌 75, 640. 

1972. 5. 

新交通システムの開発実験ーCVSの場合ー：土木学会誌， 57-12, 1972. 11. 

交通信号制御手法に関する実険的研究：生産研究， 25, 2, 1972. 2. 

Control strategies in Tokyo area control system: The Second International Sy-

mposium on Area Traffic control Systems, Nov. 1972, Toulouse, France. 

助教授高梨晃ー (KoichiT AKANASHI) 

綬返し載荷をうける潤製ばりの非弾性横座屈，日

10. 

（宇田川邦明• 最相元雄• 田中尚と

学術講演梗概集， 1972. 10. ・ 

1972. 

：日本建築学会大会

H形鋼梁の横補刑に関する実険（最相元雄•宇田川邦明• 田中尚と ：日本建築学

会大会学術講演梗概集， 1972. 10. 

綬返し載荷を受ける鋼構造の部材（田中尚•宇田川邦明・璽信恒雄・ 1胄脇歩隷力と共著）：

1-7, 1972. 10. 
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繰返し戟荷をうける鋼構造の部材（田中尚・宇田川邦明と共著）：生産研究， 25,2, 

47-52, 1973. 2. 

助教授 原 広司 (HiroshiHARA) 

住居集合論 Iー東大生研原研究室ー：鹿島出版会， 1973.3. 

助教 授 村 井 俊 治 (ShunjiMURAI) 

シミュレーションモデルを用いたアースデザインに関する研究（第 3報）（丸安隆和・

栗原京子と共著）：生産研究， 24,7, 1972. 7. 

シミュレーションモデルを用いたアースデザインに関する研究（第 4報）（丸安隆和・

栗原京子と共著）：生産研究， 24,7, 1972. 7. 

機械部品モデルの写真測蜃とそのフェアリング（丸安隆和• 栗原京子と共著）：生産研

り信， 24, 7, 1972. 7. 

地形の計星化，文献調査委員会：（文宜村井俊治）， 57,8, 1972. 7. 

Topographic Information Processing System in Civil Engineering (coauthor: T. 

Maruyasu) 12th I. S. P. 1972. 7. 

コンビュータグラフィックスー土木製図に関するシンボジウム 1ー：土木学会， 1972. 

9. 

土木工学におけるビジュアルデザインの手法（丸安隆和と共著）：土木学会誌， 57, 13. 

1972. 12. 

助教授片山恒雄 (TsuneoKATAYAMA) 

構造物の最適設計：土木学会誌， 49-51, 1972. 6. 

ロックフィルダムの常時微動測定（広野正道・堀米昇士朗• 浜田政則と共著）：第 12回

地震工学研究発表会講演概要， 19-22, 1972. 7. 

加速度応答倍率スペクトルの分布について：第 12回地震工学研究発表会講演概要， 39-

42, 1972. 7. 

最大加速度応答値の分布に関する一考察：土木学会第 27回年次学術講演会講演概要集

第 1部， 491-494, 1972. 10. 

橋梁の振動恕限度について（小川災策と共著）：土木学会第 27回年次学術講演会講演概

要集第 1部， 551-554, 1972. 10. 

Empirical Probability Distribution of Earthquake Acceleration Magnification Fa-

ctor, 生産研究， 24, 10, 446-448, 1972. 10. 

Empirical Relations among Average Maximum Ground Acceleration, Earthquake 

Magnitude and Epicentral Distance (coauthor: T. Ueshima), 生産研究， 24, 11, 

487-489, 1972. 11. 

地震応答解析と実例第 4章 4.3, 模擬地震動：土木学会， 74-79, 1973. 1. 
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請師村上周三 (ShuzoMURAKAMI) 

集合住宅における共用施設設備の実態調査，関東，北海道，九州， Iおよび同 II(勝田

高司外2名と共著）：日本建築学会大会学術講梗概集， 1972. 10. 

温風暖房時における暖房パターンと上下温度分布の関係について，（膀田高司外 2名と

共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1972. 10. 

住宅用給湯設備の容鼠冥定法（勝田高司と共著）：日本建築学会大会

1972. 10. 

独立住宅における居住時の暖房実測（勝田高司外 1名と共著）：日本

請演梗概集， 1972. 10. 

建物間の空間の換気回数に関する実険的研究一実測と風洞実験の比校一（勝田高司外 2

名と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1972. 10. 

建物間の隙間の風速に関する風洞模型実験（勝田高司外 2名と共著）：日本建築学会大

会学術講演梗概集， 1972. 10. 

室内気流の渦動拡散係数に関する実験的研究（勝田高司外 1名と共著）：日本建築学会

大会学術講演梗概集， 1972. 10. 

市街地気流の実測一弱風と強風の発生頻度ー（勝田高司外 2名と共著）：第 31回都市建

築と気象シンボジウム， 1973.3. 

建物周辺に発生する強風に関する風洞模型実験ーケーススタディー（勝田高司外 2名と

共著）：日本建築学会関東支部学術研究発表会， 1973.3. 

市街地気流の実測一実測と風洞模型実険の比校一（勝田高司外 2名と共著）：日本建築学

会関東支部学術研究発表会， 1973. 3. 

室内気流の乱れの性状ー主として渦動拡散係数について一（勝田高司外 1名と共著）：日

本建築学会関東支部学術研究発表会， 1973. 3. 

住宅実険の目的と方法ー熱環境，空気瞬境を中心として一（勝田高司外 1名と共著）：日

本建築学会関東支部学術研究発表会， 1973.3. 

集合住宅における設備の完成検査，一換気，暖房冷房設備について一（勝田高司外 3名

と共著）：日本建築学会関東支部学術研究発表会， 1973.3. 

集合住宅における暖冷房時の温熱環境の実態（勝田高司外 3名と共著）日本建築学会関

東支部学術研究発表会， 1973.3. 

助手本多昭一 (ShoichiHONDA) 

日本における建築生産工業化の現段階について一住宅用サニタリーユニット・キッチン

ユニットの開発研究を通してみた問題点ー：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1972.

10. 

近代日本建築学発達史， 1綱 5-3ビルディングエレメントの材料と工法：日本建築学

会， 1972. 10. 
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助手重信恒雄 (TsuneoSHIGENOBU) 

繰返し載荷を受ける鋼栂造の部材（田中尚•高梨晃ー・宇田川邦明・嶋腑典助と共著）：

臨時事業委員会研究報告， 1-7, 1972. 10. 

助手宇田川邦明 (KuniakiUDAGA WA) 

H形鋼の塑性横座屈実険（最祖元雄・高梨晃ー• 田中尚と共著）：日本建築学会大会学

術講演梗概集， 1972. 10. 

H形鋼梁の横補剛に関する実験（最祖元雄・高梨晃ー• 田中尚と共著）：日本建築学会

大会学術講演梗慨集， 1972. 10. 

繰返し載荷を受ける鋼構造の部材（田中尚・高梨晃ー・直信恒雄・嶋嗚奥助と共著）：

臨時事業委員会研究報告， 1-7, 1972. 10. 

繰返し載荷をうける鋼棺造の部材（田中尚・訂梨晃ーと共著）：生産研究， 25, 2, 47-

52, 1973. 2. 

E. 受賞

昭和 47年 4月～昭和 48年 3月までの受宜者は下記の表のとおりである．

部名 i官裁i氏 名 晨旦着．（冒貪鷹）し i受賞対象の研究 I年月日

第 4部 教授 浅原照三 日本化学会学会賞 オリゴマー領物域性化合関物の合研 47. 4. 1 
究成ならびに にする

第 3部
教学大学授院生

尾上守夫 IEEE Grouu p on Zero Temperature Coeffi-47. 10.15 

I/ 望月雄蔵
Sonics & ltra- cient Ultrasonic SDvneltahy e 
sonics: Honorable Lines Utilizi, tnag ls y tic 
Mention Award Quartz Crys as Delay 

Media 

第4部 助教授 本多健一 日本印刷学会論文 六光す価クロム酸素酸塩を含の有感 48. 2.28 

技官 佐々木政子 集 性るゼラチンフィルム
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付録

1. 国立学校設置法抜粋

国立学佼設置法 昭和24年 5月31日公布法律第 150号

第2章田立大学

第4条 国立大学に，次の表（下）に掲げるとおり，研究所を付置する．

I I l大学の名称 I研究所の名称位置 目 的

I I I 東京大学 ，生朋技術研究所 1東京都 1生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに研究
！ 成果の実用化試験

（注） り昭和37年 3月29日付の官詞に4月1日をもって位置の項が千葉県

2. 生産技術研究所内の諸規程

目次

A)京京大学生産技術研完所規則........................................................................193 

B)東京大学生産技術研冗所千菜実験所農程・::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::194 
C)生産技術研究所迎営閲係委員会設匹規程 194 

1)', 閤務委員会規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::194 
2)特別研究審議委員会規程抜草 195 

3)工作委員会規程抜草
4)図書委員会規程抜草．．・:::::::● … ::: …:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 196 

195 

悶:::::~:::● ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::  ~:: 

7)営繕委員会規程.......................................................................................197 

8)厚生委員会規程抜草
9) i1~ 習会委員会規程・：：：：::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 198 

197 

10)放射性同位元索委員会規程........................................................................198 

11)試験溶鉱炉委員会規程・：：：:::::::::::::::::::: …::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 198 12)霊子計算機委員会規程 199 

13)輪講会要項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200

D)生産技術研究所研究報告発行内規..................................................................200 

E) 生産技術研究所研究担当ならびに研究員取扱内規………•……………………•• •…….. 200 
F)生産技術研究所研究生規程...........................................................................201 

G)生産技術研究所効務発明暫定規程..................................................................202 

H)東京大学受託研究員規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・202

I) 東京大学生産技術研究所受託処理規程・・・・・・・・・・・・••…• ・・・・・・・・• •• ……• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..… 203 

J) 東京大学生産技術研究所津波高潮実険施設に関する規程…•………………………….. 204 

K)財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程……………………………………… 205

3. 学術雑誌目録（自然科学欧文篇） .................................•..........•.........•.............. 206 
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A) 東京大学生産技術研究所規則

（目的）

（昭和 37.6. 19 制定）
改正昭和 39.5.19, 昭和 39.6. 23 

昭和 40.6. 22, 昭和 41.6. 28 
昭和 42.9.19, 昭和 43.12.17

第 1条東京大学生産技術研究所（以下「研究所」という．）は，国立学校設置法（昭和24年法律第 150

号）第4条第1項の規定に基づき，生産に関する技術的問題の科学的裕合研究並びに研究成果の実用

化試験を行なうことを目的とする．

（所長）

第2条研究所に，所長を四＜．

2 所長は，研究所を代表し，その所務をつかさどる．

（研究部門）

第3条研究所に．次に掲げる研究部門を四＜．

応用数学 マイクロ波工学

応用光学 電子演算工学

音唇工学 情報処理工学

放射線工学 無機工業化学

材料力学 有機工業化学

動的材料強弱学 鉄鋼製錬工学

流体物理学 環境計測学

伝熱工学 工業電気化学・工業光化学

機械力学 非鉄金属製錬工学

流体機械学 環燒化学工学

熱原動機学 金属材料学

非切削工作学 放射性同位元素工学

船体運動学 交通制御工学

切削工作学 建築生産学

精密工作学 水工学

化学機械学 建築構造学

耐笈機械構造学 土木構造学

電子工学 地形惜報処理工学

電力工学 生産技術史

通信機器学 環燒制御物理学

電力機器学 生産施設防災工学

応用電子工学

（附属研究施設）

第4条研究所に，次に掲げる附属の研究施設を四＜．

千葉実験所

（教授会）

第5条研究所に，重要な事項を審議するため，教授会を置く．

2 教授会の組織及び運営に関する事項は，別に定める．

（事務部）

第6条研究所の事務を処理するため，事務部を置く．

2 事務部に関する事項は，別に定める．
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（紐則への委任）

第7条 この規則に規定するもののほか，この規則の実施について必要な事項は，細則で定める．

附 則

この規則は，昭和 43年 6月20日から施行し，昭和 43年 4月 1日から適用する．

B) 東京大学生産技術研究所千葉実験所規程

（設 四）

第 1条東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に国立学校設四法施行規則第 20条により附屈

研究施設として，千葉実険所（以下「実険所」という）を四＜．

（目的）

第2条 実験所は，本所勁務の教授•助教授又は，これに準ずる者が主体となって，生産に関する技術

的諸問題の研完成果を実用化するための大規模な実験研究を行なうとともに本所麻布庁舎ではできな

い研究を行なうことを目的とする．

（実険所の長）

第3条実験所1こ，長を四<.

2. 実険所の長は，本所の所長をもってあてる．

3. 実険所の長は，実験所を代表し，その所務をつかさどる．

（管理連営委員会）

第4条 実験所の管理連営のため，所長の諮問機関として千葉実険所管理連営委員会（以下「委員会」

という）を四＜．

2. 委員会に関する事項は，別に定める．

（事務室〕

第5条 実験所に，実険所の項務を処理するため，事務室を四<.

2. 事務室に閃する事項は，別に定める．

附則

この規程は，昭和42年 7月19日より施行し，昭和42年 6月1日より遥用する．

C) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第 1条 生産技術研究所長は，所内の連営上の諸問題について必要ある楊合は，その目的別に委員会を

設けることができる．

第2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の連営の向上，合理化，処理方針等の審議を行なう

ものとする．

第3条所長が必要と認めたときは，委員会の長に運営事務の一部を分掌させることができる．

第4条各委員会の目的，構成，任務等については別に定める規程による．

1) 常務委員会規程

第1条東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下委員会とする）を四く．

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の運営に関する菫要事項を審議企画し，かつ？位務の打合せをなす

外，次の事項を行なう．

1. 教授総会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する審議をすること

3. 委託研究の受諾の可否に関する審議をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第 3条 常務委員は各研究部 2 名をもって組殺し，その部の教授•助教授の互選による．

194 



第 4条常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引き続き 2期在任し

た常務委員は任期満了後2年間は常務委員に這ばれることができないただし補欠委員として 1年に

満たない期間は在任期間と見なさない．

第 5条所長は委員会を招集し，その議長となる．

第 6条所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある場合は常務委員を指名して事前調査または事前

審議等を行なわせることができる．

第 7条第3条により選出された常務委員の中 1名を部主任としその部を代表する．

第 8条 委員会における各部 2名の常務委員は全く同等の立楊に立つものとする．

第 9条 委員会には代理者の出席を認めない，ただしその部所属の常務委員が 2名ともに出席できない

均合は，その部の教授または助教授の中から 1名を出席させなければならない．

第10条 常務委員が病気その他海外出張等で長期にわたり出席できないときは臨時代理を置くものとす

る．

第11条 所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを委員会に列席させ意見をきくことができ

る．

附則

この規程は昭和33年 6月18日から実庭する．

2) 特別研究審議委員会規程抜幸

第 1条東京大学生産技術研究所に特別研究審議委員会（以下「委員会」という）を口＜．

第 2条 委員会は所長の諮問に答え次の事項を審談する．

1. 特別に育成すべき研究の将来計画に関すること

2. 研究施設の近代化に関すること

3. 特別研究の課題選定に関すること

4. その他特別研究に閃し，所長が必要と認めた事項

第 3条 前条にいう特別研究とは，各部に経常的に配当される研究費以外で，研究所の使命逹成のため

特別に配付された研究費または，生研内で特別に考慮された研究費を使用して行なう研究をいう．科

学研究費，受託研究費および常務委員会において特に除外した経費による研究は含まない．

ただし，科学研究費の内一般研究A, およびBは本委員会において取扱うものとする．

第4条委員会は，委員長 1名，委員 10名により組織する．

第 5条 委員長は本所の教授の中から教授総会で選出する．

第 6条委員は次の各号に掲げるものとする．

1. 各研究部の教授，助教授およびこれに準ずるものの互逗によるもの各 1名．

2. 各研究部の教授，助教授およびこれに準ずるものの中から所長が委嘱したもの各 1名．

（以下略す）

3) 工作委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，試作工楊の業務運営を円滑にするため，次の事項について審議する．

1. 試作工均の運営に関する重要事項の企画ならびに立案

2. 業務実施に閃する連絡調整

3. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもって組緻する．

第4条 委員長は，本所教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする．

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授•助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1 名

2. 所長が必要と認め，敦授裕会の承認を得た者若干名
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（以下略す）

4) 図書委員会規程抜幸

第 2条 委員会は所内図書室の連営について，下記の事項を行なう．

1. 図書室運営に関する事務監仔

2. 図書迎営に関する企画ならびに立案

3. 図書連営に関する連絡調整

4. 賦入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第3条 委且会は，委旦長の他委旦 10名，恵門委員若干名をもって組織する．

第4条 委員長は，本所教授中より教授給会において選出せられたもの，また委員は研究部毎に 2名と

し，その部の教授，助教授又はこれに準ずるものの互選によりたるものがこれに当たる恵門委員は

委員会の推せんにより所長が委嘱する．

（以下略す）

5) 写真委員会規程

第 1条 京京大学生産技術研究所に写真委員会（以下委貝会という）を置く．

第2条 委員会は，写真室の業務連営を円滑にし，写真技術向上を図るため下記の事項を行う．

1. 写真室追営に関する企画ならびに立案

2. 写真業務の予定計画ならびに実施，報告に対する検討

3. 写真業務に閃する連絡謁整

4. 材料の入手，使用ならびに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速度用写真設罰・機械・諮材の整俯充実に閃する企面

6. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委旦長 1名，委且 5名および専門委員若干名で組緑する．

第4条委旦長は所長が委既する．

第5条 委旦は各部 1 名とし，その部の教授• 助教授およびこれに準ずるものの互送による．

第 6条専門委旦は委貝長が委嘱する．

第7条 委員長および委員の任期は 1年とする．ただし虞任をさまたげない．

第 8条委員長は委員会を招集し，その議長となる．

第 9条 委旦長が必要と認めたときは，委員会に委員以外のものの出席を求め，意見をきくことができ

る．

6) 出版委員会規程

第 1条 京京大学生産技術研究所に出版委員会（以下「委旦会」という）を四＜．

第 2条 委員会は，下記出版物の出版にl'l:lして必要な事項を処理する．

1. 生形研究

2. 東京大学生虎技術研究所報告

3. 京大生研案内

4. 東京大学生産技術研究所年次要虹

5. !clこ研fリーフレット

6. その他必要な出版物

第 3条委員会は，委員長 1名，委且 10名，尊門委旦若干名で組織する．

第 4条 委員長は，本所教授中から教授怒会で送出する．任期は 1年とし毎年 4月1日に改める．菫任
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をさまたげない．

委員は教授，助教授，請師の中から，各研究部 2名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年とし，

毎年4月1日と 10月1日にその半数を改める．重任をさまたげない．

専門委員は委員長が委揺する．

第 5条委員長は，委員会を招集してその議長となる．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，また委員以外の者を

委員会に列席させて意見を聞くことができる．

附則

この規定は昭和 33年 10月 1日から実施する．

昭和 39年 10月21日より一部改訂実施する．

昭和42年 41月1日より一部再改汀実施する．

昭和 43年 4月 1日より一部再改訂実施する．

7) 営繕委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に営繕委員会（以下「委員会」という）を四＜．

第 2条委員会は本所の施設の整備改善，合理的運用および将来計画に関し次の事項を行なう．

1. 土地，建物，工作物等の新営，ならびに推持管理に関する企画および立案

2. 電気，通信，ガス，水道，暖厨等の合理的使用方法の検討ならびに助言

3. 構内詈備に関する企画ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長 1名，幹事 1名，委員5名および専門委員若干名で組織する．

第 4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する．

幹事は委員長の要請に応じて教授•助教授中より所長が委嘱する

委員は各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授•助教授の互選による

専門委員は委員長の要請に応じて所長が委嘱する

第 5条委員長および委員の任期は 2年とし直任はさまたげない．

第 6条委員長は委員会を招集しその議長となる．

第 7条幹事は委員長を補佐し委員会の業務に必要な企画，連格，謁賂に当たる．

第 8条委員長は必要と認めたときは特定の事項につき小委員会を設けることができる．

第 9条 委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委員会に列席させて意見をきくことができる．

附則

この規程は昭和 33年 6月18日から実施する．

8) 厚生委員会規程抜幸

第 2条 委員会は本所の厚生福祉に関する施設ならびに事業の円沿な連営を図るため，下記噴項を行な

ぅ．

1. 職員およびこれに準ずる者（以下「域員」とよぷ）の保健，衛生，福祉ならびにレクリェーショ

ン等に関する企画，巡営に関する事項

2. 厚生事業部の企画，遥営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長および委員で組峨する．委員長は所長が委嘱する．

第 4条委員は下記に従い所長が委嘱する．

1. 各研究部よりその部に属する教授•助教授ならびにこれに準ずる者より選出された者 1 名，およ

び教授•助教授ならびにこれに準ずる者を除く域員より選出された者 1 名
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2. 事務部は事務部長および事務部政員より選出された者 1名

3. 試作工場および千葉実験所については，それぞれの所属職員より選出された者各 1名

4. 所長が必要と認めたもの 4名以内

第 5条 委員会は委員長の発議または委員拾数の 1/3以上の要請によって招集される．

（以下略す）

9) 講習会委員会規程

第 1条 本所に東京大学生産技術研究所請習会委員会を四＜．

第 2条 この委員会は，財団法人生産技術研完奨団会から委託された講習会の企両並びにその実施をつ

かさどる．

第 3条 この委員会は委員長 1名，委員 5名とし，各研究部から選出された教授または助教授で構成

し，委具長は本所教授の中から所長が委嘱する．

委員長は，必要と認めた場合導門委員を委嘱することができる．

第 4条 委員長および委員の任期は 1年とし毎年 10月1日に更新する．

第 5条 この委員会の事務は庶務掛が担当し，財団法人生産技術研究奨励会事務局が協力するものとす

る．

附則

この規程は昭和 39年 1月1日から施行する．

この改正規程は昭和 44年 10月 1日から実施する．

10) 放射性同位元素委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に放射性同位元素委員会（以下「委員会」という）をおく．

第2条 委員会は，本所における放射性同位元点の臀理および障害防止に関する事項を審議し，また所

内の連絡調整にあたる．

第 3条委員会は委具長および委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．

3. 委員は，次のものに所長が委嘱する．

(1) 各研究部ごとに，その部の教授• 助敦授またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1名

(2) 所長が必要と認めたもの

第 4条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない．

第 5条委員長は委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて意見をきくことができ

る．

第 7条 委員会の庶務は，庶務掛が担当する．

附則

この規程は，昭和36年6月7日より実施する．

11) 試験溶鉱炉委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に式険溶鉱炉委員会（以下「委旦会」という）

をおく．

第 2条 委員会は，本所の試険溶鉱炉の研究と連営に関するつぎの事項を審ゑ決定する．

(1) 試験溶紘炉による研究の企固・立案に関する事項

(2) 試険溶鉱炉の経費に関する事項
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(3) 試験溶鉱炉設備に関する事項

(4) その他必要と認めた事項

第 4条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．

1. 委員長は，本所教授の中から，所長が委嘱する．

2. 委員は，次のものに所長が委瞑する．

(1) 本所勤務の教授•助教授またはこれに準ずるもの

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない．

第 5条委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第6条 委員会が必要と認めた事項を審議するために，専門委員会を設けることができる．

2. 専門委員会の委員長および委員は，委員会の議を経て委員長が委嘱する．

第 7条委員会に幹事をおくことができる．

2. 幹事は，委員の中から委員長が委嘱する．

第8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて，意見をきくことができ

る．

附則

1. この規程は，昭和 37年 3月31日より実施する．

2. 初期の委員長および委員の任期は，昭和 39年3月31日までとする．

12) 霊子計算機委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に電子計邸機委員会（以下「委員会」という）

をおく．

第 2条 委旦会は，本所における共通使用の電子計冥械およびこれに掌ずるものの管理運営を円滑にす

るため，次の事項を審議する．

1. 運営に関する重要事項の企画ならびに立案

2. 将来計画ならびに設備の充実

3. 運営に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長 1名，委員 5名，および専門委員若干名で組織する．

2 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．

3 委員は，つぎのものに所長が委嘱する．

(1) 研究部ごとに，その部の教授，助教授，またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1名．

(2) 専門委員として，委員長より要請のあったもの若干名．

第 4条委員長および委員の任期は 2年とするただし重任をさまたげない．

第 5条委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2 委旦長に事故あるときは，あらかじめ，委員長が指名する委員がその政務を代行する．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを，季目会に列席させて怠見をきくことができ

る．

第 7条 委員会の庶務は研究掛が担当する．

附則

この規程は，昭和 44年4月 16日から実施する．
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13) 輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪請会と称する．

2. 本会は生産技術研究所内における知説の交換を目的とする．

3. 本会の事務を運営するため世話人を置く．世話人は各研完部より 1名ずつ送出し内 1名を世話人

代表に互選する．

4. 本会は毎月第 3水昭日午後 1時 30分から 2時20分まで開位するのを原則とする．ただし教授総

会その他の認合により日時を変更することがある．

5. 諮演者は 1回1名とし詰演時間は 1名 45分（外に質炭討論5分以内）を原則とする．

6. 購演の順序は原則として）既次各部より遥当な請演者を選出し，錆演の 2週間以前までに庶務掛に

申出請演要旨を 1週間までに送付するものとする．

7. 庶務掛は当番部に請演の日から 1カ月以前に通知するものとする．

8. 批話人会は請演者の決定その他本会に図する事項を処理するものとする．

9. 臨時聴講希望者は世話人に申し出て了解を得ることを要する．

10. 輪請会を司会するため当薔幹事を担当部より送出する．

D) 生産技術研究所研究報告発行内規

第 1条東京大学生産技術研究所報告（以下「生研報告」と称する）の発行はこの内規によって行なう．

第 2条 生研報告は生庄技術研究所（以下「生研」と称する）の研究業紋を学外に発表することを目的

とする．

第 3条生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って出版委旦会が行ない，発行の可否について

は常務委員会の承認を得るものとする．

第4条 生研報告に掲載する論文は生研職員の研究成果または生研説員が中心となって行なった共同研

究成果でその部の推郎を経たものとする．

第 5条 生研報告に掲載する論文は学会誌などにその主要な点が発表された研究報告を詳細にまとめた

ものまたは分割掲載した論文をまとめたものとする．ただし新しく発表する論文についても出版委員

会が承認したものはこの限りでない，

第 6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または 2篇以上を 1冊として発行する．

第 7条 前条については著者の希望を勘案してこれを決定する．

第 8条 生研報告に用いる文は， 欧文または和文とし， 和文の均合は本文の 10%以内で 2ページを越

えない籐囲の欧文梗慨を付することを原則とする．

第 9条生研報告は不定期に発行し，およそ 300ページを単位として在を改める．発行部数はその都度

定める．

附則

1. 生研報告発行委員会の廃止によるこの改正は，昭和 33年 6月 18日から実施する．

2. 昭和43年 3月 6日より第 3条改正実施する．

3. この改正は昭和 44月4年 16日から施行し昭和 44年4月 1日より辺用する．

儲 考

1) 第4条により論文を推胴する場合は原則としてその内容につき部を中心とする閃係者

の間で十分の討議を経ることを要する．

2) 大学院学生および研究生の研究論文を第 4条に準じて取り扱うことができる．

E) 生産技術研究所研究担当ならぴに研究員取扱内規

（昭和 37.7. 4 
昭和 37.7. 18 

第 1条 生庄技術研究所において一定期閲特殊な事項の研完に対し，所外の者に研究の協力を委既する
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必要がある場合，研究担当または研究員を置くことができる．

2 前項による研究担当とは，本務が本学専任教官（教授• 助教授・請師）であるものをいう．

第 2条 研究員は，大学卒業または同程度以上の学力を有し，研究事項については十分の経験を有する

ものでなければならない．

第 3条 研究担当，研究員には予多加の箱囲内で手当を支給することができる．

第 4条研究担当，研究員は本所職員に準じて取扱う．

ただし，別に定められている事項についてはこの限りでない．

第 5条研究担当，研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申諮する

場合は予め所長に協議するものとする．

第 6条各部において研究担当，研究員を委嘱する必要が生じた場合，その部の主任は別紙様式の内申

書を所長に提出しなければならない．

第 7条所長は，内申書が提出されたときは， '.',i務委員会に諮り総長に上申する．

第 8条 所長は研究委嘱の必要性が消滅した均合，またはその他の事由により委嘱の取消しを総長に上

申することができる．

附則

この内規は昭和 26年 10月 1日より実庭する．

この内規は昭和 37年4月 1日より道用する．

F) 生産技術研究所研究生規程

（昭和 29.2. 16 制定）
改正昭和 31.4. 24 昭和 32.4. 23 

昭和 38.7.13 昭和 41.6. 6 
I召手n47. 6. 27 

第 1条生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において支閤がない壻合に

限り，研究生として入所を許可することがある．

第 2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同等以上の学力を有

する者，または相当の経験を有する者で本所において適当と認めた者とする．

第 3条 研究生を希望する者は，所定の願書に履歴書を添えて所長に差し出さなければならない．

第4条研究生は，所長の指揮監晋を受け，本所が指定した教官の指郡の下に研究に従事しなければな

らない．

第 5条研究生がその研究業績を発表しようとするときは，必ず指等教官の承認を受けなければならな

ぃ．

第6条 研究生として入所を許可された者は，所定の期日までに入学料を納付しなければならない．

第7条 研究生は，その研究期間に応じて，月額の 3月分又は 6月分の研究料を前納しなければならな

ぃ．ただし，特に多額の費用を要する場合は，別に自弁させることがある．

2 既納の研究料は，還付しない．

第8条 第6条の入学料及び前条の研究料の額は，国立の学校における授業料その他の費用に閃する省

令（昭和 36年文部省令第 9号）第 10条の規定に韮づき定められた額とする．

第9条研究生の研究期間は， 1年以内とする．

2 当初決定された研究期間を経てさらに研究を経読しようとするときはその理由を具して所長に願い

出で，許可を受けなければならない．

第10条 研究生は研究期間の終わりに，その研究状況および成果を記戟した報告書を指郡教官を経て所

長に提出しなければならない．

2 研究生の研究期間が1年以上にわたるときは， 1年の終わりにおいてその研究状況の中間報告書を

前項に準じ提出しなければならない．
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第11条 所長は，疾病その他の事由により，研完を継続することが不遥当と認めるときは，その研究生

に対し，退所を命ずることがある．

第12条研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長に願い出なければ

ならない．

肘 則

この規程は，昭和47年 6月27日から施行し，昭和 47年4月 1日から適用する．
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G) 生産技術研究所勤務発明暫定規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に効務する者（以下「職員」という）が，そ

の勁務に閃してなした発明（以下「勁務発明」という）の取り扱いについては，当分の間，この規程

の定めるところによる．

第 2条 勁務発明のうち，その内容が本所の業務範囲に属し，またその発明をなすにいたった行為が，

その朦員の任務に属するもの（以下「任務発明」という）については，その発明者が特許を受けたと

き，東京大学はその実施権を受けるものとする．

第3条 職員は，自己の勁務発明の特許を受ける権利，または特許権，もしくは任務発明以外の効務発

明の実施権を，東京大学に移譲することを願い出ることができる．

第4条本所所長は，東京大学学長の監督のもとに，前 2条に規程した特許を受ける権利，特許権また

は実施権に関する事務をつかさどる．

第 5条本所受託規程に悲づく受託事項について，本所職員が発明したときには，この規程に従う．

本所受託規程第 10条に規定する補助者が， 受託事項について発明した場合には， その補助者を指

郡する本所職員と共同して発明したものとみなして，この規程を適用する．

第 6条 この規程は，実用新案および意匠登録にもこれを準用する．

附 則

本規程は昭和 24年9月22日から施行する．

H) 東京大学受託研究員規程

第 1条

（昭和 33.10.21制定）
改正昭和 34.4.21

この規程は，文部省受託研究員実施要項に基づき，民間会社等（以下「委託者」という）より
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の委託に応じ，その現職技術者を受託研究員（以下「研究員」という）として本学に受け入れる培合

における必要な事項について定める．

第 2条 研究員として許可するものは，大学を卒業した者または本学がこれと同等以上の学力を有する

と認めた者とする．

第 3条 委託者の代表者または長は，所定の申込杏に推成湛および本人の屈歴書を添えて当該学部また

は研究所の長に頴い出なければならない．

第4条 学部または研究所の長は，当該部局において遥当と認め，かつ，支障のない場合に限り，総長

の認可を得て研究員の受入れを許可する．

第 5条 研究員は，指遅教官の指報のもと 1こ研究に従項しなければならない．

第 6条 研究員の叫究期間は， 1年以内とし，第 4条の規程による許可があった日の属する年良の末日

をもって終了するものとする．

第 7条 前条の期閻満了後，研究を祗紬する必要があるときは，委記者は，理由を付して，当該学部ま

たは研究所の長に願い出なければならない．

第 8条 学部または研究所の長は，前条による願出があったときは，総長の許可を得て， 1年以内に限

り研究期間の更新を許可することができる．

第 9条 第 4条または第 8条の規程による許可があったときは，委；；じ者は，研究料として金12万円をた

だちに納付しなければならない．

2. 既納の研究料は，遠付しない，

第10条 研究料は研究期間が 1年未沿の嶋合にも研究員 1人につき金12万円とする．

第11条 委託者が，第4条または第 8条の坦定による許可があった後，ただちに研究料を納付しないと

きは，許可を取り消す．

附 則

この規程は，昭和 34年4月21日から誨行し，同年 4月1日から遥用する．
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I) 東京大学生産技術研究所受託処理規程

第 1条
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術に関係がある学理的問題または，物品等の研究・ 試作・試験・澗査等を委託しようとする者がある

ときは，この規程により処理する．ただし定型的試験・調査については別に定める．

第 2条 受諾の諾否および受託すべきものについての担当官，その他必要な事項は，所長が常務委員会

の議を経て，これを決定し，教授総会に報告する．

第 3条 常務委員会は，必要に応じて常務委員以外の教授，助教授，その他の職員の出席を求め，その

受託研究1こ閲して怠見を徽することができる．

第 4条 主任担当官は研究を担当することの意義についての所見及び受託費用邸定明細杏を所長に提出

するものとする．

第 5条 主任担当官は，受託事項が終了したときは，受託研究完了報告書を作成し，所長に提出しなけ

オ1,(まtiらない．

第 6条 受託事項に関する成呆の公表は，担当官がこれを行なうものとする．

第 7条 主任担当官となるものの裟格は次のとおりとする．

1)教授 2)助教授 3)講師 4)併任敦授 5)併任助教授

第 8条 受北事項に関し，エ菜所有椛等が発生した楊合には，本所，発明者委託者の三者が協議するも

のとする．

第9条 受正研究実施に際し，研究仙助者を受入れる楊合は，臨時餅人人事取扱要領に準じて取扱うも

のとし，所長が適当と認めた坦合には，当該受託研究期間中についてのみこれを許可するものとす

る．

i'.H JllJ 

この規程は昭和46年 4月21日より施行する．

J) 東京大学生産技術研究所津波高潮実験施設に関する規程

第 1条 生産技術研究所千葉実験所所在の津波高潮実験施設（以下「施設」という）は生産技術研究

所，地震研究所，工学部および理学部に所属する研究者の共同利用に供する．

第 2条 施設の範囲は生産技術研究所長（以下「所長」という）が別に定める．

第 3条施設は津波，高潮，湖汐，波浪等に関する水理学的研究以外の目的には使用しない．

第4条 施設を利用しようとする者および利用者は所長が別に定める施設の管理運営要項を遵守しなけ

ればならない．

第 5条 施設の巡営を円滑に行なうため，生産技術研究所に，津波高潮実験施設巡営委員会（以下「委

員会」という）をおく．

第 6条 委員会は所長の諮問に応じ，つぎの事項を番議する．

(1) 施設の共同利用計画に関すること．

(2) 施設の管理巡営要項に関すること．

(3) 施設の整備拡充に関すること．

(4) その他，施設に関し所長が必要と認めた事項．

第 7条 委員会は委員長 1人，委員若干人をもって組織する．

2. 委員はつぎの者に所長が委雌する．

(1) 生産技術研究所の教授，助教授またはこれに準ずる者．

(2) 地裳研究所・工学部および理学部の教授・助教授またはこれに準ずる者の中から，それぞれ

の部局長が推せんした者．

(3) 所長が必要と認めた者．

3. 委員長は委員の互選により決定する．

第8条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし重任をさまたげない．

2. 補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．

第 9条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

204 



2. 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した者が職務を代行する．

第10条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開き議決することができない．

2. 議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる．

第11条必要に応じ，委員会に幹事を四くことができる．

2. 幹事は委員長が委IJ属する．

3. 幹事は委員長の指揮を受けて会務に従事する．

第12条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は委員会の定めるところによ

る．

附 則

1. この規程は昭和 40年 6月 16日から施行する．

2. この規程の施行後，最初に委嘱する委員の任期は昭和 42年3月末日をもって終了する．

K) 財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程

第1条 東京大学生産技術研究所における高級技術者養成を目的とする，財団法人生産技術研究奨肋会

（以下「生産技術研究奨励会」という）育英奨学生の取扱いは，この規程により行なう．

第2条 育英奨学生は生産技術研究奨励会の規程に従い，東京大学生産技術研究所教授•助教授の指薬

を受ける者で，当該指郡教官の所属する同研究部の推囲により同常務委員会の選考を経た者であっ

て，次に該当する者を生産技術研究奨励会に推附する．ただし育英奨学規程（以下「規程」という）

第2条の第 2種の毀金による事業の育英奨学生（以下「第 2種育英奨学生」という）の選考について

は，上記常務委員会に代り，当該指尋教官の所属する研究部において，行なうことができる．

1. 東京大学修士または，博士課程大学院学生

2. 東京大学生産技術研究所研究生

3. その他東京大学生産技術研究所教官の適当と認める者

前項3号の推煎は，第2種育英奨学生に限る．

第3条 規程第2条の第 1稲の資金により行なう事業の育英奨学生（以下「第 1種奨学生」という）に

対する育英奨学金は修士コース大学院に入学した者については， 1カ月 10,000円とし，毎年 4月より

J, 000円を増額する．

第 1種育英奨学生のうち大学院在学中育英奨学生となった者の育英奨学金は，前記某準により雰定

したものと同額とする．

第 1種育英奨学生に対する育英奨学金のうち研究生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定され

た時より 1カ年， 1カ月 10,000円とし， 1カ年間を超えるごとに月額 1,000円を増頷する． ただし

大学院より引き続き研究生となった者の育英奨学金は，通罫した額とする．

第2種育英奨学生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された時より月額を以て支給する．た

だしその額については，その者の学歴，経険年数，その他の事情を勘案してその都度決定する．

なお第 2稲育英奨学生と決定された時より 1カ年を超えるごとに月額 1,000円を増額することがで

きる．

育英奨学金は，第 1種育英奨学生に対しては 1人月額 15,000円，第 2種育英奨学生には，同じく

20,000円を超えないものとする．

特別の事情がある場合は，育英奨学金の額を変更することができる．

第4条育英奨学生に対し育英奨学金を交付する期間は，育英奨学生選考のときにめ定るが， 5年以内

とする．

第5条 この規定に定められていない事柄の取扱いは常務委員会において決定する．

附則

この取扱規程は，昭和 40年6月 16日より実施する．
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3. 学術雑誌目録（自然科学欧文篇）

I 

TI 

皿

IV 

略

第 1部 購入雑誌

第 2部 II II 

第 3部 // ,, 

第 4部
” 

// 

語 表

V 第 5部 購入維誌

E 電子叶邸機室 II II 

C 共迎 II II 

仰考 本目録は原則として 1972年までのものを登載する．

＊印は 1972年以降ひきつづき購読のものを，〔 〕は欠巻・号（イタリッ

ク）・年を示す．

A 

1 Abitare 
*(V) 92(1971)-111(1972) 
2 Abrasive Engineering 

(formerly: Grinding and Finishing) 
*(JI) 4(1959)-18(1972) 

3 Acta Crystallographica, sect. A & B 
Sect. A 

*(I) 20(1966)ー26(1970)
29(1973) 

Sect. B 
(I) 20(1966)-26(1970) 

4 Acta Metallurgica 
*(IV) 4(1956)-20(1972) 
(C) 1(1953)-3(1955) 

5 Acustica 
*(I) 7(1957)-27(1972) 
*(V) 3(1953)-27(1972) 

6 Advances in Physics 
*(C) 1(1952)-21(1972) 

A E G-Mitteilungen 

〔7,1-4〕
〔7,1-2, 6〕

(see: Technische Mitteilungen AEG-
Telefunken) 

7 A E G Progress 
(C) 1(1925)-14(1938) 

8 Aero Digest 
(I) 69(1954)-72(1956) 〔69,1(1954)〕

9 Aeroplane and Commercial 
Aviation News 
(formerly: Aeroplane and Aeronautics) 

(I) 94(1958)-108(1964) 

10 A F I P S Conference 
(formerly: Joint Computer Conference) 

*(C) 12(1957)-41(1972) 

11 A I A A Journal 

*(C) 1(1963)-10(1972) 
12 A.I.Ch.E. Journal 
*(JI) 5(1959)-18(1972) 
*(N) 1(1955)-18(1972) 
Air Conditioning, Heating and 
Ventilating 
(See: Building Systems Designs) 

13 Aircraft Engineering 
(C) 31(1959)-40(1968) 

14 All the Worlds Fighting Ships 
(C) 1901,'03—'08,'17'19-'22,'26 

15 Allgemeine V ermessungs-N achri-
chten 

*(C) 1950-79(1972) 

16 Allgemeine W恥 metechnik
(JI) 2(1951)-12(1964) 〔6,3(1955)〕

17 Aluminium 
*(N) 43(1967)-48(1972) 

18 American City 
(C) 40(1929)-52(1937) 

19 American Dyestuff Reporter 
(N) 43(1954)-56(1967) 

20 American Gas Journal 
(N) 119(1923)-133(1930) 〔121ー122,126-131〕

21 American Institute of Chemical 
Engineers 

(IV) 7(1914)-33(1937) 〔12-32(1919-
1936)〕

22 American Journal of Physics 
(I) 22(1954) 

23 American Journal of Science 
(C) 41(1916)-46(1918) 

24 American Machinist 
*(JI) 94(1950)-118(1972) 〔94,1-17 (1950)〕

〔97,2(1953)〕
(C) 56(1922), 89(1945) 

-94(1950) 〔56agr. -dee. 
('g2)〕
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25 Analyst 
*(IV) 79(1954)-97(1972) 
(C) 66(1941)-78(1953) 

26 Analytica Chimica Acta 
*(C) 11(1954 july)-62(1972) 〔25(1961)〕

27 Analytical Abstracts 
*(IV) 1(1954)-23(1972) 

28 Analytical Chemistry 
*(IV) 21(1949)-44(1972) 
(C) 20(1948) 

29 Angewandte Chemie 
(IV) 1 (1888)-41 (1931) 

*(C) 45(1932)-46(1933) 
62(1950)-84(1972) 

30 Annalen der Chemie 
(see: Liebigs Annalen der Chemie) 

(IV) 169(1873)-474(1929) 〔183,190-267, 
320, 327-420, 430 
-435, 44 7 -450〕

31 Annalen of C I R P 
*(JI) 13(1965)-21(1972) 

32 Annales de l'Institut d'Hydrologie 
et de Climatologie 

(V) 21(1950) 

33 Annales de Physique 
(I) 9(1954)-10(1955) 
(C) 11(1956) 

34 Annual Review of Nuclear Science 
(I) 2(1952)-6(1956) 

35 Annual Review of Physical 
Chemistry 

(IV) 4(1953)-7 (1956) 

36 Annual Survey of American 
Chemistry 

(IV) 3(1927)-10(1935) 〔6-9(1931-1934))

37 Applications and Industry 
(see: IEEE Transactions) 

(JI) 13(1954)-70(1964) 〔29(1957)〕
(][) 4(1953)-70(1964) 

38 Applied Acoustics 
*(C) 2(1969)-5(1972) 

39 Applied Chemistry Reports 
(IV) 1(1916)-24(1939) 〔5-22(1920-1937)〕

40 Applied Materials Research 
(C) 3(1964)-5(1966) 

41 Applied Mechanics Reviews 
*(I) 20(1967)-25(1972) 
*(C) 5(1952)-25(1972) 〔5,1, 6(1952)〕

42 Applied Optics 
*(C) 4(1965)-11(1972) 

43 Applied Physics Letters 
*(C) 1(1962)-21(1972) 

44 Applied Polymer Symposia 
*(C) 1(1965)-16(1972) 
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45 Applied Scientific Research 
section A 

(C) 4(1954)-14(1965) 
section B 

(G) 4(1955)-12(1965) 

46 Apotheker-Zeitung 
(C) 1(1886)-50(1935) 〔9,14, 32-44〕

47 Architects Journal 
*(V) 137(1963)-156(1972) 

48 Architectural Design 
*(C) 38(1968)-42(1972) 

49 Architectural Forum 
(V) 92(1950)-121 (1964) 〔93,2-6(1950)〕

〔97,1, 6(1952)〕
〔98,1, 2(1953)〕
〔100,6(1954)〕
〔101,1-6(1954)) 

(C) 76(1942)-89(1948) 

50 Architectural Record 
'"(V) 106(1949)-152(1972) 〔107'6(1950)〕

〔109(1951))

51 Architectural Review 

〔112,1-3, 6 
(1952)) 
〔113,1 (1953)〕
〔115,2-6(1954)) 
〔118,1,4-5 
(1955)〕
〔123,5, 6(1958)〕
〔124,7, 8, 10-12 
('58)〕

*(V) 114(1952)-151(1972) 〔118,707 (1955)〕

52 Architecture d'Aujourd'hui 
*(V) 1950-1972 

53 Archiv fur das Eisenhiittenwesen 
*(C) 21(1950)-43(1972) 

54 Archiv der Elektrischen .. 
Ubertragung 

*(C) 1(1947)-26(1972) 

55 Archiv fiir Elektrotechnik 
(]I) 2(1914)-27(1933) 

(C) 11(1922)-23(1930) 〔12-16,18, 20, 22〕

56 Archiv fiir Experimentalle 
Pathologie und Pharmakologie 

(C) 1 (1873)-34(1894) 

57 Archive for Rational Mechanics 
and Analysis 

*(I) 24(1967)-48(1972) 
58 Archives of Environmental Health 
*(C) 16(1968)-25(1972) 

59 Archives Internationales d'Histoire 
des Sciences 

*(V) 1(1947)-9(1956) 
11 (1958)-25(1972) 



60 Arms and Explosives 
(C) 2(1893)-26(1918) 

61 AR  S Journal 
(formerly: Jet Propulsion) 
(merged into AIAA Journal) 

(I) 29(1959)-32(1962) 
(II) 31(1961)-32(1962) 
(C) 29(1959)-32(1962) 

62 Artilleristische Monatshefte 
(C) 1911-1913 

63 Artilleristische Rundschau 
(C) 1936-1939 

64 Arts and Architecture 
(K) 69(1952), 72(1955)-84(1967) 

65 ASEA Jく）urnal 
(C) 6(1929)-16(1939) 

66 ASH RAE Journal (American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineers) 

*(V) 1(1959)-14(1972) 

67 ASLE T ransact10ns (A mencan 
Society of Lubrication Engineers) 

* (II) 2(1960)ー15(1972) 〔2,1 (1960), 3, 
2(1960)〕

68 ATM (Archiv flir Technisches Messen) 
(C) 1945-1965 

69 Atomic Energy Newsletter 
(I) 1956-1958 

70 Atomics 
(see: Chemical and Process Engineering) 

(C) 7(1956)-10(1959 june) 
71 Atomics and Atomic Technology 

(I) 6(1955)-7 (1956) 

72 AT  Z (Automobiltechnische Zeitschrift) 
* (II) 57 (1955)-7 4(1972) 
(C) 44(1941)-50(1948) 

73 Audio 
* (C) 35(1951)-56(1972) 

74 Automatica 
*(II) 5(1969)-8(1972) 

75 Automation and Remote Control 
Avtomatika i Te!emekhanika・USSR 

English Translation 
(II) 1964-1970 

*(C) 1971-1972 

76 Automobile Engineer 
ネ(C) 42(1952)-62(1972) 

77 Aviation Week 
＊（皿） 68(1958)-97(1972) 〔68,2-3, 9, 23〕

B
 

78 Bau en+ W ohnen 
*(V) 15(1961)-27(1972) 

79 B ・aumgenieur 
(V) 17(1936)-32(1957) 〔18,20-25(1937-

1950)〕

*(V) 25(1950)-47(1972) 
(C) 11(1930)-25(1950) 〔11,43(1930)〕

〔13,49-50(1932)〕
〔14,15-16(1933)〕
〔19-23(1938-
1942)〕

80 Bauplannung und Bautechnik 
*(V) 8(1954)-26(1972) 

81 Bautechnik 
*(V) 27(1950)-49(1972) 〔28(1951)〕
(V) 29(1952)-35(1958) 
(C) 1(1923)-9(1931) 

24(1947)-29(1952) 〔24,4-12(1947)〕

82 Bautechnik-Archiv 
(V) 19117-1954 

83 Bauwelt 
*(V) 1962-1972 

84 B B C Mitteilungen 
(C) 12(1925)-15(1928) 

85 Bell Laboratories Record 
*(IIT) 19(1940)-50(1972) 〔20-21(1942-

1943)〕
〔23(1944)〕
〔26-28(1948-
1950)〕

86 Bell System Technical Journal 
*(IIT) 10(1931)-40(1961) 〔21-27(1942-

1948)〕
43(1964)-51(1972) 

(C) 20(19'11)-25(1946) 〔21(1942)〕

87 Berg-und Hiittenmiinnische Zeitung 
(C) 39(1880)-60(1901) 〔40-41(1881-

1882)〕
〔57(1898)〕

88 Berichte der Bunsengesellschaft fiir 
Physikalische Chemie 

(IV) 1 (1894)-47 (1941) 
*(C) 5(1898)-76(1972) 〔6(1899-1900)〕

〔14-25(1908-
1929)〕
(38-55(1932-
1951)〕

Berichte der Deutschen Chemischen 
Gesellschaft 
(see: Chemische Berichte) 

89 Berichte der Deutschen Keramischen 
Gesellschaft 

(N) 29(1896), 48(1915), 

50(1917), 54(1921)-59(1926), 63(1932) 

90 Beton 
*(C) 17(1967)-22(1972) 

91 Beton und Eisen 
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(V) 21(1922)-38(1939) 
(C) 39(1940)-41(1942) 

92 Beton-und Stahlbetonbau 
*(V) 46(1951)-67(1972) 〔47(1952)〕

46(1951)-60(1965) 

93 Betonstein Zeitung 
*(V) 30(1964)-38(1972) 

94 Bildmessung und Luftbildwesen 
*(C) 36(1968)-40(1972) 

95 Biochemische Zeitschrift 
(N) 130(1922)-275(1935) 〔131,142-143, 

150-151, 157, 166-
167, 169, 185, 202, 
239, 257-266〕

96 B I T (Nordisk Tidskrift for Informations 
Behandling) 

*(C) 10(1970)-12(1972) 

97 Blast Furnace and Steel Plant 
(N) 7 (1919)-24(1939) 〔13-20(1925-

1932)) 
(C) 38(1950)-59(1971) 〔38,3(1950)〕

98 Brassey's Naval and Shipping 
Annual 

(C) 1923, 1926-1939 

99 Brennstoff-Chemie 
(N) 6(1925)-12(1931) 〔11(1930)〕

37 (1956)-47 (1966) 
(C) 23(1942)-24(1943) not pub. 〔25-29〕

30(1949)-35(1954) 

100 B WK  (Bren:istoff-W註me-Kraft)
(TI) 4(1952) 
(C) 1(1949) 

3(1951)-17 (1965) 〔1,10-12(1949)〕

101 British Chemical Abstracts 
(N) 1927-1938 

102 British Chemical Engineering 
*(N) 9(1964)-17(1972) 〔9,1-4(1964)〕

103 British Corrosion Journal 
*(I) 6(1971)-7(1972) 

104 British Journal of Applied Physics 
(see: Journal of Physics) 

(C) 1(1950)-18(1967) 

105 Rritish Journal of Photographic 
Almanac 

(N) 1915ー1937

106 British Journal of Photography 
(N) 73(1926)-84(1937) 〔76-77(1929-

1930)) 

107 British Welding Journal 
(C) 1(1954)-15(1968) 

108 Brown Boveri Review 
* (C) 12(1925)-59(1972) 〔15(1928)〕

〔21(1934))
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〔24-34(1937-
1947)) 
〔37,7〕

109 Building Services Engineer (for 
merly: Journal of Insts1tution of 
Heating and Ventilating Engineer) 

*(C) 1955-1957 
26(1958)-40(1972) 

110 Building Systems Designs 
(formerly: Air Conditioning, Heating 
and Ventilating) 

*(V) 55(1958)-69(1972) 

111 Built Environment (formerly: 
Official Architecture & Planning) 

*(V) 1(1972) 

112 Bulletin of the American Institute 
of Mining and Metallurgical 
Engineers 

(lV) 1914-1919 〔1917-1918〕

113 Bulletin of the American Railway 
Engineering Association 

(V) 13(1912)-33(1932) 

114 Bulletin de I'Association des 
Gaziers Beiges 

(C) 61(1939) 

115 Bulletin de I'Association Inter-
nationale d'Hydrologie 
Scientifique 

*(V) 7(1962)-17(1972) 

116 Bulletin de I'Association Suisse des 
Electriciens 

*(JI[) 45(1954)-63(1972) 

117 Bulletin de I'Association Technique 
Maritime et Aeronautique 

*(C) 3(1892)-42(1938) 〔13(1902))
64(1964)-72(1972) (30(1926)) 

118 Bulletin of A S T M 

〔33-34(1929-
1930)) 
(38(1934)) 
〔40(1936))

(see: Materials Research and Standards) 
(I) 1953-1961 
(V) 1949-1961 

119 Bulletin of the Atomic Scientists 
(I) 10(1954)-11(1955) 
(C) 12(1956)-28(1972) 

120 Bulletin of the Chemical Society 
of Japan 
(exch. pub.) 

*(C) 1(1926)-45(1972) 

121 Bulletin of the International 
Institute of Refrigeration 

(lV) 1934-1936 

122 Bulletin of the Seismological 
Society of America 

*(I) 46(1956)-62(1972) 



(II) 55(1965)-62(1972) 
*(V) 50(1960)-62(1972) 
(C) 31 (1941)-40(1950) 〔31,1-2(1941)〕

〔36,4(1946)〕
〔37,2(1947)〕
〔38,1-2(1948)〕

123 Bulletin de la Societe Chirnique de 
Belgique 

(IV) 44(1935)-44(1939) 〔44,7〕

124 Bulletin de la Societe Chirnique de 
France 

(IV) 1929-1939 

125 Bus Transportation 
(¥「) 29(1950) 

C 

126 Canadian Journal of Chemical 
Engineering 

*(IV) 42(1964)-50(1972) 

127 Canadian Journal of Physics 
(I) 44(1966) 

*(C) 47(1969)-50(1972) 

128 Carnalls Berg-, Hiitten-und 
Salinenwesen 

(C) 1(1854)-12(1864) 

129 Casabella 
*(V) 1961ー1972

130 Cement and Cement Manufacture 
(C) 5(1932)-11(1938) 

131 Cereal Chemistry 
(C) 29(1952)-41 (1964) 

132 Chartered Mechanical Engineers 
*(C) 1 (1954)-19(1972) 

133 Chemical Abstracts 
*(IV) 1(1907)-77(1972) 〔10-11(1916-

1917)〕
(C) 20(1926)-27 (1933) 

32(1938)-35(1941) 

134 Chemical Engineering 
(C) 56(1949)-76(1969) 

Chemical and Engineering Data 
(see: Journal of Chemical and Engine-
ering Data) 

135 Chemical Engineering News 
(C) 29(1951)-50(1972) 

136 Chemical Engineering Progress 
*(II) 47(1951) 

49(1953)-68(1972) 〔47,2, 11-12 
(1951)〕
〔51,5(1955)〕
〔52(1956)〕

(IV) 44(1948)-51(1955) 〔47-48(1951-
1952)〕
〔51,6(1955)〕

(C) 43(1947)-48(1952) 〔47(1951)〕
52(1956)-65(1969) 

137 Chemical Engineering Science 
* (C) 1 (1951)-27 (1972) 

138 Chemical Geology 
(C) 1(1966)-9(1972) 

139 Chemical Markets 
(IV) 1929-1932 

140 Chemical and Metallurgical 
Engineering 

(IV) 19(1918)-39(1932) 〔37〕
(C) 19(1918)-27(1922) 〔19Pt. I〕

30(1924)臼.I 〔27Pt. II〕

141 Chemical News 
(IV) 1 (1860)-88(1904) 〔6-7,35, 65-75, 

80-84〕
(C) 29(1874), 34(1876) 

38(1878)-48(1881) 
85(1902), 87(1903) 

142 Chemical and Process Engineering 
(IV) 36(1955)-53(1972) 

143 Chemical Reviews 
*(C) 28(1941)-45(1949) 〔44(1949)〕

〔56(1956)Pt. II〕
48(1951)-72(1972) 〔57Pt. II (1957〕

144 Chemical Society Annual Reports 
(IV) 1904ー1937 『05-'13,'23—'25,

'27,'31-'32,'34— 

145 Chemical Technology 
*(IV) 1971-1972 

146 Chemical Titles 
* (IV) 1961-1972 

'36〕

147 Chemical Trade Journal and 
Chemical Engineers 

(IV) 76(1925)-87(1930) 
98(1936)-106(1940) 

148 Chemie et Industrie 
(IV) 12(1924)-14 (1925) 〔12,1〕

17-18(1927) 〔13,6〕
20(1928)-30(1933) 〔14,6〕

149 Chemie-Ingenieur-Technik 
(C) 14(1941)-44(1972) 

150 Chemiker-Zeitung 
(IV) 2(1878)-65(1941) 
(C) 22(1898)-38(1914) 

151 Chemische Berichte 
(formerly: Berichte der Deutschen 
Chemischen Gesellschaft) 

(IV) 8(1875)-73(1940) 〔29,,j.1_ 48-59, 65〕
*(C) 40(1907) Pt. IV, 

46(1913) Pt. I -ill, 
47(1914) Pt. I-IT, 
61(1928) Pt. I-IT, 
62(1929) Pt. I -IT, 
63(1930) Pt. I -IT, 
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68(1935) Pt. I 
83(1950)-105(1972) 

152 Chemische lndustrie 
(IV) 1880ー1939 〔1883ー1920,

'25-'38〕

153 Chemisch-Technisches Repertorium 

(IV) 1911-1914 

154 Chemisches Zen tral l>a tt 
(IV) 1830-1941 〔1897-1898〕

127(1956)-
136(1965) 

(C) 1907 Pt. JI (2) 
1914 Pt. I (2) 
123(1952)- 〔126,51, 52 
126(1955) (1955)〕

155 Chemistry in Britain 
*(IV) 1(1965)-8(1972) 

156 Chemistry and Industry 
(IV) 1952 

*(C) 1950, 1952-1972 

157 Chimica e l'In<lustria 
(IV) 17(1935), 21(1939) 

158 Circulation Manager-Micron 
*(JI) 1(1969)-3(1972) 

159 Civil Engineering 
*(V) 1(1931)ー11(1941)

19(1949)-42(1972) 
(C) 1(1931)-4(1934) 

11(1941)-19(1949) 
Pt. 1 

160 Civil Engineering and Public Works 
Review 

*(V) 44(1949)-67(1972) 〔45,526-7 ('50)〕
〔45,529-30 ('50)〕
〔46,543,546('51)〕

161 Coal Age 
(IV) 1 (1911)-43(1928) 〔2-4,11-16, 

23-37〕

162 Coal Merchant and Shipper 
(C) 46(1923) 〔46,jan. -apr. 

('23)〕
48(192,1)-77 (1938) 

163 Collection Czechoslovak Chemical 
Communication 

(IV) 32(1967)-37(1972) 

164 Colliery Engineering 
(C) 36(1915) 

165 Colliery Guardian 
(IV) 1930-1941 
(C) 115(1918)-118(1919), 

143(1931), 148(1934)-155(1937), 
156(1938) Pt. I, 157(1938)Pt. JI, 
158(1939) Pt. I 

166 Communication of the Association 
for Computing Machinery 
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*(I) 8(1965)-15(1972) 
*(C) 1(1958)-15(1972) 

167 Communication and Electronics 
(see: IEEE Transactions) 

(IT) 1959-1960 
(fil) 1954-1964 

168 Communication News 
(see: Philips Telecommunication Review) 

(fil) 15(1955)-16(1956) no. 4 

169 Comptes Rendus Hebdomadaires des 
Seances de l'Academie 
des Sciences 

(C) 234(1952)-275(1972) 
Ser. A & B : Sciences Mathematiques & 

Sciences Physiques 
C: Sciences Chimiques 
D: Sciences Naturelles 

170 Computational Mathematics and 
Mathematical Physics 

*(E) 

171 Computer Bulletin 
*(C) 14(1970)-16(1972) 

Computer and Control Abstracts 
(see: Science Abstracts, Sect. C) 

172 Computer Design 
*(]I) 3(1964)-11(1972) 

173 Computer Journal 
(fil) 1(1958)-11 (1968) 

*(C) 12(1969)-15(1972) 

174 Computer Physics Communications 
(E) 1(1969)-4(1972) 

175 Computers and Automation 
*(C) 4(1955)-21(1972) 

176 Computers and Structures 
*(V) 2(1972) 

177 Computing Surveys 
*(E) 1(1969)-4(1972) 

178 Concrete 
(I) 1(1967)-3(1969) (E) 
(J:I'.) 1918-1938 (A) 〔1919-1928〕

*(v) 3(1969)-6(1972) (E) 
(C) 38(1931)-46(1938) (A) 

179 Concrete and Constructional 
Engineering 

(C) 26(1931)-33(1938) 
35(1940) 

180 Construction Methods and 
Equipment 

*(¥「) 43(1961)-54(1972) 

181 Contractor 
*(C) 1962-1972 

182 Control Engineering 
*(IT) 1(1954)-19(1972) 
*(]I) 3(1956)-19(1972) 



183 Corrosion 
(IV) 10(1954)-28(1972) 

184 Corrosion Science 
苓(I) 11(1971)-12(1972) 

185 Cybernetica (A) 
*(C) 11(1968)ー15(1972)

D 

186 Datamation 
*(C) 12 (1966)-18(1972) 
(][) 5(1959)-13(1967) 

187 Desalination 
*(IV) 1 (1966)-10(1972) 

188 Design Quarterly 
*(C) 71(1968)-87(1972) 

189 Deutsche Bauzeitschrift 
*(V) 10(1962)-20(1972) 

190 Deutscher Ferein von Gas-und 
,v asserfachrn五nnern

(IV) 1907-1910 

191 Diffusion Data 
¥(IV) 

192 Dingler's Politechnisches Journal 
(C) 119-293(1894) 〔174,235-245, 

247,267,269,280, 
282, 284,286,288, 
290,292〕

193 Direct Current 
(][) 2(1955)-12(1967) 〔2,1-3(1955)〕

194 Direct Current New Ser. 
*(C) 1(1969)-4(1972) 

195 Discussions of the Faraday Society I 
(C) 9(1950)-52(1972) 

196 District Heating 
* (C) 54(1968)-58(1972) 

197 Dock and Harbour Authority 
*(V) 4(1924)-20(1940) 

30(1949)-53(1972) 

198 Domus 
*(C) 458(1968)-517(1972) 

199 Draht-W elt 
(JI) 47(1961) 

200 Dyer 
(I¥う 1932-1934

E 

201 Earth Science Reviews 

*(C) 1(1966)-8(1972) 

202 Electric Journal 
(C) 3(1906)-35(1938) 

203 Electric Light and Power 
*(][) 33(1955)-50(1972) 

204 Electrical Communication 
*(][) 4(1925)-47(1972) 〔12-19(1933-

1941)〕

205 Electrical Engineering 
(foごmerly:Journal of AIEE) 

(ill) 5(,(1931)-82(1963) 〔60-68(1941-
1948)〕

(C) 50(1931)-82(1963) 〔56(1937)〕
〔68Pt. JI (1949)〕
〔69-70(1950-
1951)〕
〔79,7(1960)〕

Electrical Engineering Abstracts 
(see: Science Abstracts; Section B) 

206 Electrical Review 
(C) 62 Pt. I (1908) 

207 Electrical World 
*(][) 132(1949)-178(1972) 
(C) 51(1908)-101(1933) 〔51Pt. JI (1908-

58(1912)〕
〔70(1917)〕
〔85(1925)〕
〔101Pt.JI (1933)〕

208 Electrician 
(C) 67(1911)-99(1927) 〔75(1915)〕

209 Electrochemical Society Preprint 
(IV) 1922-1939 

210 Electrochemical Technology 
(merged into Journal of the Electro・

Chemical Society) 
(IV) 5(1967)-6(1968) 

211 Electrochimica Acta 
*(C) 12(1967)-17(1972) 

212 Electrodeposition and suface 
Treatment 

*(TI) 

213 Electronic Design 
*(]II) 14(1966)-20(1972) 

214 Electronic Engineering 
*(C) 23(1951)-4,1(1972) 

215 Electronic and Radio Engineer 
(see: Electronic Technology) 

（皿） 39(1959) 

216 Electronic Technology 
(formerly: Electronic & Radio Engineer 
Incorporating Wireless Engineer) 

(see: Industrial Electronics) 
(IIT) 37(1960)-39(1962) Sept. 

217 Electronics 
*(IIT) 1(1930)-45(1972) 〔10-11(1937-

1938)〕
〔14-21(1941-
1948)〕
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(C) 13(1940)-43(1970) 〔23(1950)〕

218 Electronics Letters 
*(C) 6(1970)-8(1972) 

219 Electronics & Power, New Ser. 
(formerly: Journal of the Institution of 
Electrical Engineers) 

(C) 1(1955)-14(1968) 

Electronics Reliability & 
Microminiaturization 
(see: Microelectronics and Reliability) 

220 Electroplating and Metal Finishing 
* (C) 16(1963)-25(1972) 

221 Elektrische Bahnen 
*(C) 34(1963)-43(1972) 

222 Elektronische Rechenanlagen 
(llI) 3(1961)-6(1964) 

223 Elektro-Technische Zeitschrift 
(C) 34(1913)-65(1944) 〔36-43(1915-

1922)〕

ausg. A 

〔46(1925)〕
〔60-62(1939-
1941)〕

*(llI) 34(1913)-93(1972) 〔36-41(1915-

ausg. B 
* (llI) 6(1954)-24(1972) 

1920)〕
〔63-68(1942-
1947)〕

224 Engine Design and Application 
(TI) 1(1964)-4(1967) 

225 Engineer 
*(C) 56(1883)-235(1972) 〔57-62(1884-

1886)〕

226 Engineering 
(IV) 109(1920)-154(1937) 
(V) 79(1905)-81(1906) 

85(1908)-98(1914) 

〔64-66(1887-

1888)〕
〔68(1889)〕
〔73-75(1892-
1893)〕
〔79-80(1895)〕
〔87(1899)〕
〔103(1903)〕
〔119-121(1914-
1916)〕
〔131(1921)〕
〔139(1925)〕
〔142(1926)〕
〔148(1929)〕
〔159-160(1936)〕
〔165-192(1938-
1951)〕

*(C) 34(1882)-212(1972) 〔35-37(1883-

213 

1884)〕
(39-41(1885-
1886)〕
[ 43-44(1887)〕
: 47(1889)〕
(52(1891)〕
: 56(1893)〕
: 71(1901)〕
[147(1939)〕
[152-170(1941-
1950)〕
〔185,4799〕

227 Engineering Fracture Mechanics 
*(C) 3(1971)-4(1972) 

228 Engineering Geologie 
*(C) 1(1965)-6(1972) 

229 Engineering Index 
*(C) 1962-1972 

230 Engineering Magazine 
(IV) 1910-1917 

231 Engineering and Mining Journal 
(C) 50(1890)-134(1933) 〔129-132(1930-

1931)〕

232 Engineering and Mining World 
(IV) 1930-1931 

233 Engineering News 
(V) 41(1899)-77(1917) 〔66(Hll1)〕

234 Engineering News-Record 
*(V) 78(1917)-127(1941) (128-142(1941-

1948)〕
143(1949)-189(1972) 
148(1952)-157 (1956) 

(C) 45(1901)-143(1949) 〔49-50(1903)〕
〔57(1907)〕

235 Engineering Practice 
(C) 1-4 

236 Engineering Progress 
(C) 2(1921)-4(1923) 

237 Engineering World 
(C) 13(1918)-18(1921) 

〔111-126(1933-
1941)〕
〔128(1942)〕
〔132(1944)〕

238 Environmental Science and 
Technology 

* (IV) 5(1971)-6(1972) 

239 Ergonomics 
*(C) 11(1968)-15(1972) 

240 Escher-wyss News 
(C) 3(1930)-5(1932) 

241 E TM  (Electrotechnik und Maschinen-
bau) 

(C) 38(1920)-42(1924) 



242 Experimental Mechanics 
* (II) 3(1963)-12(1972) 

F
 

243 Factory : The Magazine of 
Management 

(C) 37(1926)-39(1927) 

244 Factory and Industrial Management 
(C) 75(1928)-83(1932) 

245 Factory Management and 
Maintenance 

(N) 1936-1939 

246 Felsmechanik und Ingenieurgeologie 
(see: Rock Mechanics) 

(I) 1(1963)-6(1968) 

247 Fette und Seifen 
*(N) 54(1952)-74(1972) 

248 Flight 
(I) 65(1954)-66,1954) 

249 Fonderie 
(II) 1954-1955 

250 Food Engineering 
(IV) 30(1958) 

251 Food Industries 
(IV) 1936-1940 

252 Food Technology 
(IV) 13(1959)-17 (1963) 

253 Forschung 
*(C) 11(1940)-38(1972) 〔15(1944)〕

254 Foundry 
(C) 78(1950)-100(1972) (78, 1 (1950)〕

255 Foundry Trade Journal 
(C) 40(1929)-119(1965) 〔42-91(1930-

1951)〕

256 Frequenz 
*(C) 1(1947)-26(1972) 

FT Z (see: NTZ) 

〔4,2-3(1950)〕
〔5,1 (1951)〕

257 Fuel: Journal of Fuel Science with 
Combustion & Flame 

(N) 35(1956)-45(1966) 

G 

258 Gas Age 
(IV) 81 (1939)-84(1939) 
(C) 85(1940) 

259 Gas Industry 
(IV) 9(1928)-18(1937) 

260 Gas Journal 

〔14-17(1933-
1936)〕

(IV) 1930-1931 

261 Gas and Oil Power 
(IV) 1937-1938 

262 Gas Salesman 
(IV) 13(1934)-18(1939) 

263 Gas-Teknikeren 
(fi) 1936-1940 

264 Gas Times 
(IV) 1938ー1939

265 Gas Turbine 
*(TI) 4(1963)-13(1972) 

266 Gas'-und W asserfach 
(IV) 1924-19紅〔1929-1930〕

97 (1956)-107 (1966) 
(C) 80(1937)-81(1938) 

267 Gas World 
(IV) 1915-1919 

268 Gaz 
(IV) 1935-1938 

269 General Electric Review 
, (][) 44(1941)-60(1957) 〔56may, july, 

sept., nov. (1953)〕
〔57may (1954)〕
〔58may (1955)〕
〔60may (1957)〕

(C) 13(1910)-41(1938) 

270 G細 ieCivil 
*(V) 76(1920)-97(1930) 

127 (1950)-149(1972) 〔137,11〕

(C) 1(1880)-128(1951) 〔62(1912-1913)〕
[76-91(1920—
1927)〕
〔96-97〕
〔99-111(1931-
1937)〕
〔115-117〕
〔122,123, 125〕

271 Geologie und Bauwesen 
(I) 25(1960)-28(1962) 〔25,1〕

272 Geophysical Magazine 
(C) 1(1926)-12(1939) 〔11(1937)〕

273 Geotechnique 
*(I) 11(1961)-22(1972) 
*(C) 1(1948)-22(1972) 

274 Gesundheits-Ingenieur 
(11) 73(1952)-76(1955) 

*(C) 77(1956)-93(1972) 

275 Get Gas 
(IV) 1937ー1939

276 Giesserei 
(11) 37 (1950)-42(1955) 
(C) 25(1938)-36(1949) 〔29,25(1942)〕

277 Glass Technology 
(formerly: Journal of the Society of 
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Glass Technology) 
*(IIり 1(1960)-13 (1972) 

278 Glastechnische Berichte 
*(IV) 40(1967)-45(1972) 

279 Gliickauf 
(IV) 1905-1941 ひ915-1923〕

280 Gliickauf Derg-und Hiittenmannische 
Zeitschrift 

(C) 41(1905)-46(1910) 〔43(1907)〕

281 Government Reports Announcement 
(formerly: U.S. Government Research 
and Development Reports) 

*(C) 70(1970)-72(1972) 

Grinding and Finishing 
(see: Abrasive Engineering) 

282 Gummizeitung 
(C) 19(1904)-27(1913) 〔23-26(1908-

1912)〕

H 

283 Heating, Piping and Airconditioning 
*(V) 24(1952)-44(1972) 
(C) 3(1931)-25(1953) 〔14-16(1942-

1944)〕
〔7,1, 4 (1935), 
23, 2(1951)〕

284 Heating and Ventilating 
(see: Building Systems Designs) 

(V) 47(1950)-54(1957) 〔47jan. -june 
('51)〕
〔51mar. (1954)〕

(C) 22(1925)-27(1930) 〔46,1-6 (1949)〕
46(1949)-47(1950) (47, 7-12(1950)〕

285 Heating and Ventilating Engineer 
(C) 23(1949)-24(1950) 〔23jan.-july 

('49)〕
〔24aug.-dec. 
('50)〕

286 Heating and Ventilating Engineer 
and Journal of Air Conditioning 

* (C) 41 (1968)-46(1972) 

287 Heizung, Liiftnng, Haustechnik 
*(C) 1(1950)-23(1972) 

288 Helvetica Chimica Acta 
(IV) 1928-1938 (1935-1936〕
(C) 25(1942)-55(1972) 〔38,8(1955)〕

289 Highway Research Abstracts 
*(V) 33(1963)-42(1972) 

290 Highway Rese.irch News 
*(V) 1963-1972 

291 Highway Research Record 
*(V) 1963-1972 
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292 Highways Design and Construction 
(formerly: Highways and Bridges and 
Engineering Works; Highways and 
Public works; Highways and Traffic 
Engineering) 

*(V) 1956-40(1972) 

293 Horological Journal 
(JI) 95(1953)-106(1965) 

294 Houille Blanche 
*(V) 7(1952)-27(1972) 

295 House and Horne 
(V) 3(1953)-8(1957) 

296 H.T.E.A. (Hochfrequenztechnik und 
Elektroakustik) 

* (C) 72(1963)-82(1972) 

297 Human Factors 
*(C) 10(1968)-14(1972) 〔11(1969)〕

298 Hydata 
(C) 3(1967)-8(1972) 

299 Hydraulic Pneumatic Power 
(formerly: Hydraulic Pneumatic 
Power & Control) 

*(JI) 9(1963)-18(1972) 

Hydraulic Research 
(see: Journal of Hydraulic Research) 

300 Hydraulics and Pneumatics 
*(JI) 15(1962)ー25(1972)

301 Hydraulics Research 
(V) 1947-1961 

*(C) 1968-1972 

302 Hydrocarbon Processing 
(formerly: Petroleum Refiner) 

(IV) 41 (1962)-48(1969) 

303 Hydrotechnical Construction 
-Gidroteklmicheskoe Stroitelstvoー

USSR English Translation 
*(C) 1968-1972 

I 

304 IBM Journal of Research and 
Development 

*(C) 1(1957)-16(1972) 〔1,2, 4, (1957)〕
〔2,1(1958)〕

305 I B i¥I System Journal 
*(][) 1(1962)-11(1972) 

306 IEEE International Conference on 
Communications 

*(][) 1970-1972 

307 IEEE International Convention 
Record 

*(][) 1955-1957 (pt. 7-10(1956)〕
6(195S)-20(1972) 



(C) Pt. 1-6, 9, 10(1953) 

308 I E E E Spectrum 
*(C) 2(1965)-9(1972) 

309 I E E E Transactions 
(formerly: Transactions IRE) 

*(C) 1953-1972 〔1953-'63
uncomp.〕

―on Aerospace ―on Aerospace and Electronic Systems ―on Aerospace and Navigational 
Electronics 

—ーon Antennas and Propagation ―on Audio and Electroacoustics ―on Automatic Control ―on Bio-Medical Engineering ―on Broadcast and Television 
Receivers 

一 onBroadcasting ―on Circuit Theory 
一 onCommunication Technology 
――on Component Parts 
一 onEducation ―on Electrical Insulation ―on Electromagnetic Compatibility ―on Electron Devices 
――on Electronic Computers ―on Engineering Management ―on Engineering Writing and Speech ―on Geoscience Electronics ―on Human Factors in Electronics 
-on Industrial Electronics and 

Control Instrumentation 
――on Industry and General Applications ―on Information Theory ―on Instrumentation and Measurement ―on Magnetics ―on Microwave Theory and Techniques ―on Nuclear Science ―on Parts, Materials and Packaging 
――on Power Apparatus and Systems ―on Product Engineering and 

―on Quantum Electronic ―on Reliability ―on Solid-State Circuits ―on Sonics and Ultrasomcs 

Production 

-―on Systems Science and Cybernetics ―on Vehicular Communications 

IEEE Wescon Convention Record 
(see: Wescon Technical Papers) 

310 Illuminating Engineering 
(see: Lighting Design and Application) 

(¥「) 45(1950)-57(1962) (45, 1, 7(1950)〕
(46, 7-10(1951)〕

(C) 47(1952)-66(1971) 

311 Index Bibliographique du Vide 
*(I) 1(1966)-7(1972) 

312 India-Rubber Journal 
(IV) 1929-1936 国 30-1933〕

313 Indian Rubber World 
(IV) 1922-1926 

314 Industrial Chemist 
(IV) 1937-1940 

315 Industrial Design 
*(C) 15(1968)-19(1972) 

316 Industrial Electronics 
(Incorporating Electronic Technology) 

(C) 1(1962, oct.)-6(1968) 

317 Industrial and Engineering 
Chemistry 

(JI) 45(1953)-62(1970) 
(IV) 9(1917)-62(1970) 〔29(1937)〕

(32-39(1940-
1947)〕

(C) 8(1916)-44(1952) 
〔47,11 (1955)〕
〔16(1924)〕
(22-23(1939-
1940)〕
〔39Pt. 1 (1947)〕
〔41-43(1949-
1951)〕

analytical edition 
(IV) 1(1929) 

10(1938)-11 (1939) 
(C) 1(1929)-19(1947) 〔5-11(1933-

1939)) 
news edition 
(C) 1(1923)-7(1929) 〔2-3(1924-19お）〕

318 I & EC-Fundamentals 
(JI) l (1962)-9(1970) 

*(IV) 1(1962)-11(1972) 

319 I & E C-Process Design and 
Development 

(JI) 1(1962)-9(1970) 
*(IV) 1(1962)-11(1972) 

320 I&EC・ProductResearch and 
Development 

(JI) 1(1962)-9(1970) 
* (IV) 1 (1962)-11 (1972) 

321 Industrial Finishing 
*(C) 15(1963)-24(1972) 

322 Industrial Heating Engineer 
(C) 11 (1949)-12(1950) 〔11jan.-june 

(1949)〕
〔12feb. mar. 
aug.-dec. 
(1950)〕

323 Industrial Laboratories 
(C) 6(1955)-7(1956) 

324 Industrial Lubrication and 
Tribology 
(formerly: Scientific Lubrication) 

*(JI) 13(1961)-24(1972) 
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325 Industrial Management 
(C) 58(1919)-61 (1921) 

326 Industrie Anzeiger 
(II) 88(1966)-92(1970) 

*(C) 93(]971)-94(1972) 

327 Industries Thermiques et 
Aerauliques 

(C) 14(1968)-18(1972) 

328 Information and Control 
*(C) 12(1968)-20(1972) 

329 Information Processing Letter 
*(C) 1(1972) 

330 lngenieur-Archiv 
*(II) 35(1966)-42(1972) 
(V) 18(1950)-19(1951) 
(V) 27(1959)-33(1964) 

* (C) 12(1941)-42(1972) 

331 Inorganic Chemistry 
*(IV) 

332 Inorganic Materials 
*(IV) 4(1968)-8(1972) 

333 Institution of Engineers and Ship 
Builders in Scotland 

(C) 64(1920)-83(1940) [67-68(1923—
1924)〕
[73-74(1930—
1931)〕

334 Instrumentation Technology 
(formerly: ISA Journal) 

*(I) 14(1967)ー19じ972)

335 Instruments and Automation 
(see: Instruments and Control Systems) 

(C) 6(1933)-22(1949) 
27(1954)no. 7-11 
28(1955)-32(1959)no. 1 

336 Instrument Practice 
*(C) 6(1952)-26(1972) 〔7(1953)〕

337 Instruments and Control Systems 
*(C) 32(1959)no. 2-

44(1971)-,15(1972) 

338 Interavia 
(C) 1(1946)-19(1964) 

339 International Association for 
Testing Materials 

(C) 1912 

340 International Civil Engineer and 
Contractor 
(now: Contractor) 

(V) 13(1961)-41(1962) mar. 

341 International Civil Engineering 
*(C) l (1970)-2(1972) 

342 International Journal of Applied 
Physics (formerly : Zeitschrift 
filr Angewante Physik) 

*(C) 
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343 International Journal of Applied 
Radiation and Isotops 

*(IV) 2(1957)-23(1972) 

344 International Journal of Control 
(formerly: Journal of Electronics & 
Control) 

(C) 1(1965)-12(1970) 
345 International Journal of Earthquake 

Engineering and Structural Dyna-
mies 

*(C) 

346 International Journal of Electronics 
(formerly: Journal of Electronics & 
Control) 

*(C) 26(1969)-33(1972) 

347 International Journal of Engineer-
ing Science 

*(C) 4(1966)-10(1972) 

348 International Journal of Fracture 
Mechanics 

* (C) 1 (1965)-8(1972) 

349 International Journal of Heat & 
Mass Transfer 

*(C) 10(1967)ー15(1972)
*(II) 12(1969)-15(1972) 

350 International Journal on Machine 
Tool Design and Research 

*(C) 11(1971)-12(1972) 

351 International Journal of Mechanical 
Science 

*(I) 1(1960)-14(1972) 

352 International Journal of Non-Linear 
Mechanics 

*(C) 4(1969)-7(1972) 

353 International Journal for Numerical 
Methods in Engineering 

* (I) 1 (1969)-5(1972) 
*(II) 1(1969)-5(1972) 
*(C) 2(1970)-5(1972) 

354 International Journal of Powder 
Metallurgy 

* (IV) 1 (1965)-8(1972) 

355 International Journal of Production 
Research 

(II) 3(1964)-9(1970) 

356 International Journal of Solids and 
Structures 

*(C) 1(1965)-8(1972) 

357 International Journal of System 
Science 

* (C) 2(1971)-3(1972) 
358 International Shipbuilding Progress 

(II) 1(1954)-6(1959) 



*(C) 14(1967)-19(1972) 

359 International Solid State Circuit 
Conference 

*(C) 2(1959)-15(1972) 

360 Iron Age 
(IV) 93(1914)-140(1938) 〔109-131,133-

138〕
(C) 165(1950)-206(1970) 

361 Iron and Coal Trade Review 
(C) 84(1912)-130(1935) 〔122Pt. II 

(1931)〕

362 Iron and Steel 

〔104-121(1922-
1930)〕

〔123-127Pt. I 
(1931-1933)〕

(IV) 25(1952)-36(1963) 〔28,7(1955)〕

363 Iron and Steel Engineer 
(II) 37(1960)-45(1968) 
* (IV) 41 (1964)-49(1972) 

364 Iron and Steel Industry 
(IV) 1931-1933 

365 Iron Trade Review 
(C) 54(1914)-69(1921) 

IS A Journal 
(see: Instrumentation Technology) 

366 ISIS: An International Review 
devoted to the History of Science 
and its Cultural Influence 

(¥「） 48(1957)-63(1972) 

J 

367 Jahr-Berichte der Chemishen 
Technologie 

(IV) 1870-191゚ 〔1874-1877〕

368 Jahrbuch der Schiffbautechnischen 
Gesellschaft 

(JI) 6(1905)-50(1956) 〔22-28(1921-
1927)〕
[31-36(1930—
1935)〕
〔38(1937)〕

*(C) 1(1900)-42(1941) 〔22-26(1921-
51(1957)-66(1972) 1925)〕

〔36(1935)〕
〔38(1937)〕

369 Japanese Journal of Applied 
Physics 

*(C) 3(1964)-11(1972) 

370 Japanese Journal of Geology and 
Geography 

(C) 1(1922)-18(1941) 

371 Japanese Journal of Mathematics 

(C) 1(1924)-17(1940) 

372 Japanese Journal of Physics 
(C) 1 (1922)-14(1941) 

373 Jet Propulsion 
(see: ARS Journal) 

(I) 25(1955)-28(1958) 
(DI) 28(1958) 
(C) 1(1930)-22(1952) 

Joint Computer Conference 
(see: AFIPS Conference) 

374 Journal of the Acoustical Society 
of America 

*(I) 22(1950)-52(1972) 〔22,1-3(1950)〕
* (II) 37 (1965)-52(1972) 
(][) 22(1950)-35(1964) 
(V) 24(1952)-34(1962) 

*(C) 11(1940)-52(1972) 

375 Journal of the Aero-Space Science 
(formerly: Journal of the Aeronautical 
Science) (merged into AIAA Journal) 

(C) 7(1940)-29(1962) 

376 Journal of Agricultural and Food 
Chemistry 

(N) 4(1956)-11(1963) 

377 Journal of American Ceramic 
Society 

(N) 17(1934)-23(1940) 
24(1941) no. 2-7 
37(1954)-55(1972) 

bulletin 
(N) 12(1933)-20(1941) 

33(1954)-51 (1972) 
〔12-20many 
lacks〕
〔34,10-11 (1955)〕

378 Journal of the American Chemical 
Society 

*(IV) 1(1879)-94(1972) 

(C) 33 Pt. I (1911), 
48(1926)-52(1930) 
61 Pt. JI (1939), 
63(1941)-71(1949) 

〔14(1892)〕
〔60Pt. I (1938)〕
〔62,3(1940)〕
〔64-71(1942-
1949)) 

379 Journal of the American Concrete 
Institute 

*(V) 1949-69(1972) 
1954-1964 

Journal of American Institute of 
Chemical Engineers 
(see: A.I.Ch.E. Journal) 

380 Journal of American Institute of 
Electrical Engineers 
(see: Electrical Engineering) 

cc) 39(1920)-49(1930) 
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381 Journal of American Oil Chemists 
Society 

* (IV) 31 (1954)-49(1972) 

382 Journal of the American Rocket 
Society 

(I) 1943 feb.-1952 肛946,68-69〕
〔1947,75-76〕

383 Journal of the American Society 
of Mechanical Engineers 

(C) 38(1931) 

384 Journal of the American Society 
of Naval Engineers 

(C) 26(1914)-67(1955) 〔33(1921)〕
〔36-38(1924-
1926)) 
〔40-41(1928-
1929)〕
[ 45-48 (1933-
1936)) 
(51-61(1939-
1949)〕

385 Journal of American Water Works 
Association 

*(IV) 46(1954)-64(1972) 

386 Journal of the American Welding 
Society 
(see: Welding Journal) 

(IV) 10(1931)-11(1932) 
(C) 3(1924)-10(1931) 

387 Journal of Applied Chemistry 
(IV) 1(1951)-2(1952) 

*(C) 2(1952)-22(1972) 

388 Journal of Applied Crystallography 
*(I) 1(1968)-5(1972) 

389 Journal of Applied Mathematics 
and Mechanics 

*(C) 22(1958)-36(1972) 〔26(1962)〕

390 Journal of Applied Mechanics 
(now: Trans. ASME, ser. E) 

*(I) 17(1950)-39(1972) 
*(11) 17(1950)-22(1955) 

25(1958)-39(1972) 
(V) 16(1949)-24(1957) 〔16,1-2(1949)〕

21 (1954)-29(1962) 〔27,1-2) 
*(C) 1(1933)-39(1972) 〔15(1948)〕

391 Journal of Applied Physics 
(I) 21(1950)-33(1962) 
(11) 25(1954)-26(1955) 

*(JIT) 20(1949)-43(1972) 〔20Pt. I (1949)〕
〔21Pt. 11 (1950)〕

(IV) 1939ー1941
*(C) 13(1942)-43(1972) 〔21-22(1950-

1951)〕
〔29Pt. 11 (1949)〕

392 Journal of Applied Polymer Science 
*(IV) 1(1959)-16(1972) 〔3,1-6〕
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393 Journal of Association for 
Computing Machinery 

*(I) 12(1965)ー19(1972)
*(C) 1(1954)-19(1972) 

394 Journal of Astronautical Science 
(I) 7(1960)-11(1964) 

395 Journal of the Audio Engineering 
Society 

*(C) 17(1969)-20(1972) 

Journal of Basic Engineering 
(see: Trans. of ASME; ser. D) 

396 Journal of Biological Chemistry 
(II「) 229(1957) 

397 Journal of Biomech2nics 
*(11) 1(1968)-5(1972) 

Journal of the British Institution 
of Radio Engineers 
(see: Radio and Electronic Engineer) 

398 Journal of British Nuclear Energy 
Conference 

(JI) 3(1958)-6(1961) 

399 Journal of British Nuclear Energy 
Society 

*(JI) 1(1962)-11(1972) 

400 Journal of Catalysis 
*(I¥り 7(1967)-27 (1972) 

(C) 1(1962)-6(1966) 
401 Journal of Cement & Concrete 

Research 
*(V) 1(1971)-2(1972) 

402 Journal of Chemical Education 
*(IV) 1930ー1938

41 (1964)-49(1972) 

403 Journal of Chemical and Engineer-
ing Data 
(formerly: Chemical and Engineering 
Data) 

*(IV) 1(1956)-17(1972) 

404 Journal of Chemical Physics 
*(C) 7(1939)-8(1940) 

13(1945)-57 (1972) 〔8Pt. I (1940)〕
〔27,1 (1957)〕

405 Journal of Chemical Society 
Pt. A; Inorganic Physical Theoretical 

B; Physical Organic 
C; Organic 

(IV) 1914-1925 r 15-'21,'23-'24〕
(C) 1932ー19刀〔1936-1945〕
Chemical Communication 

(IV) 1971-1972 
*(C) 1973 

Dalton Transactions 
Faraday Discussions 



Faraday Transactions Pt. I 
Pt. II 

Perkin Transaction Pt. I 
Pt. II 

*(C) 1972 

406 Journal of Chromatography 
*(IV) 26(1967)-7,1(1972) 

407 Journal of the College of Science 
(Tokyo Imperial Univ.) 

(C) 11(1898)-45(1925) 

408 Journal of Colloid & Interface 
Science 

*(IV) 23(1967)-,11(1972) 
409 Journal of Composite Materials 

ぷ(C)

410 Journal of Electroanalytical 
Chemistry 

*(IV) 1(1959/60)-,10(1972) 

411 Journal of the Electrochemical 
Society 

*(C) 93(1943)-119(1972) 〔98(1951)〕

412 Journal of Electron Spectroscopy 
and Relat叫 Phenomena

*(I) 

413 Journal of Electronics and Control 
(see: International Journal of Control; 
International Journal of Electronics) 

(Jll) 1(1955) july-
2(1955) 
4(1958)-17 (1964) 

Journal of Engineering for Industry 
(see: Trar:s. of ASME; ser. B) 

Journal of Engineering for Power 
(see : Trans. of ASME; ser. A) 

414 Journal of Fluid Mechanics 
*(I) 21(1965)-56(1972) 
*(II) 1(1956)-56(1972) 

415 Journal de Four Electrique et des 
Industries Electrochimiques 

(IV) 1956-1969 

416 Journal of the Franklin Institute 
(IV) (1938) 

字(C) 233(1942)-
294(1972) 

417 Journal of General Chemistry of 
the USSR 

(IV) 32(1963)-42(1972) 

418 Journal of Geophysical Research 
*(V) 64(1959)-77(1972) 

Journal of Heat Transfer 
(see: Trans. of ASME; ser. C) 

419 Journal of Hydraulic Research 
(formerly: Hydraulic Research) 

(D) 3(1965), 6(1968) 
*(C) 7(1969)-10(1972) 

420 Journal of Hydrology 
*(C) 7(1968/69)-17(1972) 

421 Journal of Hydronautics 
*(C) 1971-1972 

422 Journal of Inorganic and Nuclear 
Chemistry 

(IV) 13(1960)-34(1972) 

423 Journal of the Institute of Metals 
*(IV) 14(1915)-100(1972) 〔44,48, 51-53, 

56-61, 66-70, 
72-75〕

(C) 38(1927)-76(1950) 〔38Pt. I (1927)〕
〔39Pt. lI (1928)〕
〔40-65(1929-
1937)〕
(75(1949)〕

424 Journal of Institute of Navigation 
(II) 14(1961) 

425 Journal of the Institute of 
Petroleum 

(IV) 41 (1955)-55(1969) 
(C) 32(1946)-40(1954) 

426 Journal of the Institution of Civil 
Engineers 

(C) 13(1939)-36(1951) 〔15,3(1941)〕
〔18,18 (1942)〕
〔19,4(1943)〕
〔20,7(1943)〕
〔23,1 (1944)〕
〔24,6-8(1945)〕
〔25,2(1945)〕
〔26,5-7 (1946)〕
〔27,3(1947)〕

(IV) 35(1918)-95(1932) 〔36-49,55-84, 
89-94〕
〔28,7-8(1947)〕
〔31,2-3(1948-9)〕
〔32,7(1949)〕
〔34,7(1950)〕
〔36,6(1950)〕

427 Journal of the Institution of 
Electrical Engineers 
(see: Electronics and Power) 

(C) 88(1941)-95(1948) 

428 Journal of the Institution of Heat-
ing and Ventilating Engineers 
(see: Building Services Engineer) 

429 Journal of the Iron and Steel 
Institute 

(II) 197(1961)-206(1968) 
*(I¥り） 63 (1903)-210(1972) 〔64-75,77-78, 94-

96, 98-101, 103— 
124, J 26-127, 129-
135, 137-169〕
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(C) 141(1940)-169(1951) 

430 Journal of Materials 
*(C) 1(1966)-7(1972) 

431 Journal of Materials Science 
(I) 7(1972) 

Journal of Mathematics and 
Physics 
(see: Studies in Applied Mathematics) 

432 Journal of Mechanical Engineering 
Science 

* (C) 9(1967)ー14(1972)

433 Journal of the Mechanics and 
Physics of Solids 

*(I) 1(1952)-20(1972) 
(JI) 1(1952)-2(1954), 

11 (1963)-16(1968) 
*(V) 7(1958)-20(1972) 
*(C) 10(1962)-20(1972) 

434 Journal of Metals 
(IV) 3(1952)-24(1972) 

435 Journal of Non-Crystalline Solids 
* (IV) 1 (1968/9)-11 (1972) 

436 Journal of Nuclear Energy 
* (C) 1 (l 954)-26(1972) 

437 Journal of Nuclear Materials 
*(IV) 2(1960)-45(1972) 

438 Journal of the Optical Society of 
America 

*(I) 14(1927)-62(1972) 〔25,4 (1938)) 
〔26,4(1939)〕
〔31,8-12(1944)〕

(IV) 20(1930)-24(1934) 
(C) 11(1925)-39(1949) 〔17-19(1928-

1929)〕
〔26-30(1936-
1940)〕

439 Journal of Organic Chemistry 
*(C) 13(1948)-37(1972) 〔15(1950)〕

440 Journal of Organometallic 
Chemistry 

* (IV) 1 (1964)-46(1972) 

441 Journal of Photographic Science 
* (IV) 1 (1953)-20(1972) 

442 Journal of Physical Chemistry 
*(C) 45(1941)-76(1972) 〔53-54,1-2 

(1946-1950)〕

443 Journal of the Physical Society of 
Japan 

* (C) 19(1964)-32(1972) 

444 Journal of Physics Ser. 2 
Pt. A; General 
Pt. B; Atomic and Molecular Physics 
Pt. C; Solid State Physics 

(formerly: Proceedings of the Physical 
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Society) 
Pt. D; British Journal of Applied Physics 
Pt. E; Journal of Scientific Instruments 
*(C) 1(1968)-5(1972) 
Pt. F; Metal Physics 
*(C) 1(1971)-2(1972) 

445 Journal of Physics and Chemistry 
of Solid 

*(C) 31(1970)-33(1972) 

446 Journal de Physique 
(C) 1(1911)-4(1914) 〔3(1913)〕

447 Journal de Physique et le Radium 
(I) 15(1954)-16(1955) 

448 Journal of Plasma Physics 
*(I) 6(1971)-7(1972) 

449 Journal of Polymer Science 
(C) 1(1946)-7(1951) 
*(IV) 8(1952)-56(1962) [8, 3(1952)〕
Pt. A-1; General Paper 

1 (1963)-10(1972) 
A-2; Polymer Physics 

4(1966)-10(1972) 
Pt. B; Polymer Letter 

1(1963)ー10(1972)
Pt. C; Polymer Symposia 

1(1963)-38(1972) 
Pt. D; Macromolecular Review 
*(C) 5(1971)-6(1972) 

450 Journal fiir Praktische Chemie 
(IV) 31(1885)-123(1929) 〔35-36,97ー120〕

451 Journal of the Prestressed Concrete 
Institute 

*(V) 8(1964)-17(1972) 

452 Journal of Radioanalytical 
Chemistry 

*(IV) 6(1970)-12(1972) 

453 Journal of Research of the 

National Bureau of Standards 
Section A; Physics and Chemistry 

B; Mathematics and Mathematical 
Physics 

C; Engineering and Instrumentation 
D; Radio Propagation (see: Radio 

Science) 
*(C) 28(1942)-76(1972) 

454 Journal of the Royal Aeronautical 
Society 

(I) 58(1954)-59(1955) 
(C) 45(1941)-54(1950) 

60(1956)-69(1965) 

Journal of the Royal Institute of 
British Architects 
(see: RIBA Journal) 



455 Journal of the Royal Society of 
Arts 

(C) 74(1926)-81(1933) 

456 Journal of Scientific Instruments 
(see: Journal of Physics) 

(C) 18(1941)-44(1967) 

457 Journal of Ship Research 
*(JI) 4(1960)-16(1972) 

458 Journal of the Society of Archi-
tectural Historians 

*(V) 18(1959)-31(1972) 

459 Journal of the Society of Dyers 
and Colourists 

*(111) 39(1923)-88(1972) 〔40(1924)〕
〔49-68(1933-
1952)〕
〔69Pt. I (1953)〕

460 Journal of the Society of Glass 
Technology 
(see: Physics and Chemistry of Glasses; 
Glass Technology) 

(IV) 38(1954)-43(1959) 

461 Journal of the Society of Motion 
Picture Engineers 

(C) 37(1941)-53(1949) 〔37jan.-oct.〕
〔43july-dec. 
(1944)) 

462 Journal of the Socjety of Motion 
Picture and'Television Engineer 

* (JI) 58(1952)-81 (1972) 

Journal of Society for Non-
Destructive Testing 
(see: Non-destructive Testing) 

463 Journal of Sound and Vibration 
*(C) 1(1964)-25(1972) 

464 Journal of Strain Analysis 
*(C) 1(1965)-7(1972) 

465 Journal of the United States 
Artillery 

(JI) 50(1919)-56(1922) 
(C) 38(1912)-40(1913) 

466 Journal of Vacuum Science and 
Technology 

*(I) 1(1964)-9(1972) 

467 Journal of Water Pollution Control 
Federation 

*(I¥「) 32(1960)-44(1972) 

K 

468 Kolloid Zeitschrift mit Kolloid 
Chem. Beiheft 

*(IV) 145(1956)-250(1972) 
(C) 96(1941)-124(1851) 

L 

469 Laboratory Practice 
(IV) 11 (1962)-16(1967) 

470 Liebigs Annalen der Chemie (Justus) 
*(IV) 671-766(1972) 

471 Light Metals 
(C) 13(1950)-27(1964) 〔20,1-3, 6(1957)) 

472 Light Metals & Metal Industry 
(incorporating: Light metal, Metal 
industry. now: Metals) 

(C) 28(1965)-29(1966) 

473 Lighting Design and Application 
(formerly: Illuminating Engineering) 

*(C) 1(1971)-2(1972) 

474 Lubrication Engineering 
* (C) 13(1957)-28(1972) 

475 Ljiftfahrt-forsclrnng 
(C) 11 (1934)-18(1941) 

M 

476 Machinery (A) 
(JI) 56(1949) no. 3-1゚ 〔58,9(1952)〕

58(1952) no. 6-10 
*(C) 65(1959)-78(1972) 

477 Machinery and Production 
Engineering (E) 

(JI) 79(1959)-121(1972) 

478 Macromolecules 
*(IV) 

479 Magazine of Concrete Research 
*(V) 6(1954)-24(1972) 

480 Makromolekulare Chemie 
* (IV) 1 (1945)-162(1972) 

481 Manufacturing Engineering & 
Management 
(formerly: Tool Engineer, Tool & 
Manufacturing Engineer) 

*(C) 8(1940)-69(1972) 〔24(1950)〕

482 Marconi Review 
*(C) 8(1945)-35(1972) 〔12(1949)〕

483 Marine Engineer 
(C) 12(1907)-13(1908), 

36(1913-1914) 
aug .. july 
41(1917)-49(1927) 〔'27june-dec.) 

484 Marine Engi11Elllring 
(C) 8(1903)-27 (1922) 〔11-13(1906-

1908)〕
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485 Marine Engineering and Shipping 
Age 

(C) 27(1922)-:'18(1933) 
486 Marine Engineering and Shipping 

Review 
(C) 56(1951)-57(1952) 

487 Maschinenmarkt 
(JI) 75(1969)-76(1970) 

488 Materialpriifung 
*(C) 3(1961)-14(1972) 

489 Materials Evaluation 
(formerly: Non-destructive Testing) 

*(I) 22(1964)-30(1972) 
*(JI[) 22(1964)-30(1972) 

490 Materials Protection 
(IV) 1(1962)-11(1972) 

491 Materials Research & Standards 
(superseded Bulletin of ASTM) 

(I) 1(1961)-5(1965) 
* (V) 1 (1961)-12(1972) 

492 Materials Science & Engineering 
*(IV) 

493 Mathematical Tables nnd other 
Aids to Computation 
(see: Mathematics of Computation) 

(C) 1(1943)-13(1959) 

494 Mathematics of Computation 
*(C) 14(1960)-26(1972) 

495 Mathematische Zeitschrift 
(C) 35(1932)-41(1936) 

496 McGraw-Hill Digest 
(C) 8(1953) 

497 Measures et Control Industriel 
(JI) 17(1952)-21(1956) 〔19,211 (1954)〕

498 Mechanical Engineer 
(C) 30(1912)-37(1916) 〔30-I (1912)〕

〔37-JI(1916)〕

499 Mechanical Engineering 
*(C) 44(1922) no. 1-11 

mar.-nov. 
45 no. 3-4 mar. 
apr. (1922) 
46(1923)-47 (1924) 
49(1927)-51(1929) 
53(1931)-59(1937) 
63(1941)-66(1944) 
71 (1949)-no. 7-72 
(1950) no. 5 
7 4 no. 14(1952)-
94(1972) 

500 Mechanical Handling 
(JI) 54(1967)-58(1971) 

501 Mechanical World 
(JI) 77(1925)-84(1928) 
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june 
(C) 61(1917)-84(1928) 

502 Mechanization 
(C) 1949-1950 伽anylacks〕

503 Melliand Textileberichte 
(lV) 37(1956)-48(1967) 

504 Memoirs of the Institute of 
Scientific and Industrial Research 
(Osaka Univ.) 

*(C) 8(1951)-17(1960), 
19(1962)-29(1972) 

505 Memoirs of the Ryojun College 
of Engineering 

(C) 1(1927)-9(1936), 11(1938) 

506 Memoires Scientifiques de Ia 
Revue de Metallurgie 

*(lV) 56(1959)-69(1972) 〔57(1960)〕

507 Messtechnik 
(C) 6(1930)-9(1933) 

508 Metal Construction and British 

Welding Journal 
(C) 1(1969)-2(1970) 

509 Metal Finishing 
cc) 49(1951)-70(1972) 〔49feb (1951)〕

〔68,1-3, 5-6 
(1960)〕

510 Metal Finishing Abstracts 
* (JI) 6(1964)-14(1972) 

511 Metal Finishing Journal 
*CC) 9(1963)-18(1972) 

512 Metal Industry 
(see: Light Metal & Metal Industry) 

(C) 76(1950)-105(1964) 

513 Metal Progress 
(C) 57(1950)-102(1972) 〔77,5〕

514 Metal Science Journal 
(lV) 1 (1967)-6(1972) 

515 Metal Technology 
(lV) 6(1939) 

516 Metall 
(lV) 10(1956)-27(1972) 

517 Metall und Erz. 
(lV) 24(1927)-34(1937) 〔26(1929),

33(1936)〕

518 Metalloberfliiche 
*(JI) 8(1954), 12(1958)-

26(1972) 
(lV) 6(1952)-11(1957) 〔9,8(1955)〕

519 Metallurgia 
(lV) 4(1907)-8(1911) 
(C) 41 (1949)-85(1972) 〔41jan.-nov. 

(1949)〕
〔42july-dec. 



(1950)〕
〔53apr. (1956)〕

520 Metallurgica & Metal Forming 
*(IT) 

521 Metallurgical Abstracts 
(see: Metals Abstracts; Metals 
Abstracts Index) 

(N) 1(1966)-2(1967) 

522 Metallurgical and Chemical 
Engineering 

(N) 9(1911)-18(1918) 〔1914〕
(C) 13(1915)-18(1918) 

Pt. I 
523 Metallurgical Reviews 

(ll) 3(1958) 〔1-8〕

524 Metallurgical Transactions 
(Merged into Transactions of the 
Metallurgical Society of AllvlE, 
Transactions of American Society 
for Metals) 

・(N) 1 (1970)-3(1972) 

525 Metals 
(C) l (1966)-2(1967) 

526 Metals Abstracts 
*(C) 1(1968)-5(1972) 

527 Metals Abstracts Index 
*(N) 1 (1968)-5(1972) 

528 Metals and Materials 
(N) 1(1967)-6(1972) 

529 Metropolitan Vickers Gazette 
(C) 9(1925)-11(1929) 

14(1933)-17(1938) 

530 Microelectronics & Reliability 
(formerly: Electronics Reliability & 
Microminiaturization) 

(]I) 1(1962)-3(1964) 
*(C) 3(1964)-11(1972) 

531 Microtechnic 
* (II) 12(1958)-26(1972) 

532 Mining Engineering 
(ll) 5(1953) 〔J-3(1953)〕

533 Mining and Metallurgy 
(N) 1(1920)ー15(1934) 〔6(1925)〕
(C) 1920-1921 

534 Mining Presb 
(C) 110(1915) 

535 Mining and Scientific Press 
(C) 100(1910)-123(1921) 〔104(1912)〕

536 Minutes of Proceedings of the 
Institution of Civil Engineers 

(V) 47(1876)-223(1927) 〔75(1883-4)〕
〔126(1895-6)〕
〔147(1901-2)〕
〔153(1902-3)〕

I 

(C) 119(1894)-170(1907) 
(subject index) 
153(1902)-198(1914) 
154 supplement 

〔158(1903-4)〕
〔170(1906-7)〕
〔177(1908-9)〕
〔181(1909-10)〕
〔182(1909-10)〕
〔187(1911-2)〕
〔197(1913-4)〕
〔218(1923-4)〕

537 Modern Materials Handling 
(II) 22(1967)-26(1971) 

538 Modern Plastics 
(C) 31(1954)-45(1967) 

539 Modular Quarterly 
(see: Official Architecture & Planning) 

(V) 1960-1969 〔manylacks〕
540 Motor Ship 

(II) 1 (1921)-18(1938) 
32(1951) no. 378, 
380-383 

33(1952) no. 385, 
387-389 

(C) 1 (1920)-21(1941) 
35(1950)-36(1951) 

〔2-4(1922-24)〕
〔6(1926)〕
〔8-17(1928-
1937)〕
〔32,379(1951)〕
〔33,384 (1952)〕
『50jan.-june〕

541 MT  Z (Motortechnische Zeitschrift) 
*(C) 14(1953)-33(1972) 

N 

542 Nachrichtentechnik 
*(C) 14(1964)-22(1972) 

543 N A S A Annual Report 
(formerly: NACA Annual Report) 

(C) 1930-1934, 1936-
1937, 1939-1951 口944〕
1953-1962 (1959—'62]

544 N A S A Technical Report 
(C) 1952, 1954-1962 

NASA's Scientific and Technical 
Aerospace Reports 
(see: Scientific and Technical Aerospace 
Reports) 

545 National Geographic Magazine 
(C) 41 (1922)-73(1938) 〔62july・dee.

546 Nations Business 
(C) 16(1928)-17 (1929) 

547 Nature (F) 
(IV) 1922-1929 

ぐ32)〕
〔73july-dec. 
('38)〕
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548 Nature (E) 
(IV) 31 (1885)-164(1949) 〔41,57-60, 76-

124, 129-134, 
137-162〕

*(C) 147(1941)-240(1972) 〔151-154(1943-
1945)〕
〔163(1949)〕

Nature Physical Science 
*(C) 229(1971)-240(1972) 

Nature New Biology 
*(C) 229(1971)-240(1972) 

549 Naturwissenschaften 
(C) 19(1931)-59(1972) 〔21-32(1933-

1945)〕

550 Naval Annual by Lord Brassey's 
(C) 1886-1902, 1904, 

1909-1916, 19]9 

551 Naval Architect 
(formerly:':;:'ransactions Royal Institu・

tion of Naval Architects) 
(C) 1971-1972 

552 Naval and Military Record 
(II) 16(1901)-54(1936) 〔18-35(1902-

1918)〕
38-44(1920-
1926)〕
〔50(1932)〕
〔53(1935)〕

553 N E L A Bulletin 
(C) 13(1931) 

554 Nippon Sugaku-Buturigakkai IOji 
(C) 6(1924)-17(1935) 

555 Noise Control 
(see: Sound-its Uses and Control) 

(V) 1957 july-7(1962) 
(C) 1 (1955)-2(1956) 

556 Non-Destructive Testing 
(now: Materials Evaluation) 

(I) 15(1957)-21(1963) 
(II) 10(1962)-21(1963) 

557 Nouvelle Revue d'Optiqu.e Appliquee 
(see: Revue d'Optique) 

*(C) 1(1970)-3(1972) 

558 NT  Z (Nachrichtentechnische Zeit-
schrift) 

*(C) 1(1948)-25(1972) 

559 Nuclear Data Sheet 
(I) 1958-1965 

560 Nuclear Engineering International 
*(II) 4(1959)-17(1972) 
(IV) 8(1963) 
(C) 9(1964)-14(1969) 

561 Nuclear Engineering and Design 
(II) 15(1971)-23(1972) 
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(V) 3-4(1966) 
*(C) 5(1967)-23(1972) 

562 Nuclear Instruments and Methods 
(IV) 4(1959) 
cc) 4(1959)-76(1969) 

563 Nuclear Physics, Sect. A 
(C) 1(1956)-198(1972) 

564 Nuclear Physics, Sect. B 
(C) 1(1967)-50(1972) 

565 Nuclear Science Abstracts 
(I) 1 (1948)-8(1954) 

12(1958)-16(1962) 
*(C) 1(1948)-8(1954) 〔1949uncomp.〕

12(1958)-26(1972) (12, 1-2〕

566 Nuclear Science and Engineering 
(I) 1(1956)-2(1957) 

*(JI) 3(1958)-49(1972) 
(IV) 15(1963) 

567 Nucleonics 
(I) 1 (1947)-9(1951) 
(JI) 17(1959)-25 June (1967) 
(C) 10(1952)-25 June (1967) 

〔13,9(1%5)〕
(IV) 21 (1963) 

568 Numerische Mathematik 
*(I) 1(1959)-3(1961) 

7 (1965)-20(1972) 
*(C) 4(1962)-20(1972) 

569 Nuovo Cimento, Sect. A & B 
(I) 3(1956)-70(1970) 
(C) 1(1955)-2(1955) 〔1,1 (1955)〕

Ser. II 
*(I) 1(1971)-12(1972) 

。
570 Oelhydraulik und Pneumatik 

*(JI) 6(1962)-16(1972) 

571 Oesterreichische W asserwirtschaft 
*(V) 11(1959)-24(1972) 

572 Oesterreichische Zeitschrift fiir 
Berg-und Hiittenwessen 

(C) 4(1856)-62(1914) 〔9-26(1861-
1878)〕
〔46-52(1898-
1904)〕
〔60-61(191ウ＿
1913)〕

573 Oesterreichisches Berg-und 
Hiittenmiinnisches Jahrbuch 

(C) 16(1867)-59(1911) 〔17(1868)〕
[20-27 (1871-
1879)〕
[45-52(1897-
1904)〕
(55(1907)〕



574 Official Architecture & Planning 
(included Modular Quarterly) 
(see: Built Environment) 

(C) 33(1970)-35(1972) 

575 Oil and Colour Trade Journal 
(IV) 75(1929)-91 (1937) 〔79-90(1931-

1936)〕

576 Oil Engine and Gas Turbine 
(II)・17 (1949) no. 196-

19(1950) no. 207 
21 (1954)-32(1964) 

577 Oil and Gas Journal 
(IV) 53(1955)-65(1967) 〔55,10(1957)〕

578 Onde Electrique 
*(ill) 34(1954)-52(1972) 〔35,337 (1955)〕

579 Operations Research 
*(V) 7(1959)-20(1972) 

580 Optica Acta 
*(I) 1(1954) 

3(1956)-19(1972) (3, 4(1956)〕
*(C) 1-2(1955), 16(1969)-19(1972) 

581 Optics Communications 
'(I) 1(1969)-6(1972) 

582 Optics and Spectroscopy 
*(I) 6(1956)-32(1972) 

583 Optik 
*(I) 28(1968/9)-30(1972) 

584 Opto-Electronics 
'(l) 4(1972) 

585 Oxidation of Metals 
*(I) 3(1971)-5(1972) 

p 

586 Paper Trade Journal 
(C) 103(1936)-105(1937) 

587 Papier-Fabrikant 
(IV) 25(1927)-38(1940) 

588 Petroleum 
(IV) 1 (1905)-35(1939) 

589 Petroleum Refiner 

〔26-35(1928-
1937)〕

(see: Hydrocarbon Processing) 
(IV) 35(1956)-40(1961) 

590 Philips Research Reports 
*(IIT) 8(1953)-27(1972) 
(C) 1 (1946)-7 (1952) 

591 Philips Technical Review 
*(C) 13(1952)-33(1972) 

592 Philips Telecommunication Review 

(formerly: Communication News) 
*(IIT) 17(1956) no. 1-

25(1964)-30(1972) 

593 Philosophical Magazine 
(C) 31(1941)-46(1955) 〔42(1951)〕

eighth series 
* (C) 1 (1956)-26(1972) 

594 Photochemistry and Photobiology 
* (N) 10(1970)-16(1972) 

595 Photogrammetria 
*(V) 14(1957)-28(1972) 

596 Photogrammetric Engineering 
*(V) 12(1946) 

14-19 (1948-1953) 〔15,1〕
20(1954)-38(1972) 〔16,2〕

〔18,2〕

597 Photogrammetric Record 
*(V) 1961 apr.-40(1972) 

598 Photographic Engineering 
(C) 1(1950)-7(1956) 

599 Photographic Journal 
*(N) 92(1952)-112(1972) 
(C) 81(1941)-90(1950) 

600 Photographic Science and 
Engineering 

*(I¥り 1(1957)-16(1972) 

601 Phototechnik und Wirtschaft 
*SYASHIN 

5(1954)-23(1972) 

602 Physica 
*(C) 10(1943)-14(1948) 

27 (1961)-62(1972) 

603 Physica Status Solidi 
*(I) 37(1970)-54(1972) 

604 Physica Status Solidi (a) Applied 
Research 

*(N) 1(1970)-14(1972) 

605 Physical Review 
(I) 22(1923)-60(1941) 

76(1949)-188(1969) 
(N) 13(1919)-59(1941) 

〔75jan. —june 
(1948)〕
〔17(1921)〕
〔21-22(1923)〕
〔51(1937)〕
〔58(1940)〕

(C) 17(1921)-75(1949) 〔18-21(1921-
1923)〕
〔27(1926)〕
〔28pt. I (1926)〕

606 Physical Review New Ser. 
Pt. A: General Physics 
Pt. B: Solid State 
Pt. C: Nuclear Physics 
Pt. D: Particles and Fields 

*(C) 1(1970)-6(1972) 

607 Physical Review Letters 
*(I) 1(1958)-29(1972) 

Physics Abstracts 
(see: Science Abstracts; Section A) 
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608 Physics and Chemistry of Glasses 
(formerly: Journal of the Society of 
Glass Techn.) 

*(IV) 1(1960)-13(1972) 

609 Physics of Fluids 
*(I) 3(1960)-15(1972) 

610 Physics Letters, Sect. A, B and C 
Pt. A, B; 

*(C) 19(1965)-42(1972) 
Pt. C; 

*(C) 1(1971)-5(1972) 
611 Physics of Metals and 

Metallography 
(IV) 6(1958)-32(1971) 

612 Physikalische Zeitschrift 
(C) 25(1924)-31(1930) 

613 Physiological Abstracts 
(IV) 7(1922)-12(1927) 

614 Planseeberichte fiir 
Pulvermetallurgie 

*(IV) 7(1959)-20(1972) 

615 Plating 
*(11) 

616 Pollution Abstracts 
*(IV) 3(1972)-

617 Post Olfice Electrical Engineers' 
Journal 

*(JIT) 34(1941)-65(1972) 〔42(1949)〕
〔44(1951)〕

618 Popular Mechanics Magazine 
(C) 26(1916)-72(1939) 〔28-30(1917-

1918)〕
〔32(1919))
〔65(1936)〕

619 Popular Science Monthly 
(IV) 1925-1938 〔印31,'36-'37〕

620 Powder Metallurgy 
*(IV) 4(1954)-15(1972) 

621 Power 
(C) 51(1920)-85(1941) 〔51jan. (1920)〕

〔55-56apr.-dec. 
(1922)) 

622 Power Apparatus and Systems 
(see: IEEE Transactions) 

(JIT) 1954-1965 

623 Power Engineering 
(C) 72(1968)-76(1972) 

624 Power Plant Engineering 
(C) 39(1935)-45(1941) 

625 Power and Work Engineer 
(C) 32(1937)-33(1938) 

626 Principia Mathematics 
(C) 1-3 
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627 Proceedings of the American 
Concrete Institute 

(C) 19(1923)-45(1949) 〔20-22(1924-
1926)〕
〔糾35(1928-
1939)〕

628 Proceeding of the American Rail・
way Engineering Association 

(V) 14(1913)-37(1936) 〔31(1930)〕
〔36(1935)〕

629 Proceedings of the American Rail・
way Engineering and Mainte-
nance of Way Association 

(C) 1(1900)ー12(1911)
Pt. I 

630 Proceedings of the American 
Society of Civil Engineers 

Journal of the Aero-Space Transport 
Journal of the Construction 
Journal of the Engineering Mechanics 
Journal of the Highway 
Journal of the Hydraulics 
Journal of the Irrigaition and Drainage 
Journal of the Pipeline 
Journal of the Power 
Journal of the Professional Activities 
Journal of the Sanitary Engineering 
Journal of the Soil Mechanics 

and Foundations 
Journal of the Structural 
Journal of the Surveying and Mapping 
Journal of the Urbanplanning 

and Development 
Journal of the Waterways and Harbors 
*(I) 78(1952)-81(1955) 

87 (1961)-98(1972) 
*(V) 77(1951)-98(1972) 〔78(1952)〕

36(1910)-66(1940) 〔64(1938)〕
75(1949)-83(1957) 

(C) 65(1941)-75(1949) 〔65,1-6(1941)〕
81(1955) 〔75,6-12(1949)〕

631 Proceedings of the American 
Society for Testing Materials 

(IIり 16(1916)-26(1926)
*(C) 10(1910)-18(1918) 〔15(1915)pt. I〕

20(] 920)-72(1972) 〔18(1918)pt. II〕
〔19(1919)〕
〔33(1933)〕
(34 pt. II (1934)〕
〔35(1935)〕
〔37(1937) pt. II〕

632 Proceedings of the Association of 
Asphalt Paving Technologists 

*(C) 16(1947)-41(1972) 

633 Proceedings of the IM E Automobile 
Division 



(C) 1950-1970 

634 Proceedings of Blast Furnace and 
Coke Oven 
(see: Proceedings of Ironmaking) 

(IV) 13(1954) 
16(1957)-21 (1962) 

635 Proceedings of the Cambridge 
Philosophical Society 

*(C) 48(1952)-72(1972) 

636 Proceedings of the Chemical Society 
(C) 1959-1964 

637 Proceedings of Electric Furnace 
*(IV) 15(1957)-30(1972) 

638 Proceedings of the Highway 
Research Board 
(see: Highway Research Abstracts; 
Highway Research News; Highway 
Research Record) 

(C) 24(1944)-41 (1962) 〔25-26〕

639 Proceedings of the Imperial 
Academy 

(C) 2(1926)-46(1940) 

640 Proceedings of the Institute of 
Electrical and Electronics 
Engineers 
(formerly: Proceedings of the IRE) 

*(]][) 18(1930)-23(1935) 〔23(1935)pt. I〕
26(1938)-60(1972) (37, 7-12(1949)〕

(27-36(1939-
1948)〕

(C) 27 (1939)-38(1949) 〔38(1949)pt. 1I〕
641 Proceedings of the Institute of 

Municipal and County Engineers 
(C) 37(1910)-54(1928) 〔47-50(1920-

1924)〕
〔53(1926-1927)〕

642 Proceedings of the Institution of 
Civil Engineers 

*(V) 2(1953)-6(1957) 
5(1956)-53(1972) 

(C) 1(1952) (1 pt. II, 1('52)〕
(1 pt.]][, 2('52)〕

643 Proceedings of the Institution of 
Electrical Engineers 

(lll) 98(1951)-109(1962) 
*(C) 88(1941)-119(1972) 

supplement 
Pt. A no. 1, 2, 3 
(1956, 1959, 1962) 
Pt. B no. 1-18 
(1956-1959) 
Pt. C no. 1 (1958) 

644 Proceedings of the Institution of 
Mechanical Engineers 

*(C) 129(1935)-186(1972) 
WEP'S 

〔153(1945)2, 4-8, 12〕
〔155(1946)14, 18-24〕
〔157(1947) 28-34, 36〕
〔159(1948)37, 40 

43-45〕
〔161(1949) 51, 52, 54〕
(163(1950) 59-61〕

645 Proceedings of Ironmaking 
(formerly: Proceedings of Blast 
Furnace and Coke Oven) 

*(IV) 22(1963)-31(1972) 

646 Proceedings of the Japan Congress 
on Materials Research 
(formerly: Proceedings of the Japan 
Congress on Testing Materials) 

*(C) 1(1958)-8(1965) 〔4(1961)〕
12(1969)-15(1972) 

Proceedings of the Japan Congress 
on Testing Materials 
(see : Proceedmgs of the Japan Congress 
on Materials Research) 

647 Proceedings of the Japan National 
Congress for Applied Mechanics 

*(C) 1(1951)-16(1966), 18-20(1970) 

648 Proceedings of the National 
District Heating Association 

*(C) 58(1967)-63(1972) 

649 Proceedings of Open Hearth 
*(IV) 40(1957)-55,1972) 

650 Proceedings of the Physical Society 
(see: Journal of Physics) 

(C) 49(1937)-70(1957) 
sect. A & B 
71 (1958)-92(1967) 

Proceedings of the Physico-Mathe-
matical Society of Japan 
(see: Nippon Sugaku如 urigakkaiKiji) 

651 Proceedings of the Royal Society 
of London, series A 

*(I) 114(1927)-177(1941) 
205(1951)-331 (1972) 

(C) 177 (1940)-192(1948) 

652 Proceedings of the Society for 
Analytical Chemistry 

*(C) 1(196,1)-9(1972) (2, 4(1965)〕
〔4,7(1967)) 

653 Proceedings of the Society for 
Experimental Stress Analysis 

(I) 7(1949)-19(1962) 
*(JI) 13(1956)-29(1972) 
(C) 1(1943)-6(1948) 
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654 Product Engineering r 670 , Railway Engmeering and Mainte-
(I) 24(1953)-35(1964) , nance 
(JI) 22(1951)-23(1952) 〔22,1-6(1951)〕 '(V) 47(1951) 

(23, 7 (1952)〕 I (C) 21(1925)-23(1929) 
*(C) 29(1958)-32(1972) (24 mar. (1953)〕 671 Railway Engineering Review 

655 Product Finishing (A) I (V) 43(1903)-45(1905) 
(JI) 28(1964)-35(1970) 1672 Railway Gazette 

656 Product Finishing (E) (C) 1915-1916 〔40―I(1924)〕
(JI) 12(1959)-23(1970) , 41 (1924)-46(1927) 〔47-JI (1927)〕

657 Progressive Architecture I 49(1928) 〔48-I (1928)〕
*(V) 1955 sept.-1956 I 673 Railway Mechanical and Electrical 

aug. 1957-1958 Engineer 
1961-1972 (V) 125(1951) 

658 Public Roads 
674 Railway Track and Structures 

659悶bl贔翌贔茫:3(1952) I 
* (V) 1952-37 (1972) 

(V) 48(1952)-50(1954) 

660 Pulp and Paper Magazine of Canada j 
(N) 29(1930), 31(1931) (29(1930) many 

lacks〕

675 Rayon 
(N) 8(1929)-14(1933) 〔11-13(1931-

1932)〕

661 Pumps and Other Fluids Machinery 

Abstracts 
*(JI) 

Q 

662 QST 
(C) 21 (1937), 35(1951) 

663 Quarterly of Applied Mathematics 
*(V) 13(1955)-20(1962) 

23(1965)-30(1972) 
*(C) 1(1943)-30(1972) 

664 Quarterly Journal of Mechanics 
and Applied Mathematics 

*(C) 1(1948)-25(1972) 

R 

665 Radio and Electronic Engineer 
(formerly: Journal of the British 
Inst. of Radio Engineer) 

*(C) 3(1942)-42(1972) (10(1950)〕

666 Radio Export 
(C) 3(1926)-5(1928) 

667 Radio Science (new Ser.) 
* (C) 1 (1966)-7 (1972) 

676 Rayon and Melliand Textile 
Monthly 

(IV) 17 (1936)-19(1938) 

677 Rayon Textile Monthly 
(C) 18(1937) 

678 R C A Review 
*(C) 1(1936)-33(1972) 

Reactor Science and Technology 
(see: Journal of Nuclear Energy) 

679 Refrigerating Engineering 
(II) 61(1953)-66(1958) 
(C) 57(1949)-60(1952) (59(1951)〕

680 Regelungstechnik 
*(II) 1(1953)-20(1972) 
(C) 1(1953) 

681 Regelungstechnische Praxis 
* (II) 4(1962)-14(1972) 

682 Reports of the Aeronational 
Research Institute 
(Tokyo Imperial Univ.) 

(C) 1(1925)-14(1939), 
16(1941)-17 (1942) 

I 683 Review of Scientific Instruments 
I I (I) 1(1930)-35(1964) 〔13-20(1942)-

1949)〕
(ill) 3(1932)-33(1962) 〔8-9(1937-1938)〕

〔 11ー20(1940—
668 Radio Television News 

(JlI) 43(1950)-52(1954) 
-Radio Electronic Engineering ed. 

(JlI) 23(1954)-24(1955) 

I *(C) l (1930)-43(1972) 仇誓1937-
1941)〕

no. 5 (23, 1-2(1954)〕

669 Railway Age 
(V) 70(1921)-136(1954) (74, 75, 80, 86-

129〕
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684 Reviews of Modern Physics 
*(I) 22(1950)-44(1972) 
(C) 1(1929)-21(1949) (11-12(1939-

1940)〕
(18(1946)〕



685 Revue de I'Aluminium 
*(IV) 349(1967)-413(1972) 

686 Revue de I'Artillerie 
(C) 117(1936)-129(1937) 

687 Revue Generale des Chemins de Fer 
(V) 69(1950) 

73(1954)-79(1960) 

688 Revue Generale de l'Electricite 
*(][) 63(1954)-81(1972) 

689 Revue Generale de l'Hydraulique 
(V) 73(1956)-78(1957) 

690 Revue Maritime 
(C) 1928,'33ゴ35,

'38ゴ39

691 Revue de Metallurgie 
*(IV) 27(1930)-69(1972) 〔29-48(1932-

1951)〕

692 Revue Nautique 
(C) 1951 

693 Revue d'Optique 
(see: Nouvelle Revue d'Optique 
App!iquee) 

(C) 32(1953)-47 (1968 June) 

694 RIB A Journal 
(formerly: Journal of the Royal 
Institute of British Architects) 

*(V) 58(1951)-79(1972) 

695 Road International 
*(V) 56(1965)-86(1972) 

696 Road and Road Construction 
*(V) 28(1949)-50(1972) 

697 Roads and Streets 
*(V) 92(1929)-115(1972) 〔98,8(1955)〕

698 Rock Mechanics 
(formerly: Felsmechanik und 
Ingenieurgeologie) 

*(I) 1(1969)-4(1972) 

699 Rock Products 
(IV) 29(1926)-32(1929) 〔32,1(1929)〕
(V) 55(1952)-57(1954) 
(C) 30(1927)-35(1932) 

700 Rudder 
(JI) 11(1900)-57 (1941) 〔13(1902)〕

〔18(1907)〕
〔24(1910)〕

s 

〔33-51(1918-
1935)〕

701 Siichsisches Jahrbuch fiir das 
Berg-und Hiittenwessen 

(C) 1879-1880, 1882, 1911 

702 SAE Journal 
(JI) 69(1961)-73(1965) 

*(C) 60(1952)-80(1972) 

703 S A E Transactions 
*(C) 1(1947)-6(1952) 

61(1953)-80(1972) 

704 Schiff und Hafen 
(JI) 2(1950)-7(1955) (3(1951)〕

*(C) 8(1956)-24(1972) 

705 Schiffbau 
(C) 5(1903)-32(1931) 〔7-9,12-15, 17 

21〕

706 Schiffstechnik 
*(JI) 2(1955)-19(1972) 

707 Schrifttumkartei Bauwesen 
(V) 4(1957)-19(1972) 

708 Schweizerische Bauzeitung 
*(C) 70(1952)-90(1972) 

709 Schweiz. Elektrotechnische Verein 
Bulletin 

(C) 16(1925)-27(1936) 

710 Schweizerische Zeitshrift fiir 
Vermessung, Kulturtechnik und 
Photogrammetrie 

*(C) 60(1962)-70(1972) 

711 Science 
*(C) 111(1950)-177(1972) 

712 Science Abstracts, Sect. A; Physics 
Abstracts 

(I) 1 (1898)-41 (1939) 
(ill) 56(1953)-65(1962) 〔60,7, 10(1957)〕
(IV) 24(1921)-38(1935) 

*(C) 26(1923)-75(1972) 〔27-28(1924-
1925)〕
〔41-43(1938-
1940)〕
〔56(1953)〕

713 Science Abstracts, Sect. B; 
Electrical Engineering Abstracts 

*(ill) 54(1951)-75(1972) 〔60,7, 10(1957)〕
(IV) 27(1924)-40(1937) 〔30(1927)〕

〔38(1935)〕
(C) 23(1920)-53(1950) 〔24,29, 34-43〕

714 Science Abstracts, Sect. C; 
Computer and Control Abstracts 

*(C) 5(1970)-7(1972) 

715 Science Progress 
(C) 2(1907)-27 (1932) 

716 Science Reports of the Research 
Institute (Tohoku Univ.) 
(exch. pub.) 

series A: Physics, Chemistry and 
Metllurgy 
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*(C) 1(1949), 3(1951)-6(1954), 
8(1956)-24(1972) 

series B: Technology 

Reports of the Research Institute 
of Electrical Communication 

*(C) 5(1953), 7(1955)-24(1972) 

717 Scientific American 
(I¥り 210(1964)-223(1970)

*(C) 137(1927)-157(1937) 〔142(1930)〕
218(1968)-227 (1972) 〔147ー155(1932-

1936)〕

Scientific Lubrication 
(see: Industrial Lubrication) 

718 Scientific Papers of the Institute 
of Physical & Chemical Research 

(lV) 1(1922)-38(1941) 
*(C) 1(1922)-45(1951), 

55(1961)-66(1972) 

719 Scientific and Technical Aerospace 
Reports 
(formerly: NASA's Scientific and 
Technical Aerospace) 

(I) 1(1963)-2(1964) 
*(C) 1(1963)-10(1972) 

720 Scripta Metallurgica 
*(C) 1(1967)-6(1972) 

721 Seifensieder-Zeitung 
(lV) 56(1929) 

Semiconductor Products 
(see: Solid State Technology) 

722 Sheet Metal Industries 
*(TI) 26(1949)-49(1972) 〔26jan.-july 

(1949)〕

(I) 32(1955)-48(1971) 

723 Shipbuilder 
(II) 1905-1930 
(C) 4(1911)-47(1940) 

〔27aug.-sept. 
('50)〕

〔14-19(1916-
1918)〕
〔24(1921)〕

724 Shipbuilder and Marine Engine 
Builder 

(JI) 3(1907)-47 (1940) 〔5-9(1911-1913)〕

(C) 59(1952)-62(1955) 

〔15-17(1916-
1917)〕
〔19(1918)〕
〔21(1919)〕
〔28(1923)〕
〔31-32(1925)〕
〔36(1929)〕

725 Shipbuilding and Shipping Record 
(JI) 1 (1913)-63(1944) 〔jan.-feb.(1913)〕

〔63may-dee. 
(1944)〕
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(C) 3(1914)-55(1940) 〔43JI -45(1934-
1935)〕
〔51-52(1938)〕

726 SI AM  Journal on Appled Mathema-
tics 

*(JI)22(1972) 
727 SI AM  Journal on Control 

*(JI) 10(1972) 

728 SI AM  Journal of Numerical 
Analysis 

*(E) 

729 Siemens Review 
(IV) 6(1930)-7 (1931) 
cc) 7(1931)-15(1950) 

730 Siemens Zeitschrift 
(IV) 17 (1937)-19(1938) 

*(C) 2(1924)-46(1972) 〔3(1924)〕
〔20ー24(1940-
1950)〕

731 Soap and Chemical Specialties 
(IV) 31 (1955)-46(1970) 〔36,5〕

732 Software, Practice & Experience 
*(E) 1(1971)-2(1972) 

733 Soil Conservation 
*(V) 16(1951)-38(1972) 

734 Soil Science 
*(V) 69(1950)-114(1972) 

735 Solid State Electronics 
*(I[) 1(1960)-15(1972) 

736 Solid State Technology 
(formerly: Semiconductor Products) 

(ill) 6(1963) june-7(1964) 
*(C) 2(1959)-15(1972) 〔2,3-4〕

737 Sound-Its Uses and Control 
(superseded Noise Control) 

(C) 1 (1962)-2(1963) 

738 Soviet Journal of Optical 
Technology 

*(I) 

739 Soviet Physics-Acoustics 
*(I) 5(1969)-18(1972) 
*(C) 9(1964)-18(1972) 

740 Soviet Physics-JETP 
(C) 1(1955)-34(1972) 〔2,5-6〕

741 Space Science Review 
(I[) 1(1962)-3(1964) 

742 S P E Journal 
*(IV) 

743 Stahl und Eisen 
*(I¥') 1898-92(1972) 〔35-40(1915-

]920)〕
〔47(1927)〕
〔53(1933)〕



〔55-58(1936-
1938)〕
〔60-69(1940-
1949)〕

(C) 24(190-1)-69(1949) 〔32JI(1912)〕
〔33(1913)〕
〔34JI (1914)〕
〔35-60(1915-
1940)〕
〔65(1945)〕

744 Stahlbau (see: Bautechnik) 
*(V) 22(1953)-41(1972) 

21(1952)-27(1958) 
(C) 21(1952) 

745 Stal 
(II) 1959-1968 
(IV) 1962-1970 

746 Starke 
(IV) 9(1958)-24(1972) 〔9,1-9〕

747 Steam Engineer 
(C) 1(1931)-10(1940) 

748 Steel 
(JI) 146(1960) 
(IV) 1951 

249 Steel in U S S R 
*(IV) 1(1971)-2(1972) 

750 Strassen Verkehrs Technik 
*(V) 10(1966)-16(1972) 

751 Street Railway Journal 
(C) 23(1904)-25(1905) 

752 Structural Concrete 
(V) 2(1964)-3(1966) 

753 Structural Engineer 
(JI) 36(1958)-40(1962) 

*(V) 37(1959)-50(1972) 

754 Studies in Applied Mathematics 
(formerly: Journal of Mathematics 
and Physics) 

(C) 38(1959)-51(1972) 

755 Surface Science 
*(I) 1 (1964)-33(1972) 
(I¥り） 1(1964)-23(1970) 

756 Surveyor 
(C) 69(1926)-76(1929) 

T
 

757 Talanta 
*(IV) 1(1958)-19(1972) 

758 Technical Bulletin 
(IV) 3(1923)-18(1938) 

759 Technische Mitteilungen A E G-
Telefunken 

(formerly: AEG-Mitteilungen) 
*(C) 1930-1938 

41(1951)-62(1972) 

Telefunken-Zeitung 
(see: Wissenschaftliche Berichte 
A E G-Telefunken) 

760 Tele-Tech 
(C) 1(]942)-15(1956) 〔1feb. (1942)〕

〔13,5,8, 12 
(1954)〕

761 Tenside 
*(I¥') 1(1964)-9(1972) 

762 Tetrahedron 
*(IV) 23(1967)-28(1972) 

763 Textile Colorist 
(IV) 1907-1934 

764 Textile Manufacture 
(IV) 1932-1938 

765 Textile :Mercury 
(IV) 1937-1940 

766 Textile Research Journal 
(C) 20(1950)-38(1969) 

767 Textile World 
(I¥ャ） 66(1924)-90(1940) 〔80-83(1932-

1934)〕

〔1910,'11,'15-'31〕

(C) 84(1934)-88(1938) 

768 Textileberichte 
(IV) 1921ー19蕊〔1923〕

769 Theoretical Chemical Engineering 
Abstracts 

*(IV) 7(1970)-9(1972) 

770 Thin Solid Films 
*(C) 1(1967)-14(1972) 

771 Tiefbau 
*(V) 3(1961)-14(1972) 

Tool & Manufacturing Engineer 
(see: Manufacturing Engineering & 
Management) 

772 Toshiba Review 
(exch. pub.) 

*(C) 1(1960)-54(1972) 

773 Traffic Engineering 
(C) 22(1952)-30(1960) 

*(V) 33(1963)-42(1972) 〔33,1-3〕

774 Traffic Engineering and Control 
*(V) 6(1965)-14(1972) 

775 Traffic Quarterly 
*(V) 19(1965)-26(1972) 

776 Traffic Safety 
*(V) 65(1965)-72(1972) 

777 Transactions of the American 
Electrochemical Society 

(IV) 8(1905)-79(1941) 〔10-28(1907-
1915)〕
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(C) 25(1914)-74(1938) 〔29(1914)〕
〔34(1918)〕
〔40(1921)〕
〔43-44(1923)〕
〔47(1925)〕
〔61-71(1932-

1973)〕
778 Transactions of the American 

Geophysical Union 
(V) 31 (1950)-39(1960) 
(C) 21(1940)-30(1949) 〔19,12-1943〕

779 Transactions of the American 
Institute of Chemical Engineers 

(C) 37(1941)-42(1946) 

780 Transactions of the American 
Institute of Electrical Engineers 

(ill) 10(1893)-72(1953) 〔60-70(1941-
1951)〕

(C) l 0(1893)-72(1953) 〔17-18(1900-
'01)〕
〔20-21(1902)〕
〔41pt. JI -42 
(1922ゴ23)〕
〔47-59(1924-
1940)〕
〔61-63(1942-
'44)〕
[65-67(1946—
'48)〕
〔69(1950)〕

781 TransactionsJof;the American 
Institute of Mining Engineer 

(C) 1 (1871)-59(1918) 〔31(1901-2)〕
〔58(1917-8)〕

782 Transactions of the American 
Institute of Mining and Metal-
lurgical Engineers 

(IV) 58(1918)-76(1928) 
1929-1950 
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〔59(1918)〕
〔100-101(1932)〕
〔103(1933)〕
〔105(1933)〕
〔107-109(1933-
'34)〕
[111-120(1934—
'35)〕
〔122-123(1936)〕
〔126-128(1937)〕
〔130-133(1938-
'39)〕
〔135(1939)〕
〔137(1940)〕
〔139-148(1941-
'42)〕
〔150-162(1942-
'45)〕
〔165-175(1945-
'47)〕
〔179(1948)〕
〔184-187(1949)〕

(C) 60(1919)-138(1940) 〔61-63(1919)〕
〔65(1921)〕
[77—95(1929-
'30)〕
〔98-101(1931-
'33)〕
〔103-137(1933-
'39)〕

783 Transactions of the American 
Society of Civil Engineers 

*(V) 51(1903)-118(1953) 〔116(1951)〕
(117(1952)〕

120(1955)-137(1972) 
cc) 66(1910)-99(1934) 〔95-96(1931-

'32)〕
106(1941)-114(1949) 
116(1951)-117 (1952) 

784 Transactions of American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineer 
(formerly: Transactions of American 
Society of Heating and Ventilating 
Engineers) 

*(V) 39(1933) 
44(1938)-45(1939) 
47(1941) 
61 (1955)-78(1972) 

(C) 48(1942)-60(1954) 〔59(1953)〕

785 Transactions of the American 
Society of Mechanical Engineers 

Ser. A; Journal of Engineering for Power 
11 B; Journal of Engineering for 

Industry 
11 C; Journal of Heat Transfer 
11 D; Journal of Basic Engineering 
*(JI) 80(1958)-94(1972) 
*(C) 50(1928)-

55(1933) 〔50(1928)-55(1933)
many lacks〕

62(1940)-94(1972) 〔70june-sept. 
(1948)〕
〔71,1-2(1949)〕

Ser. E; Journal of Applied Mechanics 
*(I) 17(1950)-39(1972) 
*(JI) 17(1950)-22(1955) 

25(1958)-39(1972) 
(V) 16(1949)-24(1957) 〔16,1-2(1949)〕
(V) 21(1954)-29(1962) 〔27,1-2(1960)〕

*(C) 1(1933)-39(1972) 〔15(1948)〕
Ser. F; Journal of Lubrication Technology 
*(C) 90(1968)-94(1972) 
*(JI) 92(1970)-94(1972) 
Ser. G; Journal of Dynamic Systems, 

Measurement & Control 
*(C) 93(1971)-94(1972) 

Journal of Fluids Engineering 
*(C) 
* (JI) 



Journal of Materials Engineering , 
*(C) 

786 Transactions of American Society 
for Metals 
(see: Metallurgical Transactions) 

(IV) 48(1956)-62(1969) 
(C) 32(1944)-47(1955) 

787 Transactions of the Faraday 
Society 

(C) 16(1921)-67(1971) 〔38-42(1942-
1946)〕

Transactions I R E 
(see: IEEE Transactions) 

788 Transactions of the Institute of 
Metal Finishing 

*(C) 40(1963)-50(1972) 

789 Transactions of the Institution of 
Chemical Engineers 

(JI) 31(1953)-32(1954) 
*(C) 31(1953)-50(1972) 

790 Transactions of the Institution of 
Mining Engineers 

(C) 1 (1892)-39(1910) 

791 Transactions of the Institution of 
Welding 

(C) 16(1953) 〔5〕

792 Transactions of the Japan Institute 
of Metals 

*(C) 3(1962)-13(1972) 

793 Transactions of the Metallurgical 
Society of A I M E 
(see: Metallurgical Transactions) 

(IV) 212(1958)-245(1969) 

794 Transactions of the North-East 
Coast Institution of Engineers 
and Shipbuilders 

*(C) 35(1918)-56(1940) 〔36(1919-'20)〕
80(1964)-89(1972) 〔40-41(1923-

'25)〕
〔46-47(1928-
'31)〕

795 Transactions of the Royal 
Institution of Naval Architects 
(see: Naval Arhitect) 

(JI) 1(1860)-97(1955) 

*(C) 1(1860)-91(1949) 
97(1956)-113(1971) 

〔10(1869)〕
〔15(1874)〕
〔30(1889)〕
〔15(1874)〕

796 Transactions of the Society of 
Instruments Technology 

(JI) 5(1953)-8(1956) 

797 Transac:ti9ns of the Society of 
Naval Architects and Marine 

Engineer 
(II) 26(1918)-65(1957) 〔30(1922)〕

〔32-33(1924-
'25)〕
〔36-57(J 928-
'49)〕

*(C) 1(1893)-80(1972) 〔3-7(1896-1900)〕
〔24(1916)〕
〔43(1935)〕
〔45-46(1937-
'38)〕

798 Transportation Research 
*(V) 5(1971)-6(1972) 

799 Transportation Science 
*(V) 5(1971)-6(1972) 

800 Travaux 
*(¥「) 45(1961)-55(1972) 

801 Tribology 
*(II) 3(1970)-5(1972) 

u 

802 Ultrasonic News 
(I) 5(1961) no. 4-7 (1963) 

803 Ultrasonics 
* (lll) 1 (1963)-10(1972) 

804 Urbanisme 
*(V) 31 (1962)-41(1972) 

U.S. Government Research and 
Development Reports 
(see : Government Reports 
Announcement) 

805 U.S. Naval Institute 
(C) 45(1919)-67(1941) 〔51(1925)〕

〔55(1929)〕
〔58(1932)〕
〔61(1935)〕

V 

806 Vacuum 
*(I) 3(1953) no. 3-4 

14(1964)-22(1972) 

807 Vakuum-Technik 
*(I) 4(1955)-21(1972) 

808 VD  E-Fachberichte 
(C) 31(1926) 

809 VD  1-Forschungsheft 

〔66jan.-nov. 
('40)〕

*(C) 11 (1940)-38(1972) 〔15(1944)〕

V D 1-Zeitschrift 
(see: Zeitschrift des Verein Deustcher 
Ingenieur) 
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810 Veroffentlichungen aus dem 
Gebiete der Nachrichtentechnik 

(C) 1 (1931)-6(1936) 

811 Vide 
*(I) 15(1961)-27(1972) 

w 

812 Warme 
(C) 58(1935)-61 (1938) 〔58I (1935)〕

(61 JI (1938)〕

813 W asser-und Energiewirtschaft 
(I) 52(1960) nr. 4-56(1964) 

814 W asserwirtschaft 
*(V) 40(1950)-62(1972) 〔40jan.(1950)〕

815 Water International 
*(C) 

816 Water International-Newsletter 
*(C) 

817 Water Power 
(I) 1955 may-dee. 

*(C) 1956-24(1972) 

818 Water and Sewage Sewage Works 
*(IV) 

819 Water and Water Engineering 
(C) 24(1922)-38(1936) 

820 Way Ahead with C I B Bulletin 
(V) 7(1957)-9(1961) 

1962-1966 

821 ¥Vater Resources Research 
*(V) 7(1971)-8(1972) 

822 Wear 
*(JI) 1(1957)-19(1972) 

823 Welding Engineer 
*(C) 15(1930)-57(1972) 〔19-21(1934-

'36)〕
〔27-35(1942-
'50)〕

824 Welding Journal 

(formerly: Journal of American 
Welding Society) 

(JI) 13(1934)-34(1955) 〔17(1938))
〔19(1940)〕
〔21-28(1942-
'49)〕

* (C) 13(1934)-51 (1972) 〔14-16(1935-
1937)〕
〔18(1939)〕
〔20(1941)〕
〔25,10〕

825 Welding and Metal Fabrication 

(I) 30(1962)-32(1964) 〔30,1〕

826 Werk 
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*(V) 49(1962)-59(1972) 

827 W erkstattstechnik 
*(C) 44(1954)-62(1972) 

828 W erkstoffe und Korrosion 
* (IV) 3 (1952)-23 (1972) 

829 W escon Technical Papers 
(formerly: IEEE Wescon Convention 
Record) 

*(C) 3(1959)-16(1972) 

830 Westinghouse Engineer 
*(lll) 1(1941)-32(1972) [11ー12(1951-

'52)〕
(C) 12(1952)-14(1954)'.many lacks〕

831 Wire Industry 
*(IT) 22(1955)-39(1972) 

832 Wire Production 
(see: Wire-World International) 

(IT) 5(1956)-7(1959) 

833 Wire and Wire Products 
*(IT) 27(1952)-47(1972) 〔'52jan.-may〕
(C) 20(1945)-26(1951) 〔'54jan.〕

834 Wire-World International 
(IT) 1(1959)-13(1971) 〔1,1〕

835 Wireless Engineer 
(see: Electronic and Radio Engineer) 

(lll) 28(1951)-35(1958) 

836 Wissenschaftliche Berichte A E G-
Telefunken 
(formerly: Telefunken-Zeitung) 

*(C) 24(1941)-45(1972) 

837 World Petroleum 
(IV) 1933-1941 
(C) 8(1937)-10(1939) (9〕

838 World Power 
(C) 7(1927)-27(1937) (8〕

y 

839 Yacht 
(IT) 1897-1914, 

1927-1928, 
1930ー1932,
1937-IT, 1938 

z
 840 Zeitschrift fii.r Analytische Chemie 

*(IV) 19(1880)-29(1890) 〔30-129(1891-
130(1949)-262(1972) 1948)〕

Zeitschrift fur Angewandte Chemie 
(see: Angewandte Chemie) 

841 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik and Mechanik 



(I) 1 (1921)-17 (1937) 〔14-15(1934-
1935)〕

*(C) 10(1930)-52(1972) 〔11(1931)〕
〔13-17(1933-
1937)〕

842 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik und Physik 

¥(C) 1(1950)-6(1955) 
8(1956)-23(1972) 

843 Zeitschrift fiir Angewandte Physik 
(see: International Journal of Applied 
Physics) 

(C) 1(1948)-32(1971) 

844 Zeitschrift fiir Anorganische und 
Allgemeine Chemie 

(IV) 121(1922)-222(1935) 〔128-172(1924-
'27)〕
〔176(1928)〕
〔181(1929)〕
〔183(1929)〕
〔186-216('30-
'31)〕
〔218-221('32-
'34)〕

845 Zeitschrift fur Bauwesen 
(V) 57(1907) 

846 Zeitschrift fiir das Berg-Hutten und 
Salinenwesen im Preussischen 
Staate 

(C) 13(1865)-59(1911) 〔15(1867)〕
〔45-52(1897-
1904)〕

Zeitschrift fiir Electrochemie 
(see: Berichte der Bunsengesellschaft 
fiir Physikalische Chemie) 

847 Zeitschrift fiir Kristallographie 
(C) 110(1958)-131(1970) 

848 Zeitschrift fiir Metallkunde 
*(IV) 17(1925)-63(1972) 〔20-21(1928-

1929)〕

(C) 34(1942) 
39(1948)-40(1949) 

〔34-40(1942-
1949)〕

849 Zeitschrift fiir Naturforschung 
ausg. A 

*(C) 16(1961)-27 (1972) 

850 Zeitschrift fiir Physik 
(I) 47(1928)-143(1955) 〔116-123(1941-

1946)〕
*(C) 144(1956)-256(1972) 

851 Zeitschrift fiir Physikalische Chemie 
(IV) 33(1900)-65(1909) 〔51(1905)-

64(1909)〕

852 Zeitschrift fiir Physikalische 
Chemie, Neue Folg・e 

(IV) 31(1962)-82(1972) 

853 Zeitschrift fiir Physiologische 
Chemie 

(IV) 1(1877)-264(1940) 〔29(1900)〕
〔107-172('20-
'27)〕
[178-263('29— 
'39)〕

854 Zeitschrift fiir Technische Physik 
(I) 1(1920)-14(1933) 〔5(1924)〕
(C) 11(1930) 

855 Zeischrift des V erein Deutscher 
Ingenieur 

*(C) 44(1900)-114(1972) 〔45(1901)〕
〔49-50(1905-6)〕
(77(1933)〕
〔68I (1924)〕

856 Zement 
(I¥り 14(1925)-26(1937) 〔22-25(1933-

'36)〕
(C) 11(1922)-28(1939) 〔19JI (1930)〕

857 Zodiac 
*(C) 1970ー1972

236 



―U.S.S.R. — 

1 Akusticheskii Zhurnal 
*(I) 7(1961)-18(1972) 〔7,1(1961)〕

〔8,3(1962)〕

2 Atomnaja Energija 
* (JI) 24(1968)-33(1972) 

3 A vtomatika i Telemekhanika 
(exch. pub.) 

*(C) 17(1957)-32(1972) 

4 Beton i Zhelezobeton 
(V) 1958-1972 

5 Byulleten'Stroitel'noi Tekhniki 
*(V) 1958-1972 

6 Defektoskopija 
*(I) March, 1969-1972 

7 Doklady Akademij nauk SSSR 
*(C) 94(1954)-207(1972) 〔100,143〕

8 Elektronnaja Obrabotka l¥faterialov 
* (JI) 43 (1972) 

9 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Fizicheskaja 

(I) 18(1954)-20(1956) 
(C) 21(1957)-36(1972) 

10 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Geologicheskaja 

*(C) 1967-1972 

11 Izvestija Akademij nauk SSSR, 
Otedelenie Tekhnicheskikh nauk 
(exch. pub.) 

(C) 1954-1967 

12 Izvestija V U Z Chernaja 
Metallurgija 

*(IV) 1969-1972 

13 Khimija Tverdogo Topriva 
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(N) 1969-1972 

14 Magnitnaja Gidrodinarnika 
*(I) 1967-1972 

15 Metallovedenie i Termicheskaja 
Obrabotka Metallov 

*(N) 1961ー1972
16 Montazlmje Raboty v Stroitel'stve 

(V) 20(1958)-28(1968) 〔1962〕

17 Poloshkovala Metallurgija 
*(N) 1972-

18 Prikladnaja Matematika i 
Mekhanika 
(exch. pub.) 

*(I) 30(1966)-36(1972) 
(V) 17(1953)-20(1956) 〔19,3(1955)〕
*(C) 18(1954)-36(1972) 〔19,3(1955)〕

〔20,3(1956)〕

19 Promyshlennoe Stroitel'stovo 
(V) 1958 july.-1968 

20 Radiotekhnika i Elektronika 
*(C) 3(1958)-17(1972) 〔3,1-7〕

〔5,3〕

21 Stalj 
*(N) 1969-1972 

22 Steklo i Keramica 
(N) 24(1967)-29(1972) 

〔7,9-11〕
〔8,3〕

23 Stroitel'naja Mekhanika i Raschet 
Sooruzhenii 

(V) 1958-1972 

24 Stroitel'stvo i Architektura 
(¥「) 1961-1964 
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